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ファーレーン編　プロローグ






「藤とう堂どうさんも『フェアクロ』やっとったとは、結構意外かもしれへん」

「別に、いまどきＶＲＭＭＯなんて、オタクとかじゃなくても遊んでるじゃない。むしろ私としては、東あずま君が上級生産まで行ってた方が驚いたよ」

「サービス開始初日の混雑にうんざりして、現実逃避的にそこらの人と駄だ弁べりながら草むしりしてるうちに、深みにはまってしもてん」

　意外な状況で顔を合わせた意外なクラスメイトと、しみじみその意外性について語り合う男女。

　それ自体はネットゲーム、それも数年前からすっかり市民権を得たＶＲＭＭＯでは、よくあるというほどではないが、さほど珍しいというわけでもない光景である。




　関西弁を話す男の名は東宏ひろし。

　身長百七十一センチの中肉中背と言っていい体格で、眉が太めである事以外にこれといった特徴のない顔立ちの、別段おかしなセンスの服を着ているわけでもなければ、妙な着崩し方をしているわけでもないのに、どういうわけかどんな格好をしてもダサい、野暮ったいと言われてしまう、全身からヘタレオーラを発散させた高校三年生である。

　受験生なのにゲームにうつつを抜かしているところを見るまでもなく、割と流されやすいタイプで、ゲーム以外の趣味は読書、それも主にライトノベル系を好む、どちらかといえば世間一般でオタクと評される人物だ。

　女の名は藤堂春はる菜な。

　身長百六十七センチと日本人女子の平均よりは高めの背丈と、海外の血が混ざっている事を示す天然の長い金髪と透き通るような青い瞳が特徴的な、文句なしに美少女と言っていい女の子である。

　歌手である母親が、日本人の血が四分の一入った日系イギリス人であるため、イギリス人の血が八分の三混ざっているという、表現に困る血統を持つ少女でもある。

　イギリス人の血がものを言ってか、やたらメリハリのきいたグラビアアイドルに喧けん嘩かを売っても余裕で勝てるであろうボディラインは、男達の目を引きつけて離さない。

　宏と同じクラスの十七歳、本来受験生の身の上である。




「人の事は言えないけど、この時期にゲームなんてしてていいの？」

「心配してくれるんはありがたいけど、これでも通信制の予備校通っとるし、一応志望校のＡ判定にはぎりぎり引っかかってるんよ。それに元々、もうちょっとでスキル一個上げ終わるところやったから、そこまでやったら休止するつもりやったしな。で、藤堂さんは？」

「息抜き、ってところかな？　もう春休みぐらいからログイン自体はほとんどしてなかったし」

　この会話で分かるとおり、二人ともゲームにうつつを抜かして受験勉強をないがしろにしている、というわけではない。元々二人の通っている高校が、公立とはいえ成績では県下でもトップクラスの学校であるため、彼らの学力は決して低くないのである。

　春菜の方は親譲りの記憶力が威力を発揮してか、全国模試でも常に順位三桁を叩たたきだしており、目指す大学の合格率Ａ判定はずっと維持し続けている。

　宏の方もヘタレゆえに半ば惰だ性せいで毎日コツコツと勉強に励み、一部科目は春菜と互角の成績だ。

　もっとも、苦手科目が激しく足を引っ張るタイプであり、そこが足切りに引っかからないか、常に不安を抱えている。

　気さくで気配りができる性格の美人と、ヘタレオーラ全開のライトオタク。

　たとえクラスメイトであっても、本来事務的な会話以外では、一切関わり合いを持つ事はなかったであろう二人。

　それが事もあろうにネットゲームの中でばったり出会うという微妙に気まずい状況に陥った事が、ある特殊な問題に巻き込まれた彼らの救いになっていたりする。

「しかし、卒業まで、まともに話する機会なんかあらへんとおもっとったのに、こんなところでゲームについて語り合う事になるとか、人生って分からへんなあ」

「東君、私と関わりたくないオーラ全開だったもんね」

「別に、藤堂さんがどうとかいうんちゃうで。単純に、顔の広い女子と一緒に行動すると、碌ろくな目にあわへんっちゅう人生経験のもと、誰であってもリアル女子と関わるんは嫌なだけやで」

「……なんだろう、ひどい事言われてるはずなのに、自分でもすごく納得しちゃってるこの理不尽な状況……」

　微妙に落ち込む様子を見せる春菜。

　その台詞に微妙に引き気味になる宏。

　元々会話するにしては大きく取っていた距離を、さらにもっと広げようとする。

「藤堂さん自身に心当たりあるとか、やっぱり触らぬ神に……」

「この状況でそれはないと思うんだ、私」

「せやな。そろそろ現実逃避やめて、もういっぺん状況確認しよか」

　そう言いながら、ざっと周囲を見渡す。

　ＶＲＭＭＯ特有の、あえてアニメ寄りに振った現実感が薄い光景ではない、鮮やかな色彩と圧倒的な質感を持つ風景に空気の匂い。

　ゲームでは散々狩った、現実世界では見た事もないような造形の生き物。

　そして何より、攻撃を受けた時の、安全規制を超えたやたらと生々しく鋭い痛み。

　これがゲームだとしたら、明らかに色々と規制を無視している。

　そもそも、普通に入手可能なＶＲ用ハードだと、設計段階から一定以上の現実感を持たせられないように作られているため、ここまで現実と区別できない状況は再現不可能だ。

「スキル、使えたやんなあ」

「うん、使えた」

「っちゅうか、藤堂さんはどうか知らへんけど、リアルの僕の運動神経でこんなデカい熊、まともに相手なんかできへんで」

「ちょっと、それいくらなんでもひどい。私だって現実じゃあ普通の人相手に一対一ならどうにかできても、動物相手に戦えるような変な能力は持ってないよ！」

「やんなあ……」

　自分達が仕留めた熊を見ながら、まだ微妙に現実逃避気味の会話を続ける二人。

　さすがに二人とも、どう転んでも三メートル近い熊を生身で仕留める事はできない。
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「解体手順分かる、っちゅうんも変やけど、そもそもゲームん時って、ここまで細かくリアルに解体はせえへんかったよなあ？」

「というか、それやらされたら、いくらゲームで見た目がある程度デフォルメされてても、さすがに普通は引くよ……」

「やんなあ。そんで、戦ってる時にあんだけ痛かったんやからやっぱり、ゲームでも夢でもありえへんよなあ」

「うん。状況からすると明らかに、日本じゃない。というか、高確率で『フェアリーテイル・クロニクル』、もしくはそれによく似た世界、だよね」

「せやな。『フェアクロ』に近い世界やいう事は分かるけど、ゲームん中やないやろなあ」

　あまりによろしくない状況にため息をつくと、顔を見合わせて同じ言葉を発する。

「どうしよう……？」

「どないしようか……？」

　ゲームで染み付いた行動原理に従って現実だと思い知らせてくれた熊の残骸を処理しながら、ヘタレと才さい媛えんは途方に暮れたように語り合うのであった。




　　　　☆




　事の始まりは、宏の体感時間で四時間ほど前にさかのぼる。

『ちぃーっす』

『お、ヒロさん、ばんわ～』

『こん～』

　親との約束を律儀に守り、宿題と一時間程度の受験勉強もどきを済ませた宏は、ようやく作った空き時間にうきうきとヘッドギアをかぶり、『フェアリーテイル・クロニクル』にログイン。

　グループチャットで挨拶をすると、固定パーティを組んでいる面子から次々と挨拶が返ってくる。

　彼らが遊んでいる『フェアリーテイル・クロニクル』とは、宏が中学の頃に正式サービスを開始したＶＲＭＭＯで、〝狩りも農業も何でもござれ〟、〝サバイバルからスローライフまで〟、〝ゲーム内のアイテムは全て自作可能〟などのキャッチコピーで話題になったゲームだ。

　自由度の高さを謳うたっているためか、ＲＰＧ的な意味での職業の概念はなく、キャラクターレベルとスキル熟練度のハイブリッド育成システムを採用したタイプの作品である。

　本来なら三回か四回ぐらいの大規模アップデートで実装するほどのマップや要素を正式サービス開始直後から突っ込み、単に実装されているフィールドの情報が出で揃そろうだけでも一年近くかかるという廃人泣かせの偉業を成し遂げたこのゲームは、たった二回の大規模アップデートで、もはや開発者以外誰にも、全ての要素を把握できないだろうという巨大なタイトルに進化を遂げていた。

　もっとも、一番の驚きは、それだけの規模なのに、バグらしいバグやサーバーダウンのような不具合を一度も起こしていないという事だろう。

　何より、どんなやり方をしているのか、これまで一度もハッカーに侵入を許していないという、一部の政府より堅固なセキュリティを実現している事が、ほとんどバランス調整などを行わないにもかかわらず、ユーザーの支持を集めている理由に違いない。

　もうサービス開始から五年経たつというのに、いまだにユーザー数、プレイヤー満足度ともにトップクラスを走り続ける化け物タイトル。それが『フェアリーテイル・クロニクル』である。

『ヒロさんヒロさん』

『なんや？』

『ヒーリングポーションとマナポーションの在庫ってある？』

『せやなあ。とりあえずレベル６のやったら倉庫に山ほど積み上がっとるけど、それでええ？』

『十分。てか、市場にゃレベル４ぐらいまでしか出回ってないんだよなあ』

　出回っている物が、いまだ低レベルである事を意外に思いつつ、露店やオークションを長いこと利用していない宏としては、そんなものかと納得するしかない。

　そもそもレベル４のポーションは、人型の雑ざ魚こが結構落とす。

　落とすだけならともかく、モンスターのくせに普通に手持ちを使って回復してくるやつも居るから、うざい事この上ないとは狩りをしている連中のぼやきである。

　とある事情があって、このゲームの職人達は、自分が作ったアイテムを市場に流さない。

　そのため、露店やオークションに出回るのはドロップ品やクエスト報酬程度である。

　また、上級の素材は上級の職人がモンスターを解体しないと手に入らない仕様ゆえ、そういう素材も市場には出回らない。

　彼らのレベルになると、職人同士のネットワークがきっちりでき上がっているため、余っている素材は直接物々交換をするのが普通である。

　ゆえに、宏のような職人はほとんど露店やオークションを利用せず、結果として自分達が作る物の希少価値を理解していない。

『さよか。まあ、レベル５は安定して作ろう思ったら、中級カンストするぐらいの腕はいるからなあ』

『うげえ、そんなにきつかったのか……』

　宏の言葉にうめくフレンドＡ。

　因ちなみに、カンストとはネットゲーム用語でカウンターストップ、つまりは上限に達した事を指す。

　この場合は、中級をマスターした、と同じ表現である。

『まあ、生産は慣れと根気と諦めやからなあ。で、どんぐらいいる？』

『とりあえず、どっちも百本ぐらい欲しいけど、ある？』

『余裕余裕。百でええんやったらレベル８でもいけるで？』

　冬休みにスキル上げのために山盛り作った、ポーション作成スキルで製作可能な最高レベルの物を提示してみる。ぶっちゃけ、倉庫一マスに格納できる限界数で三マス分はあるので、誰かが食いつぶしてくれた方がありがたい。

『いやいや、６で十分。てか、レベル８なんて使った日には、目立ってしょうがねえよ。で、いくら？』

　素材集め以外でダンジョンに潜らない宏は知らぬ事だが、レベル８のポーションは現状、上級プレイヤーの回復魔法を超える回復量を誇る。

　それ一本でどうにかなるほど甘いゲームではないが、中級ダンジョンのボスぐらいなら、上手いアタッカーと組めば回復魔法なしで落とせる程度の性能はある。

　もっとも、生産スキルを鍛えているプレイヤーが非常に少ないこのゲームでは、生産か人型の希少モンスターから奪う以外手に入らないレベル５以降のポーションは、結構な貴重品である。

　一般に知られている最高レベルであるレベル６の各種ポーションなど、市場に出回った瞬間に上級の連中に買い占められるほどだ。

　おかげで、キャラクターレベルが人口的にボリュームゾーンの範囲に居る宏の身内は、誰もレベル６ポーションの相場など知らなかったりする。しかも、どういう仕様なのか、レベル５以降のポーションはＮＰＣが買い取ってくれない。

『せやなあ。どうせスキル上げで作ったやつやし、一本五百でええわ』

『安!!』

『いやまあ、正直なところ、出回ってないんやったらＮＰＣ売りの値段以外、相場とかあってなきが如しやし、ドロップ系の素材は皆からカンパしてもろとるしなあ』

『まあ、懐にあんまり余裕ないから、安いのはありがたいんだけどね』

『ほな、今から着払いで送っとくわ』

『了解。いつもサンキュ』

　倉庫から取り出したポーションを、宅配便システムで着払い指定にて送りつける。

　因みに、一本五百というのは、ＮＰＣから普通に買える上限である、レベル２ポーションの値段である。

『ヒロ、従妹いとこが今度ＶＲ解禁になったからって、このゲーム始めるって言ってたんだけど、初心者向けにいい装備ってないか？』

『せやなあ。雑魚ドロップよりはええナイフと服ぐらいはあるけど、それで問題ない？』

『ちょっとスペック見せて』

『こんな感じやで』

　倉庫を漁あさって引っ張り出した服とナイフのデータを、メールに転写して送りつける。

『悩ましいところだな』

『もっとええやつの方が良かったか？』

『いや、その逆だ。初心者に渡すには、ちょっと性能が良すぎるかもしれない』

『これ以下やったら、ＮＰＣから買こうた方が早いで』

『そうか、了解。じゃあ、最初は安いやつを買っておいて、適当なタイミングでこいつをプレゼントするか。いくらだ？』

『せやなあ。ＮＰＣに売って千五百やから、三千かなあ』

『だから安いって』

『倉庫に積み上がった余りもん押し付けとるだけやし、気にせんといてや。ついでに余ってる練習用ポーションとレベル０ポーションも一スタックずつあげるわ』

　そう言って、もはや使い道も存在しないほど微妙な回復量しかない最下級ポーションを大量に押し付ける。

　役に立つのがチュートリアルから初心者クエストを完了し、最序盤の作業を終えるぐらいまでという寿命の短い、だが安定して作れるようになるのにレベル２ポーションが欲しくなる頃のパラメーターが必要という、生産スキルの不遇さを象徴するようなポーション類である。

　余談だが、ポーションには中毒というシステムがあり、連続使用に限界がある。特にマナポーションとスタミナポーションは中毒発生率が高いため、大抵はチュートリアルや初期のクエストで貰もらった分を余らせている。

『ありがたく頂きはするが、はっきり言って俺達のところでも余ってるぞ？』

『こっちは、余ってるっちゅうレベルやあらへんねん。悪いけど、中毒起こす勢いで飲んだって』

『しゃあねえなあ。全く、せめてＮＰＣが買い取ってくれるか、空き瓶が回収できればいいんだがなあ』

『ほんまやで』

　体よく不良在庫を押し付ける事に成功した宏が、空いた容量を他のアイテムで適当に埋める。

『そういや、ヒロさん。その手のポーションって、どれだけ余らせてる？』

『各種五スタックっちゅうとこちゃうかなあ』

『うげえ。よくあの時期のマゾさでそんなに作れたよ……』

『何べんも言うとるけど、生産は慣れと根気と諦めやで』

『それで十じゅっ分ぷんでスタミナ切れ起こすような作業を続ける根性、俺にはなかったよ……』

『だよなあ。しかも採取で、ちゃんと薬草として使えるのを採ろうと思ったら、限界まで近づいて観察しなきゃならないしなあ』

『その上、全身使ってゴリゴリすりつぶして、ひたすら鍋かき回して、だもんなあ』

『俺、そもそも材料集めで挫折した』

　皆して、口々に生産のマゾさを口にする。

　業が深いのは、単にスタミナなどの消費が速いからはかどらないだけでなく、スタミナが枯こ渇かつすると指一本動かす事すら億おっ劫くうになるほどの疲れを感じるところだろう。初級生産のスタミナ消費は地味に最大値に比例するため、ある程度キャラが育ってからだと更に育てるのがきつくなるのである。

『自分ら、その程度でマゾい言うとったら甘いで。中級からは、普通に他の生産スキルで作るアイテムとか機材が絡んで来おんねんで？』

『うへえ……』

『しかも、モンスター素材も結構要るようになってくるから、今みたいに基本ソロで材料集めなあかん状況やと、最低限の戦闘能力は要るしな』

『本気で、上級の連中って頭おかしいよなあ』

『頭おかしいとは失礼な。何度も言うとるやん。生産なんざ、慣れと根気と諦めと惰性やって。駄弁りながらやっとったら、案外育つもんや』

　宏の身の程を知らない一言に、いろいろ突っ込みたいのをあきらめる友人一同。

　この手の行きつくところまで行きついた連中に対しては、何を言っても無駄だと思ったのだろう。

　そもそもそれで普通に育つのなら、職人雲隠れ事件の後、こんなに生産アイテムが枯渇したりしないし、知り合いにもっと職人プレイヤーがいるはずである。

『前から思ってたけど、いっぺんヒロさんの倉庫の中身、見てみたいよね』

『見せてもええけど、生産品と採取系の素材で埋まっとるから、貴重品はほとんどあらへんで』

『いやいや。その山とあふれてるっていうレベル８ポーションが、すでに普通に貴重品だから』

『上級生産やってる連中の倉庫は、みんな似たり寄ったりやで。多分、売りに出したらあっという間に値崩れするんちゃうか？』

『そんなにすげえの？』

『そら、レベル８をランク落とした素材で失敗せんと作れる連中は二十四人もおるんやし、一人一種一万は持っとるやろうから、それだけで各種最低二十四万本やで？』

　一見してものすごい数だが、プレイヤー総数や消費量を考えると、あまり多いとも言えない。何しろ、廃人クラスが通う攻略時間の長い高レベルダンジョンの場合、現状一回の攻略でパーティ全体で普通に五十や百は食いつぶすのだ。

　特に中毒の発生条件が軽めのヒーリングポーションは、前衛から後衛までまんべんなく中毒ぎりぎりまで消費するため、本当に消費量が馬鹿にならない。

『まあ、それはそれとしてさ。ヒロさん、これからダンジョン潜らない？』

『おー、ええなあ。そろそろドロップ系の素材使い切りそうやし、明日か明後日ぐらいから受験のためにちょっと休止する予定やから、今からやる作業が終わったらまぜてもらうわ』

『今、何作ってるの？』

『後でのお楽しみや』

　人を食ったようにおどけながら作業を続ける宏に、とりあえず集合場所と開始予定時間を告げて自分の準備に移る友人達。

　そんな彼らを横目に、ひたすらちまちま作業を続け……。

「よっしゃ、スキルカンスト！」

　作業の目的を達成し、最近クエストでゲットした特殊スキルをマスターした事を確認する。

　集合場所に向かうために移動しようと倉庫から転送石その他もろもろを取り出したところで、メールが届いた事を示す効果音が鳴った。

「ん？」

　メールボックスを覗のぞくと、明らかに文字化けしたと思われる、よく分からないタイトルのメールが三通。そっこうで削除しようかと思ったが、念のために知人友人に声だけ掛ける。

『なあ。誰か今、僕にメール出した？』

『いや、出してないけど、どうした？』

『何ぞ、文字化けしたメールが三通ほど届いてなあ』

『……それ、触らないほうがいいぞ』

　宏の言葉に、一番年上のメンバーが忠告する。

『やばそうやから中身を見るつもりもあらへんかったけど、何で？』

『最近、文字化けメールでクライアントが破壊されるトラブルが何件かあったらしくてな。公式でも注意が出てる』

『へ～。そんな致命的なバグが出るって、初めてちゃうか？　お、ほんまや。運営からのお知らせにのっとるわ』

『だから、運営に連絡したら、削除も含めて絶対触らないようにしておけ』

『了解。注意してくれてありがとうな』

　礼を言ってＧＭコール、文字化けメールについて連絡。

　運営の方にもスクリーンショット付きでバグ報告として通報。

　念のために件くだんの文字化けメール以外のバックアップを取り、今度こそダンジョンに潜りに行こうと転送石を起動させた瞬間に、異常が発生した。

『何じゃこら!?』

　文字化けメールがメールボックスを埋め尽くし、それ以外のウィンドウにまで侵食を開始する。

　唐突な展開に、無意識にグループチャットで叫ぶ。

『どうした？』

『文字化けメールがメールボックスからあふれ出しおった！』

『どういう事だ!?』

『僕に言われても！　って、何で触ってもないのに勝手に開くねん!!』

　宏の悲鳴を聞きつけたチャットメンバーが、慌てていろいろ声をかけてくる。だが、それに答える余裕すら与えられず、文字化けメールがどんどん視界を埋め尽くす。

　転送石の行き先選択表示に文字化けした地名が追加され、そこが勝手に選ばれる。

「待てい！　移動キャンセルや！」

　宏の叫びもむなしく、転送石が起動し、目の前がエラーとアラートで埋め尽くされる。

　不規則に表示され続けたその二つの警告表示が、まるで魔法陣のような図形に並んだところで、宏の意識は途絶えたのであった。




　　　　☆




「……何じゃこら……」

　あたりを見渡し、顔をしかめながら呟つぶやく。

　目が覚めた時、見覚えがあるようなないような森の中に倒れていたのだ。

　森、といっても、それほど深い場所に入っているわけではないらしく、ちょっと明るい方に歩けば、すぐに開けた草原が見える。どこをさして森の入り口というかは曖あい昧まいではあるが、入り口付近という認識で問題はなさそうである。

「本気で、どないやねん……」

　周囲をじっくり観察して、突っ込みどころの多さにため息をつく。

　森を構成している植物が、全く知らない物ばかりならまだ良かった。

　元々、草木の種類など見分けがつくほど知識はない。

　なのに、この森の植物について、ほぼ全ての名前を知っているのだ。

　それも、現実世界にはないであろう物が多いという有り様で。

「しかも、この格好。何ぼ何でもこれはないで……」

　服装が、ヘッドギアをかぶる前の物でも、ゲームの中で着ていた物でもなく、作りのあらいシンプルなシャツを身に付けており、スラックスと呼ぶのもおこがましい粗っぽい縫製のズボンと、裸足よりまし、程度のまともな靴底もない靴を履いている。

　記憶にある、『フェアリーテイル・クロニクル』の初期衣装だ。

　ぶっちゃけ、みすぼらしい。

　持ち物も、着てる服以外にはちゃちなナイフが一本だけ。財布も鞄かばんもない。

　元の服装でも財布は持っていなかったから、ナイフがあるだけましと言えばそうかもしれないが、それにしてもやってられない状況である。

「さて、どないしたもんか……」

　一通り状況確認を兼ねた現実逃避を終え、ぼやきながらも今後の行動指針となりそうなものを探す。もしかしたら命にかかわってくる可能性もあるのだから、ここは真剣に探した方がいい。などと、じっくり環境を観察していると、唐突に女のものらしい悲鳴が聞こえてくる。

　女の声、という理由で、反射的に声が聞こえた方から逃げ出そうとした宏だが、状況の変化の方が早かった。

「いや──────────!!」

「ちょい待てい！」

　声が聞こえてから十秒と経たずに、森の奥からなんとなく見覚えのある金髪の少女が、叫びながら必死の形相で走ってくる。普通の人間が出せるとは思えないスピードで走る彼女の後ろには、三メートルはあろうかという巨大な熊が。

　少女の姿を見て震えながら硬直していた宏は、足を取られてバランスを崩し、熊に追い付かれそうになった彼女を見て、頭で何かを考えるより早く、両者の間に割り込んだ。

「逃げて!!」

　聞き覚えのある声で、見覚えのある容姿の美少女がそう叫ぶより早く、体に染み付いた動作でナイフの柄を熊の腹に叩き込み、力一杯吹っ飛ばす。

　すでに頭の中は真っ白、全身の震えはおさまらない。

　女という生き物に対する、体の芯まで染みついたトラウマと、巨大熊という物理的な危機、双方に対する恐怖に理性も感情もすっかり萎縮しているのに、本能は熊を脅威だと認めていない。

　怖いからこそ、とにかく前に出る。

　東宏は、おさまらぬ震えと怖気を抱えながらも本能に押され、体に染み付いた動きで巨大熊の動きを封じ込めにかかった。




　　　　☆




「藤堂さんも、文字化けメールが来たんか」

「東君も、か……」

「僕の時は、転送石が最後のトリガーやったみたいやけど、藤堂さんは？」

「私は、ウルス東門の転移ゲートをくぐろうとした時」

　熊の解体を終えた二人は、肉を分け合ってざっと調理し、それで腹を満たしながら転移直前の状況を確認し合う。

　やはり、会話をするには結構距離を空けていて、しかもいまだに身構えている様子があるが、そういうものだと理解した春菜は特に突っ込みも入れない。

「何ぞ巻き込むだけ巻き込んどいて、装備もアイテムも金も全部チャラとか、ものすごく不親切な話や」

「だよね。しかも、安全地帯を探してたら、いきなりバーサークベアだし……」

「藤堂さん、案外ついてないんやな」

「本当にね……」

　宏と出会った時の状況を思いだして、しみじみとため息を漏らす。

　宏と同じようにここに飛ばされてきた春菜は、安全地帯を探している最中に熊に襲われ、パニックになって全速力で逃げだしてしまった。どれほど身体能力があったところで、パニックを起こしていればその能力を十全には発揮できない。

　結局、少し走ったところで石に躓つまずき足をもつれさせて、巨大熊に追い付かれそうになったというのが先ほどの状況である。

　戦闘自体は、がくがく震えながらも懸命に相手の攻撃を受け止めて見せる宏を必死に補助魔法でフォローし、ゲームでの初期装備である貧弱なナイフで二人がかりで攻撃して、どうにか多少の怪我ぐらいで急場をしのいだ。幸か不幸か能力とスキルだけはゲームのそれと同じだったらしく、貧弱な初期装備でもボス熊ぐらいは余裕で始末できたのである。

「今にして思えば、別にこの貧弱なナイフでも、あれぐらいソロで始末できたんだよね……」

「そうやな。ありがたい事に、レベルとスキルとパラメーターは、ゲームからそのまま引き継いどるみたいやし」

　さっきの戦闘と、その後の治療の事を思い出して頷うなずく。

　実際、バーサークベアは初心者殺しのフィールドボスだが、中堅ぐらいのプレイヤーキャラから見れば、ダンジョンの雑魚より劣る程度の相手でしかない。

「あの、東君」

「何？」

「私、アバターの外見は結構いじってたんだけど、今どうなってる？」

「どうって、服装以外はごく普通に、いつもクラスのムードメーカーやっとる藤堂さんやけど？」

「……やっぱりか……」

　春菜のため息交じりの台詞に、いまいち何をがっくりしているのか理解できない宏。

「こんなよく分からんところに飛ばされる異常事態に比べたら、外見がどうとか大した問題やないと思うんやけど……」

「とは言うけどさ。こういう不特定多数にある程度個人情報が流れるゲームで、すっぴんの素顔を晒さらすのは結構抵抗あるよ」

「あ～、藤堂さんやったら、そういう意味では気を付けた方がいいかもなあ」

「分かってくれた？」

「うん。親が有名人っちゅうのも大変や」

　そう言いながら春菜の姿をもう一度確認し、結構アレな問題に気が付く。

「今思ってんけど……」

「ん？」

「このゲームの初期衣装って、リアルやと案外目のやり場に困るなあ……」

「……言われてみれば……」

　アバターの時には気にならなかったが、ゲームの初期衣装はゆったりしたデザインのため、意外と隙間が多い。一応見えてはまずいところは見えない作りだが、それでもポーズや角度次第では、胸の谷間ぐらいは見えなくもない。

　そして、春菜の体形はゲーム中の、中一の頃から設定をいじっていない洗濯板なそれではなく、現実と同じグラビアアイドルに喧嘩を売って勝てるレベルであり……。

「ファンタジーの衣装って、結構いろいろ問題があるよね……」

「一応、作ろう思ったら服も作れん事はないで？」

「裁さい縫ほうもやってるの？」

「裁縫も、っていうか、上位生産に行こう思ったら、基本的に全部やらんと厳しいで」

「そうなんだ？」

「そうやねん」

　いろいろな事情があって、生産の仕様だとか作れる物だとかは、それほど一般には知られていない。少なくとも〝ゲーム内のアイテムは全て自作可能〟というキャッチコピーが事実である、という事は職人以外は知らないだろう。

「っちゅうても、さすがに機材が足らんから、今すぐどうにかできるわけやないけど」

「まあ、そうだよね。そのあたりを解決するにしても、まずは街を探すところからになるかな？」

「とりあえずはそこからやろうけど、街に入るにしても、お金どうするかやな。門くぐるのに、通行料がいるとかやったら、どうにもならん」

「初期設定通り無一文とか、本当にひどいよね……」

「鞄もあらへんからなあ……」

　そうぼやいたところで、ざっと処理した熊の毛皮が目に入る。

　着の身着のままでほっぽり出されたも同然の状況では、宝の山と言えなくもない熊の残骸を前に、いろいろ作れそうな物を思い浮かべる宏。

「せやなあ。これで鞄作るか」

「そんな事、できるの？」

「まあ、それほど問題はあらへん。とりあえず、糸と針がいるけど、糸はそこらうろうろしとるウサギの毛でどうにかするとして、針は……せやな。川があったから、魚の小骨でどうにかしよか」

「それでいけるんだ……」

「鞄作るぐらいやったら、多分何とかなると思う。まあ、そういうわけやから、ウサギから糸作るから、悪いんやけど藤堂さん、さっきの料理の手つき見てた限りやと僕より料理スキル高いみたいやし、魚捕まえて骨取ってくれへん？」

「了解。ついでに干物にでもしよっか」

　そう言って川の方に向かう春菜を見送り、手当たり次第ウサギを捕まえて毛皮から糸を紡ぐ。

　このウサギは、アンゴラウサギのようにふかふかの毛皮を持っているため、糸を作るのに向いているのだ。さらに言うと、高レベルの紡織スキルがあれば、道具がなくても最低ラインの糸を紡ぐ事はできる。さすがに、布を織るのは厳しいが。

「この感じやと、当分は野宿でサバイバルやなあ……」

「そうなるよね……」

　春菜が戻ってきたあたりで、素手で作れる限界まで細く糸を紡ぎながら、ついついぼやきを漏らしてしまう宏。魚を捌さばき終えスモークする準備をしながら、春菜もため息交じりに同意する。

「とりあえず、道具がある程度揃えば売りもんになる程度の薬とかは作れるから、まずは間に合わせで機材自作するところからか……」

　必要量を紡ぎ終えた糸と最低限の加工を済ませた針を手に、深いため息を漏らす。

　道のりの長さにうんざりしながら、異世界生活初日は更けていくのであった。








ファーレーン編　第一話






「それで、これからどうする？」

「これから、とは？」

「お金がどうとか、そういう目先の事じゃなくて、この先どうするかっていう事」

「ああ、そうやな……」

　昨日は現実逃避的にひたすら鞄かばんやら何やらを作る方に専念してしまったが、そもそも当てもなくうろうろするだけ、というのはあまりにも情けない。いい加減、現実を直視して、すべき事を考えねばならない。

「まあ、最終目的は日本に帰る事でええとして、そのためにどうやって情報とかその他もろもろを集めるか、やな」

　手元の石を必死になってすり合わせながらの宏ひろしの言葉に、一つ小さく頷うなずく春はる菜な。

「とりあえず、情報を集めるにしても、まずは街に入らないと駄目だよね」

「せやねんけど、中に入るのに税金取られへんとも限らんわけで、せめて少しは金目のもんを用意しとかんと……」

「それは、直接話をして確認してからでもいいんじゃないかな？」

「それでもええんやけど、その前にこのへんの内臓はポーションに加工してまいたいねんわ。この手の素材って、ゲーム中でも時間経過で腐っとったし」

　そう言って宏は、昨日ばらした熊の内臓をいくつか指さす。

　因ちなみに、解体の時のグロテスクな光景を見て気持ち悪くならなかったのは、ゲーム中で誰もがマスターするであろう解体スキルの恩恵らしい。

「何が作れるの？」

「レベル３の特殊ポーションや。レベル５の各種ポーションにも使えん事はないんやけど、入れる瓶を作る材料があらへんし、それにどうもここらでは、ええとこレベル３のポーションぐらいまでしか材料がなさそうやから、特殊ポーションに回す事にしてん」

「特殊ポーションって、どんなのが作れるの？」

「一定ラインより上の強さを持つ熊とか狼おおかみの心臓でストレングスポーション、肝臓でバイタリティポーション、あと、熊の場合、胃袋から毒消しがいけるかな？」

「一定ラインって、バーサークベアでいけるんだ？」

「熊系は薬の材料に向いててな。まあ、一口に材料言うても結構幅があって、例えばレベル２ポーションやったら基本レシピの素材は五種類ぐらい、応用レシピやとさらに倍、いう感じで組み合わせがあるんや。さらにアレンジで素材の調整入れたら、えらいバリエーションになるし」

　何ともアバウトな発言に、それでいいのかと問い詰めそうになる春菜。

　それを察したのか、補足説明を入れる事にする宏。

「まあ、言うたら同じような効果を持つ薬を、全部まとめてレベル２ポーションと呼んでるだけやと思うで。現実でも、そういうケースは結構あるやろ？」

「ん～、それはそうかもしれないね。で、さっきから何を作ってるの？」

「即席の乳鉢。これがないと瓶が作られへんから」

「さっきから思ってたんだけど、同じような石同士をすり合わせて、どうして大きい方の石だけ削れるの？」

「ああ。簡易エンチャントで小石の方を強くしてるから。因みにエンチャント中級を習得済みでかつ、道具製造もしくはクラフトスキルの中級以降からできるようになるやり方や」

　知らなかった生産関係の情報をいろいろ教えてもらって、感心したように「なるほど」と呟つぶやく春菜。熊を解体した時にいろいろ知らない素材を集めており、宏が上級の生産に届いているとは聞いていたが、ここまでいろんな事ができるとは思わなかったようだ。

「いろいろできるんだね」

「というかむしろ、いろいろできへんと熟練度が上がらへんから」

「大変そう……」

「生産は慣れと根気と諦めと惰性やで」

　そんな事を言いながらも、ややいびつながら、実用に耐える程度の形の乳鉢を完成させる。

「それで、藤とう堂どうさんは採取とかどの程度やってる？」

「初級の熟練度十五ぐらいまで。そこで折れて街をぶらぶらする方に行っちゃったから」

「要するに普通ぐらいか」

「うん、普通ぐらい。ごめんね」

「いやいや。みんながみんな中級とか上級とかまでいっとったら、僕の存在意義はあらへんやん」

「そうだね。それに料理と歌は、確実に私の方がうまいみたいだし」

　春菜の言葉にそらそうやと返し、脇にそれかかった会話を元に戻す。

「ほな、悪いんやけど、材料集めちょっと手伝ってもろてええ？　とりあえず採れるやつでええし、そんなにようさんはいらんから」

「了解。でも、大して練習してないから、あんまり期待しないでね」

「どうせようさん集めても持ち歩かれへんし、しんどくない範囲でええで」

「うん」

　宏の言葉に軽く手を振り、適当な茂みの方に歩いていく。そんな春菜を見送った後、

「ほな、いっちょ気合い入れて頑張ろか」

　軽く体をほぐすように動いて、自分が言い出した作業に入るのであった。

　ざっと穴を掘って適当な石を積み上げ、かまどを作り上げる。

　その後、河原で石を選別して集め、乳鉢で砕いてガラスの材料をより分ける作業を延々と続ける。

　ある程度の分量を用意し終えたところで、かまどに何やら処理をした薪を大量に突っ込み、単なる薪燃料としてはあり得ない火力の火を起こす。

　そのまま即席のかまどでガラスの精製を行い、形を整えて三十本ほど瓶を作り上げ、野営地周辺の植物系素材を採れるだけ集めたあたりで、〝ばてばてです〟、という顔の春菜が、両手で抱え込める限界の量の草や葉っぱを持ってくる。

「こんなもんで、ってガラス瓶がある!!」

「ちょうど今できたところやで」

「作ってるとこ、見たかったのに～」

「それはまた今度っちゅう事で。ついでに鍋も作っといたから、さっさと薬作ってまうわ」

　そう言って、材料をすりつぶしたり混ぜたりと怪しげな作業を続け、鍋で煮込んだ物を瓶に詰めていく。

「結構作れるんだ」

「そら、葉っぱとかはともかく、心臓とかがあんだけのかさでこんな小瓶一本とかいうたら、普通に暴動起こるで」

　そんな事を言いながら、三種類のポーションを各十本ずつ作り上げ、さすがに疲れたという感じで座り込む宏。

「お疲れさま」

「さすがに道具まで一から作るんはきくわ……」

「私だったら、絶対途中で挫折してるよ」

「というか、やりながら思ってんけど、さっきの口ぶりからしたら、自分歌唱スキル高いんやろ？」

「エクストラスキルがあるから、低いとは口が裂けても言えないかな？」

　エクストラスキル、と聞いて、感心したような表情を浮かべる宏。

　それを見て、今まで持っていた疑問に対して、ある確信を持つ春菜。だが、それを問い詰めるのは後回しにして、宏の言いたい事を最後まで聞く事にする。

　因みに、エクストラスキルとは、特定の条件を満たした上で、専用のクエストをクリアする事で得られる、人知を超えた性能を持つスキルの事だ。

　古いにしえの英雄の必殺技からどんな攻撃も無効化する防御法、果ては神に捧ささげる舞踏まで幅広く存在するが、共通するのはクエストの発生条件がいまいちはっきりしていない、という事と、持っているだけでいろいろとシャレにならない補正がある、という事だろう。

「エクストラスキルまであるんやったら、なおの事、こんなところでしこしこ鞄とかポーションとか作ってんと、何とか門番だまくらかして中に入って、広場で一曲歌ってもらった方が早かったかもしれへんなあ、と思って」

「でも、鞄とか持たずに歌でお金稼いでも、そんなに持ち運べないよね？」

「まあ、そらそうやわな」

「それに、ポーション作りも、心臓とかが腐るからもったいない、って観点だから、無駄にはならない、と思うけどどうかな？」

「そういえば、ポーションってそういう理由で作っとったな。なんか、牛おるからカル○ス作ろうとして、牛舎建てて牧場ちゅうところから始めるような作業手順やったもんで、すっかり忘れとったわ」

　的確ながら、あまりにあまりな比ひ喩ゆに噴き出す春菜に苦笑を返し、とりあえず完成品を一本渡しておく。

「とりあえず、バイタリティポーション渡しとくわ。藤堂さん、感じからいうて力技は得意やなさそうやし」

「この手のポーションは使った事がないんだけど、どんな感じ？」

「ゲーム的には、十二時間ほど耐久値にボーナス補正が付くドリンクやな。味は保証できへんけど、少なくとも作るのに失敗はしてへんから効果はあるはずや」

「十二時間って、また長いね」

「フルに効果があるんは、飲んでからせいぜい三時間やけどな。徐々に効果が薄なっていって、六時間から九時間で申しわけ程度になって、十二時間で完全に切れるねん」

「なんかあのゲーム、薬の効き方なんてところまでこだわってるんだ……」

「無駄にこだわってんねん。まあ、飲み合わせの干渉まではなかったみたいやから、また今度マナポーションとかも作るわ」

　春菜がどちらかといえば魔法系のスキルに偏っているだろうと判断し、そんな事を告げる。

「うん、お願い。でね、東あずま君」

「何？」

「そろそろ、お互いに手持ちのカードを全部見せ合わない？」

「手持ちのカード？」

「うん。どんなスキルをどのぐらいの熟練度で持ってたか、とか、今何レベルぐらいでグランドクエストをどのぐらい進めてたか、とかね」

　春菜の提案に、少し視線を泳がせて考え込む。

「悪いんやけど、ステータス画面見んと正確な数字が分からへん」

「大体でいいよ。私だって、自分のステータスも細かいスキルも覚えてないし」

　ここが現実の世界だと確信した理由の一つが、ゲームの能力を使えるくせに、ステータスの参照ができない事である。ゲームで取ったスキルに関しては、どうやって使ってどのぐらい疲れてどの程度の効果があるというのをなんとなく体が覚えているため実用上は問題ないのだが、ゲームの時に最大まで鍛えたもの以外は、今現在どのぐらいと数字で言えないのが不便ではある。

「ん～……」

「東君が、何を気にしてるのかは分からないけど、少なくともこれからしばらくは、私達は運命共同体なんだよ？」

「せやなあ……。まあ、いろいろ作った後やから、今更言うたら今更か。それに、藤堂さんは大丈夫かな……」

「大丈夫、って？」

「昔な、生産関係でいろいろあったんよ。ちょうど休止期間やったから、僕自身は直接関わってへんけど、そのいろいろの絡みで一人、ゲーム自体を続けられへんなったし、嫌気さして生産やめたとかゲーム引退したとかもようさん出たしで、僕も含む職人連中は、自分のスキル開示に一般人より慎重やねん。さっきまでは緊急事態にテンパっとって、不用心に作りすぎた感じやけどな」

　いろいろあった、という内容をなんとなく察して、「ごめん」と一つ謝る春菜。

　彼女が知っていたのは、高校受験の最中に何かあったらしい、という事だけ。

　生産スキルが高い人間の噂うわさをほとんど聞かない理由を、この時初めて実感として理解したのだ。

「とりあえず、藤堂さんは生産スキルの種類、どんだけあるか知ってる？」

「え？　えっと、確か……。素材関係が採掘、採取、伐採でしょ？　そこから派生の一次加工が精錬、紡織、木工、クラフトだったかな？　で、最終製品にするのが鍛冶、裁縫、錬金、製薬、道具製造だったっけ？」

「大体そんなとこやな。付け加えると、最終製品系スキルにはその他に大工、家具製造、造船、土木、アクセサリ作成があって、分類上は生産に入るんが料理、釣り、エンチャント、農業やな」

「料理はともかく、釣りとエンチャントも生産に入るんだ……」

「入るねん。まあエンチャントは魔法系にも分類されとるから、魔法熟練の影響も受けるけどな」

　こうして見ると、生産というか製造スキルというのも実に種類が多い。そもそもアクセサリはともかく、大工とか土木、造船などは、春菜にとっては今初めて聞いたスキルだ。

　因みに、これらのスキルのうち、釣りと料理はランク分けがなく、その分最大熟練度が高い。

「で、僕がカンストしてへん製造スキルは、料理、釣り、農業、土木の四つで、エクストラスキルを取れてないんがそれプラスエンチャントと家具製造」

「……はあ!?」

「驚く事はあれへん。一次加工までは、普通に上級生産まで届いたら必然的にカンストするタイプのスキルやし、それに製造とか生活系のスキルは初級の熟練度七十を突破したら、一回のログアウトで一種類だけやけど、材料なしでもログアウト中にある程度勝手に上がるし」

「それでも、いくら何でも信じられないよ……」

　春菜の表情に苦笑し、他のからくりを説明する事にする。

「藤堂さんがどう思ってるかは知らへんけど、生産スキルって実は、格上狩りをしてる時の攻撃スキルを除けば、熟練度を上げるための累積作業時間が一番短い系統やねんで。ただただ単純に、作業以外の要素が煩雑でシビアなだけで、材料関係の問題が解決すれば、結構上級って上がるん早いねん。それに、一部除いて、ほとんど全部並行で育てへんと、材料が揃わへんし」

「それでも、ねえ……」

「他にもからくりがあってな。初級生産スキル全部を五十まで上げると、メイキングマスタリーっていう、作業時間および作業負荷軽減と成功率上昇、材料の歩留まり向上、採取時の材料増量の効果があるスキルを覚えられるねん。これを覚えると、熟練度向上のための試行回数が跳ね上がるから、ものすごくスキル上げがやりやすくなるんや」

「そんなスキルがあったんだ……」

「あんまり知られてへんっていうか、中級の職人連中でも存在知った時にはスタミナ上がりすぎて、他の初級よう上げ切れんで取得できんかったやつがおるし。まあ、これ取ってから大体二年あれば、材料集めの狩りに付き合ってくれる身内がおるって条件で、藤堂さんが最初に挙げたスキルぐらいは全部上級カンストできるで」

　その話と取得条件を聞いて、何ともまあ本末転倒なスキルだと呆あきれるしかない春菜。スタミナ消費が最大値に依存するという意味で、一番きつい最序盤に役に立たないあたり、非常に悪意を感じる仕様である。

　余談だが宏は、生産職人同士の横のつながりで、採取系を除くなにがしかのエクストラスキルを習得している人間が四十人いる事を把握しているが、そのうち彼を含む十五人が、一般的な生産スキルを全て上限まで上げきっている。

　さらに言うならば、エクストラスキル習得数こそ宏が職人中トップだが、エクストラスキル以外の生産スキルを全てマスターしている猛も者さが一人、宏よりも多い数の一般生産スキルをマスターした上で、エンチャントや土木のエクストラを持っている人間も一人いる。

　要するに、このゲームの生産は、メイキングマスタリー習得が前提になるが、上位に行くほど作業そのものは楽になるのだ。

「本末転倒やって思うやろ？　でも、これを簡単に習得できたら、今度は生産が楽になりすぎるんちゃうか、って気もするから、こんなもんでええんちゃう？」

「そうかもしれないけど……」

「まあ、そう思っといてくれた方がありがたいかな。で、最後のからくりやけど、大工、造船、土木、農業、釣りの五つは、放置の効率が他より大きく設定されてるねん」

「そうなの？」

「うん。特に大工、造船、土木は、中級あたりから普通にゲーム内時間で連続五日とかかかる仕様やから、このへんのスキルは例外的に、放置の経過時間がリアルやなくてゲーム内時間で判定されるようになってんねん。それに、他のスキルに比べて試行回数が少なくても熟練度上がるし」

　言われて納得する春菜。

『フェアリーテイル・クロニクル』では、現実世界の一時間でゲーム内時間が四時間経過する。ログアウト中でもスキルの自動訓練システムがあるこのゲームでは、放置で熟練度上昇を狙うプレイヤーも多い。だが、ほとんどのスキルはログアウト時に現実時間でカウントされる上に、生産系は熟練度やメイキングマスタリーなどに応じた補正を受けるため、特に効率が悪いのだ。

　しかし、宏が例に挙げた三つのスキルは、例外的にゲーム内時間と同様に扱われるため、放置による成長効果が高い。それに気付くプレイヤーが居ればの話であるが。

　いろいろと楽になる仕様がこっそり仕込まれている生産関連だが、結局ＶＲシステム自体に組み込まれた接続時間制限の四時間──ゲーム内で十六時間を、スタミナやＭＰの回復時間以外全て採取や加工に投入できる精神構造をしていなければ、とても上級には到達できない。

　逆に言えば、それができてちゃんと情報を持っているのであれば、たとえ高校生であっても、五年で宏ぐらいの領域に到達する事は可能な、良くも悪くも単純な積み重ねが全てという仕様になっているのである。

「土木と大工は高校受験の頃、何件かギルドとかＮＰＣの城作る仕事を引き受けて育ててん。これやったら一カ月に一回覗のぞくだけでええし、付属の施設までパッケージで一括で作ってくれるから、ほっといてもガンガン上がるしな。それに、城とか家作る時だけ、整地とかの土木作業と築城作業をワンセットで指定できるねん」

　宏が受験に入る前は、まだ職人がらみのトラブルは発生していなかった。

　そのため、こういった依頼を受けて物を作る余地はあったのだ。

　多分、今ではそこまで楽にあげる事はできないだろう。

「お城まで作れるんだ……」

「作れんねん。ものすごい時間かかる上に、メイキングマスタリーでも大して期限が短くならへんけど、その代わり、関連施設抜きでも十とか二十とか平気で上がりおる」

「船も似たようなやり方でカンスト？」

「うん。これまた高校受験の後半ぐらいにな。こっちはＮＰＣから受けた船団製造クエストで上げた他、城作らせてもろた知り合いのギルドが冗談で軍艦作る、言い出したからそれに便乗して作ったりとか」

　予想以上に奥の深い話に、自分の楽しみ方が浅かったと思い知る春菜。

　そんな面白そうなクエストが転がっていたとは、不覚にもほどがある。

「で、エクストラスキルは、鍛冶をカンストした時に、いろいろやってて仲良くなったＮＰＣから変なクエスト引き受けて、そのまま指示に従ってうろうろしとったら神殿の前で見た事ない材料で武器作れ、言われて、製造に成功したら『神の武器』って言うスキルが追加されて、もしかしてと思っていろんなところに顔出したら、同じ流れであれこれ覚えてん」

「あ～、私が取った時と似たような流れ。私のは『神の歌』だった」

「他にも、腰こし蓑みのと草の鎧よろい簡易版を作ったった自称キ○キ○ダンサーが、『神の舞踊』ってスキルをゲットしてるらしいで」

「この分だと、他の生活スキルも似たような感じかな？」

「全部が全部、そうでもないやろうけど、少なくとも最終製品スキルは大体が『神の何とか』やと思うわ」

　因みに、生活スキルに関しては、他にも演劇、演芸、楽器演奏、洗濯、調教、交渉、商売など幅広く存在するが、その効能はピンキリである。中には全員大工と演劇、演芸スキルを持つ劇団ギルドなどもあり、宏は一度、彼らと一緒にド○フばりのコントのセットを作る手伝いをした事がある。

　そんな物まで作れる柔軟さに、『フェアリーテイル・クロニクル』の奥の深さをしみじみと噛かみしめたものだ。

　なお、生活スキルのほとんどはランク分けがなく、その分最大熟練度が高い仕様になっている。とはいえ、戦闘スキルと違って最大まで育てる人は少なく、またエクストラスキルが存在しないであろうものも多い。

「まあ、とりあえず僕の手札はこんなところかな？　戦闘スキルはせいぜい基本攻撃と挑発が上級、スマッシュが辛うじて折り返してるぐらいで、他は全部初級やし」

「魔法は？」

「そこまで手が出えへんかったから、生産の時に役に立つ生活系魔法とか生産用魔法とか以外は触ってへん」

「そっか、了解。でも、それだけエクストラスキルを持ってたら、パラメーターはすごい事になってるんじゃないかな？」

「耐久と精神とスタミナはすごいで。他はまあ、レベル相応やと思うけど。一応、グランドクエスト第一章クリア済みで、レベルは百二十四や」

　レベルを聞いて、二度びっくりする春菜。案外高い。

　キャラクターレベルには上限が設定されていないが、グランドクエスト第一章をクリアするまでは百が上限である。とはいえ、難関で有名なグランドクエストも第一章までは大したものではなく、普通にやればさほど詰まる事なくクリアできる。そのため、ほとんどの人間が百から二百レベルの間に居る。ただし、生産スキルでは一切キャラクターレベルが上がらないため、基本的にそれほどレベルは高くない。春菜の友人も製薬の初級をマスターしたところで挫折したのだが、その時点で春菜とは四十ぐらいレベル差がついていた。

「結構高いやろ？　材料集めでそれなりにダンジョンに潜ってるから、自然と上がってくるねん。戦闘やと基本的に前衛、っちゅうか壁役がメインやから、挑発と基本攻撃が上がってるねん」

「珍しいと思ったら、そういう事。でも、それだったら私としては結構やりやすいかも」

「ほほう？　と言う事は、藤堂さんはやっぱり後衛タイプ？」

「後衛っていうか遊撃かな。補助魔法とか状態異常、いわゆるバフとデバフがメインのバランスタイプ。各種バフは、エクストラ以外では最高性能のやつまで覚えてるよ。レベルは百五十三」

「ふむふむ。熟練度はどんなもん？」

「女神の加護だけ最大。他は七割ぐらいかな？　状態異常は全部折り返したところ」

「そらまたすごいなあ」

　一般に知られている補助魔法のうち、最も強力なものをマスターしていると聞いて、ひどく感心してしまう宏。

　補助魔法は熟練度が伸びる条件が特殊で案外育てにくく、しかもパーティでの寄与度が低くカウントされるため、熟練度はともかく、キャラクター経験値に反映されにくい。その上結講ＭＰ消費も大きく、複数使う必要が出てくる事もあって、途中で切るプレイヤーも多い。生産ほど不遇ではないが、システム的には性能以外の面で結構扱いが悪いスキル系統なのだ。

　格上を殴ると熟練度上昇が早くなる攻撃系スキルや、大ダメージを回復すると成長が早い回復スキルと違い、補助魔法は上がりが一律だ。そんなところも、パーティでの重要度の割に育っているプレイヤーが少ない原因である。

　そのため、普通に戦闘ができてかつ熟練度の高い補助魔法を使える人物は回復役以上に需要が多く、ドロップ品なども優先的に回してもらえる事が多い。

「後は回復が女神の癒しを折り返したぐらいまで、攻撃は中級攻撃魔法各種と中級魔法剣をいくつかＭＡＸにしてる。得意な武器系統は細剣系かな？」

「手数と手札の枚数で勝負するタイプか。ほんまにバランス型やね」

「うん。かっこいいからこのスタイルにしろって言われて、おだてられてね」

　春菜の照れの入った苦笑に、彼女でもお調子者みたいな事をするのか、と目の前の綺き麗れいどころの評価を改める。

　確かに見栄えとしては、レイピアでの魔法剣を主体とした、手数と手札の枚数で華麗に相手を圧倒するスタイルが良く似合う女性だが、学校で見た性格としては、むしろ足止めと状態異常を多用して、堅実に地味に仕留めるタイプかと思っていた。

　なお、『フェアリーテイル・クロニクル』の戦闘系スキルと魔法系スキルは、生産系スキルとは比較にならないほど多くの種類が用意されており、そのうち、スキルが初級、中級、上級と分かれているのは基本攻撃と基本射撃、各種武器スキルと魔法修練だけである。

　それ以外の、いわゆる技に分類されるものは、取得条件を満たすと上位の強力な技を覚えられる仕組みになっていて、それがランク分けの代わりになっているのだ。その取得条件はランク分けされているものと違い、必ずしも下級スキルをマスターする必要があるわけではない。

　技や魔法の覚え方は、条件を満たした上でＮＰＣから教えてもらうのが基本だが、自分で編み出す、文献などから復刻する、プレイヤーから教えてもらう、などの方法でも可能である。

　ただし、自分で編み出すのは恐ろしく難しく、知られている限りではレベルが上位三人のプレイヤーが一つ二つ編み出した程度である。そのうち一つがエクストラスキルだったという噂だが、真偽の程は定かではない。

　因みに補足しておくと、ランク分けのない生産・生活スキルは熟練度五百で、それ以外のスキルは熟練度百でマスターとなる。

「後は、細かいスキルいろいろと、歌唱のエクストラスキルと、料理をマスター、かな？」

「歌唱のエクストラがあるんやったら、呪歌とかは使わへんの？」

「あれ、範囲が広すぎる上に対象の識別ができないから、使い勝手が悪いんだ……」

「そっか。そういえばキ○キ○ダンサーも、特殊舞踏は見てる人間全員巻き込むから使い勝手悪い、って言うとったわ」

　とにもかくにも、無駄なところでリアリティを追求するゲーム、『フェアリーテイル・クロニクル』。おかげさまで死にスキルも多い。歌唱も舞踏もエクストラスキルまで存在するというのに、実質単にＮＰＣからおひねりを巻き上げるためだけのスキルになり下がっている。

「とりあえず、私の手札はこんなものかな？」

「って事は、なんかあった時は熊の場合と同じように、僕が相手を抑え込んでる間に藤堂さんが始末、いうところかな？」

「そうだね。痛い仕事を押し付けて悪いけど、お願いね」

「了解。まあ、藤堂さんみたいな美少女が殴られるよりは、僕みたいな地味なんが殴られる方がええやろう」

「美人かどうかは置いといて、そろそろ少女って年じゃないと思うんだ、私」

　春菜の指摘に少し考え込む宏。

「高校三年生とか大学一年生って、微妙に表現に困る年代やと思わへん？」

「そうだよね」

「……まあ、難しい事は置いといて、食べるもん調達しよか？」

「……そうしよっか？」

　それた話に見切りをつけ、とりあえず目先の問題を解決する事にした二人であった。




　　　　☆




「意外と街まで距離あるなあ……」

「だよね」

　翌日、二日間お世話になった野営地を片づけ、街を目指して移動を始める二人。

　そう、二日間である。

　なんと彼らは、屋根も碌ろくにない雨ざらしの土地で、二日も生活していたのだ。鞄を作ってなお、二人分の敷き毛布代わりになる大きさの熊の毛皮があったとはいえ、実にのんきな話だ。

　結局あの後、移動するには時間が微妙だと言う事になり、だったらガラス瓶作ってるところ見たいからもっとポーション作って、と言う春菜のわがままに応え、手頃なレベル２ポーション各種を気力が持つ限界まで作る羽目になったのだ。

　まあ、道具類は揃そろっていたので、最初の特殊ポーションよりは楽に数を作れたのだが。

　因みに、こんなラフな作り方でもレベル４から下のポーションぐらいは失敗しないのは、どうやらエクストラスキル『神酒製造』と『神薬製造』の恩恵らしいのだが、確証を得られないので黙っていた宏である。

「考えてみれば、バーサークベアがおるぐらいやから、街から結構離れてるんはしょうがないか」

「二人揃って、変なところに落とされたよね～」

「ほんまや」

　とりあえず、曖あい昧まいな記憶を頼りに街を探すため、ある程度人が通っていると思われる小さな道を歩く。決して街道のように整備はされていないが、獣道というほど頼りなくもない。言うまでもなく、宏は春菜と過剰に距離を取っている。

　あたりは森というほど鬱うっ蒼そうとしているわけではないが、草原というほど開けているわけでもない。

　地形や植生、生き物の分布から、ファーレーンの首都ウルスの近郊だろう、という予想までは二人の間で一致したものの、じゃあ、どっちに行けばいいのかというあたりで意見が食い違い、とりあえずバーサークベアがいたのと反対方向に行こう、という事で落ち着いたのだ。

　何しろ、そっちに行けば本格的に森の中に入る羽目になる。

　なお、ウルスはゲームのスタート地点で、βテストの頃から実装されていたゲーム最古の地域である。βテストでは、十分以上に広いファーレーン全域が実装されており、結局テスト中に全てを見る事はかなわなかったという話だ。

「あれ、街道じゃないかな？」

「それっぽいなあ。次はどっちに行くか、やけど……」

「看板とかもなさそうだよね……」

　ある意味当然と言えば当然だが、このわき道がどこにつながっているか、などと言うのを記す看板はどこにもなかった。昔このあたりでよく草むしりをしていた覚えのある宏でも、その手の看板の見覚えはない。

　もう五年近く前の記憶なのでうろ覚えだが、確かこのわき道は、付近に住む住民や冒険者が薬の材料を集めるためによく入る道であり、その先の森も似たような土地だったはずである。

「どっちやったかなあ……」

　広い街道の真ん中付近まで出ると、とりあえず手掛かりになるようなものがないかを探す。

「藤堂さん、覚えてない？」

「全然。私、このあたりを歩いてたのってもう四年以上前だし」

「僕も似たようなもんやからなあ。ずっと辺境で引きこもりやっとったし。ウルス自体にはクエスト漁あさりにとかで去年ぐらいまで結構来てんねんけど、基本外に出る必要なかったしなあ……」

「私は拠点がダールだったから、このあたりの土地勘はもう、全然なくなってる」

　お互いにため息をつき合う。誰か人がいれば、どっちに行けばいいかぐらいは分かるのだが、悪い事に人通りが全くない。普通なら隊商などが行き来しているはずだが、どうやら丁度タイミング的に空白の時間帯だったらしい。

「よし。棒でも倒して……」

「それで真ん中に倒れたらどうするん？」

「その時は、どちらにしようかな、で」

「それやったら、最初からどちらにしようかな、で決めたらええんちゃう？」

　宏の非常にもっともな突っ込みを受け、苦笑しながら一つ頷く。

　そんな事をごちゃごちゃやっていると、ちょうど春菜がさした方向に、人影が見えた。

「藤堂さん、誰かおるみたいや」

「本当だ。ちょっと話を聞いてみよっか」

　第一村人ならぬ第一異世界人発見、とばかりに、こちらに向かって歩いてくる人影に歩み寄っていく。もちろん、悪い人だった時のための警戒は怠らない。

「なんか様子がおかしいなあ」

「うん。すごく切羽詰まってる感じ」

「背負われとる人、えらい顔色悪いで」

「……声をかけてみる」

　意を決して、春菜がその二人組に近付いていく。いざという時のために割り込めるよう、ナイフを抜く準備だけは怠らずに、春菜の後をついていく宏。初対面の相手の警戒心を解く、という観点では、宏より春菜の方がはるかに適任だという理由による役割分担だ。

「あの……」

「申しわけないが、今急いでいる」

「その人、どうしたんですか？」

「ポイズンウルフの爪にやられた。応急処置はしたが、毒が全身に回ったら終わりだ。そういうわけで申しわけないが……」

　急ぐ足を止めずに早口で言いすて、二人が来た方に早足で進む。

「東君、ポイズンウルフの毒って、さっきの毒消しで……」

「消せるはずやで」

　何ともご都合主義的な状況に釈然としないものを感じながら、それでも死人が出るよりましだろうと一本差し出す事にする。

「藤堂さんは、毒消し系の魔法は無理なん？」

「ポイズンウルフの系統に対応してるのは覚えてないんだ。あまり受ける機会ないし、あの系統の毒はほとんどの人が耐性持ってるから、そんなに一生懸命は覚えなかったし」

「あ～、そうやなあ」

　毒や麻ま痺ひといった、いわゆる状態異常に分類されるものは、高い耐久値を持つか耐性を得る事で効きにくくなり、かつ治りやすくなる。

　毒や麻痺といっても原因が様々で、薬だと対応する毒消しか上級生産でのみ作れる万能薬を使う。魔法で治療する場合も同じく対応する異常が治療できる魔法か高位の治癒魔法を使う事となる。

　中盤以降の毒一つ取っても五種類は入り混じってくる状態異常に対して、いちいち治療するより耐性を得て防ぐ方が早いという結論に達する人が多かったのだ。そのため、耐性の取り方が一般的になる前からヒーラーをやっている人を除き、肉体系の状態異常を回復させる魔法が充実しているプレイヤーは少ない。

　宏などに至っては、面倒だから万能薬を持っていく、などというレベルだ。しかも、調合をいじった最上級の万能薬だと、六時間の間全ての状態異常を予防する、などという事も可能なものだから、余計に状態異常治療系の魔法は影が薄い。もちろん、一般のプレイヤーはそんなすさまじい万能薬が手に入る立場ではないので、高レベルダンジョンだとそれなりに重要にはなってくる。

「そういうわけやから、試しにこれ飲ましたって下さい」

「……本当に効くのか？」

「バーサークベアの胃袋で作った毒消しやから、遅行性の毒にはよう効きますよ」

　半信半疑のまま、それでも目の前の二人が自分を担ごうとしている様子がなかったため、賭けに出る事にしたらしい男性。

　背負っていたもう一人の男を下ろし、その口に慎重に瓶を近付ける。

　辛うじて意識が残っていたらしい毒にやられた男が、コクコクと液体を飲み下すと、少しずつ呼吸が落ち着いてくる。

「藤堂さん」

「ん」

　薬を飲ませている間にざっと傷の状態を見た春菜が、初級の回復魔法を発動させて傷口をふさぐ。

「多分、これで大丈夫やと思います」

「やけに効きが早い薬だな」

「冒険者向けの調合やから、たかが毒を抜くのに、あんまりちんたらやってたらあかんのですよ」

　宏の言葉に納得する男。二人の見ている前で、毒に侵されていた男がゆっくり立ち上がる。

「本当によく効く薬だ……」

「助かったよ、お二人さん」

「いえいえ。たまたまちょうど薬を持ってただけですし」

「そうそう。材料腐らすんもったいないから、言うて作っただけの薬なんで、気にせんといてください」

　もったいないから、というレベルでこれだけの薬を作れるのが、どれほどの希少価値かを明らかに分かっていない二人を、唖あ然ぜんとした顔で見つめる男達。

　思わずまじまじと宏達を観察してしまう。

　ぱっと見た印象では、どちらもひよっこ、という年齢なのは間違いない。

　体格や体型から察するに、辛うじてファーレーンの成人年齢である十五歳は超えているようだが、上で見積もっても二十歳には届いていまい。

　二人ともファーレーン人から見れば童顔な上、全体的な雰囲気が緩いというか子供っぽい感じで、間違ってもこんな高度な薬を作り出せるようには見えない。これでもし春菜が一般的な日本人の容よう貌ぼう・体格であれば、ファーレーン人の基準では成人年齢に届いていないと判断されてもおかしくなかっただろう。

「とにかく助かった。薬の代金を払いたいんだが、いくらだ？」

「最近の相場がよう分からへんので、当座の生活費程度の金額と、近くの街までの案内でお願いします」

「……分かった」

　値段を聞かれて困り、正直にそう答える宏。

　どうやらわけありらしいと判断した男その一が、とりあえず医者代と考えていた額の半分を差し出す。ぶっちゃけ、相当足元を見られているが、宏、春菜ともに納得した表情である。

「それで、こんなところでどうしたんだ？」

「ちょっと、迷子になりまして……」

「土地勘がないので、どっちに行けば街があるのかが分からなくて困ってまして」

「しかも、無一文なんで、街についたところで中に入れるかどうかもはっきりせえへんで……」

　土地勘どころか、この国の一般常識その他も微妙に欠けている雰囲気の二人に、思わず顔を見合わせる男達。

　薬代で足元を見るぐらいのしたたかさはあるが、さすがに恩人を無下に扱うほど腐ってもいなければ荒んでもいない。どっちにしてもウルスまでは行く予定だったし、連れていくついでにどの程度の知識があるか確認して、必要な事は教えてやる事にする男達。

「そういう事情なら分かった。丁度これからウルスに行くところだったから、ついてくるといい」

「ありがとうございます、助かります」

「なに、助けられたのはこっちだしな。そうそう、自己紹介がまだだったな。俺はランディ、そいつはクルト。ウルスを拠点に活動してる冒険者だ」

　男達の言葉に合わせ、宏達も自己紹介を返す。

　仲間を背負っていた男がランディ、毒を食らった方がクルトらしい。

　どちらもがっちりした体格で、さほど魔力を感じない。どうも二人とも、魔法はほとんど使わないようだ。

　クルトの方がやや砕けた性格をしているようだが、正直それほど違いを感じない。

　なお、この二人いわく、冒険者ランクは下から三番目の七級だそうで、いわゆる中堅の入り口ぐらいの力量らしい。

　どうやらそこらへんの設定はゲームと同じらしく、宏もゲーム中では七級冒険者だった。

　春菜はもう少し上の五級だが、廃人の中には難関で知られているグランドクエスト四章中盤まで進んでいるのに、冒険者ランクが八級や九級で止まっているような偏った猛者も居るとの噂である。

「それで、こんなところで文なしで迷子って、いったいどうしたんだ？」

「なんかよく分からない現象が起こって意識が飛んで、気が付いたらあの森の入り口あたりに居たんです」

「……最近よく聞く話だな」

「……僕ら以外にも、そういう人がおるんですか？」

「あくまでも噂だがな。とりあえず、ファーレーンでは王宮の指示で、そういう人間は保護する事になっているから、一度そっちの方に顔を出すといい」

　その言葉が理解できず、思わず怪け訝げんな顔をする宏と春菜。

　あくまでも噂のはずなのに、王宮が指示を出して保護をしている。おかしな話だ。

「その話やと、国の上層部は与太話みたいな噂を信じとる、いう事になりますけど……」

「そうなるな」

「それって、偽者とか出てこないんですか？」

「どうやってか、本物を識別してるらしいぞ」

　春菜の疑問にクルトが答えるが、余計に疑問が増えるだけで何の答えにもなっていない。

「本物を識別してる、っていう事は、最低でも一人は本物が居た、って事かな……？」

「分からへん。分からへんけど、なんか変な話や」

「元々、簡単にはいかないだろうとは思ってたけど、思った以上にややこしい事になりそうだね」

「参ったもんやな……」

　どうにも、いろいろとタイミングが良すぎる。

　薬については、ぶっちゃけ偶然もいいところだろうとは思うが、王宮の方はまず間違いなく、何かが関係している。

　とはいえ、多分関わらずに済ませるのは難しそうだ。

「とりあえず、何にしても先立つものは必要やから、金策を考えんとあかんやろうなあ……」

「ちょっと歌って稼いでみるよ。アカペラになるから、上手く行くかは分からないけど……」

「ほう、ハルナは歌が得意なのか？」

「それなり、という感じかな？」

「ちょっと、歌ってもらってもいいかい？」

　クルトの申し出に一つ頷くと、大きく息を吸い込んで、そのよく通る美しい声をあたり一帯に響かせる。

　そこらをうろうろとしていた動物達まで足を止め聞き惚ほれるあたり、さすがは『神の歌』といったところか。

「……本当に、君達は何者だ？」

「ただの通りすがりの迷子です」

「右も左も分からへん田舎者で、誰かに助けてもらわんと、明日にも餓が死ししかねへん若造です」

　答えになっていない答えを返し、いろいろな事をはぐらかす宏と春菜であった。








ファーレーン編　第二話






「あれが、ファーレーンの首都ウルスだ」

　冒険者達との合流地点から二時間ほど道なりに歩いたあたりで、大きな門が見えてきた。

　話によると、東門らしい。

　冒険者の足で二時間なので、一般人ならどれほど健脚でも、最低でもあと一時間は余分にかかるだろう。直線距離なら大した事はなさそうだが、途中に丘があったため、ルートが迂う回かいする形になっているのだ。丘がなければ、最初の位置から門が見えるぐらいの距離である。

「なんか、近いんか遠いんか判断に困る距離やな」

　今までのペースと門までの距離を考えると、ウルスに入れるまであと三十分はかかるだろう。

「片道二時間半はねえ」

　軽い補助魔法で移動時間を計っていた春はる菜なが、微妙な表情で応じる。

　もっとも、二人とも、自分の体力などを勘定に入れるなら、荷物満載でもあと三十分程度の短縮は可能だろうと判断しているが、正直そのペースで長距離を歩きたくはない。

「因ちなみに、他の街までの距離はどんなもん？」

「ウルスから一番近い村まで、冒険者の足で八時間、ってところか。でかい都市だと、カルザスとメリージュが一番近くて、徒歩で五日ぐらいか？　馬や馬車を使えばもっと早いが」

　ランディの言葉になるほどなるほど、と頷うなずく。

　カルザスやメリージュまでの距離は、ゲーム中ではウルスから徒歩で二日ぐらいだった。

　どうもゲーム内の地図とは、若干縮尺や位置関係が違うようだ。

　なお、ファーレーンでは割と安値で懐中時計が普及しており、中級以上の冒険者にとっては必需品となっている。その理由は簡単で、時間指定の配達物などが結構あるからだ。

「それで、一番気になってた事なんだけど……」

「基本的に、住民登録をしてあれば出入りに金はかからない。例外は一部特権階級と冒険者だな。隊商に関しては、どうせ荷物の検査があるから、大体はその時に一緒に済ませる事になる」

「って事は、私達は今回は取られるんだ」

「ああ。まあ、大した金額じゃないから、今回は俺達が払う」

「そうそう。命の恩人だし、歌も聞かせてもらったしね」

　ランディとクルトが気負いなく答える。

　その後もいろいろと基本的な常識を教わり、ゲーム内での表現や認識との違いを埋めていく。

　宏ひろしにとって一番重要だったのが、ポーション類の呼び方。

　レベルいくつではなく何級という呼び方になっているらしく、例えばレベル２ポーションなら七級ポーションという事になる。最低が八級だが、回復効果はあるが弱い物を等級外とひとくくりで呼んでいるらしい。

　等級外ポーションは駆け出しの薬剤師が練習で作った物で、同じく駆け出しの冒険者に格安で売られているほか、どこのご家庭の救急箱にも、絆ばん創そう膏こう感覚で一本二本は入っているとの事である。

　ポーションの呼び方に関しては、現存するもっとも古い国であるファーレーンの建国王、その仲間の魔導師が作れた最高の性能の物を一級と呼び、そこを基準に作りやすさと効果を考慮して等級を決めたそうだ。

　一級より上の物が存在するのでは、という意見に対しては、これ以上のポーションは、史上最強の英雄である建国王ですら即死手前から復活してお釣りが来るような効果になるため、無駄が大きくて必要が無いと判断したとの事である。

　製造難易度を考えると、等級分けが必要になるほど出回る事もないだろう、というのも理由の一つらしい。

　他にゲームと現実の相違点としては、ゲームで使われていたクローネという通貨の下に、チロルという通貨単位が存在する事。

　これに関しては、食材の購入単位がものによっては百単位と妙に大きかったり、宿の一泊料金が変に安かったり、ドロップ品の値段がよほどの物でもない限り五クローネ程度だったりしていたため、宏も春菜もあっさり納得している。

　因みに、一クローネは百チロルで、大体一クローネ銀貨は千円札と同じ感覚で使われている。ゲーム内の最低通貨が千円札というのはなかなか豪快だが、得てしてゲームとはそんなものである。

「そういえば、ポーション類って、普通はどの範囲まで買えるん？」

「そうだな……。値段を気にしなければ、七級のポーションぐらいまでは普通に冒険者協会で売っている。とはいえ、庶民が気軽に買える値段じゃないから、一般の薬屋には八級までしか置いてない。六級以上は国が抱えている薬剤師ぐらいしか調合できないから、まず一般に出回る事はないな」

「ほほう。そうなると、一級ポーションとか恐ろしい金額になってそうやな」

「現在一級を調合できる薬剤師は居ないと言われているから、金で買えるかどうか以前に、持ってるだけで国家間の大騒動になりかねないよ」

「たかが傷薬に大層な……」

　あまりに大げさな話に苦笑してしまう宏。

　だが、考えてみれば、レベル５以上のポーションは必ずドロップ素材が噛かむようになってくる上、レベル７や８は結構な大物を倒さなければ、素材そのものが手に入らない。

　そして、ドロップ系素材というやつは、それが素材として機能する事を知っている人間が死体を解体しないと、余程偶然が重ならない限りは素材として使える状態でもぎ取る事はできない。

　中級や上級の製薬スキルを持っている人間が国に保護されているとなると、レベル５以上、こちらで言う四級以上のポーションはほとんど存在していない可能性が高い。

　しかも、宏は知らぬ事だが、レベル６以上、つまりこちらでいうところの三級以上のポーションには、何と部位欠損を治す能力がある。

　何故、宏が知らないかというと、『フェアリーテイル・クロニクル』は余計なところでリアルなくせに、何故かプレイヤーには部位欠損のシステムがないからだ（モンスターは普通に部位欠損が起こる）。そのため、一撃でＨＰがゼロになるような攻撃で腕を斬られても、戦闘不能になるだけで腕がちぎれたりはしない。

　なお、一級ポーションが重要になるのは、三カ所以上の部位欠損、それも切り落とされたりつぶされたりしてから何年も経たっているようなものですら回復させる能力があるからである。

　この機能はヒーリングポーションだけだが、マナポーションは加齢や反動などで落ちた魔力や最大ＭＰを最盛期に引き戻す効果があり、スタミナポーションには部位欠損を伴わない病や事故の後遺症を治療する効果がある。これも、等級が高いほど重度のものが治療できるため、一級ポーションは国家間の戦争を引き起こしかねないほどの危険物になっているのだ。

「薬ってのは、それだけ重要なんだよ」

「そら分かるけどなあ……」

　意外に低い生産能力に、思わず内心で頭を抱える宏。

　とりあえず、春菜はともかく、宏は下手な事はできそうもない。

　薬でそれとなると、武器防具などどうなる事か、考えるのも怖い。

　プレイヤーが鍛冶で作れるものなど大した物ではないが（と、宏をはじめとした職人プレイヤーは思っている）、それでも上級なら、ドロップ素材もエンチャントもなしで、それほど危険の無い場所でとれる低級素材だけでも、一般的なＮＰＣ販売品の倍ほどの性能の物が製造可能なのだ。

　そして、ランディやクルトが身に付けている防具を見る限り、一般に出回っている装備品の性能は、ゲーム中のＮＰＣ販売品と大差ないと判断できる。

　さすがに春菜は見ただけでそこまでは分からないだろうが、宏は神の匠だ。その程度の鑑定は余裕である。

　これが普通の装備なら、宏の倉庫の中にごみ同然という感じで転がっていた製造装備が、全てこちらに転がり込んできた日には、平気で国家間のバランスを崩しかねない。

「さて、ちょっと手続きをしてくるから、少し待っていてくれ」

「はーい」

「了解」

　そんな話をしている間に、少し大きな声を出せば、門番と会話ができるぐらいの距離まで近づいていた。

　ランディとクルトが二人の分の手続きや支払いをしている間に、気になった事を春菜とこっそり話し合う。

　距離が近くなったため、微妙に鳥肌が立ち足が震えているが、今回ばかりは我慢するしかない。

「なあ、藤とう堂どうさん。作ったポーションを買い取ってもらうん、ちょっとまずいかもしれへんわ」

「そんな感じするね。でも、正直レベル３の特殊ポーションはともかく、レベル２の各種ポーションは、あっても荷物にしかならないよね？」

「せやねん。それが問題やねん」

　これがただのレベル２ポーションなら売っぱらってしまっても問題ないのだが、作ったのが宏である、というのが問題だ。

　生産スキルで作ったアイテムは、作った時の生産スキルの熟練度によって、効果に補正がかかる事が確認されている。

　これが中級程度の技能で作った物なら大した差は出ないのだが、宏は神酒製造に神薬製造まで持っている、最高峰の職人である。さすがに一つ上のポーションと同じ効果、とまでは行かないまでも、普通のポーションより高い効果が発揮されるのは間違いないだろう。

　適当に作った間に合わせの道具が、どれぐらいプラス補正を打ち消してくれているかが勝負だが、作った感じ、それほど悪いわけでもなかったので、そこら辺は期待薄である。

「……腹をくくって、売っちゃう？」

「……そうしよか……」

　他の金策方法を考えたところで、結局リスクが変わらない事に思い当たり、腹をくくる事にする二人。どうせ、そんなにすぐに指名手配はかかるまいし、その気になればしらばっくれる事もできよう、と、甘く考える事にしたのだ。

　もっと正確に言うなら、国家レベルの厄介事に巻き込まれるかもしれないリスクよりも、今日明日の食事と宿をとった、というのが正解である。

「二人とも、ちょっと来てくれ」

　クルトに呼ばれて、門番のところに駆け寄る。

　どうやら、初めて訪れた人間に対する面談らしく、いろいろ質問をされた。

　どう答えていいかが分からないものも結構あったが、二人の忠告に従って、全て正直に答えておく事にする。

「知られざる大陸からの客人か」

「知られざる大陸？」

「ごく稀まれに飛ばされてくる事がある、君達のような出身地不明の人物が居た場所を、王宮ではそう呼んでいるんだ」

「それって、一般の人には知られてるんですか？」

「あまり有名な話じゃないかな？　せいぜい冒険者の間に、都市伝説みたいな形で流れている程度だろうね」

　それもそうだろう、と納得する二人をニコニコと見守る門番二人。

「あの、それって、騙かたりとか居ないんですか？」

「今のところ、そういう人は見た事がないね」

「そういうのがおったとして、見分け方とかはあるんですか？」

「さっきの質問がそう。知られざる大陸からの客人は、こっちの常識をほとんど知らないからね。いくつか答えられない質問があったでしょ？」

　その質問に、納得したように頷く宏と春菜。

　門番達は笑顔のまま、宏達に一つ教えてくれる。

「知られざる大陸からの客人は、王宮からいろいろなバックアップを受ける事ができる。今、紹介状を用意してるから、明日にでも行くといいよ。あと、このチケットがあれば、冒険者が使う宿なら無料で泊まれるから」

「それはまた、お手数をおかけします」

「これも仕事だからね」

　イメージと違って愛想のいい兵士達から通行許可証と紹介状を受け取ると、見送りに手を振ってその場を立ち去る。

「また、えらく愛想のいい門番やなあ」

「ある意味で国の顔だからな」

「ファーレーンは商業の国でもあるし、無駄に威圧的にやって評判を落とす必要はない、って事らしいよ」

　二人の説明に感心すると、さっさとお勧めの宿を紹介してもらう事にするのであった。




　　　　☆




「ポーション類とかの買い取りって、どこに行くとええかな？」

　ランディとクルトのお勧めの宿、黒猫の瞳亭。

　宿で食事をしながら、質問交じりの雑談を続ける宏達。

「それなら、冒険者協会が一番だな」

「その心は？」

「お前達みたいな素人に対しても、基本的に足元を見ない。物によっては交渉にも応じてもらえるし、少なくとも必要以上に安く買い叩く事はしないからな」

「冒険者協会は駆け出しの冒険者のサポートもやってるんだ。実力不足なのはともかく、ちゃんと働いているのに報酬を叩いて新米が育たなかったら、困るのは協会の方だからね」

　中堅冒険者の言葉に納得する宏と春菜。

「そうだな。この際だから、冒険者登録もしたらどうだ？」

「二人とも、それなりには戦えるんでしょ？」

「まあ、バーサークベアぐらいならどうにかできるけど……」

「その装備でバーサークベアをどうにかできるんだったら十分。俺達も用事があるし、飯食ったら案内するから、登録してきなよ」

「登録しておいた方が、買い取り交渉とかにも色が付く」

　ランディとクルトの説明に頷き、そういう事ならと登録する事を決める。

　冒険者協会というやつがどういう目的で設立され、何の利益をもって運営されているのかがさっぱりではあるが、話を聞く限りでは、一応国家のしがらみを超えて運営されている組織ではあるらしい。ゲーム中でも疑問だったそこらへんの設定について、こちらの世界でわざわざ深く突っ込んでも意味はなかろう。

「登録って、お金かかるん？」

「手数料として五クローネだ」

「あと、簡単な審査があるけど、手に職を持ってる人間にとっては、それほど難しくないから」

「なるほど、了解。それやったら、バーサークベアの皮とかは、登録した後に買い取り交渉した方がええんかな？」

「そうなるな。手数料については後払いもできるが、今回はこちらで持とう。もっとも、通行税と同じく、知られざる大陸からの客人とやらなら、手数料も免除されるかもしれないが」

　どうやら、思った以上にこの国は、知られざる大陸からの客人とやらを重要視しているらしい。何か裏の一つや二つありそうで、どうにも不安になる話だ。

「まあ、何にしてもまずは、普通に冒険者登録を済ませてから、やな」

「だね。ご馳ち走そうさま」

　まともに調味料を使った料理を二日ぶりに堪能し、今決めた方針に従って行動を始める。

　ウルスの街並みは、ヨーロッパとアジアの融合したような一種独特の雰囲気を醸し出している、石やレンガでできた建物と木造の建築物が入り交じったものだ。

　聞くところによると、ファーレーンの大都市は、多少の地域性はあれど、基本的にはこういう雰囲気らしい。道端にはそれほどごみの類も落ちておらず、清潔な印象である。上下水道が完備され、汚物の処理もシステム化されているとの事で、排せつ物などが原因の異臭もしない。

　南北に長い（と言っても、幅も日本列島本州の南北より長いのだが）大国ファーレーン。その首都・ウルスは、国土のほぼ中間地点にある港湾都市だけあって、非常に発達した街だ。

　北にある山脈を背に建てられたウルス城。城から続く太い大通りを幾重にも囲むように広がった街は、南西にある湾にまで届いている。

　この世界では数少ない、住民登録されている人口が百五十万人を超える大都市であり、世界で三本の指に入る大国であるファーレーンの人口が、国が把握できている数でせいぜい一億に届かない程度である事を考えれば、ウルスがいかに巨大な都市か分かろうというものだ。

　元々は城じょう砦さい都市ウルスと港湾都市アグリナという二つの街だったのだが、七代目の国王の頃にはウルスの出口からアグリナの入り口まで子供の足でも徒歩で一時間かからない、というところまで双方が大きくなっていたため、区画整理を含めた大規模な公共工事を行って、一つの街にしてしまったのだ。

　国庫に対してかなりの痛手ではあったが、おかげで国の内外から多数の労働者が訪れ、旺盛な消費で街に大量の金を落とし、ものすごい勢いで人口が増え、結果として百年ぐらいを想定していた費用の償却が十五年程度で済んだとの事である。

　東門から西門まで、一般人の足で歩き切るには一日では厳しいその広大な街は、何本もの運河が縦横に走り、船が人々の足として利用されている。また、陸路としてもあちらこちらに乗り合い馬車の待合所があり、それとは別に小さな馬車や馬がタクシーや宅配便のように稼働している。街と街を繋つなぐ駅馬車に比べれば半分以下の速度（時速十キロ程度）だが、一般人の場合は自分で歩くより速いため、それなりに重宝されている。

　そのほかの移動手段としては、少々値が張るが何カ所か転移ゲートが設置されており、市民は必要に応じて使い分けている。つまり、街中の交通の便はかなり充実しているのだ。

　彼らが利用している黒猫の瞳亭は、中心付近と東門の中間、やや東門よりのあたりにある。このあたりはまだまだ海からは遠く、潮の香りがする、というほどの距離ではないが、少し高い建物の屋根に登れば、微かに港が見える位置にある。

　また、高台に建つウルス城、その北の山の中腹にある物見やぐらからなら、望遠鏡のような道具を使えば湾を見る事ができる。このあたりはやはり、ウルスが港街である事をうかがわせる。

「ん～、冒険者、か～」

「当分は、安全第一でお願いします」

「分かってるよ。と言うか、そんな難しい仕事、いきなりできるわけないし」

「まあ、当面は着替えと装備をどうにかするところからスタートやからなあ……」

　宏の水を差すような言葉に、自分が着たきりすずめである事を思い出して渋い顔をする春菜。

　正直、着替えはいろいろと切実なので、できれば今日中にとっとと何とかしてしまいたい。

　救いなのは、ファーレーンは水が豊富な国であり、風呂には困らない事であろう。街のあちらこちらに公衆浴場があり、宿や借家の類も、値段次第では個別に風呂がある物も珍しくはない。

「やっぱり冒険者となると、毎日違う服、というわけにはいかないよね……」

「やろうなあ。そもそも、持ち歩ける服の数自体が知れてるし」

　言われて納得してしまう春菜。

　家があるわけではない以上、基本的に荷物はずっと持ち歩く事になる。

　服というのはかさばる上、案外重い。それに、どんなタイプのものを調達するにせよ、鎧よろいを身につける事を考えると、下に着る服をあまりこだわっても意味がない。

　何しろ、鎧のデザインを毎日違うものに、なんて贅ぜい沢たくな真似は、金銭的にも物理的にも不可能なのだから。

「ところで、武器とか防具はどないする？」

「とりあえずお金たまったら、適当に安くて丈夫そうなのを見つくろって買うつもり。そういえば東あずま君って、ゲームでメインは何使ってたの？」

「これっていうのはないねん。とりあえず、よう使っとったんは斧、つるはし、鎌、ナイフあたりやけど、ハンマー振り回してる時もあったし」

「……もしかして」

「言わんといてくれるとありがたい。っちゅうかよう考えたら、最低限つるはしは絶対買わんとあかんやん」

　冒険者協会までの道すがら、春菜と宏の会話を聞くとはなしに聞いていたランディとクルトは、つるはしという単語に首をかしげる。

「薬剤師がつるはしなんか、何に使うんだ？」

「いろいろ使うで。一番たくさんいるんが、ポーションを入れる瓶を作るための石英やし、物によっては特殊な加工をした瓶を作る必要があるから、その材料が含まれた石を掘るのに、つるはしがあった方がええし」

「瓶から作るのかよ……」

「むしろ、瓶を作れんかったら話にならへん。一定ラインから上の薬は、作る段階から瓶にいろいろ小細工せんとあかんし」

　そんな話、聞いた事もないと言いたげな冒険者たちに苦笑し、自分が教わったやり方だとそうだった、と言ってごまかす。

　そんな話をしている間、左右の店を覗のぞき込こんでいろんな物の値段を確認していた春菜が、ため息を漏らす。

　補足すると、ファーレーンではガラスはそれほど珍しいものではないため、現代日本のように通りに面した側をガラスのショーウィンドウにしている店も少なくない。安い物ではないが、店や一般家屋に使えないほど高くもないのだ。

「服って、結構いい値段するよ……」

「どんな感じ？」

「上下合わせると、平均で十五クローネぐらい。長期滞在だと、黒猫の瞳亭に二日泊まれるなあ、って」

「……悩ましいところやなあ……」

　宿代については、今日一泊はただで泊まれ、そこから六日分はランディ達がすでに前金で払ってくれている。一週間以上だと長期滞在で割引があり、一泊七クローネ。気を利かせて別々の部屋を取ってくれているため、二人分で八十四クローネ。そこに加えて、とりあえず当座の現金として二十クローネほど受け取っている。

　結構な金額なので、これ以上を薬代としてせびるのは気が引ける。

　彼らからすれば、薬代だけでなく、歌に対するおひねりも含んだ金額なのだが。

　食事に関しては、朝晩は宿代に含まれるが、夕食のメニューは先ほど食べた昼食と大差ないもので、サラダとスープにパンと干し肉をあぶったものかソーセージ、もしくは焼き魚がつく程度。日によってはスープと肉類の代わりにシチューが出てくる事もあるようだが、それほど大きな差があるわけではない。

　いい物を食べたければ材料を持ち込むか、追加料金を支払う必要がある。

　朝食に至っては、もっとシンプルにパンとスープのみだ。

　さらに昼食は自力で用意する必要がある事を考えると、服代一着十五クローネは結構きつい。

「いっそ自作するか……？　でも、そのためには織機がないとちょっとしんどいしなあ……」

「そこからなんだ……」

　ランディ達に聞こえないように呟つぶやいた言葉を聞きつけ、春菜が少々離れた場所から苦笑がちに突っ込みを入れる。

「ただでできる事はただで済まさんと。でも、よう考えたら、自分の分はともかく、藤堂さんの分はちょっとしんどいか」

「どうして？」

「いくらクラスメイト言うても、それほど接点なかった男に自分の体型とか教えるん、嫌やろ？」

「……確かにちょっと抵抗ある……」

「まだ、上着ぐらいやったらええけど、下着とかはさすがになあ……」

　宏のぼやくような言葉に思わず顔を引きつらせ、念のために聞くだけ聞いてみる春菜。

「……作れるの？」

「作った事はないけど、手持ちにレシピはあったから、多分やろうと思ったら」

「……ごめん、私今、実利と羞恥心の間ですごく葛藤してる……」

「いや、上着はともかく、下着とか肌着とかは、作れ言われても僕の方が困るんやけど……」

「……そこまで考えてなかった……」

　そんなこんなを話しているうちに、ようやく目的地の冒険者協会へ到着した。




　　　　☆




「思ったより、こぢんまりとした建物やねんなあ……」

「まあ、そんな大商店みたいな建物が必要なわけでもないしな」

　黒猫の瞳亭から歩いて四十分程度。

　宏の感想に苦笑しながら、勝手知ったる感じで建物に入っていくランディ。

　街のあちらこちらにある大きな商業施設などと比較すると、確かにこぢんまりとはしているが、購買部をはじめとしたいくつかの施設が入っているためか、それなりの面積と階層はある。なお、ここはファーレーンの冒険者協会を統括する施設でもあるため、他の協会施設よりもかなり大きい。また、ウルスには、あと三つほど協会の出張所がある。

「あら、ランディさん、クルトさん。護衛でメリージュへ行かれたのではないのですか？」

「ちょっとばかし状況が変わってな。雇い主の意向で、連絡も兼ねて俺達だけ戻ってきた」

「レイテ村近郊にポイズンウルフの大群が居座ってて、正直、護衛対象を連れて突破できるような状況じゃなかったから、依頼人には村で待ってもらったんだ」

「……それは事実ですか？」

「ああ。正式な依頼として処理されている。こいつが依頼票だ」

　ランディが差し出した依頼票を確認し、一つ頷く受付嬢。

「それで、被害状況は？」

「依頼人をレイテに連れ込む時に二人、突破する時に三人やられた。村は魔物よけの結界があるから大丈夫だが、食料の問題もあるから、あまり長く孤立させるのはまずい。というわけで、向こうの村長と足止めを食らってる連中とが共同で、ポイズンウルフ殲せん滅めつの依頼を出すそうだ」

「状況が状況だから手付金も含めて後払いになるけど、村長さんから依頼票を預かってるから、悪いけど手続きよろしく」

「分かりました」

　割と大ごとになっているらしいそのやり取りを、ぽかんと眺める宏と春菜。

　ポイズンウルフという魔物は、狼が瘴しょう気きを浴びて毒を持つようになった生き物で、単品の強さはバーサークベアよりかなり弱い。

　だが、こいつらは元が狼だけあって、とにかく群れる。

　その上、回るのはかなり遅いとはいえ致死性の毒を持っているため、ゲームでもバーサークベアとは違う意味で、序盤の初心者殺しの魔物として知られている。

　毒は爪と牙両方から感染し、特に噛みつかれると確実に致死量を注ぎ込まれるのが厄介だ。

　しかし、遅行性の毒というやつは実は耐性を得るには丁度いいため、毒消し片手にぎりぎりまで狩りをし、やばくなったら毒消しを飲んで消すというやり方で、大体のプレイヤーが早々に実用ラインでの耐性を持ってしまうため、脅威になるのは本当に序盤だけなのだ。

　ここら辺が、春菜がポイズンウルフの系統に対応する解毒魔法を覚えていなかった理由である。

　しかも、宏ぐらい人間をやめた耐久値を持っていると、耐性のない状態異常でもほとんど影響を受けない。逆に、このクラスのプレイヤーが防げない毒となると、耐性なしの駆け出しや一般人なら、触れるどころか遠くから吸い込むだけで即死しかねないほどの毒性を持つ。

「なあ、ランディさん、クルトさん」

「なんだ？」

「すごい大ごとになっとるみたいやけど、ちんたらご飯食べとってよかったん？」

「考えなかったわけじゃないが、クルトを医者に連れて行って治療する時間を考えたら、誤差みたいなもんだったからな」

「それに、この後の事を考えたら、君達の機嫌を損ねるのはまずい、って判断もあったし」

　クルトの言葉にピンとくる。

　ポイズンウルフの大群をどうにかする、となると、毒消しが相当な数必要だ。それも、宏が持っているような、魔法で消すのと大差ない効力を発揮する、即効性の強い毒消しは喉から手が出るほど欲しいだろう。

「そちらのお二人は？」

「ああ。クルトの命の恩人だ。妙な魔法でこっちに飛ばされてきたらしい」

「ああ、知られざる大陸からの客人ですか。命の恩人、というのは？」

「恐ろしくよく効く毒消しをくれた。あの薬がなかったら、ここまでクルトが持ったかどうかも怪しい。何しろ、貰もらった時点で歩けなくなる程度には回ってたからな。あれはまだ残ってるのか？」

「あと九本。材料があればいくらでも作れるけど、それなりに時間はかかるで」

　宏の答えに、胡う散さん臭そうな目を向ける受付嬢。

　見た目せいぜい成人年齢に達した程度の子供が、歩けなくなるほど回ったポイズンウルフの毒を、一日も経たずに普通に動き回れるほど回復させるような効果の強い毒消しを作れるなど、にわかに信じられる話ではない。

「まあ、そう睨にらむなって。本当にこいつが作ったのかどうかは関係ない。それだけの毒消しを持っていて、俺達に惜しげもなくふるまってくれた、という事実の方が重要だ」

「……申しわけありませんが、その現物を見せていただけます？」

「ええよ。元々買い取ってもらうつもりやったし。何やったらレシピも教えよか？」

「教わっても、今このギルドに居る人間では検証できませんので結構です」

　警戒心バリバリの受付嬢の態度に苦笑しつつ、とりあえず赤みがかった緑という感じの色合いの毒消しを差し出す。

　大ごとになったためか、差し出す時に手が震えているのは御ご愛あい嬌きょうだろう。

　それを買い取りカウンターの方に持ち込み、何やら妙な機材の上に載せてごちゃごちゃやっている。

　その結果を見て、驚きょう愕がくの表情を浮かべる受付嬢と買い取り担当の女性。

「申しわけありません。先ほどまでの態度を謝罪させていただきます。この薬、本当にいくらでも作れるのですか？」

「材料があれば。あ、そうそう。これも買い取って欲しかってん」

「……これは、七級ポーションですか？」

「ついでに作ったやつ。もしかしたら騒ぎになるかな、思って買い取ってもらうかは悩んどってんけど、そっちの毒消しで大ごとになるんやったらええか、思って」

　そう言って、カウンターの上に三十本ほど並べてみせる。駆け出しの冒険者だと、それだけで一財産と言える数である。

「七級ポーションの値段を知らなかったのは分かるが、作りすぎじゃないか？」

「藤堂さんに、瓶作ってるところを見たいとか言われて、つい調子に乗ってん。作るだけやったら百本でも二百本でも作れてんけど、持ち運びができんからこのぐらいでやめてん」

「だって、見たかったんだもん……」

　バツが悪そうにしょんぼりする春菜に苦笑し、とりあえずこの話は終わりにする一同。

　作ってしまったものはしょうがないし、捨てるのはもったいない。

「それにしても、七級のポーションってえらい高いなあ」

「そりゃ、九級あたりの冒険者だったら、瀕ひん死しの重傷でも一本で完全回復する代物だからね」

「俺達でも、いいとこ三本あれば、即死でない限り無傷まで治る。値段相応の価値はあるさ」

　日本円にして一本五十万とか、どんな傷薬かと思っていたが、言われてみれば納得するしかない。

　何しろ、ゲーム的に言うなら、一レベルで基本攻撃以外のスキルを一切持たないキャラのヒットポイントが五十程度。レベル１ポーションの基礎回復量が百、レベル２で五百で、そこに耐久力や作った職人の技量、調合のアレンジによる補正があれこれかかるのだから、ランディやクルトの言葉は混じりっ気なしの真実という事になる。

　ゲームでは、冒険者や兵士以外のＮＰＣ、いわゆる普通の人のほとんどのキャラクターレベルが高くてせいぜい五であった事を考えると、一般家庭ではレベル１ポーションまでしか必要にならないのも当然だし、瀕死の重傷を五万円で治療できると考えれば、レベル１ポーション五十クローネは高いとは言えない。

「もっとも、五級以上の冒険者になると、これぐらいでないと回復が追い付かないみたいだが」

「それで、こんなたっかいポーションを普通に売ってるんか」

「協会としても、もう少し安価に流通させたいところなのですが……」

　渋い顔でため息交じりに口を挟んできた買い取り担当に、思わず顔を見合わせる宏と春菜。

　なんとなくピンと来るものがあり、春菜が理由を聞いてみる。

　因みに、この女性は買い取りだけでなく、各種アイテムの販売の方も担当しているらしい。

「その理由は？」

「需要の問題もあるのですが、それ以上に七級を調合できる薬剤師がそれほど多くなく、特別な素材も必要で一日に作れる数も知れているようでして」

「あ～、なんとなく分かる……」

　予想通りの理由に、ため息しか出ない。

　宏いわく、レベル２ポーションの調合は初級をほぼマスターしなければ、確実に作れる腕は身につかないとの事。それがどれほど大変か、ゲームで身に染みて知っている春菜からすれば、そこにたどり着かない人間の方が圧倒的に多くても仕方がないとよく分かってしまう。

「そういえば東君、このあたりっていうか、バーサークベアのあたりの草で作ってたよね？」

「うん。応用レシピやから、八級のポーションの材料でもいけるで」

「そのレシピを教えてあげたら……」

「難しいやろうなあ」

　宏の言葉に首をかしげ、すぐに昨日の話題を思い出す。

「あ、もしかして？」

「うん。製薬以外に、錬金術の知識とある程度のエンチャントの技量もいるねん。っていうても、エンチャントの方は一番簡単なんが失敗なしでできる程度でええんやけど」

「話に聞くと大変そうなんだけど……」

「全く知識なしやったら、できるようになるまで最低でも一カ月ぐらいかかるやろうなあ」

「だよね」

　自分の経験をもとに告げる宏に、期待をつぶされてがっくり来る一同。

「でしたら、冒険者協会と契約して、安定供給に協力していただけませんか？」

「できたらそれも避けたいんやけど」

「どうしてですか？」

「思いすごしやったらええんやけど、僕の作ったポーションって普通のより効果が強いかもしれへん。もし効果が強かった場合、普通のを作ってる人の生活を圧迫するかもしれへんから」

　言われて沈黙する買い取り担当。

　宏の指摘通り、彼の持ってきたポーションは、普通の物より倍ぐらい効力が強い。

　これが標準になってしまったら、他の薬剤師が作るポーションが売り物にならない。

「難しい話は置いといて、だ。アン、この二人の登録を頼む」

「……分かりました。こちらの書類に記入をお願いします」

　差し出された書類に、書き込める範囲で書き込んでいく。

　何故かこちらの文字が普通に書けるが、これに関しては気にしてもしょうがないと割り切る。

「今思ってんけど……」

「どうしました？」

「こっちの人って、どんぐらいの人が読み書きできるん？」

「そうですね。ファーレーンの場合、都会に住んでいる人はほぼ九割が読み書きできますが、農村になると、辛うじて数字が読める程度の人が過半数でしょう。最近では地方の農村にも学校が整備されてきてはいますが、それでも国全体で見れば半分に満たないのが現実ですね」

　受付の女性・アンの説明になるほどなるほどと頷く二人。

　意外と高いと見るか、思ったより低いと見るかは微妙なところだが、少なくとも文字が書けるのも書けないのも不自然ではないレベルではある。

「読み書きができない人が登録に来た場合、どうするんですか？」

「書類自体はこちらで代筆し、研修の時に最低限の読み書きは覚えてもらいます。読み書きを覚えるまでは、依頼票の内容もこちらで読み上げます」

「そっか、なるほど……」

「それやったら、農村を飛び出した無謀な少年が、登録もできんで努力の余地もなしに路頭に迷う事はない、と」

「絶対ではありませんけどね。そもそも、戦技研修と読み書きの授業を受けながら仕事をするような人物は、大抵途中で挫折しますし」

　丁寧に答えを返しながら、空欄の多い書類を受け取る。

　ざっと面接のようなものを行い、書類に何かを書き込んでいく。

　先ほどまでのやり取りで大体の人となりは把握しているが、一応規則は規則だし、何よりこの二人はファーレーンの法をよく知らないはずだ。暗黙の了解で見逃される程度の細かい軽犯罪ならまだしも、かばいようのないような大きな犯罪を、住んでいた地域の法体系や文化の違いが原因で犯されてはたまったものではない。

　そういった部分が大丈夫かどうか、しっかり面接で確認しておく必要がある。

「それでは、実技試験に移りましょう。ダンジョンの探索許可は八級以上になるか許可を受けた人物に同行する事で下りますので、今回は戦闘能力だけを確認させていただきます」

　一通りの見極めを済ませ、実技試験に。

　予想以上の実力を見せる二人にアンが舌を巻いていると、宏達からも驚いたような感心したような声が。

「アンさん、強い」

「自分、ダンジョンぐらい潜れるんちゃう？」

「ギルドの職員は、皆最低限の戦闘訓練は受けているんです。それより、住所は登録されていないのですか？」

「今日こっちに来たばかりですから」

「なるほど。でしたら、ウルスで一カ月以上活動するのであれば、明日にでも役所に行って登録してきてください。冒険者カードを見せれば、前歴などは特に確認されませんので」

「それで大丈夫なん？」

「我々冒険者協会は、そういう組織ですから」

　やけに説得力のある説明に思わず頷き、登録が済んだ証として十級と記されたカードを受け取る。

　その後、施設の使い方や依頼の受け方、昇級条件などについて一通り説明を受け、バーサークベアから剥いで来た素材を買い取ってもらって、その日やりたかった事を終える。

　ランディとクルトは、登録を始めたあたりで王城へ緊急支援要請へと向かったため、すでにこの場にはいない。

「ポーション類も込みで一万五千か……」

　交渉を終えた春菜から渡された金額を見て、難しい顔をする宏。

　いきなり稼ぎすぎた、と思う反面、必要な物を買い揃そろえるとなると微妙に足りない金額だ。

　とりあえず、今後の行動費として一旦春菜と折半しておく。

「全部、とても丁寧に処理されていましたので、少し査定に色を付けておきました」

「一見すごい金額やけど、結構悩ましいところやなあ……」

「難しいところだよね……」

　冒険者協会で扱っている装備品を見て、渋い顔で囁ささやき合う。

　安い物は五十チロル程度なのだが、高い物は一万クローネを超える物すらある。

　さすがに値段が値段だけに悪くはないのだが……。

「とりあえず、今日は宿に戻って休もうか」

「そうやな。なんかいろいろあって疲れたわ……」

「お疲れ様でした。もしよろしければですが、今回のポイズンウルフの駆逐のために、明日の朝からで構いませんので、毒消しを作っていただけませんか？」

「……そうやな。聞いてしもた以上、知らん顔は気分悪いし。ただ、材料を集めに行く気力が残ってへんから、代わりに集めてくれる？」

　微妙にアンから距離を取りながら、そんな提案をしてのける。

「分かりました。これより職員を総動員して、可能な限りかき集めます」

「まあ、ポイズンウルフの毒やったら、特殊な材料は特にいらんから、数は集まると思うけどな」

　そう言って宏から告げられたレシピをメモして、奥の事務室や他の施設の職員に声をかけて回る。

　そんなアンの様子を見てため息をついた宏は、もう一度協会の販売品をざっと眺める。

　冒険者の中には初歩の製薬術や錬金術を身につけている人間も少なくはないとの事で、そういった連中のために調合用の機材も多少は売られている。

「乳鉢と鍋ぐらいは買っといた方が良さそうやなあ……」

「そこは任せるよ」

　少し考え込んだ末に、どうせ今日は使わないからいいかという結論に達し、そのまま宿に帰る宏と春菜であった。




　　　　☆




「……疲れた……」

　宿の個室。

　帰りに取った別行動で買い足した下着以外、ほとんど空になった鞄をテーブルの下に転がしてベッドに横たわる春菜。

　宏の方は布と糸と裁さい縫ほう道具を買って来ていたので、どうやら自分で縫うらしい。

　こんな事なら、裁縫ぐらいは初級をカンストしておいても良かったかもと考えても後の祭り、下着類はさすがに抵抗があるが、せめて今後普段着ぐらいは作ってもらおうと考えをあらためる。

「なんかこう、複雑……」

　こちらに飛ばされてから三日目にして、ようやく安全に一人の時間というものを得られた。

　野宿の時の二日間は、あまりしっかり眠れなかった。

　それでも体力は十分すぎるほど回復していたのだから、この体は結構規格外だ。

　複雑なのは、あまりよく眠れなくて、微妙に寝たふりをしながら宏の様子をうかがっていた結果である。

　彼の言葉ではないが、正直卒業までに、事務的な会話以外一切話をする機会などないと思っていた相手であり、おおよその人となりは知っていても、この環境下でおかしな行動にでないと断言できるほど信頼できる相手ではなかった。

　あまりよく眠れなかったのは、モンスターに襲われるかもという恐怖よりむしろ、そっち方面の不安の方が理由としては大きかったぐらいだ。

　だが、宏の行動は予想と大幅に違い、春菜から結構な距離を取って、交代の時間までずっと何らかの作業を続けていたのだ。交代時間に起こす時以外は寝顔を覗き込もうとする気配すらなく、それはもうひたすら無心に鞄を縫い、乳鉢を削り、熊のあばら骨を磨き、一切春菜に興味を示そうとしなかった。

　面倒で疲れる作業を、多少愚痴る程度でコツコツと続ける姿には好感が持てるが、さすがにここまでガン無視されると、いくら相手が異性としてはアウトオブ眼中といえど、結構傷つくものだ。

　しかもこの男、途中で水浴びと洗濯をしてくる、と言っても一切その場から動かず、終わらせて戻ってきてもずっと作業を続けていた筋金入りで、少しばかりは持っていた女としてのプライドが、たった二日でかけらも残さずに完全に粉砕されてしまった。

　そういう視線を向けられたのは服装の話が出た時だけで、ランディとクルトが結構無遠慮にじろじろ見てくるまでは、女としてそれほど魅力がないのかと、完全に自信を喪失していた。

「この状況で、見境なしに襲ってくるよりはいいけど……」

　少しぐらいは気にするそぶりも見せて欲しいものだ。

　襲われたいわけでも一線を越えたいわけでもないが、全くそういう方向で意識されないどころか、むしろ積極的に関わり合いになりたくないというそぶりを見せられると、かなりショックが大きい。

（別に、私だからってわけじゃなさそうなんだけど……）

　冒険者協会での様子を思い出し、そう結論を付ける。

　どうも、彼は女性というもの全般と関わり合いになりたくないらしい。

　例外として、この宿の女将さんとは普通に話をしていたところを見ると、一定以上の年齢の、ビジネスライクな付き合い以外が発生しない相手は大丈夫なのではないかと思う。

　この年であそこまでと言うと、結構深刻な何かがあったのかもしれない。

　少なくとも男色の気があるわけではないのは、教室で近くを通った時に漏れ聞こえてくるギャルゲーがどうとか言う会話と、服装の話の時の視線ではっきりしている。

　なのに女性に近付きたくない、仲良くなりたくない、という思考が駄々漏れで、冒険者協会の受付や買い取り担当に対応している時に至っては、明らかに顔が青ざめていた。

　状況が状況だけに向こうの二人は気が付いていなかったが、足などは明らかに震えていた。

　あそこまで重度の女性恐怖症となると、これからの付き合い方も慎重にしなければいけない。

　最初、あまりに淡白な反応に傷ついて、思わず『当ててんのよ』をやろうとしたが、本能的にそれをやると本当の意味で全て終わると悟って、すんでのところで思いとどまった。

　今にして思えば、よく思いとどまったと自分を褒めてやりたい気分だ。

「明日、ちょっと突っ込んだ話をしたいけど、大丈夫かな？」

　いくつか確信が持てずに黙っていた事を告げ、意見を求めたいのだが、向こうがそれを良しとできる精神状態かどうかが、明日になってみないと分からない。

　さらに言うなら、話をするのは、できれば人気がなく、誰かに聞かれる可能性が低い場所にしなければならない。宏自身の事を考えるなら、十分距離を置いた上で、何らかの作業ができるような場所がいい。

　そんな都合のいい場所があるかどうかはともかく、早急にもっと細かく情報と意見をすり合わせる必要があるのは明らかだ。

　何しろ、現状二人の間での統一見解は、知られざる大陸からの客人、という肩書での王宮からの支援は、受けない方がいいだろうという事と、今回はともかく、これ以降はできるだけ派手な行動は慎もう、という二つのみだからだ。

「どっちにしても、まずは明日朝の毒消し作りが終わってから、だよね」

　帰りにばったり会ったランディの話だと、宮廷魔導師の使い魔を通じて、すでに向こうとはやり取りが完了しているとの事。使い魔が飛べる生き物でなければ、連絡のためにもう一度無理をする必要があった、と苦笑していた。

　その他もろもろの準備もあり、駆除作戦の決行は明日の昼からになるようだ。レイテ村までは比較的距離が近いため、馬を使えば昼から出ても日が高いうちに駆除に移れる。

　とはいえ、一番必要な準備はやはり毒消しらしく、宏の作業が終われば、すぐにでも出発できるように段取りを組んでいるそうだ。

「明日のためにも、早くご飯済ましちゃおう」

　どうせ春菜に大した事ができるわけではないが、多少の手伝いは可能だろう。

　少しでも気力と体力を回復させるために、とっとと食事を済ませようと宏を呼びに行く春菜。

　翌日の作業が、宏と春菜の望みとは正反対に、最も面倒な形で最も深く王宮に関わるきっかけの一つになるのだが、どういう形で関わる羽目になるのか、この時二人は知らなかった。








ファーレーン編　第三話






　その日、冒険者協会は、早朝から大騒ぎであった。

「まずはドルクの枝と葉っぱを分けてまとめて、枝は皮をはぐ。それとエージュの茎とドルクの葉っぱは細かく刻んで、こんな感じにすりつぶして。割合があるから、間違っても混ぜんようにしてや。いるんはアスリンは根っこ、エージュは茎だけやから、それ以外は適当に処分しといて」

　宏ひろしの指示に従い、昨日のうちにかき集められ、山と積み上がった材料に立ち向かっていく春はる菜なと職員達。参考までにと、材料を分けてくれた薬剤師が、何人か協力に来ている。

「アスリンの根以外は、普通に作られている応急処置用の毒消しと変わらないのですね」

「そらそうでっせ。元々、あの毒消しは効きが弱いだけで、成分的には大抵の毒に干渉できるし」

「では、このアスリンの根は？」

「瘴しょう気き系の毒に強い効果があるんやけど、そのままやと劇薬やから、普通の毒消しの成分で劇薬になってる部分を弱めたるんです。ただ、普通に混ぜて煮込むだけやと肝心の瘴気系の毒に対する効能まで弱めてまうんで、そこで錬金術の要領でちょちょいと細工したる必要がありますねん」

　壮年の薬剤師の質問に答えながら、手際よくアスリンの根を処理していく。

　肝心の素材だけあって一番分量が多いのに、この場にあるどの材料より早く処理が進んで行くあたり、熟練度の差というのはずいぶんと大きいらしい。

「見た事のない処理をなさっていますが、それが？」

「はい。言うてもまあ、初歩の錬金術とエンチャントの知識があったら難しないやり方なんで、機会があったらそっちも勉強したってください。必要な事だけ僕が教えてもええけど、生なま兵びょう法ほうは怪我のもとやし、ちゃんとした人に習う事をお勧めします。その方が、応用範囲も広がりますし」

「分かりました」

　宏の正論に、苦笑しながら同意する壮年の薬剤師。

「東あずま君、この皮はどうするの？」

「はぎ終わったら置いといて。そいつと根っこは、ちょっと特殊な処理が要るから」

「了解。あとは、葉っぱと茎をすりつぶしておけばいいんだね？」

　宏の指示を受け、すりつぶす作業に混ざりにいく春菜。

　それを横目に根っこの処理を全て終え、大量の皮に取り掛かる。魔法を使って乾燥させ、刻み、すりつぶし、粉にして量を計っていく。

　一連の作業の流れるような手際に、方々から感嘆の声が上がる。

「蒸留水は？」

「用意してあります」

「ほな、代わりにそっちの作業やるから、かまどと大鍋用意しといてください」

「分かりました」

　アンに指示を出して、細かく刻まれた葉っぱをひたすらすりつぶしていく。

　他の薬剤師以外のメンバーが、せいぜい十五分程度の作業で休憩をしているというのに、宏はそれ以上の時間の作業を一切休憩せずにぶっ続けでこなしてのける。

　しかも、同じ時間で、何倍もの作業量だ。

　どんな分野でもそうだが、熟練者と素人しろうとの間には、絶望的な差が横たわっている。

「さて、下ごしらえも終わったし、あとは一気に煮込むだけや」

　慎重に計量しながら、沸騰し始めた蒸留水の中に材料を投入していく。

　まず最初にエージュの茎をすりつぶした物を両手鍋二杯分投入し、十秒ほどかき混ぜて全体を均一にする。

　その後にドルクの枝の皮を粉にした物を混ぜ、さらに十五秒ほどかき混ぜる。

　全体の色が変わったのを確認すると、ドルクの葉をすりつぶした物とアスリンの根を乾燥させて砕いた物を同時に投入し弱火に緩め、四十分ほど、魔力を込めながらひたすらかき混ぜる。

　徐々に色が変わっていき、澄んだ青色になったあたりで鍋を火から下ろす。

「あとは瓶に小分けしたら終わりや」

　魔法で荒熱を取りながら、瓶詰めのために未使用、もしくは洗浄済みの片手鍋に取り分け、ほぼ終了を宣言する。

「手伝うよ。どれぐらいの量を入れればいいの？」

「首の下ぐらいまで。そんなにきっちりやのうてもええで」

「了解」

　宏の指示に従い、お玉と漏斗じょうごを使ってせっせと瓶詰めを続ける。

　この作業においても宏や薬剤師の皆さんはさすがで、取り分けた片手鍋から直接入れているというのに、小さな瓶に正確にこぼす気配もなく流し込んでいく。

　ギルド職員の皆さんもせっせと瓶に蓋をして、それなりに手際よく封をする。

　作業開始から三時間、そろそろ十一時というあたりで、三百を超える数の毒消しが完成した。

「これぐらいあれば十分やと思うけど、どう？」

「そうですね。従軍する騎士団の数から言っても、これがいいところでしょう」

「まあ、材料的にも設備的にも、これ以上はちょっと厳しい感じやし、足らんかったら諦めて」

「分かりました。伝えておきます」

　アンに対して言うべき事を言うと、協会の購買コーナーへ移動する。

　お目当ては、採掘や採取に使う、つるはしと手斧だ。

「とりあえず、これとこれでええかな？」

　どうせ自作するまでのつなぎだ、という事で、品質的に普通に分類できる物を適当に選定。ついでに鉱石をたくさん入れられそうな、丈夫な鞄も見つくろう。

「そういえば、鍛冶道具とか貸してくれるところはあるんやろか？」

「東君、もしなかったらどうするの？」

「そらまあ、しゃあないから間に合わせで自作して、ちょっとずつステップアップするしかないやろうなあ……」

「また気の長い話を……」

「しゃあないやん。どっちにしても、ええ装備が必要やったら、最終的にはちゃんとした設備と道具を用意せなあかんねんし」

　宏の言葉にため息をつく春菜。

　この場合、ちゃんとした設備を用意する、というのは、工房を持って設備を自作する、という事だ。つまるところ、早々に宿屋暮らしを終えて、どこかに十分な広さの建物を確保しにいかねばならない。もしくはそれだけの土地を購入して、資材を集めて自分で建てるか、だ。

「すんませ～ん」

「はーい」

　宏の呼びかけに、大急ぎでカウンターに駆け寄ってくる購買担当の女性・ミューゼル。

「こんだけ欲しいんですけど」

「分かりました。ちょっと待ってくださいね」

　何やら黒板で計算を始める。

　買い取りと違うのだから単なる足し算でいいはずなのに、掛け算が混ざっているのはどういう事だろう？

「つるはしと手斧、鞄が全部二つずつで六十五クローネです」

「安ない？」

「急なお仕事をお願いしましたので、ちょっとしたサービスです。報酬については、現在国と交渉中ですので、後日おいでください」

「了解。ほなありがたく割引きしてもらいますわ」

　全く裏がないわけではなかろうが、さして警戒するほどの事でもなさそうだ。

　昨日と今日で余計な方向で目立ってしまったのだから、目を付けられるのも当然だろう。

　ならば、せめてメリットを頂戴するぐらいは構わないはずだ。

「それで、質問なんですけど」

「はい、どうぞ」

「この付近で、鉄とか採れる場所ってあります？」

「鉱石類ですか……」

　春菜の質問に、少し考え込むミューゼル。

「そうですね。北にあるレーネ山中腹あたりにある崖で、少し採れたという話はありましたね～」

「少し、ですか？」

「はい。採れるのは採れるそうですが、質も量も大した事がないそうで、結局鉱山としては使い物にならなかったんですよね～」

　ミューゼルの言葉に、思案する二人。

「それで、どうして鉱石が？」

「まあ、大した話ではないんですが、材料を持ち込めば、安くいい装備が手に入らないかな、と思ったんですよ。あと、東君の話では、錬金やエンチャントの素材に鉱石を使う物があるっていう話なので、集めておけば初歩の物は自力でどうにかなるかも、と」

「ああ、なるほど。私はてっきり、武装も自作するのかと思いましたよ」

　ミューゼルの言葉に、全くの無反応は貫けなかった二人。

　その様子に微妙に笑みの種類が変わったのを見て、しまったと思うが後の祭り。

　のんきそうに見えても、さすがに冒険者協会の職員といったところか。

「まあ、実際のところ、アズマさんほどの力量を持ち合わせている方はあまり見かけませんが、薬や武装をある程度自作する冒険者の方は、それほど珍しくはないですからね～。薬剤師の中にも、自分で材料を集めるために冒険者になった人とか、自分で使いやすい道具を追求するために鍛冶を習っている人とかも居ますし」

「つまりは？」

「協会の設備に鍛冶関係の物もありますので、必要でしたら声をかけてくださいね」

「……分かりました」

　所詮はまだ高校生の若造二人。戦闘能力は十分以上に高かろうと、こういったやり取りでは大人を相手にできるほどすれていない。

　冒険者協会相手には、隠すだけ無駄らしいと諦める事にする宏と春菜であった。




　　　　☆




「このあたりか」

　教わったあたりにたどり着いたところで、崖を見上げながら疲れたように宏が呟つぶやく。

　基本的に狩人か薬の材料を探しに来る人間しか入らないような山なので、道と呼べるようなものもほとんどなく、二人は延々獣道を歩く羽目になったのだ。

　二人とも一般人の平均よりは大幅に高い耐久値を持っているため、枝や茨で怪我をする、という事はなかったが、春菜の服はあちらこちらがほつれ、今も必死になって毛先に絡んだ枝を引っぺがしている。

　ゲームでは、さすがにこういう細かいトラブルはなかったため、こんなしょうもない事でも、今の状況が現実である事を思い知らされて、地味にへこむ。

　服にしても、一応汚れという要素はあったが、こんな風に袖や裾がほつれたりする事はなかった。

　もちろん、戦闘で破れたりはしていたが、木の枝にひっかけたり、などという事はなかった。

　つくづく面倒な話だ。

「さすがに、有望な鉱脈もないと判断されるような場所じゃ、ちゃんとした道なんてないか……」

「まあ、そうやろうなあ」

「そういえば、その手斧でいろいろ払ってたけど、集めてたのは薬の材料？」

「そんなとこや。まあ、薬だけやのうて、錬金に使うもんもあるし、服に処理する触媒にしたりもするけど」

　そう言って、崖をじっと見渡す宏。早速、採掘モードに入ったらしい。

　はっきり言って、春菜にはどのあたりに鉱石があるかなんて分からないが、職人の目には違いがあるのだろう。

「あったの？」

「そんな期待はできへんけど、まあきっちり精製すれば使えるやろう」

　おもむろにつるはしで崖を掘り始めた宏に確認を取ると、そんな心もとない返事が返ってくる。

　とはいえ、崖を掘っている宏の表情は実にいい笑顔で、このヘタレにこんな表情ができるのかと心の底から驚いてしまうのだが。

「それで、作業しながらでいいから、聞いて欲しいんだけど……」

「何？」

「先に謝っておくと、今まで、ちょっとだけ嘘うそをついてたの。ごめんなさい」

「嘘って、どんな？」

「最初に、このあたりの土地勘ほとんどなくなってるって言ったでしょ？」

「そういえば、言うとったなあ」

　三日目、ウルスに向かって移動中に、確かに春菜はそういう感じの事を言っていた。

「あれ、半分は本当なんだけど、半分は嘘だったの」

「と、言うと？」

「私、一度行った事のある場所とか、一度見聞きした事のあるものって、そう簡単には忘れないの。だから、ゲーム内でのファーレーンの地理も、ほとんど覚えてるんだ。あのあたりを歩いたのが四年以上前、っていうのも嘘じゃないし、久しぶりにウルスに来て、あっちこっち冷やかそうと思ってゲートくぐった途端にこっちに飛ばされたから、後から実装された建物とかがあると分からないのは事実なんだけど、ね」

「なるほどなあ。で、半分本当や、言うには、後から実装された建物がどう、いうのは弱いで。それに、実際にあんまり道とか分かってなかったみたいやし」

「よく見てるね」

「そら、ちゃんと観察して、違和感になるようなところは頭の片隅にとどめておくんが、天敵相手に身を守るコツやからな」

「天敵って……」

　宏のあまりの言い様に、そんなに自分と行動するのは嫌なのか、と、思っていた以上にショックを受ける春菜。

「別に、藤とう堂どうさんがどうとかいう事やないで。僕は基本的に、女の子とは関わりたくないねん」

「……アンさんとかミューゼルさんに対する態度で、そんな気はしてたよ」

　最初の時も先ほども、アンやミューゼルが至近距離に居た時は、宏の顔は明らかに青ざめていたし、よく見れば鳥肌が立っていた。そういう反応がなかったのは、作業の最中の、目先の事に意識の大半が向かっていた時ぐらいだ。

　初日の、緊張していると勘違いしてもおかしくない時以外近くで会話をしていないアンはともかく、ミューゼルは多分、宏が対人恐怖症──それも特に女性に対して結構洒落しゃれにならないレベルのそれを患っている事に気が付いているだろう。

「自分こそ、よう見てるやん」

「運命共同体だからね。相方がどんな人か、何が好きで何が嫌いか、どんな事が負担になってるか、っていうのはちゃんと見ておかないと、余計なトラブルは破滅への第一歩だし」

「そっか。悪いな、こんなんが運命共同体で」

「そんな事はないよ！　私は、東君がパートナーでよかった、って思ってるよ！」

　自嘲気味に呟いた宏に、あわてて否定して見せる。

　実際、右も左も分からないこの土地で、宏がパートナーであるというのは非常に幸運だったと言える。女性恐怖症の彼には悪いが、貞操の危機を感じずに済み、それ抜きでもこういう状況で最低限の信頼を置ける人柄をしており、何より大抵の物を自作できる。

　これほどのパートナーに文句を付けるなんて罰当たりな真似、春菜にはとてもできない。

「無理せんでええねんで。正直、天敵やのなんやの、ものすごい失礼やって自覚はあるし」

「詳しく聞く気はないけど、よっぽどの事があったんでしょ？　だったらしょうがないよ」

「ごめんな」

「こっちこそ、ごめんね。できるだけ不要な負担はかけたくないんだけど、性別だけはね……」

「いや、藤堂さんが謝る事でも気にする事でもないと思う、言うか、むしろ男やったらもっとしゃっきりせい、みたいな事を言うてもええくらいやと思うんやけど……」

「言えないよ……」

　春菜の目から見れば、宏のそれは明らかに、カウンセラーか心療内科にかかるべきレベルだ。

　正直、一歩間違えれば引きこもりになるか精神病棟に隔離されるのではないか、という種類の危うさを感じる。

　去年も同じクラスだったというのに、身近にこれほど危うい人間がいて、それに全く気が付かなかったあたり、自分の観察眼と思いやり、というやつもまだまだだ。

「で、話を戻して。覚えとる、言う割には道がよう分かってない感じやったんは、何で？」

「ＶＲと現実では見え方が違った、っていうのもあるけど、一番大きいのは、覚えてるのと地形が違ったの」

「ほうほう。例えば？」

　宏の質問に、どこを例として挙げれば分かりやすいかを考える。

「ウルスに行く途中に、丘があったでしょ？」

「うん」

「あれ、ＶＲの方ではなかったの」

「そうなん？」

　宏の不審そうな言葉に、真面目な顔で頷うなずく。

　あの時、表立ってははしゃぎ気味に行動してごまかしていたが、内心では記憶とはっきり違う地形に、かなり大きなショックを受けて混乱していたのだ。

「うん。街道に出た時点で門が見えてなきゃいけなかったんだけど、あの丘があって見えなかったから、地形が違うんだ、って確信した」

「って事は、その前に街道と反対の方に行こうとしとったんは……」

「あっちに抜けると、ウルスの北門にショートカットできたはずだったんだ。でも、もしあの時向こうに行ってたら、確実に迷子になってただろうね」

「さよか」

　今更どうでもいい話だったので、とりあえずそれで流して採掘を続ける宏。

　それを見た春菜が、一つため息をついて本題を切り出す。

「それで、東君はゲームの初期設定とか、どれぐらい覚えてる？」

「ほぼ覚えてない、言う感じやな」

「じゃあ、やっぱり知られざる大陸からの客人、って単語は覚えてなかったんだ」

「ゲームでも、そういう設定やったん？」

「うん。ゲーム通りだとすると、私達はこの世界の一般人より、能力やスキルの面では成長が早いはずなの」

　春菜の言葉に、感心する宏。

　なお春菜は、過去に細かいステータスを覚えていない、と言っているが、彼女は自身のステータスぐらい、熟練度の小数点以下まで全て覚えている。もっとも、今となっては全然役に立たない記憶だが。

「まあ、考えてみたら、いくらゲーム内で二十年修業積んでる言うても、それだけでここまで技能が育つわけあらへんわなあ」

「うん。私もそう思う。で、問題になるのは、ゲームで鍛えた能力が使えるのはいいとして、能力やスキルの成長が早い、っていう設定は生きてるのかどうか」

「そやなあ。ただ、生きてるかどうかを、どうやって確認するんか、いう問題はあるわな。ゲームとちごて、ステータスを見られへんし」

「そうだよね。ためしに修練するにしても、客観的な物差しがないと変化が分からないし」

「そもそも、もともと能力値は一つ二つ上がっても、見て分かるほどの影響はなかったやん」

　崖を掘りながらの宏の言葉に、苦笑しながら頷く春菜。

　宏の足元には、いつの間にか大量の岩石が転がっている。

　掘りながら仕分けを済ませているらしく、よく見ると岩石の山が二つできていた。

「大体、修練するにしても、元の能力値が高くなってくると、一ポイント伸ばすのにかかる時間とか、一回の修練での伸び率とかは悪なってくるし」

「うん。そこも問題なんだよね。多分、私達は一番低いパラメーターでも、一般の人よりは随分高いだろうし」

『フェアリーテイル・クロニクル』というゲームにおいて、装備補正なしの能力値を増やす主要な手段は三つ。


　一　キャラクターのレベルを上げる

　二　スキルの熟練度を上げる

　三　伸ばしたい能力値を使う作業を行って鍛える



である。

　例外として、クエストボーナスによる能力値上昇があるが、クエスト数が少ない上に、グランドクエスト二章以降到達が開始条件と、ハードルが高いため主要な手段からは外れる。

　また、レアドロップの消耗品の中に、使用すると特定の能力値を永久に一ポイント増やす、などというアイテムもある。しかし、ゲーム中でも五年で四つしか出現していないレア中のレアなので、この場合数に入れる必要はないだろう。

　因ちなみにそのアイテム、宏は生産可能だが、材料集めが洒落にならないので、いまだに作った事はない。

　さて、最初に述べた主要手段の三つのうちで、狙った能力だけを伸ばせるのは、最後の『伸ばしたい能力値を使う作業を行って鍛える』、というやり方だけだ。

　レベルアップはスキルやそれまでの修練の傾向から、自動的に上昇する能力値を割り振るため、低い能力はいつまで経たっても低いままである。

　スキルの熟練度を上げて得られる能力値ボーナスは、大抵の場合二つ以上の能力が伸びる。つまり、スキルを鍛える、という作業自体が能力値の修練にもつながっているため、熟練度ボーナスが得られるタイミングに関係なく、いつの間にか関連する能力値が上がっている、などという事も珍しくない。

　このように、現実に比べればコントロールしやすいゲーム中において、ステータス表示を見ながら調整しても完璧に思うようにはコントロールできない類のものなのに、比較基準もないのに闇雲に訓練して、伸びやすいかどうかなど確認のしようがない。

「そもそも、『フェアリーテイル・クロニクル』の能力値って、主観だと十ぐらい変わらないと影響が分からないけど、他所から見ると数値が大きくなるほど、一ポイントの差が絶望的な影響を持ってるのが分かる類の仕様だったし」

「そうやっけ？」

「うん。例えばね、筋力が百五十ぐらいの場合、百五十一になると十五ぐらい基礎攻撃力が増えるの。主観だとたった十五、って事になるけど、武器で言うなら初期のナイフと同じぐらいの攻撃力が増えてるよね。これが、筋力が三百になると、基礎攻撃力が三十増えるのかな？　筋力三百の頃の三十って大した数字に見えないけど、筋力二十五ぐらいの頃の攻撃力と同じだけ伸びてるわけだから、一般の人から見たら、たった一ポイントでも絶望的な差になるよね？」

「そうやなあ。それにしても藤堂さん、えらい細かい数字に詳しいなあ」

「知り合いと協力して、能力値と派生パラメーターの相関関係を計算した事があったんだ。因みに、サービス開始時スタート組のボリュームゾーンは、キャラクターレベルが百二十から百八十の間で、最高値じゃない能力値が百五十から二百の間ぐらい」

「それで、能力値百五十を例に取ったわけか」

「そういう事」

　掘る手を止めて感心する宏に、胸を張って少し自慢げに答える春菜。

　因みに、キャラクターレベルを見るなら、春菜自身もボリュームゾーンに入る。

　能力値自体はエクストラスキルの影響があるものを除けば、一番高いもので二百五十程度。修練のきつい補助魔法と料理をマスターしている事と、生活系とはいえマスターしているエクストラスキルを持っている分、能力値はボリュームゾーンを超えて上位の下の方に入る部類だ。習得しているスキルの数が多く、一度の戦闘で複数のスキルが上昇する事も大きい。

　能力値の上昇は、スキルの補正なしで三十を超えたあたりから伸び率が急激に悪くなり、五十を超えるとレベルアップとスキルボーナス以外で伸びる事はまずなくなってくる。

　そして、七十ぐらいで一レベル上がったぐらいでは能力値が増えなくなり、素の値で百を超えると、レベルアップでもほとんど上昇する事がなくなる。

　戦闘系の上位スキルをマスターした場合でも、せいぜい合計で十五程度の補正しか入らないため、ほとんどの人間の能力値が、高くて二百程度に収まるのだ。

　ところが、これらの補正ボーナスは、生産スキルと上級の補助魔法、そして各種エクストラスキルの影響が例外的に他のものより大きくなっている。いずれも取得難易度や修練のきつさに応じた、洒落にならない能力値補正を持っており、とりわけ、エクストラスキルの補正量は大きく、取得すればそれだけで、普通の攻撃系上級スキル四つ分程度はボーナスが入る。

　もちろん、レベル五百だとか八百などという廃人になると、五百だ六百だという数値を叩き出す能力値も平気で持っている。修練そのものの回数と密度が違う上に、ありったけのクエストボーナスを総取りしているのが普通だからだ。

「どうでもええ事やけど、今んとこ、能力値的に一番高いのって、どのぐらいやろうな？」

「聞いた話だと、七百六十五がトップらしいよ。何の数値かまでは知らないけど」

「……そんなもんなんや……」

　宏の微妙な表情に、どうやら八百やそこらではきかない能力値を持っているらしい、とあたりをつける春菜。生産のエクストラスキルをたくさん持っているのだから、耐久と精神が千を超えている、などと言われても、特に驚く気はない。

「まあ、そこら辺は置いとくとして、や」

「うん」

「その事が分かったからいうて、今後の事になんぞ影響があるん？」

「影響っていうか、相談事？」

　再び鉱石を掘り始めた宏に、どう話を持って行くかを考えながら声をかける春菜。

「私の記憶が確かなら、ゲームのスタートの時って、ランダムな場所にプレイヤーが配置されて、その場所に居る兵士に声をかけられてお城に連れて行かれるところから始まったと思うの」

「そこら辺はちょっとうろ覚えやけど、確かお城であれこれチュートリアル的な感じで雑用を受けて、その報酬として支度金もらってスタートやった覚えはあるわ」

「相談っていうのはそこ」

「ん？」

「今更だけど、そのゲームのスタート時点の流れに乗るかどうか、っていうのを相談したいの」

　あまりに今更な話に、思わず苦笑が漏れる。

　第一、胡う散さん臭いから迂う闊かつに城に行くのはやめた方がいいかも、と最初に言い出したのは春菜だ。

　まあ、これに関しては、春菜が言わなくても宏の方から持ちかけただろうが。

「本気で今更やなあ」

「だよね。それに、支度金とかも、特に貰わなくても良さそうだし」

「とりあえず、やっぱり当初の計画通り、まずは武器の用意からやと思うで」

「東君がそれでいいなら、私の方に異存はないけど、なんかリスクを押し付けて、おんぶに抱っこになってる感じなのがちょっと申しわけないかな……」

「現時点ではしゃあない。多分、僕が普通の戦闘キャラやったら、生活費から何から何まで藤堂さんに頼り切りになっとった話やし」

　割と軽視されがちな生活系スキルだが、実際にゲームに似た世界に飛ばされてしまえば、大きな魔法が使えるよりも美味しい料理を作れる方がはるかに役に立つ。ドラゴンを一撃で倒す剣技よりも、ドラゴンを倒せる剣を作れる方が、何倍も食いぶちを稼げるのは当然であろう。

　たまたま二人揃そろって、どちらかといえば生活系のスキルが充実しているタイプだったが、これがガチガチの戦闘系のコンビ、などという状況だった場合、いろんな意味で悲惨な事になっていたに違いない。今も春菜が、昼食のために持ってきたパンや乾し肉を少しでも美味しく食べられるように軽く手を入れているが、スキルを持っていなければこんな事もできないのだ。

「で、武器はええとして、防具どうする？」

「どうする、とは？」

「藤堂さん、金属鎧よろいってタイプやないやんなあ？」

「その前に、今日掘って持って帰るぐらいで、金属鎧を作れるの？」

「一回ではたぶん無理や。僕の道具も作らなあかんし」

「だよね」

　宏の返事を聞いて、しばし考え込む。

「まあ、金属鎧がええんやったら、別に遠慮はせんでもええで。どうせ他の事に使う材料も足りへんから、あと一回二回は掘りにこなあかんやろうし」

「そっか。まあ、全身金属鎧、っていうのは勘弁して欲しいけど、胸当てあたりはそっちの方がいいかもしれないかな、とは思ってるよ」

「ブレストプレートか。僕もそっちの予定やし、まあなんとかするわ」

「いいの？」

「言うたやん。どうせ何回かはこっちに掘りに来こなあかん、って。それより、ブレストプレートや言うても、ここいらで採れる素材で強度出すとそんなに軽くならへんし、結構ガチャガチャうるさいけどええ？」

「それはしょうがないよ。作ってもらえるだけで、感謝です」

「了解」

　そう返すと、ラストスパート、という感じで採掘作業を続ける。

　途中から、今後のために春菜もポイントを教わって崖を掘り始め、そこそこの量の鉱石を鞄かばんにつめて下山を開始する。

　行きで懲りた春菜が結構複雑な感じで髪をまとめてアップにしていたのが新鮮で、普段と比べて随分と印象が変わったのだが、ヘタレの宏はそっちの方をほとんど見ずに、ひたすら藪やぶを払う作業に専念していたため、わざわざ手間をかけて髪型を変えた意味はほとんどなかったのはここだけの話である。




　　　　☆




「溶鉱炉と鍛冶場を使わせて欲しいんやけど」

　翌日。忘れていた住民登録を済ませ、アンから昨日の討伐作戦はうまく行った事を聞き、ついでに報酬として六千クローネを受け取り、その足で生産施設管理人のもとへ来た宏は、単刀直入に用件を切り出した。相手が壮年の男なので、気後れもせずに堂々とした態度である。

　因みに毒消しの売値は一本五十クローネ、その内訳は材料費および協力者への報酬として十クローネ、残りを協会と宏達で折半、という形で落ち着いた。三百を何本か超えている分のお金は、協力者への報酬に回している。

　即効性の強さが効いて、普通の毒消しより十倍近い高値で売れたとの事である。

「溶鉱炉は二時間で薪代込みで二十クローネ、鍛冶道具は熱源込みで十クローネだ」

「……結構ええ値するんや」

「鉱石を精製できるほどの温度まで上げるとなると、かなりの量の薪がいるからな。ついでに言や、短時間でそこまで温度を上げにゃならんから、薪も特殊処理をした特別性の物を使っている。熱源を自力でどうにかするんだったら、鍛冶場と合わせて八クローネでいい」

　壮年の職員の言葉に、頭の中でいろいろとそろばんをはじく。結局、ここを使う回数を可能な限り減らす事を考え、一番手間のかかる手段を取る事にする。

「……そやなあ。普通の薪って、ここで買える？」

「ほう、そうきたか。普通の薪なら、そうだな。その量なら五十チロルってところか」

「なら、口止め料っちゅうか人払いも兼ねて一クローネ払うから、まずは薪頂戴」

「了解。持ってきたら席を外すから、溶鉱炉を使う時は声をかけてくれ」

「はいな」

　用意してもらった必要な量の薪一本一本に、何やら模様を刻みこみ始める宏。

　結構な量のそれに作業をしている最中に、とうとう最初から持っていた安物のナイフが欠ける。

　元々手入れができるほど質のいい物ではないので、かなりへたっていたのをそのままにしていたのだ。

「藤堂さん、ナイフ貸して」

「はい」

　春菜から受け取ったナイフで、作業を続ける。

　結局、彼女のナイフも最後まで作業を続けたあたりで刃が欠けるが、それでもどうにか必要な作業は終えられたようだ。所詮割引なしでも五十チロルで買える粗悪品、バーサークベアを仕留めて解体し、いろんな物を採取し、あれこれ削り取り、などとこき使えば当然の末路であろう。

　模様を刻み終えた薪とは別に、鍛冶場に置いてあった粉（多分火事になった時の消火剤だろう）を少し使って地面に魔法陣を描き、何やらごちゃごちゃと儀式を始める。

　十分ほどの儀式の後、一瞬、薪に青い光が宿り、表面に刻み込んだ模様が消える。

　それを確認して、一つ大きく息を吐き出す宏。

　職員が立ち去ってから三十分ほど、ようやく宏が言うところの下準備が終わる。

「ちょっと、おっさん呼んでくるわ」

「うん。その間、掃除しとくね」

「頼むわ」

　鍛冶場を出ていく宏を見送って、足元に散らばった木くずを箒ほうきでかき集める春菜。

　魔法陣は儀式が終わった時に消えているので、後はこのゴミを処理すれば証拠隠滅完了だ。

「……この時間で、全部に自力で処理をしたのか？」

「大した事はしてへんけどな」

「まあ、お前さんがエンチャントを使えるらしい、ってのはアンやミューゼルから聞いているが」

「そういうこっちゃ。でまあ、今から溶鉱炉と鍛冶道具を使わせて欲しいんやけど」

　そう言って、十クローネを職員に渡す。

　受け取った金を見て一つ頷くと、溶鉱炉に薪を放り込み、火を熾おこす。

　明らかに、自分達が普段使っている薪より大きな火力だが、予想がついていたからか、職員は特に驚く様子を見せない。

「あんまり驚いてへんね」

「知られざる大陸からの客人なら、多少平均から外れていても驚くような事ではないからな」

「さいですか」

　おっさんの反応に苦笑を返し、次々に鉱石を放り込んでいく。

　春菜が運んできた分も投げ込み終わったところで、刃が欠けて使い物にならなくなったナイフと、今日使っていた手斧とつるはし二本も、柄の部分を外して放り込む。

「……ナイフはともかく、斧とつるはしはまだまだ新しかったみたいだが、いいのか？」

「今日、全部作る予定やったからええかなって。あ、そうそう。置いてあるヤスリとかタガネ、かなり傷むかもしれへんから、その分のお金も後で払うわ」

「どんな使い方をするつもりだよ……」

　おっさんのぼやくような言葉に答えず、指先で空中に魔法陣を描く。魔力の光で描かれたその模様が、溶鉱炉の中に吸い込まれていく。

　手のひらを炉に向けて、意識を集中する宏。

　その様子を、微妙に冷や汗を流しながら見つめるおっさんと春菜。

　そのまま、魔力を炉の中に流し込みながら、通常の精製手順を続ける宏。

　いくつかおっさんの知らない手順を踏みつつ精製を続け、それなりの時間が経ったところで、炉の中から溶けた金属を引っ張り出し、様々な大きさの型に入れて固め、インゴットを作る。

　こういう時、いつものダサくてヘタレた空気がどこかに消えるのが不思議だ。

「さて、どれから行くかな？」

「まずは、道具を作った方がいいかも？」

「そうやな。とりあえずはナイフとハンマーから行くか」

「ナイフ？」

「まずナイフ作っとかんと、ハンマーの柄が作られへんし」

　えらく説得力のある台詞におっさんがつい感心していると、口を挟む暇もないほどの手際で、流れるように二本のナイフを作り上げる。

　見る者が見れば一発で分かるが、素材をハンマーで叩くたびに、刀身に魔力が流し込まれていく。

　どうやら、精製段階だけでなく、鍛造の段階でもエンチャントを行うらしい。

「ナイフはこんなもんでええとして、次はハンマーかな？」

　あっという間に刃先の焼き入れ焼き戻しを終え、砥と石いしで刃の形を綺き麗れいに整える。

　本来なら鉄と鋼、二種類の金属を作り、鍛造でひっつける事で剛性と弾性両方を上げるやり方をするのだが、今回は素材にあれこれエンチャントをかけているし、所詮間に合わせだという事で省略したらしい。

「作ってると間に合わへんなるから、柄は今回は手斧のやつを流用するか……」

　そんな事を言いながら、途中二度ほど時間延長をして次々と道具類を作り上げていく。

　相手の素材が硬いからか、宣言通りヤスリが二本とタガネが一本駄目になったが、端材で代用品を作ってあったため、今回は事なきを得た。

　おっさんの顔は、始終引きつりっぱなしだったが。

「ほんなら、本命いこか。どんぐらいの長さがええ？」

「ん～、えっとね……」

　完成させたハンマーで手斧とつるはしを作り終えた後、春菜の注文をいろいろ聞きながら、最後に残ったインゴットを鍛え始める。

　先ほどまでより丁寧に作業を進め、祈るような真摯さで刀身を作り上げる。

　叩く時に込められる魔力の量も、今までの物とはけた違いだ。

　その真剣な表情と見事な手際に春菜が見とれているうちに、美しいシルエットの刀身が完成する。

　そのまま残りの材料であっという間に柄と鞘さやを作り上げ、冒険者協会に置いてあるどの剣よりも見栄えのする、シャープな印象の細剣がその姿を現した。

「ちょっと振ってみてくれへん？」
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「ん、了解」

　渡されたレイピアを恐る恐る受け取り、慎重に鞘から抜き放って、十分に距離を置いてから一通りの型をなぞる。少し眉間にしわを寄せてその刀身を睨にらみつけた後……

「少し重心が手前すぎるかな？　あと、握りの小指のあたりを、もうちょっと細くしてもらえると助かるかも」

「了解。ちょっと貸して」

　春菜のリクエストに応え、いろいろと微調整をかけ、延長した残り時間もぎりぎりとなったあたりで、修正作業をどうにか終える。

「こんなもんでどない？」

「……うん、バッチリ！」

　そう言うと、軽く演武のように新品の剣を振るう。最後に光属性の魔法剣を発動させて調子を確認し、先ほどとは違う感じで眉をひそめる。

「どないしたん？　なんかまずかった？」

「まずかったわけじゃなくて、ちょっと釈然としなかっただけ」

「釈然とせえへん、って？」

　宏の質問に、どう答えるかを考え、まずは質問から入る事にする。

「これって、間に合わせの武器なんだよね？」

「そうなるな。いろいろ小細工したけど、そもそも大本の素材があんまりええもんやなかったし」

「……やっぱり釈然としない……」

「せやから、何が？」

「明らかに、前に使ってたやつよりいい物なのが、ちょっと釈然としないな、って……」

　どうにもならない事を言われて、コメントに困って沈黙する宏。

「……まあ、その辺の愚痴とか文句は、宿に戻りながら聞くわ」

「そうだね。ここで話すような事でもないよね」

「とりあえず、壊した分のヤスリとタガネの代用品は、それで勘弁したって下さい。あと、できればこの事は内密に」

「……分かってるよ。言っても誰も信じねえって」

　宏の言葉に、苦笑しながら頷くおっさん。

　実際のところ、春菜のレイピアは協会に置いてあるどの武器よりも高性能だが、上がないわけではない。名工と呼ばれるドワーフが希少金属を使って作った武器、それにガチガチにエンチャントを施せば、互角以上の物も簡単にとは言わないが、普通に作れる。

　が、この辺で採れる、質としてはいまいちな鉱石で作った、となると話は別だ。何より、それほどまでの技巧を尽くして作った物が、単なる間に合わせなどと口走る男の事など、誰かに話してもただの与太話にしか聞こえまい。

「ほな、今日はこれで失礼します」

　おっさんは、頭を下げる宏を見送って一つため息をつくと、完全に薪が燃え尽きてようやく冷めてきた溶鉱炉の熱源部分から、灰をかき出す作業に入るのであった。




　　　　☆




『全く、今までの私の苦労はなんだったのかと訴えたい』

　帰り道、冒険者カードの機能を使って内緒話モード──ゲームでいうところのいわゆるパーティチャットに入り、釈然としない思いを全力でぶつけ始める春菜。

『って言われてもなあ……』

『クエストこなして苦労して手に入れた義賊アルヴァンのレイピア、頑張ってお金貯めて＋６まで精錬してあれこれエンチャントして鍛えた逸品を、こんな初期配置の街近辺で採れる材料だけで作った武器にあっさり上回られて、どれだけショックだったか』

『ちょっと待って』

　割と聞き捨てならない話が出てきたので、とりあえず待ったをかけて確認を取る事にする宏。

『何？』

『義賊アルヴァンって、人型のユニークボスやったよね？』

『だったと思うけど、それが？』

『捕まったってＮＰＣが言うとったん、藤堂さんが仕留めたん？』

『そうなるのかな？』

　春菜の返事に苦笑すると、とりあえずどういう経緯でそうなったのかの話を聞く。

　問われるままに答えた春菜の話をまとめると、要するにゲーム内での普段の行動に従い、広場で一曲披露しておひねりを集めつつ、最近変わった事がなかったかを聞いている最中に、予告状が飛んでくるという形でクエストが発生した、という事らしい。

　ゲーム全体で一度しか発生しない、いわゆるユニーククエストというやつだろう。

　これがまた妙なクエストで、何やらよく分からないうちにダールの貴族に目を付けられ、その貴族とアルヴァンが春菜を巡って勝負し、挙げ句の果てに勝者の権利だから嫁になれ、と迫ってきたのでしばき倒して官憲に突き出した、という事だ。

　アルヴァン自体はユニークボスだけあってとてつもなく強かったが、ダールの貴族との戦闘で攻撃パターンや手札をほぼ全て見せてくれていた事が幸いし、相手の攻撃にカウンターを取る形でごり押しして、辛うじてぎりぎり押し切る事ができた、との事。

　相手の耐久値と魔法抵抗がボスにしては低かったのも、春菜にとってはプラスだった。

『藤堂さん、やっぱり強いんや』

『相手が薄かったから勝てただけだよ。多分東君ぐらいタフなら、相手のスタミナが切れたところを問答無用で殴り倒せると思うから、むしろ私が戦うよりやりやすいんじゃないかな？』

『僕には縁のない単語やとはいえ、あんまり美しくない勝ち方やなあ』

『勝てば官軍、だよ！』

　自嘲気味に呟いた宏に対し、いまいちフォローになっていない言葉で無理やり慰める春菜。

『でも、あれだけ苦労して手に入れたスターライトが、特殊効果込みでも間に合わせのこのレイピアに負けるのは、釈然としないよ……』

『ま、まあ、そこは堪忍してや。お詫わびに触媒なしで行ける範囲で、好きなエンチャントを欲しいだけ掛けるから』

『それはさらに釈然としないというか、何というか……』

　またしてもぶつぶつ言いだした春菜に対し、とりあえずなだめるために声をかける事にする宏。

『ま、まあ、あれやで』

『何？』

『もし、アルヴァンとやり合う時に神鋼製のフルエンチャントしたレイピアとか持っとったら、せっかくのレアドロップに全くありがたみなかったわけやから……』

『そんなのもあるの？　っていうか作れるの？』

　春菜のやけに真剣な顔に、思いっきり引いて距離を取りながら、恐る恐る返事をする。

　因みに、ここまでの会話において、詰め寄っているような状況でも一定以上の距離には近づいていない。

『聞いても怒らんといてや……』

『何を今更』

『レイピアやったら、鉱石の必要量が少なめやから、修練のために三本ぐらい作って倉庫に転がしてあったはずやで……』

『……東君一人の存在で、ほとんどのプレイヤーの苦労が無意味になってる気がするよ……』

『簡単に言うけどやで、神鋼製の、素材段階からフルにエンチャントかけるレイピアなんか、そう簡単に作れるわけやあらへんねんで？』

　宏の説得力のない発言に、深々とため息をつく春菜。

　そう簡単に作れないのなら、何故三本も倉庫に転がっているというのか。

『それに、自慢するようで気が引けるけど、そのレイピアかて難易度で言うたら中々のもんやってんから』

『終わってからそれを言われても、本当に説得力ないよ？』

『でも、実際の話、鍛冶の上級とエンチャントの上級と精錬の上級がないと、あの材料でそれ作るんは無理やねんし、ゲーム内で十五年ぐらいの修行は要るんやで？』

『そうなのかもしれないけど、そうなのかもしれないけど……』

　作る方にとってはそこそこ大変でも、傍はた目めに見れば結構あっさり作ってのけたようにしか見えない。そこが、春菜がどうしても釈然としない部分なのだろう。

　実のところ、宏がフレンド登録している一般プレイヤーは、神鋼の採取難易度と必要量におののいて、フルエンチャントの装備などほとんど注文を出していない。

　素材となるモンスターからのレア部位が結構厄介だった事もあり、たまたま一緒に素材狩りに行って手に入った時以外はまず頼む事はない。

　しかも、無駄に目立つ上に目を付けられやすいため、身内と狩りに行く時ぐらいしか使えない、という事もあって、彼らがそんな装備を持っている事すら知る人間はほとんどいない。

　ここら辺が、宏に限らず何かしらの上級生産を極め、エクストラスキルにまで至った職人連中の倉庫が、ゲームバランスを崩壊させる魔窟となっていると評判になっている所以ゆえんである。

　もっとも、彼らの倉庫の中身全部をかき集めたところで、一人一点に絞ってさえ、神鋼装備は全プレイヤーの五％に行きわたるかどうか、という数でしかないが。

　なお、この二人は知らない事だが、種族が人間、もしくは亜人に分類されるボスのドロップ装備の性能は、露店やオークションシステムで取引された武器の数と品質、高品質装備を持っているプレイヤーの人数によって変化する。

　そのため、平均がＮＰＣ販売の最高品質の品物に毛が生えた程度の物しか出回っていない現状では、義賊アルヴァンの持つ名剣スターライトといえども、神鋼製の装備はおろか、神の匠が低級素材を利用し、フルエンチャントで作った間に合わせの武器にも劣るという微妙な結果が生じるのである。

『まあ、そこは置いといて』

『……うん』

『この後の事やけど、ちょっとやりたい事があるから、どっかでご飯食べた後、ちょっと付き合って欲しいんやけど』

『いいけど、やりたい事って？』

『工房も用意できる、十分な広さのある拠点探しと、食材とか調味料の確認や』

　宏の言いたい事を察して、真剣な顔で頷く。

『予算は、何やかんやで辛うじて二万クローネ。普通の一軒家やったら安いやつで五軒ぐらいは十分確保できるけど、工房までとなるとちょっと心もとない』

『ゲームでも、大きい店とか持とうと思ったら、もう一桁必要だったよね』

『稼ぐにしても、目標金額が分からへんと厳しいから、まずはそこの確認からやな』

『金額次第だけど、私の歌も解禁、だよね？』

『そうなるな。後は、明日から依頼を本腰入れて受けて回らんと』

　今日は春菜の不機嫌以外にも、製造に時間を取りすぎて、依頼に手を出すには微妙な時間になったために、冒険者としての活動には手を出さなかったのだ。

『で、食材と調味料の確認、は？』

『別に不ま味ずいわけやないから、今の宿のご飯に不満があるわけやないけど、全体的に味付けが大雑把というか、ワンパターンやろ？』

『そうだね。これから長丁場になるんだったら、そこらへんもどうにかしたいよね』

『そのために、どんな食材と調味料があるかをチェックして、作れるもんは自作しようか、って思ってるねん』

『作れるの？』

『藤堂さんにもかなり手伝ってもらう事になるけど、大概の調味料は何とかなると思うで』

　宏の心強い台詞を聞いて、今までで一番真剣な顔で頷く春菜。正直、まだ日本食が恋しくなるほど飢えてはいないが、砂糖と塩と香辛料が主体の、曾そう祖そ母ぼの祖国よりはまし、というレベルの味付けのバリエーションには、そういつまでも耐えられるとは思えない。

　調理方法も、基本的には煮るか焼くしかなく、揚げたり蒸したりといった料理は、まだお目にかかっていない。

　発酵食品も塩漬けとくん製とチーズと酒、それから紅茶ぐらいで、果実酒が変質してできるフルーツ酢の類も、腐敗扱いで廃棄されているらしいと来ている。発酵食品については、発酵というものがどうしても腐敗と紙一重であるため、できた物を食べるチャレンジャーがいなければ、あまり発達しないのはしょうがない事ではある。

　腐敗防止などという便利なエンチャントが結構一般化している以上、無理して保存食を作る必要もないのかもしれない。なので、発酵食品が微妙なのはまだ納得がいく。

　だが、専用の器具とある程度の知識が必要な蒸すという調理方法はともかく、食用の油が増産されて、それほど貴重品でもなくなって結構経つらしいのに、揚げ物がほとんど存在しないのは腑ふに落ちないところだ。

　とはいえ、腑に落ちないなどと言っていても話は進まない。

　ない物はないのだから、自分で何とかするしかない。

　幸いにして、昨日今日の食事から、砂糖やスパイス類も、普通に庶民が手に入れられる程度の値段で流通している事は分かっている。

　また、ファーレーン全域でそのまま飲めるほどきれいな水を抱えており、国内に砂漠以外のありとあらゆる気象条件の地域が揃っていて、都市の中に大きな港もあるのだから、豊富なバリエーションの食材が期待できる。

　日本ほど、と言うのは難しくても、工夫すれば十分満足できる水準にはできるだろう。

『豊かな食生活のためにも、まずは調理場のある拠点を確保せんとな』

『そうだね。頑張ろう！』

　割と切実な問題のために、早くも当初の目的を忘れかけている二人。

　結局、夜中に暇ができた彼らがカレー粉とマヨネーズを完成させるのは、それから一週間後の事であった。






ファーレーン編　第四話






「うわあ……」

　目の前のかなり嫌な光景に、思わず春はる菜なはうめいてしまう。

「東あずま君、これはちょっと……」

「大丈夫。あいつらは見た目とちごてさほど攻撃性はないから、巣に引っかからん限りは襲ってけえへん」

「いや、そこが問題じゃなくて……」

　宏ひろしの言葉に一応突っ込みを入れ、もう一度目の前の光景を嫌そうに見つめる。

「うわあ……」

「あ、藤とう堂どうさん。あんまりそっち行ったら、巣に引っかかって反応しおるで」

「え？　本当？　どこに？」

「あのへん」

「うわ、危ない……」

　すぐ近くにあった巣にビビって、そそくさとその場を離れる春菜。

　そして、再び状況を確認し、思わず絶句する。

「うわあ……」

「ん？　どないしたん？」

　先ほどまでの、目の前で起こっていた事に対してどん引きしてのうめき声とは声色が違う事に気が付いてか、怪け訝げんそうに聞いてくる宏。

[image: ]

「目が合っちゃった……」

「大丈夫や。そいつらは視覚で攻撃対象を決めるタイプやあらへん」

「攻撃されるされない以前に、ぶっちゃけ洒落しゃれにならないほど気持ち悪いんだけど……」

「そう言われてもなあ……」

「蜘く蛛もって、大きくなるとここまで気色悪いんだ……」

　春菜の言葉をきっちりスルーして、武器兼伐採用具の手斧を握る宏。

　その顔は明らかに、いかにして素材を効率よく集めるか、その障害をどうやって効率よく排除するか、それしか考えていない顔だ。

　ぶっちゃけ、春菜の気分など知った事ではない、という事だろう。

　そんな二人の目の前では、今まさに巨大なスズメバチが蜘蛛の巣に引っかかり、捕食するための繭に閉じ込められているところであった。

　そう、彼らは今、人ほどのサイズがある巨大蜘蛛の群ぐん棲せい地帯に来ているのである。

　初日にバーサークベアと遭遇したところから、さらに冒険者の足で半日ほど茂みを突破したあたりだ。

「……どうしてこうなった……」

　あまりにアレで何な状況に、思わず遠い目をしながら過去を振り返る春菜であった。




　　　　☆




　事の発端は二日前の晩、春菜が発した言葉であった。

「もう少し、服が欲しいかも」

「服かあ……」

「うん。一着ね、カレーとか油の染みが取れなくなってきちゃって……」

「そうやなあ。店の作業用に一着買こうて来る？」

「それでもいいんだけど、売り上げ考えるとちょっともったいないかも、って」

　ポイズンウルフ騒動から一カ月。

　そろそろ彼らも生活基盤がしっかりしてきた。

　一番大きな変化は、２ＤＫとは名ばかりの広さの、ウルスでは最低ランクと言える小さな部屋を借りた事であろう。

　さすがに、ずっと宿暮らしはコストパフォーマンスが悪い。それに、宿の部屋で調味料の開発というのは、いろいろ空しいものがある。

　何しろ、完成させても使い道がないのだから、いまいちやる気がでない。宿で使ってもらうにしても、まだまだそこまでの量は作れない。

　そんな、割と本道からずれた理由もあって、早々に小さな部屋を借りる事に落ち着いたのである。

　他には、資金調達の一環として、依頼の空き時間に屋台を始めた。メインの売り物はカレーパンとアメリカンドッグ。作りすぎたカレー粉の処分と、新しい調味料の普及活動も兼ねている。

　たまに依頼で外に出た時に仕留めた野牛などの肉を、串カツとしてからっと揚げて売る事もあり、醸造に成功したとんかつソースとトマトケチャップが大活躍している。

　カレーパンは一個三十五チロルとかなり吹っかけ気味な値段だが、最近では定番商品としてとてもよく売れており、だんだん本業が冒険者なのか屋台なのかが分からなくなりつつある。

「せやなあ。店の売り上げは最高で丸一日やった日の百クローネやもんなあ」

「材料費とか屋台の登録料とか引くと、せいぜい利益は平均五十クローネだもんねえ」

　それでも、冒険者としての仕事の合間にやっている屋台の売り上げとしては、かなり上出来な方であろう。普通なら、丸一日やっても、よくて七十クローネ程度の売り上げが普通である。

　街に来て最初の二日間で稼いだ二万クローネという金額が、どれほど破格の収入かがよく分かる。

　二人の屋台が盛況になっている理由の一つに、これまでなかった、衣を付けて油で揚げる、という調理方法を取っている事がある。

　揚げる、という概念が全くなかったわけではないのだが、長い間液状の食用油が貴重品であり、食材全体がつかるほどたっぷり油を使って調理できるほど液体の調理油が手に入りやすくなったのは、ここ数年の事だ。これはファーレーンだけでなく、この世界全体で言える事であり、どこの国でも調理用の油と言えば、一般的には獣脂やバターのような、いわゆる脂の事を指す。

　なお、ラードのようなタイプの脂も存在するが、これもまた最近まで生産量が少なかったため、揚げ物の発達を助ける事にはならなかった。

　二人が始めた事で、当然真似しようとする料理人や屋台も相当数居るのだが、これまで揚げ物というのは貴族の食卓でも滅多に見る事がなかったものだ。故に、中華鍋に近い種類の底の深いフライパンをはじめとした、揚げ物に向いた調理器具もほとんど開発されていない。

　一度耳目を集めればそのうち一般的になるだろうとはいえ、一般家庭にまで調理方法が浸透するにはまだまだ時間がかかりそうだ。

　とはいえ、美味いものを食いたいという人間の欲求は、時代も世界も超える。

　半年もすれば揚げ物も、一般家庭の定番料理として十分に普及するだろう。

　因ちなみに、蒸し料理に至っては、そもそもファーレーンには概念自体がまだ存在せず、辛うじて鉄の国・フォーレで具のない蒸しパンを作って食べるようになったところだ。

　そのフォーレでも、屋台で使えるような蒸し器はない。

　その事を知った宏と春菜は、もう少し寒くなったら肉まんでも屋台で売ってみようか、などと話していたりする。

「それで話を戻すけど、東君、服は作れるんでしょ？」

「そらまあ、問題なく作れるけど」

「汚れに強い服とか、できない？」

「できるで。服に汚れ防止のエンチャントをかければええだけやから」

「そんな便利な物があるんだ……」

　あっさりとそんな便利な事を言ってのける宏に、心底感心したように唸うなる春菜。

「まあ、完成品にかけるのはちょっとやりにくいんやけどな。それに、ゲームではそんなに人気のあるエンチャントでもなかったみたいやし」

「そりゃ、貴重なエンチャント枠を一つ食いつぶすんだし、しょうがないよ」

「確か、ＮＰＣにやらせた場合、三個ぐらいが限界やったっけ？」

「それぐらい。最初からエンチャントが付いてる場合は、それは数に入らないみたいだから、そういう装備はすごく人気があったよ。プレイヤーがやると違うの？」

「単純に成功率だけの問題やけど、その気になったら、ごっつ複雑なやつを五つぐらいまでは行けたはずやで。多分、一個に同時に付けられる数には、特に上限はないと思う」

「そうなんだ」

「まあ、無駄に難易度上がる上に装備の破損確率も跳ね上がるから、初級エンチャントならともかく、上級エンチャントはやって三つぐらいまでやなあ。やろう思えば、五個か六個ぐらいまでは現実的な成功率でできるけど」

　宏の言葉に感心しつつ、気になった事を聞く。

「ドロップ装備みたいに、最初からエンチャントが付いた物って作れるの？」

「作れる、いうか、藤堂さんのレイピアがまさにそれやねんけど？」

「へっ？」

「あれのやり方は簡単で、要するに素材の時点と加工の時点で付与をやればええねん。それ作った時は、高位精製のやり方として、魔力を使った品質向上法をやりながら、ついでに素材そのものに自動修復のエンチャントをかけといてん。で、炉から取り出した時点で耐久性向上をつけて、加工しながら『属性攻撃適性（全）』と『パリィ強化＋75％』を練り込んだんがそいつや」

「『属性攻撃適性（全）』に『パリィ強化＋75％』って、無茶苦茶高価なエンチャントじゃない！」

「レイピアやから、どうせ後で付けるやろう思ってな。材質の問題で、加工段階での付与をそれ以上練り込むんはきつかったから、基礎攻撃力向上とか能力値ボーナスとかは乗っけてへん」

　十分すぎる、と思わず突っ込みを入れそうになる春菜。

　基礎スペックの時点でレア装備であるスターライトを超えているというのに、初期エンチャント四つとかどんな廃装備だと、春菜でなくても突っ込むだろう。

「それにしても、気になるんだけど……」

「何？」

「どうして、製造段階でかけたエンチャントは、後でエンチャントをかける時に干渉しないの？」

「上級を教えてくれたＮＰＣの話やとな、詳しい理屈は知らへんけど、エンチャントがかかった素材を加工すると、エンチャントやなくて材質が持つ特性に化けるらしいわ。だから、あれはエンチャントが付いてるんやなくて、固有能力を持ってる、言うんが正しいねんて」

　逆に言うと、普通の方法では特性を消す事はできないため、こういう武器を溶かして再利用するのは難しいのだが、それも一応やり方はあるらしい。

　とはいえ、滅多にやる機会がある事ではないようだが。

「でまあ、話を戻して、汚れ防止のエンチャントやけど」

「うん」

「服にかけるより、布地か糸にかけた方がかかりやすいねんわ。同じ理屈なんが、自動修復と破損防止あたりやな」

「って事は？」

「いっそ、糸の材料から集めた方が、後々コストかからへんで」

　またこのパターンか、と思いつつも、非常に魅力的な提案である事は認める春菜。

　着たきりすずめになる危険性もなくはないが、どうせそれほどたくさんの服は持ち歩けない。

　ならば、丈夫で長持ちし、汚れの心配がない物を持ち歩けるだけ確保するのが最善だろう。

　現状、服の傷みの問題で材料を取りに行けず、鎧よろいを用意できないのも、冒険者としての仕事をあまりこなせない理由の一つである。

　それに、宏には悪いが、職人なんて材料がなければただの人だ。

　宏の場合、完成品が高性能すぎるため、材料があっても迂う闊かつに作らせるわけにいかない。

　そして、冒険者として見た宏は、能力値は極端に高いが所有するスキルが足を引っ張っており、どうやってもただの壁にしかなり得ない。ゲーム中ではという注釈は付くが、冒険者の平均を見るのであれば彼はただの人以下である。

　屋台にしても、宏の料理スキルは三ツ星レストラン級ではあるが、春菜に比べるとはっきり差が分かるレベルで劣るし、そもそも致命的なレベルの女性恐怖症があるため、売り子もまともにできない。こうして見ると、地味に使えない男だ。

　もっとも、屋台やキッチンで使う器具は全部彼が作った物であり、一般に出回っている物はおろか、元の世界にある調理器具よりも使いやすかったりするあたりは、さすがは道具製作のエクストラスキル保有者、といったところか。

　あっちこっちを駆け回って集めた廃材を利用して、低コストに抑えてあるのもポイントが高い。

　春菜だけだったらもっとたくさんのお金を使って、もっと使いにくい調理器具を手に入れる羽目になっていたであろう。

　準備段階では役に立つが、実行段階では使い物にならない男。それが現状の東宏だ。

　さすがに、春菜はそんなひどい事は考えていないが、それが客観的に見た現実である。

「因みに、どの程度のエンチャントがかけられるの？」

「せやなあ。温度調整、自動修復、汚れ防止、サイズ自動調整、あせも・ただれ防止、耐熱、耐酸、耐久向上なんかはいけるかな。あと、衣料品はエンチャント一つごとに少しずつ防御力補正が付くから、ええ素材使って素材段階からたくさんエンチャントかけたら、防御力向上系をかけんでも、下手な鎧より防御力高くなったりするで」

　宏が挙げたエンチャントを聞いて、表情が変わる春菜。

　どうやら、補足説明は耳に入っていないらしい。

「あせも防止？　それ、下着にはかけられる？」

「いけるけど、下着作りに関しては、致命的な問題があるねん」

「……何？」

「下着には、何でかサイズ自動調整がかけられへんねん」

「あ～……」

　確かに致命的だ。少なくとも、宏が作業する上では大問題であろう。

「やっぱり下着は諦めるか……」

「そうしてくれると助かるわ。一応、服の方にはかけとくけど」

「それはお願い。しかし、サイズ自動調整か……」

「ん？」

「ゲームの頃は、ドロップ防具に付いてたらメガクラスのレアだったんだよね」

　春菜の言葉に、微妙に怪訝な顔をする宏。

「サイズ自動調整なんざ、普通にどんな防具にもかかるやろ？」

「かかるけどさ、エンチャント枠を一個食いつぶすじゃない」

「それやったら、普通にサイズ調整してもろたらええやん」

「ドロップ防具って、ＮＰＣが扱えない事が多いんだよ？」

「そうなん？」

「うん」

　余計なところでリアルな『フェアリーテイル・クロニクル』では、武器はバランスを取り直さなければ、防具はサイズを調整し直さなければ使い物にならない。

　武器の方は少々使いにくくても装備できないわけではないため、何とかごまかしごまかし使っている人間も多いが、防具に関してはそうは行かない。

　一番装備条件が緩いローブや衣服でも、身長や体型にある程度の制限範囲があり、大きい物を身につけるとかなりアレな見た目になる上に派手にペナルティが付き、小さい物はそもそも着られない。

　これが革鎧や金属鎧になると、本人の体型にきっちり合わせて調整し直してもらわないと、そもそも装備する事自体ができない上、一度調整してしまうと他の人間が身につける場合は再度調整し直す必要が出てくる。

　その上、調整の仕方によっては不可逆になる物もあるため、普通にサイズ調整をするのは結構なリスクが伴う。

　しかも、ドロップ装備を扱えるＮＰＣは限られており、特に上級ダンジョンで手に入る装備は低ランクの精錬強化以外はまず不可能だったりと制限が強く、意外と融通が利かないのだ。

　上級装備生産までたどり着いているプレイヤーなら、煉れん獄ごくと呼ばれる最上級のダンジョンで手に入る最強クラスの装備であろうが余裕で調整できるが、残念ながら彼らは引きこもっていて、一般プレイヤーの前には出てこない。

　結果的に、レアドロップの防具は、装備するためにサイズ自動調整と自動修復のエンチャントが必須になってしまっているのである。

　一部の廃人ギルドは割と早い段階から生産の重要性に気づき、必死になって職人メンバーを育ててはいるが、メイキングマスタリーをはじめとした大事な情報をほとんど知らないため、中々難航しているらしい。

　また、ポーション中毒の問題もあり、スタミナポーションがぶ飲みによる素材収集や加工もそうそうできない事も、新人の職人を育てる上で随分足かせになっている。

　特にマナポーションとスタミナポーションは中毒性が強い上、基本的に全て回復量が固定値なので、序盤のスタミナ消耗頻度でがぶ飲みしていると、あっと言う間に中毒を起こすのだ。

　そうでなければ、とうの昔に新人の誰かが上級を極めているだろう。

「まあ、それは置いといて、や。材料をどうするかやな」

「心当たりは？」

「まず、植物系はアウト。このあたりには麻の群生地はなかったと思うし、綿は今花がついてるかどうか分からへん。動物系も、羊とウサギはやめといた方がええやろうな」

「その理由は？」

「野生の羊はこの辺にはおらへんし、服一着分の糸集めよう思ったら、このあたりのウサギを狩り尽くす羽目になるで」

　納得できる理由に、思わず唸うなってしまう春菜。

　こうして見ると、服一着作るのも、中世では大変である。

「じゃあ、どうするの？」

「せやな。一般人にはお勧めできへんけど、蜘蛛の糸を使う、いう手はあるで」

「蜘蛛？」

「うん。スパイダーシルク、言うてな」

　宏の言葉に納得する。確かに絹は虫の糸だ。普通は蚕を使うが、蜘蛛の糸でも作れなくはない、というのは聞いた事がある。

「でも、蜘蛛の糸って、集めるの大変じゃない？」

「そこは当てがあるから安心して。ただ、ある程度以上強い冒険者がおらんとできへん手段やから、一般人には本気でお勧めできへんねんけどな」

「なんか、ものすごく嫌な予感がするけど、ある程度以上って、具体的にはどのぐらい？」

「もしもの事を考えるんやったら、バーサークベアをタイマンで秒殺できるぐらいが望ましい、っちゅうとこや」

　予想よりはかなり低いハードルだが、簡単に言っていい内容でもない。

　春菜なら問題ないが、ランディやクルトでは微妙なラインだろう。

　宏の場合、ダメージソースに問題があるため、死にはしないが秒殺となると厳しい。ちゃんとした武器を用意していればともかく、採取用も兼ねた鎌や斧おのではたぶん無理だと考えていい。

「……大体予想はできるけど、もしもの時って、一体何？」

「フィールドボスの大蜘蛛・ピアラノークが居るんやけど、こいつが普通にバーサークベアの倍は強い上に、毒こそ持ってへんけど面倒な特殊能力もあるから、熊秒殺できるぐらいでないと厳しいねん。まあ、自然治癒以外での回復はせえへんし、時間かければ普通に倒せるんやけどな」

「……言われなくても分かってるんだけど、一応確認しておくね。どこに行くの？」

「バーサークベアの居る森の奥の方にな、ジャイアントスパイダーの群生地があるねん。昆虫系のモブの宝庫やから、ついでに薬の材料と珍味の類も集めよか」

「昆虫系って、本気で嫌な予感しかしない……」

　子供の頃ならともかく、十七にもなって虫が好きな日本人の女の子はそうはいない。

　八分の三がイギリス人とはいえ、春菜もそこら辺は変わらない。

　蜘蛛やムカデの類でも直視できないほど苦手ではないものの、好き好んでデカイ虫など見に行きたくはない。

「まあ、わざわざ見に行きたいもんでもないしなあ。嫌やったら市販の糸を買い込んで、布織るところからやるけど」

「……でも、絹なんだよね？」

「うん。それも普通より数倍丈夫なやつやで」

「……たまには、冒険者らしい活動も必要だよね？」

　結局、物欲に負けて蜘蛛の群生地に行く事にする春菜。

　途中で確実に一泊する必要が出てくるから、などと言われて野営道具も揃そろえたのだが、まあ大丈夫だろうというポジティブシンキングが甘かった事は、現地の生命の営みを直視した時に思い知らされるのであった。




　　　　☆




「それで、どうやって糸を集めるの？」

「それはな」

　春菜の問いかけに、こそこそと蜘蛛の巣に引っかからない範囲に移動して、手頃な石を投げつけて巨大なバッタを追い立てる宏。

　嫌な予感を覚えた春菜が突っ込みを入れる前に、バッタを蜘蛛の巣に誘導する。

　見事に巣に引っかかり、もがいて絡まって身動きが取れなくなったバッタを、巣の主である大蜘蛛が繭玉に加工する。

「とまあ、こうやってたくさん繭玉を作ってな」

　巣を張り直している蜘蛛を放置し、別の蜘蛛の巣にカマキリを引っかける。

　そうやって次々と虫を巣に誘導して繭玉を作って行き、その数が二十を超えたあたりで行動を変える。

「十分な数が揃ったら、蜘蛛を排除して糸を紡ぐねん」

「うわあ……」

　さすがと言うか何と言うか、実にえげつない。人間らしい汚いやり口だ。

「ついでに、閉じ込められて窒息死した連中を解体していろいろ剥ぎ取れば、お金になって一石二鳥やで」

「汚い。さすが職人、やり口が汚い」

「生きていくのに、綺き麗れい事は通用せえへんのや」

　そんな事をうそぶきながら、容赦なく蜘蛛を始末していく宏。伐採用の斧とはいえ、幾重にもエンチャントを施されたそれは、蜘蛛の外殻を卵でも割るかの如くあっさりと叩き割る。

　蜘蛛を全滅させたりしないのか、と心配してしまうほどのペースで始末していくが、群生地だけあって、数えるのも嫌気がさすほど居る。

　大して問題はなさそうだ。

「さて、先に始末した蜘蛛をばらそうか」

「先にそっちなの？」

「繭の中身が生きとったら、面倒やん。どうせ基本的な死因は窒息死か圧死やねんから、ちょっと時間置いた方が確実やで」

　虫系は結構タフやからな、という宏の言葉に頷うなずき、始末した蜘蛛を解体する。

　時折よく分からない部位を取り出して妙な処理をしているが、何かの素材になるのだろう。

　大方の解体を終えたあたりで、とりあえず邪魔になるので素材だけより分けて鞄かばんに突っ込む。

　触媒が少々痛い出費にはなったが、事前に容量拡大と重量軽減、腐敗防止のエンチャントを付与してあるので、結構な分量を詰め込んでもまだ余裕がある。

「さて、そろそろ本命行こうか」

「さすがに、そこからは私、手伝える事ないよね」

「せやなあ。携帯用の機材で糸を紡ぐんは、藤堂さんの技量では厳しいやろうなあ」

「そもそも、私紡織は取ってないんだ。次の機会までに、頑張って覚えるよ」

「了解。また今度教えるから、ファーラビットの毛で練習しよか」

「お願い」

　やはり、何事もできないよりはできた方がいい。

　なんだかんだと手伝っているので、採取系と製薬は多少技量が上がっているが、今の春菜の力量ではせいぜい独力で練習用ポーションが辛うじて作れる程度、それもちゃんとポーションとしての効力を持つのは、よくて三割というレベルである。

　宏も経験した道なので、春菜がサボる形になっても気にしない。

　そもそも役割分担が違うので、文句を言うのは野暮である。

　第一、宏一人ではまともに売り子もできなかったのだから、春菜に何かを言える立場ではない。

「とりあえず、適当に薬の材料を集めてくるね」

「ピアラノークがおるかもしれへんから、気ぃ付けてや」

「うん。蜘蛛の巣に引っかからないようにすれば大丈夫だよね？」

「いや、ピアラノークは普通のアクティブと同じや。巣も索敵に使いおるけど、温度とかにおいとか視覚でも判断して襲って来きよる。仕留めた獲物を繭玉に閉じ込める以外は、基本的に普通の肉食系アクティブと同じ行動原理で動くと思ってええで」

　面倒くさい解説を受け、うへえ、という顔をしてしまう春菜。

「詳しいけど、やり合った事あるの？」

「三回ぐらいかな？　正直、そこまで強くはないけど、倒すとなると普通のダンジョンボスより面倒くさいで。行動原理はその辺のと変わらんくせに、動きとか蜘蛛のそれやから」

「……もしかして、蜘蛛のそれって事は、空を飛んだりとかする？」

「糸をつこてな。正直、場所が場所やから、三次元的に動いて襲ってくると思ってええで。ワイヤーアクションをする高さ一メートル、全長五メートルの蜘蛛とかいうふざけた生き物や」

　つくづく面倒くさい話を聞かされ、思わずうんざりした顔をしてしまう。

　バーサークベアと違って、このあたりは初心者はおろか、中級以上のプレイヤーでもわざわざ来る機会のない場所である。そのため、初心者殺しのフィールドボスという扱いにはなっていないが、ウルスに割と近い土地に、そんな面倒なモンスターが集中しているのはどういう事か。

「まあ、そういうわけやから、注意してな。藤堂さんやったら、普通に勝てるとは思うけど」

「うん」

　さすがに、そんな化け物とまともにやり合いたくはない。

「とはいえ、こういう話をしてると遭遇するのが、世の定めだったりするんだよね……」

　春菜の呟つぶやきに、苦笑をもって応える宏。

　これだけ話をして影も形もないようでは、物語として失格だ。

　池を覗のぞき込こみながら、「押すなよ、絶対に押すなよ」、と言っている芸人の背中を押さないのと同じレベルで駄目駄目である。

　お約束というのを分かっていない。

「……やっぱり、ああいう話はするもんじゃないよね……」

　物語のお約束というやつは、今回もしっかり発動したらしい。

　いくつか薬の素材になる葉っぱや草を集めたところで、巨大な繭をたくさん抱え込んだ大きな巣。

　その中心に鎮座する、春菜と大差ない高さを持つ巨大蜘蛛。

　そいつとばっちり、目が合ってしまった。

『東君、東君』

『出た？』

『うん。目が合っちゃった』

『すぐそっち行くわ』

　冒険者カードの通信機能を使って業務連絡を終え、ピアラノークを宏が来る方に誘導する。

　他の蜘蛛を刺激しないように、ルート選定も慎重にしなければいけない。

　春菜は、ゆっくりと後退を始めた。




　　　　☆




　ピアラノークは強かった。

「藤堂さん、そっち行ったで！」

「了解！」

　空を舞う巨大な蜘蛛。

　その異様な光景に気を取られる事なく、着地地点に魔法で罠わなを仕掛けて飛び退く春菜。

　相手が着地した瞬間、大きな火柱が立ち、ボス蜘蛛をこんがり焼き上げる。

　ぎちぎちと音を立てながら、全身で怒りを表現して突っ込んでくる蜘蛛を、サイドステップで紙一重で回避し、宏のお株を奪うようにスマッシュではね飛ばす。

　バランスを崩されながらも、糸を飛ばして動きを封じようとするピアラノーク。

　そこに割り込んでさらにスマッシュを叩き込み、相手の行動を完全につぶす宏。

「今のうちに追撃や！」

「了解！」

　相手を牽けん制せいする役を宏に譲り、飛び道具タイプの光の魔法剣・オーラバードを飛ばして叩たたき込む。

　出の速さが売りの、比較的攻撃力には劣る初級魔法剣だが、春菜自身の技量とレイピアの性能、そして何より付加された特性『属性攻撃適性（全）』による増幅が合わさり、ピアラノークの外殻を貫通するだけの威力は十分に発揮する。

「往生せいやあ!!」

　震える腕を押さえながら、ピアラノークの顔面に、全力で斧を叩き込む宏。

　戦闘系スキルの類はほとんど持っていないが、伐採や採掘、鍛冶、木工などの補正により筋力が高い彼は、基礎攻撃力だけは春菜の倍近いスペックを持っている。

　攻撃速度が遅い上に攻撃技がないため、単位時間あたりのダメージ量では圧倒的に劣るものの、それでもボスに手傷を負わせられる程度の火力はある。この世界の冒険者の平均からすれば、十分以上に攻撃力があると言っていいのだ。

　とはいえ、基礎攻撃力がいくら高くても、攻撃スキルによる爆発力がないため、スキル構成が戦闘向けの冒険者に比べると、どうしても見劣りする。

　結局、冒険者としては並以下なのは変わらない。

　今の攻撃も、蜘蛛の殻をぶち抜く事はできたが、春菜の攻撃に比べるとその効果は弱い。

　ダメージよりもむしろ、牙をつぶして噛かみつけなくした事の方が重要なぐらいだ。

「もう一丁！」

　怒りの声を上げて前足を振り下ろそうとしたピアラノークを、スマッシュで吹っ飛ばしてひっくり返す。

「藤堂さん！」

「ブラッディ・フラッシュ！」

　宏の呼び声に合わせ、気合いの乗った掛け声とともに、レイピア系の中級連撃で蜘蛛の腹を切り裂く。さらに続けて、炎の中級魔法剣・フレイムダンスで、先の連撃で切り裂いた傷を正確になぞり、内臓を燃やす。

　苦く悶もんの声を上げながらもがき、前足を春菜に向かって力一杯叩きつけるピアラノークだが、正確な剣さばきで綺麗に受け流され、ダメージを与える事はできない。

「これなら、もう一撃いける！」

　今の受け流しで姿勢を崩され、体勢を立て直しきれなかったピアラノークに向かって踏み込み、光の魔法剣・セイントブレイドを大きく振りかぶる。

　この時、春菜は一つ失念していた。相手は蜘蛛であり、足以外にも移動手段を持っている事を。

「藤堂さん、それはまずい！」

　宏の声は一歩遅く、ブロックした前足を切り落としたところで、剣を振り抜いた態勢で大蜘蛛のぶちかましを受けてしまう。

　蜘蛛は、糸を木にくくりつけ、その力で大きく飛び上がったのだ。

「きゃあ！」

　可愛らしい悲鳴を上げて、大きく弾き飛ばされる春菜。

　とっさにレイピアで受け流したたため直撃は避けたが、完全に地べたに転がされてしまう。

　そのまま、七本になってしまった足で春菜を押さえ込もうとするピアラノーク。

　ここで捕まってしまえば、あとは容赦なく繭に閉じ込められる事になるだろう。

　下手に抵抗すれば、全身の骨を砕かれかねない。そうなってしまえばおしまいである。

「させるかい！」

　飛びかかろうとした蜘蛛の胴体、先ほど春菜が切り裂いて燃やした腹と胸の継ぎ目のあたりに斧を叩き込み、正確に大蜘蛛を吹っ飛ばす。

　自身の手数が少ない自覚がある宏は、とにかく防御と時間稼ぎに徹すると腹を決めていた。

　春菜が体勢を立て直し、自分の身を守れる状態になるまでは、下手な真似はできない。

　ここを抜かれてしまえば終わりなのだ。

「来いやあ！」

　足の震えを必死に抑えながら、注意を引くために腹の底から大声を上げる。

　正直な話、先ほどまでのジャイアントスパイダーと違い、こいつを相手にするのはとても怖い。

　サイズによる威圧感もさる事ながら、とにかく手数が多く、しかも一発一発が痛い。

　食らったところで打ち身にもならないとはいえ、痛いものは痛いのだ。

「東君！」

「藤堂さん、大丈夫か!?」

「うん！」

　数発の攻撃をブロックし、足の一本に反撃を叩き込んだところで、ようやく体勢を立て直せたらしい春菜が声をかけてくる。

「東君。この蜘蛛って、レア素材は？」

　春菜が攻撃しやすいようにスマッシュで蜘蛛をひっくり返していると、彼女からそんな質問が。

「一応腹のところにあるけど、そんなに気にせんでもええで」

「おなかってことは、足を全部切り落として、頭を落とせば素材回収はいい感じ？」

「まあ、そうなるわな」

　宏の言葉に頷くと、マナポーションとスタミナポーションを立て続けに飲み干し、レイピアを立てて魔力を通し始める。

「大技行くから、もうちょっとだけ時間を稼いで」

「……了解や」

　春菜の気迫に押され一つ頷くと、起き上がって突撃してくるピアラノークをすくい上げるような斧の一撃でひるませ、先ほど切りつけてダメージを与えた前足を全力の一撃で切り落とす。

　これで後は、糸と体当たり、締め付けぐらいしか攻撃手段はない。

　それでも、果敢に宏を、春菜を押しつぶそうと迫ってくるピアラノーク。そのあくまでも諦めない執念に内心で引きながらも、死にたくはないので必死になって応戦する。

　糸を飛ばして飛び上がろうとしたところを見切り、とっさにナイフを抜いて切断する宏。

　大方浮き上がっていた大蜘蛛の体がバランスを崩し、背中から無様に落ちる。

「東君、準備完了！」

「分かった！　無茶はせんといてや！」

「大丈夫！」

　宏の言葉に元気よく返事をすると、並列処理を行っていた魔法を同時に発動させる。複数の春菜が出現し、起き上がろうとしていたピアラノークの足元が派手に崩れる。

「行くよ！　エレメンタルダンス！」

　春菜達の声がハモり、時間差をつけて次々とピアラノークに飛びかかっていく。

　一人目が炎の魔法剣で一本目の足を切り落とし、二人目が氷の魔法剣で傷口を凍結させる。三人目が風の刃を振るい、四人目が大地の牙で足をへし折る。そうやって次々に魔法剣で蜘蛛を切り裂いていき、全ての足を切り落としたところで全員が重なり、一人になる。

「フィニッシュ！」

　全ての属性を重ね合わせるという無茶を実現した刃が、ピアラノークの腹を付け根で綺麗に二つに切断する。さすがにここまでされると、ジャイアントスパイダーの王といえども、その命を維持する事はできない。一分ほど痙けい攣れんし、切り落とされた足の付け根がうごめいていたが、ほどなく力を失い動きを止める。

「あ～、疲れた～……」

「大丈夫なん？」

「……大丈夫大丈夫……」

　そう言いながらその場にへたりこみ、指一本動かせません、という態度で適当な木の幹にもたれかかる春菜。

　上級魔法剣・エレメンタルダンス──無属性以外の相手には百パーセント弱点属性を突く事ができ、さらに耐性のある属性攻撃でも減衰なしでダメージが通る事もあり、攻撃系エクストラスキルを除けば、単体相手には最強の攻撃力を持つと言われているスキルではあるが、いろいろと欠点があって使い手はそう多くない。

　第一の欠点として、習得条件が厳しく、煩雑である事。最低でも百五十の敏びん捷しょう性が必要で、全ての属性の初級魔法剣二種と中級魔法剣一種をマスターした上で、さらに一種類ずつ熟練度五十以上の物を習得し、中級の無属性連撃スキルを二種と分身系魔法もしくはスキルを一種、熟練度七十五以上にしている事が要求されるのだ。

　第二の欠点として、発動前に必ず分身を出しておかなければならず、その動作がスキルに含まれていないというものがある。そのため、どうしても攻撃までにワンテンポかツーテンポ余計な間が開き、パーティプレイで相手の体勢が崩れた時、即座にこの大技を叩き込むというやり方が少々厳しくなる。

　そして、最後にして最大の欠点が、ＭＰとスタミナの消耗が半端ではない事だ。出した分身が使う魔法剣、そのコストを全て本体が支払うためか、そうでなくても事前準備で消費しているＭＰもしくはスタミナを、根こそぎ持って行く勢いで消耗してしまう。

　初期の採取ではないが、並のスタミナの持ち主では、一発撃ったら五分は休憩しないと動けなくなるというリスキーな技なのである。トップクラスの廃人でもスタミナとＭＰの問題で、一回の戦闘で三発は撃てないという、まさに切り札のような技だ。

「あれ、ものすごくスタミナとか食うんだ……」

「あ～、そんな感じの技やなあ、確かに……」

「でも、最近東君のお手伝いしてるからかな？　ＭＰもスタミナも全快じゃなかったのに、前よりは撃った後が楽になってる」

「そうかもしれへんなあ」

　だるそうな春菜の近く、女性恐怖症が悪さをしないぎりぎりの距離に立ち、一応周りを警戒しながら彼女の回復を待つ。ピアラノークほどではないが、攻撃的な虫は結構居るのだ。

「……せっかくだし、そろそろ解体しよっか……」

「もう大丈夫なん？」

「まだだるいけど、ジャイアントマンティスぐらいなら普通にあしらえるよ」

「さよか」

　春菜の申し出に一つ頷くと、とりあえず特にこれといった物がない足の解体を頼む事にする。

　胴体周りはいろいろと薬やら触媒やらに使える物があり、それなりに知識がないと回収できない部位が多いのだ。

「とりあえず、胴体の方は終わったから、先にこいつの巣の繭を糸にしてくるわ」

「了解。足が終わったらそっちに行くよ」

「頼むわ。あの繭、何ぞあんまりええ予感はせえへんし」

　宏の言葉に頷くと、三本目の足を解体しに行く。

　派手に切り飛ばし、あちらこちらに分散しているため、探すだけでも一苦労である。

　単なるキチン質とは一味違う外殻に加え、足の肉も死後硬直で硬くなっており、宏特製の切れ味鋭いナイフでなければ、まともに解体などできなかったであろう。

　春菜が全ての足の解体を終えたところで、宏の呼ぶ声が聞こえる。

　売り物になる素材を回収して鞄につめた春菜は、宏がいるはずであるピアラノークの巣へ急ぐのであった。




　　　　☆




「どうしたの？」

「予想通り、厄介事や」

　そう言って、一つ目の繭の中から出てきたという、プラチナブロンドの髪の少女を示す。

　年の頃は十一、二歳ぐらいか。傾向として発育がいいファーレーン人の例に漏れず、春菜より若干低い程度の身長はあるようだ。上品で手の込んだ、明らかに高級品と分かるドレスを着ており、彼女がそれなり以上の財産と身分を持つ家の出身である事は疑いようがない。ほとんど呼吸をしていないため、膨らみ始めて少ししたぐらいの胸は、ほぼ上下していない。

「……なるほど。まだ生きてるの？」

「まあ、生きてる、言うても、いわゆる仮死状態ってやつやけど」

　宏の言葉に一つ頷くと、分かる範囲で状態を確認する春菜。

　確かに、消えかかってはいるが、生命エネルギー自体は途絶えていない。

　何やらよく分からない種類の魔力がヴェールとなって包み込んでおり、これが彼女を守っていたのだと考えられる。

　多分この魔力を解除すれば、少女は仮死状態から復活するであろうと思われるが、残念ながら春菜の解除系魔法では、触媒なしではこのクラスの複雑な特殊魔法を解除するのは厳しい。これが支援を専門にしているプレイヤーならどうとでもなるのだが……。

「触媒が手元にないから、私の技量じゃ、この場で生き返らせるのは無理」

「僕の方も同じや。こういうのをチャラにできるアイテムは作れるけど、材料はともかく、機材が今の手持ちやと心もとない」

「材料はあるの？」

「ここらの昆虫系ので、ある程度代用できる」

　宏の言葉に一つ頷く。

「ウルスに帰れば、機材はどうにかなるの？」

「手持ちやと足らんけど、協会で売ってるやつで行けるで」
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「そっか。じゃあ、今回はもう引き上げる？」

「いや。他の繭にも生存者がおるかもしれへん。ただ、ここでばらして、何人も生存者がおったらいろいろまずいから、向こうの繭と一緒に野営地まで運んで、夜通しで全部糸にしてまおうかと思っとる」

「了解。じゃあ、この子を野営地まで運べばいいんだよね？」

「頼むわ。僕は繭をできるだけ回収して来るから」

　宏の言葉に頷くと、鞄を腕からぶら下げ、少女を背負って群生地を出る。

　ここに来る途中にあった、割と開けた池のほとり。

　野生の動物は結構いるが、全体的に攻撃性の低いものばかりが生息する一帯。宏特製の結界具を置き、ちゃんと火を熾しておけば襲われる心配はまずないという、理想的な野営地である。

「なんか、きな臭くなってきたなあ……」

　背負った少女の服装に意識を向け、思わず呟く春菜。

　嫌な予感がひしひしとする。正直なところ、宏ではないが、ピアラノークが抱え込んでいた繭には、ぶっちゃけ最初からいい予感はしなかった。

「貴族とかその類の噂うわさ、どんなのがあったかな？」

　屋台の売り子や歌姫をやりながら集めた噂話、それらをいろいろと思い出しながら、ひたすら野営地を目指す。

　アルザス公爵とパウエル侯爵が対立してる、とか、王太子とその上の妾めかけ腹ばらの兄、それから二つ下の弟が水面下で継承権争いをしてるとか、それがたたってか皇太子には浮いた話が一切ないとか、今の王家は正室の子供が三人、側室の子供が五人いて、現在王妃が懐妊していていろいろきな臭いとか、そういう話はいくつか思い出したものの、子供の人数と性別以外はどれも噂止まりで裏が取れているものではない。

　もしかしたら自分達に関わりができるかもしれない噂として、王太子の姉に当たる第二王女が病に臥ふせっており、治療できる薬がなくて衰弱してきているらしい、という話を聞いた事はあるが、さすがに今回の状況に直接関わりがあるとも思えない。

　正室の子である第五王女とこの少女の年格好は近いが、仮に第二王女の治療に使う薬の材料がこのあたりにあったとしても、順位が低いとはいえわざわざ継承権を持っている王女様が、こんなところに直接危険を冒してくるとも思えない。

「詳細は、本人を起こして聞くしかないか……」

　情報が足りなすぎて、推測すらできない。

　こんな年端も行かない子供の生存を忌々しく思う気はないが、状況が状況だけに手放しで喜べないのが悔しい。

（全く。もし何かの陰謀でこの子がこんな事になってたんだったら、黒幕はただじゃ済まさないんだから……）

　どうあっても関わり合いになる事を避けられないなら、ポジティブに相手をしばく事を考えた方がいいだろう。

　どうせこのパターンは、十中八九何かの陰謀劇に巻き込まれるのだ。

　ならば、せいぜい自分達を巻き込んだ事を後悔させてやろう。

　そう決意して、春菜は歩を速めるのであった。




　　　　☆




「全部で三人か……」

「ピアラノークに捕食されて、八人中三人も生きとったんやったら運がええ方やで」

　生存者の少なさに沈んだ顔を見せる春菜に対し、これまたため息交じりに答えるしかない宏。

　亡くなっていた人間の内訳は、戦士風の男性が三人に文官風の男性が一人、侍女らしき女性が一人。正直、全員生きているとは最初から思っていなかったが、実際に死体を見てしまうと気落ちしてしまう。

「本当に八人だけ？」

「分からんけど、繭があったんはこんだけやった」

　ピアラノークが抱え込んでいた繭。その中から出てきた八人のうち、仮死状態で生きていたのは、最初の少女を含めて三人だけだった。

　残りの二人の生存者は、見た目二十歳前後の女性と壮年の男性で、どちらもがっちりした金属鎧を身にまとっている。

「ちょっと、不可解な事があるよね」

「あ、藤堂さんも？」

　どうしようもない事について、いちいち気落ちしていても仕方がない。

　助けられなかったのは事実だが、この場合はむしろ、助かった事自体が奇跡の領域である。

　あまり責任を感じても無意味だろう。

　そう割り切ることにして、気分を変えるために気になった事を話し合う。

「助かった二人って、明らかに騎士だよね？」

「装備の質とか筋肉の付き方とかから考えて、金で位を買ったとかそういう人種やなさそうや」

「この人達が、ピアラノークに一方的にやられたりするのかな？」

　春菜の問いかけに、渋い顔をして首をひねる宏。

　実際に立ち会ってみなければ実力など分からないが、装備がまるでない自分達でも何とかなったのだから、実力で騎士になった人間ならどうにかできそうな気がする。

「罠わなにかけられた、っちゅうのがありそうなところやけどなあ」

「例えば？」

「前衛の連中って、状態異常魔法に対する抵抗力は結構低い事が多いからなあ。この人らも、麻ま痺ひとかバインドとか食らったら、一方的に捕食される可能性はある」

「そっか。それなら特に抵抗した痕跡もなく捕まっててもおかしくないか……」

「そもそも、ここにおる事自体が自分の意志やない可能性もあるな」

　そう言って、すでに息を引き取っている侍女らしい女性と文官らしい男性に目を向ける。

　どちらも、間違ってもこんな場所に来るような人材ではない。

「……情報が少なすぎるから、これ以上考えても何も分からないか」

「そうやな」

「この人達の出自は置いておくとして、どうやって帰る？」

「それが問題や。亡くなった人については、運ぶにしてもここで処理するにしても、形見と身元を証明するもんだけ回収して、浄化した上で埋葬するしかないとして、や」

「生きてるこの三人を、どうやって運ぶか、だよね？」

　春菜の言葉に頷く。

「まあ、手がないわけでもない」

「どんな？」

「ピアラノークの巣に、食われた冒険者のものらしい荷物があってな。ほとんど魔力が切れかかっとるけど、転送石が二つほど残っとってん」

「それを使って？」

「魔力を充填したれば、とりあえず亡くなった人も一緒にウルスには戻れると思うで」

　そう言って、残りの虫を閉じ込めた繭を糸に変え始める宏。

　余計な事を考えないための、ある種の現実逃避ではあるが、生産スキルによって鍛え上げられた、すでに人間の領域を超えた精神力パラメーターも、この切り替えに一役買っているのは間違いないであろう。

「虫は解体しておけばいい？」

「スズメバチだけ置いといて。あれは薬の材料になるから」

　方針を決めると、あっさり平常運転に戻ってしまう宏。

　その様子に苦笑しながら、自身も気分を切り替えるために、言われた通り中身の虫を解体し始める春菜であった。








ファーレーン編　第五話






「ただいま」

「おかえり～」

　蜘く蛛もの群生地から帰ってきて三日。

　まだ目を覚まさぬ三人の面倒を見るため、宏ひろしと春はる菜なは交替で仕事をしていた。

　亡くなった五人については、個人でどうにかできる問題ではないので、冒険者協会に預けてどうにかしてもらうことにした。運び出す時も、ランディ達をはじめとした知り合いの冒険者の手を借り、事情も全て正直に話してある。

　さすがに、服代を浮かせるためにわざわざ蜘蛛の群生地まで行った挙げ句、碌ろくな防具もつけずにピアラノークとどつき合いをして生還した、という内容には、関係者一同、驚くより先に呆あきれていたが。

　屋台については宏が早く帰って来た時か、春菜が仕事に出た時だけ開店している。宏に店番ができない事が主な理由だが、二人同時に出歩けない事による仕入れの不安定さも原因の一つだ。

　助けた三人は寝室を占拠している。

　二人が借りたアパートは小さなものではあるが、それでも一応２ＤＫの間取りはある。

　同じ部屋で一緒に眠る事を宏が拒否したのは言うまでもなく、かといってさすがに毎日ダイニングで眠る、などという疲れが取れそうもない行動を春菜が許容できるはずもなく、議論の結果、キッチンとダイニング以外に二部屋以上の部屋のある、必要最小限のスペースを持った一番安い部屋、という条件で物件を探し、辛うじて見つけたのが今の住居だ。

　トイレは各階で共同だが、二人が住んでいる階には他に住人が二人しかいないため、それほどかちあうこともない。風呂は毎日公衆浴場である。

　辛うじてダイニングキッチンも合わせて三つに部屋が分かれているだけなので、ダイニング以外のそれぞれの部屋は四畳半もなく、ベッドを置けばぎりぎりでしかないが、それでも女性の方は、無理をすれば一部屋で二人、眠れなくはない。

　春菜はダイニングのテーブルをどけて、宏特製の折り畳み式簡易ベッドで眠っており、宏はベランダで寝袋だ。おっさんと添い寝などしたくない、というのもあるが、それ以前に、おっさんのガタイが良すぎて、部屋の寝床がぎりぎりなのだ。

　キッチンは調味料やら処理済みの薬草類やらに占拠されていて、とても人が眠れるような環境ではないし、それがなくともダイニングと直結しているため、宏が眠るには酷な場所である。

　正直なところ、いろんな意味で宏一人が割を食っている感じだが、野営の時はいつも春菜だけテントに入れて、本人は雨ざらしで寝袋だ。

　そういう意味では、結局それほど変わらないのかもしれない。

　同じテントに入りたくない、というそれだけの理由で、わざわざ触媒を調合して、雨天防御とかいうマイナーなエンチャントを寝袋に施していた宏の姿に、何とも言えずほろ苦いものを感じたのは記憶に新しい。

「そんで、あの人らは？」

「呼吸とかはしっかりしてるけど、まだ目を覚まさないよ。そっちの調子は？」

「仕事の方は大して問題あらへん。食材はまあ、仕事であっちこっち回ったついでにいろいろ仕入れてきたから、ちょっと楽しみにしてて」

「了解」

　テーブルの上を片づけながらそう答える春菜。

　待機中は暇なので、とりあえず食材が許す範囲で新メニューの仕込みをしたり、製薬や錬金術の練習で素材の下処理をしていたのだ。

　たかが三日、うち一日は仕事に出ていたとはいえ、前々からつかみかけていたコツを確かなものにする程度には、練習量は稼げたらしい。

　初級の段階では扱いが難しいものも、いくつか処理が済んでいる。

「それで、今日は何かあった？」

「その前に、ちょっとあの人らの様子見てくるわ。感じから言うて、そろそろ起きてくるはずやし」

「ん、分かった」

　宏の言葉に頷うなずくと、とりあえずお茶を淹いれる用意をしておく。

　お茶受けに、スイートポテトもどき（というよりは芋きんとん、と表現した方が近いだろう）を出すことに決め、宏特製の魔力ポットでほうじ茶に丁度いい温度のお湯を沸かす。

　地球の電気ポットと同じく、設定した温度のお湯を沸かし終えたら勝手に保温してくれる上に、魔力ポットゆえに空から焚だきの心配がないという優れものだ。

　ほうじ茶は、発酵させる前の茶葉を探して買ってきて、自分で用意したものである。

　この世界の発酵食品は結構いびつな発達をしており、パンや食品についてはほとんど進歩がないくせに、酒や茶に関しては十八世紀～十九世紀ごろの地球と大差ない水準まで発展している。

　紅茶については、実のところ薬草酒を作ろうとしていろいろやっているうちに偶然できたものだそうで、地球での成り立ちとは微妙に違う経緯をたどっているようだ。

「どんな感じ？」

「そうやな。少なくとも、このおっさんはなんかきっかけがあれば起きると思う。ただ、確実にとは言いきれへんから、ゆすったり魔法で起こそうとしたり、あと殺気ぶつけて反応させたりとか、そういうやり方はやめとこう」

「了解。あっちの二人は？」

「藤とう堂どうさん、僕に死ねと？」

「別に、看病のために状態を確認するぐらいなら、文句は言われないと思うけど？」

「甘い、甘いで藤堂さん。その理屈が通じるんは、エロスを感じさせへん種類のイケメンに限るねん。起きた時に僕みたいなきもい不細工なヘタレが目の前におってみ？　絶対に、こんなところに連れ込んで何をするつもりだった!?　とか、すごい剣幕で怒鳴り散らすに決まってる」

「そ、それはさすがにないと思うけど……」

　あまりの意見に引きながら、それでもさすがに聞き捨てならない言葉ゆえに反論をする春菜だが、宏は悲しそうに顔を横に振る。

　どうやらこのヘタレ、余程女性を信用できない人生を歩んできたようだ。

　初対面の、それも言葉を交わしてすらいない相手に対する評価としては実に失礼だが、宏の心中を考えると、いかに春菜といえどもコメントのしようがない。

「世の中にはな。落とし物拾って、『これ誰のん？』って、聞いたら、ただ拾っただけやって言う目撃者がいくらでもおるのに、『お前盗んだんか？』みたいなこと言うて、泥棒とか大騒ぎする女が結構ようさんおるねん」

「居ない居ない」

「六回や」

「えっ？」

「目の前で拾ったの見てたはずやのに、そういう騒ぎ起こした挙げ句に濡ぬれ衣ぎぬ着せられた、もしくは着せられそうになった回数。因みに、全部相手は女や」

　内訳は中学時代に五回、高校に入ってから一回。

　結果、たとえ落とし物が足元に転がって来たとしても、泥棒扱いしないことを周囲に念押ししない限りは、絶対に拾わないようにしているらしい。

　わざわざ関西から引っ越してきて、中学時代と同じパターンで泥棒にされかけるとは思わなかった、と苦い顔で言う宏に、掛ける言葉が見つからない春菜。

　宏は中学一年生の頃、二度同じ事を繰り返したところで、落とし物があっても見なかった事にしていたが、それを三十代の女性担任に注意され渋々拾った結果、三回目の濡れ衣を着せられてしまう。担任もグルだったのか確信犯だったのか、ちゃんと見ていたはずなのに「盗むとはどういう事だ」と詰め寄ってきたのは彼にとって苦い思い出である。

　その後、四十代の女性教師からも濡れ衣を着せられることとなり、これらの一連の出来事によって、宏は決定的に女性を信用しなくなったのである。

　そして二年生のバレンタインデーに起こった事件により、ついに彼は半年ほど不登校となる。学校全体に司法のメスが入る程の事件だった。復学後も保健室登校となったために中学時代はそれ以上の被害は受けず、また、手癖が悪いという内申書の評価も撤回されたため、春菜と同じ高校に進学できたが、そうでなければおそらく、学力に関係なくまともな高校には入れなかったであろう。

　高校に入ってからの一回は、「お前が盗んだのか!?」と言い出したクラスメイトの女子が、被害妄想から言いがかりをつけるタイプの人種であると同じ中学出身の人間から周囲に伝わったため、最悪の事態は免れたが、あわや再び不登校になりかけたのは、本人にとっても学校にとっても思い出したくない話だ。

　特に学校側は、宏が中学時代、担任にまでそういう扱いを受けていた事を把握していたため、訴訟沙汰も覚悟していたという。

　正直なところ、クラスメイトが全員宏のフォローに回ってくれた事と、中学時代と違って、最初の段階から言い出した女子の方が袋ふくろ叩だたきにあっているような状況だったから助かったようなもので、もし、あの時もう何人かが悪ノリしていれば、宏はここで完全に社会からドロップアウトしていただろうし、学校側も致命的なダメージを受けることになっていただろう。

　彼らの通っている高校の校風に助けられた形だが、ＶＲシステムを使った現実時間換算三年以上のカウンセリングの成果が、一発で水の泡になるところだったのは間違いない。

　どうにか今は辛うじて日常生活に支障がないレベルで落ち着いているが、三年前の経過しだいでは、宏はこの生活を維持することはできなかっただろう。

「何にしても、繭から引っ張り出した時はしゃあないとしても、それ以上余計なリスクは避けたいねん」

「……ごめん。本当にごめん……」

　あまりの出来事を聞かされ、そんな連中と一緒にするな、と言いたくなると同時に、女に生まれてごめんなさい、と言いたくなってしまう春菜。そういう事をする人間は少数派ではあるが、その手の性格破綻者と関わりやすい巡り合わせの人間に言っても、説得力など生じない。

　何故に同じ事を六回も、という理由も説明されてしまっては、宏が迂う闊かつだったなどとは、口が裂けても言えない。

　事件そのものは大した騒ぎになる前に鎮静化したため、当時他よ所そのクラスだった春菜はそんな事があったとは全く知らなかったのだ。しかも、一緒に聞かされた他の件も大概だったため、余計に女に生まれた身の上で一緒に行動する羽目になってごめんなさいと言いたくなってしまう。

　ぶっちゃけた話、フォローに回ったクラスメイト達も大した話だと思っていないため、基本的に忘れており、宏が落とし物を拾う前にわざわざ念押しをした時ぐらいしか蒸し返されることはない。

　一年の時に違うクラスで、同じクラスになっても関わりがほとんどない人間は知らないのが普通である。第一、宏の境遇が特殊だったから大ごとになりかけただけで、この程度のトラブルは、どこのクラスでも何件かは起こっているのだ。

「と、言うわけやから、少なくとも起きて来るまでは、絶対に近くに行く気はあらへん」

「そうだね。考えてみれば、目が覚めて知らない男がいて、しかも鎧よろいを引っぺがされて着替えさせられてる、とか言ったら、どんな誤解されてもおかしくはないよね」

「それが、蜘蛛の糸まみれで、とても布団に寝かせられる状態やなかった、言うてもな」

　彼らの身につけていたものは、すでにきっちり洗濯・修繕を済ませて、枕元につるしてある。

　残念ながら、お嬢様のドレスの修繕に関しては、とても春菜の手に負える品ではなかったので、鎧などと一緒に宏が全て済ませている。武器と鎧に至っては、修理のついでに、エンチャントを行わずに済む範囲でいろいろ手を入れてあるため、見た目が同じだけの別物になっていたりする。

　なお、言うまでもない事だが、代えの服は宏が即席で用意したものである。

「まあ、とりあえず軽くお茶でも飲みながら、さっき冒険者協会で言われた事と、調達して来たあれこれについて話すわ」

「ん、了解。スイートポテトというか芋きんとんというか、そういう感じのおやつを用意してあるから、ちょっと待っててね」

　そう言ってキッチンに立ち、急須にお茶を入れる。

　この急須は、春菜が道具製造の練習を兼ねて、空き時間に自作したもので、十数個の失敗作を経てようやく満足いくものができた、という代物である。

　因ちなみに、失敗作に関しては、材料がもったいないからと、宏が錬金術で逆転させて素材まで戻していた。ダイニングをほぼ丸々占拠している折り畳み式の巨大なテーブルをはじめ、この部屋にある家具も、ほとんどは練習のために春菜が作ったもので、それらに宏が手を入れて使っている。

　正直、春菜自身は製造を極めるつもりは全くないのだが、せめて裁さい縫ほうぐらいはということで、とりあえずメイキングマスタリーを身につけられるまで、宏にいろいろと教わっているのである。

「まず、協会で言われてきた事やねんけどな」

「うん」

「僕らがピアラノークの巣で見つけた繭玉、数は五個やったことにしてほしいんやと。手伝ってくれた人らにも、とうに口止めは済んどるらしい」

「それって……」

「多分、あの人らが生きてる、って今の段階でばれたらまずい、言う事やろう」

　宏の言葉に一つ頷く春菜。

「とりあえず、この事についてはええことと悪い事がワンセットやな」

「いい事、っていうのは協会は私達を守ろうとしてくれるつもりだ、って事で、悪い事は、もうあがきようがないぐらい厄介事に巻き込まれてる、って事かな？」

「そういう事やな。今更ほってくるわけにもいかんし、緘かん口こう令れいで誤魔化せる時間も知れとるし」

「アドバンテージとしては、転送石でこの部屋に直接戻ってきてるから、その程度の緘口令でもそれなりに時間は稼げる事だよね」

「そうやな。あと、協会が関わってるアドバンテージやないけど、僕らは屋台やってることで顔が売れてるから、仕込みとか仕入れを口実にすれば、部屋をもう一つ借りても不自然ではない事」

「この部屋二つ借りる方が、一段広くて部屋数が多い場所を借りるより安くつくもんね」

　春菜の言葉に頷くと、この話は次に進展があってから、ということで切り上げる。

「次はいろいろ嬉うれしい話や」

「というと？」

「わかめと昆布、のりが手に入ったで」

「え？　ええ!?」

　宏の言葉に、驚きの声を上げてしまう春菜。海産物のマーケットに並んでいなかったため、この国にはないものとばかり思っていたのだ。

「ファーレーンでは、海藻、特に昆布の独特の風味があんまり受け入れられへんかったそうで、一部地域を除いて、ほとんど食べられてへんかってん」

「あ～、なるほど」

　宏の説明に、心の底から納得する春菜。

　実際のところ、日本人でも昆布のダシ汁はともかく、昆布そのものは嫌いだという人はそれほど珍しくない。それに、世界中の複数の地域で存在している食材でも、日本では食べるがヨーロッパでは食べない、だとか、アフリカでは食べているが日本では食べない、などという事は珍しくない。ファーレーンの場合、それが海藻だっただけなのだろう。

「実際のところ、海の幸も山の幸もいくらでも手に入る土地柄やから、わざわざ海藻を食べる必要も感じへんかったんやろう」

「すごく納得できるよ」

「その割にはタコとかイカは食べてるんやから、なかなか不思議な食文化、っちゅう気はするな」

「別に、ヨーロッパ全土でタコやイカを食べなかったわけじゃないんだけどね」

　春菜の突っ込みに苦笑する宏。

　なお、ファーレーンでは海藻の類は現状単なるごみに近いらしく、美味しい食べ方や利用方法があるのであれば、厄介なごみが宝の山に早変わりするため、期待している漁師は少なくない。

　そのため、船の修理や何やらで仲良くなった宏の頼みもあって、天日干しなどの処理も気前よくやってくれたようだ。

「で、それとは別に、そばの実を一杯買うて来てん」

「わ、わ、わ」

　そう言って、テーブルの上に今日の戦利品をいろいろ並べて見せる。

　天ぷらによさそうな新鮮なエビとか、絶対に狙っているとしか思えないラインナップだ。

　その内容に、春菜が歓声を上げる。

「東あずま君」

「何？」

「醤しょう油ゆと鰹かつお節ぶしは、どんな感じ？」

「まだちょっと若いかも、いう気はするけど、試しに使う分にはいけると思うで」

　春菜に言われるまでもなく、醸造中の調味料の状態ぐらいは把握している。そうでなければ、いくら腐敗防止の鞄かばんに入れておけばいいと言っても、こんなラインナップで食材を買い集めたりはしない。

　因みに、熟成が必要な調味料をちんたら作るつもりはないようで、宏が一番最初に作ったのは熟成加速器だったりする。高レベルの薬には、発酵作用を起こす必要があるものが少なくないため、数を作るにはこの道具は必須なのである。

「だったら、本番に行く前に、まずはダシをチェックするところからかな？」

「そうやな。まだあかん、とかなったらちょっとさみしいし」

「それで、そば打ちはどっちがやる？　なんなら私がやるけど」

「いやいや、藤堂さんはダシの方に専念してくれてええで」

　暗に、自分がやりたいという自己主張をする春菜に対し、ここは譲れないとばかりに牽けん制せいする宏。

　結局じゃんけんに負けた宏は、そばの実を挽ひいてそば粉にした後、片かた栗くり粉こを作るためにジャガイモのでんぷんを取り出す作業に入ることになるのであった。




　　　　☆




　不思議な、だが食欲をそそる芳しい香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　深い眠りについていた少女は、その香りに意識を急浮上させる。

（ここは……？）

　今まで入った事のないような粗末な部屋の、無理すればどうにか人が二人眠れるであろう小さめの、だがこんな部屋に住む人間が使うにしてはやたらと造りのいいベッドに、護衛だったはずの女騎士と一緒に寝かされている事に気がつく。

　そろそろ色気づいてくる年頃とはいえ、まだまだ子供の範はん疇ちゅうに入る彼女だからこそ、大人の体格の女騎士と一緒に寝かされてもそこまで窮屈ではないが、自分達の素性を考えると、実に捨て置けない扱いではある。

　とはいえ、じっくり観察すればすぐに分かる事だが、この部屋は実に狭い。正直なところ、こんな小さなベッドでも、他の家具は机すら置けないほどぎりぎりのスペースしかない。

　はっきり言って、生活空間というより、ただ眠るためだけの部屋である。

（どうしてこんなところに……？）

　生まれてこのかた、こんな物置以下の部屋には無縁であったため、今の状況が全く理解できない。

　傍らで眠っている女騎士を起こさぬように注意しながら体を起こすと、もう少ししっかり部屋の中を観察する。

　とはいっても、本当に何もない部屋だ。

　ベッド以外の家具や調度品と呼べるようなものは、せいぜい窓に置かれた鉢植えと枕元に置かれた魔力ランプぐらい。後は壁のハンガーかけに、自分達が着ていたものと思われる仕立てのいい服がかけられ、部屋の片隅に女騎士の物である装備一式が置かれている程度だ。

　スペースの問題で、どうしても殺風景になってしまう部屋ではあるが、狭いなりに何とか居心地を良くしようとする工夫をしている様子は随所にうかがえる。

　ただし、ベッドにしろ魔力ランプにしろ、こんな部屋に置くにはやけに物がいい。

　特にランプの方は、形こそシンプルで凝ったところはまるでないが、品質的には王宮、それも貴族階級が出入りする区画で使われているものと大差ない。

　ありとあらゆるものの金銭的価値については疎い少女だが、物の価値そのものが分からないほど世間知らずでもない。

　その彼女から見てこの部屋は、観察すればするほど不思議な印象が強くなる部屋であった。

（少し、記憶を整理しましょう）

　妙な部屋に居ることでパニックを起こしている思考を落ち着け、目が覚める前の事を思い出そうと頭をフル回転させる。

　ほどなくして、腹違いの姉に取り入っていた、胡う散さん臭いと思っていた男が日々の務めを終えた自分の前に現れ、自分達八人を大蜘蛛の巣に飛ばしてしまった事を思い出す。

　護衛を務める騎士たちも強力な捕縛魔法をかけられていたために、森の奥地に住む巨大蜘蛛の前に、なすすべもなく餌として繭に閉じ込められてしまった。

　身の周りの世話で同行していた侍女と、事務処理のために付き従っていた文官にいたっては、もとから抵抗する能力など持ち合わせてはいない。

　仮に捕縛魔法が掛かっていなくても、ひとたまりもなく食われていただろう。

　護衛の中で辛うじて、壮年の騎士と、今自分と一緒に眠っている女騎士だけは、捕縛魔法に完全にかかってはおらず、どうにか多少の時間稼ぎはできた。

　だが、思うように体が動かぬ状況では、稼げる時間などたかが知れている。

　血筋と立場的に高い魔法抵抗力を持っていた彼女だけが、その場で唯一捕縛されていなかったのだが、所詮戦闘訓練自体をほとんど受けていない身の上。文官達と同じく戦闘能力は皆無である。

　しかも、残念ながら、血統魔法に当たる一部の物を除き、少女の魔法はそれほど高レベルではない。さすがに、国中に名が知れ渡るレベルの力量を持つ彼らが抵抗しきれないほどの捕縛魔法となると、とても解除できる自信などない。

　そのため、最後の悪あがきとして、立場上身につける機会があった、自分達の時間を止めて身を守る魔法をその場の人間全員に発動させたのだ。

　今現在こうして生きているところを見ると、少女の賭けは、命を守るという点に関しては勝ったらしい。

　だが、この部屋の主がどういう人間か不明な以上、本当に賭けに勝ったと言うにはまだ早い。

　第一、あの魔法を解除するのは、そう簡単なことではない。その自分がこうして目を覚ましている以上、それを解除できるだけの能力を持っている人間がいる、という事だ。

　敵だと判断するのは早計だが、命を助けてくれたから味方だと考えるのは、いくらなんでもおめでたすぎる。

（とりあえず、まずはちゃんと体が動くかどうか、確かめましょう）

　どうするにしても、まずは体が動かなければ話にならない。

　どういう手段で魔法を解いたのかは分からないが、正規の解き方以外だと、体が元に戻ってから、何日も眠っていた可能性すらある。

（どうやら大丈夫なようですね）

　スムーズに体を起こせたところから察するに、それほどのダメージはなかったようだが、油断はできない。

　せっせと自身の状態を確認し、とりあえずそれほど体が衰えていない事を理解すると、できるだけ音を立てないようにこっそりベッドから下りる。

　無意識に、並べてあったスリッパに足を突っ込んだのは、育ちの良さかもしれない。

　部屋の状態から察するに、それほど広い建物ではないだろう。

　扉を開けた途端に、ここの持ち主とばったり、などという可能性もある。

　相手が善人か、そこまで行かなくても中立的な立場の人間なら問題はないが、悪人や悪党だとしたら厄介なことになる。

「……やっぱり、まだちょっと若かったなあ」

「まあ、初めてだし、しょうがないよ」

「せやなあ。まあ、そんなに悪くもないし、次が期待できるからええか」

「そうそう」

　扉に耳をつけて聞き耳を立てていると、若い男女のそんな会話が聞こえてくる。

　なかなかに不穏な会話だ。

　耳みみ年どし増まな少女の知識に合致する事柄を連想し、思わず青くなる。

　体に違和感はないが、着替えさせられていることを考えると、ありえない話ではない。

「まあ、何にしても、これやったら次の野望に進んでもええかもなあ」

「次の野望？」

「青のりも鰹節も目途がついたし、タコも普通に売っとる。となると、一つしかあらへんやん」

「……先に、そっちに行くんだ」

「ええやん。米が手に入らへん現状、作れるん言うたら基本、粉モンばっかりやで？」

「いや、そうじゃなくて、いろんなものを差し置いて、先にそっちなんだ、と……」

　意味深な会話を続ける男女に、判断に困る少女。素直に考えれば、タコという単語がある以上、彼らの会話は食べ物のことだろう。

　だが、そうだとしたら、若いという言葉の意味が分からない。

　何かの暗号かもしれないが、その割には緊張感のない空気が漂っている。

　男のしゃべり方に、妙な訛なまりがあるのが印象的だ。

　正直なところ、雰囲気的に、自分が想像しているようなことをしでかすようなタイプには感じないが、善人でも罪を犯すときは犯すのだ。

　そんな事を気にしているうちに、ジュワ～、っというにぎやかな音とともに、揚げ物と思おぼしき香ばしい、これまた食欲をそそる香りが漂い始める。

　建てつけの悪いドアをこっそり開き、隙間から様子をうかがうと、キッチンで何か作業をしている金髪の女性と、巨大なテーブルの上に広げられたあれこれを片づける、別段これといって問題があるわけでもない無難な服装なのに、やたらダサく見えるヘタレそうな男の姿が……。

「完成～！」

　何か作業をしていた女性が、嬉しそうにボウルをテーブルに並べる。

　どうやら、先ほどの不思議な香りの何かが入っているらしい。

　テーブルの中央には、揚げ物らしいものを盛りつけた皿が。

　そのボウルを手に取り、同じく嬉しそうに二本の棒を中に突っ込む男。

　どうするのかとまじまじと観察していると、中からやや黒っぽい麺のようなものが出て来る。

　それを躊躇ためらいもなく口元に運ぶと、二人とも豪快な音を立ててすすり上げる。

「これこれ！」

「若いには若かったけど、十分っちゅうたら十分やなあ」

「うんうん！」

　そんなことを言いながら、最初からボウルの中に盛られていたらしい揚げ物をかじる。

　そのまま一心不乱に豪快にずるずると音を立ててすすり上げている姿を見ているうちに、少女の空腹感と食欲が限界を迎える。

　明らかにテーブルマナー的には下品な食べ方だというのに、あまりにも美味しそうに食べるものだから、見ている方がどんどん我慢できなくなってくる。

　二人がボウルに直接口をつけたあたりでついに、少女の意に反して、おなかが可愛らしい音を立てて空腹を訴えた。

「ん？」

「おや？」

　それほど大きな音ではなかったのだが、それでも先ほどまでの麺を豪快にすすり上げる音が途絶えた空間には、妙に響き渡ってしまったようだ。

「おや、起きとる」

　ヘタレそうな男とばっちり目が合ったところで、観念してキッチンのほうへ移動する。

　どちらにしても、この部屋の大きさと間取りでは、完全に寝静まったときでもなければ、この二人に見つからずに脱出するのは不可能である。

「……私たちを、どうする気ですか？」

「状況がわからへんから、何も決めてへんよ」

「まあ、まずはご飯、の前に……」

　女の方が何かをカップに入れて、自分の前に置く。

　警戒を解くためか、中身を見えるようにスプーンですくい、そのまま口に含んで見せる。

　即効性の毒物が入っていないことを証明できる程度の時間をおいて、そのまま話を続ける。

「とりあえず、いきなり固形物を食べて大丈夫か分かんないし、そば粉にアレルギーがあったらまずいから、それをちょっとだけ飲んでみて」

　アレルギー、という言葉の意味はわからないが、世の中には体質的に、特定の食べ物を受け付けない人間が少なからずいる事は知っている。多分、彼らが食べていたものが、そういう食べ物の中でも、特に拒否反応が激しいものなのだろう。

　言われた注意事項に一つ頷き、ほんのりこげ茶色に染まった澄んだ液体を、香ばしい香りに誘われるように恐る恐るほんの少し口に含む。

　口の中にほんのりと広がる豊かな風味に、思わず一気に飲み干しそうになるのを自重し、念のために頭の中で五十ほど数える。

　特に体の調子がおかしくなることもないため、そのままカップの中身を飲み干す。

「……美お味いしい」

「そらよかった。おなかの調子はどない？」

「痛くなったりとかは大丈夫？」

「……はい」

「だったら、おそばを茹ゆでるから、ちょっと待ってて」

「あ、僕がやるわ」

　どうやらこの男は、初対面の女の子とあまり近い場所には居たくないらしい。

　再び湯を沸かして麺を茹で、温め直したスープらしきものと一緒にボウルに盛ると、何やら細かいものをボウルに散らして、スプーンとフォークを添えてテーブルに載せる。

「多分、箸で食べるんは難しいと思うから、それでがんばって食べて。そうそう、熱いから気をつけて。あと、天ぷらはおなかの調子が分からへんから、また次の機会に、っちゅうことで」

「お気遣い、感謝します」

「こっちも、少しでも故郷の味を知ってもらいたいから、気にせんといて。使った材料がちょっと若かったから、口に合うとええけど」

　自分からも女性からもかなり距離を取りながら、そんなことを言ってくる。

　やはり、第一印象のとおり、この二人に不ふ埒らちを働かれた、という事はなさそうだ。

　というか、この男、明らかに女を避けている。

　だが、そんな観察より今は、目の前の異文化の食べ物だ。

　入っているスープは、先ほど口にした豊かな風味のもの、その原液だろう。あれなら少なくとも、食えぬほど不味い、などということはありえない。

　期待に躍る胸を押さえ、慎重にフォークをボウルの中に突っ込み、パスタの要領で絡めとる。

　どきどきしながら息を吹きかけて適度に冷まし、期待と不安を胸に恐る恐る口に運ぶ。

　その瞬間、少女の語ご彙いでは表現しきれないほどの衝撃が口の中に広がり、空腹という調味料も手伝って至高の味へと導かれる。

　もはや我慢などできない。

　彼女にできたのは、下品にがっつかないようにどうにか自制する事だけであった。




　　　　☆




　上品に、だが一生懸命に黙々とそばを食べ続ける少女を見ながら、食後のそば湯をちびちびと飲む宏と春菜。

　日本に居た頃は、塩分の取りすぎとかを気にして、ダシを飲み干したりはしなかったものだが、こっちに来てからはいろいろハードで、むしろ塩分が足りなくなることも多々あるため、そういった事は気にしなくなった。

「もうええ？」

「……はい」

　名残を惜しむようにダシをスプーンで飲んでいた少女が、完全に空になったどんぶりを眺めながら頷く。

　もう少し食べたい、という様子ではあるが、起きぬけの暴飲暴食はよろしくない、という事ぐらいは分かっているらしい。

　食後の感謝の祈りを女神に捧ささげると、ため息を一つついて頭を一つ下げる。

「どうやら、気に入ってもらえたみたいだね」

「それは良かった。明日はまた、ちょっと違うもんを用意するから」

　春菜と宏の言葉に、一目で分かるほど目を輝かせる少女。余程気にいったらしい。

　その表情を見て、明日のメニューについていろいろ考える。

「そうやなあ。ダシが気にいってくれたんやったら、明日はおでんとかどないやろう？」

「あ、いいかも。寒くなってきたら、屋台のメニューにもできるし」

「屋台、ですか？」

「うん。冒険者としての仕事の合間に、屋台を出して食べ物を売ってるんだ」

「どんなもんを売ってるか、いうんも明日教えるわ。今目の前にあったら、食べたなるやろ？」

　宏の言葉に、コクコクと頷く少女。

　一応育ち盛りであるため、加減されて出された先ほどの分量では、少しというにはやや厳しいくらい物足りない。

「それにしても、冒険者なのに屋台を出しておられるのですか……」

「工房にできる程度の広さと造りの拠点が欲しくてな。正直、普通に冒険者としてやっていくと効率悪いから、街の中の仕事を基本にして一杯こなしながら、屋台で副収入も稼いでるねん」

「協会の設備を使わせてもらう、っていう手もあるんだけど、いろいろとあって目をつけられてるから、できるだけ他人と関わらない形で物を作れる環境が欲しいの」

　目をつけられてる、という言葉に顔が引きつる少女。

　その様子に気がついた春菜が、苦笑しながらフォローする。

「目をつけられてる、って言っても、別に非合法なものを作ったとか、そういうことじゃないの」

「では、どうして……？」

「あなたの目利きに期待した上で質問するけど、この部屋、おかしいと思わなかった？」

「部屋、ですか……？」

　そう言って、部屋の中を見渡す。

　空腹を満たすことに意識を持っていかれて忘れかけていたが、よくよく見れば、先ほどの寝室と同じ種類の違和感がある。

　自分が食事に使ったテーブルや椅子、室内を照らしている魔力ランプ、キッチンの機材、それらの大多数が、シンプルではあるがそうそうお目にかかれないほどの技巧を使って作られた、素材以外の部分は最高級と言っていい代物なのだ。

　こんな家財道具を揃そろえられるのであれば、普通に工房ぐらい手に入りそうな気がする。

「あの、お二人とも、ずいぶんと立派な家具をお使いになられているのですね」

「こんな部屋にあるの、おかしいでしょ？」

　春菜の苦笑しながらの言葉に、どう返事をしていいかが分からない少女。

　そんな彼女の様子に構わず、答えを告げる春菜。

「これね、全部自作なんだ。作ったのは私じゃなくて、あっちの東君だけどね」

「……」

　あっさりと信じられない事を言われて、思わず絶句する少女。

　だが一方で、それならば目をつけられてもおかしくない、と納得する自分も居る。

　これだけの魔道具を作れるのであれば、目をつけられるのも当然である。

　そもそもよく考えれば、この男女のうちのどちらかは、少女の使った秘術を解除できる能力を持っているのだ。

　むしろ、今まで無名である事の方がおかしいだろう。

「でまあ、ついつい雑談に走っちゃったけど、とりあえず自己紹介しよっか」

「あ、申し訳ありません。これは失礼しました」

「あんまり固くならんでええよ。僕は、東宏。東が名字で宏が名前や。冒険者ランクは十級。気楽に好きに呼んだって」

「藤堂春菜。藤堂が名字で春菜が名前ね。冒険者ランクは同じく十級。私も、よっぽど変な呼び方じゃない限り、好きに呼んでくれていいよ」

「ヒロシ様にハルナ様ですね。私はエアリスと申します」

　二人が見せてくれた冒険者カードを確認し、嘘うそをついていないことを理解すると、とりあえず名前だけ告げる。

「それで、お二人に確認したいのですが」

「何かな？」

「私たちは、一体どういう状況だったのでしょうか？」

「自分ら、巨大蜘蛛に襲われた事は覚えてるか？」

「はい」

　先ほど確認した記憶と一致するその問いかけに、迷うことなく頷く。

「自分ら全員、あの蜘蛛の餌として、繭に閉じ込められとってん」

「タイミングから言って、もしかしたら間一髪だったかも」

「そうですか。お二人はなぜ、あの巨大蜘蛛の住すみ処かに？」

　エアリスの質問に対し、顔を見合わせて苦笑する二人。

　どうでもいい事だが、宏はエアリスと春菜の居る場所と対角の位置に陣どり、ずっと立ったままである。

　正直なところ、事情を理解している春菜はともかく、エアリスの方は微妙に落ち着かないものを感じているのだが、それを口に出していいかどうかの判断がつかない。

「僕らの目的は単純や」

「服を作るために、糸を取りに行ってたんだ」

「服、ですか？」

「うん。屋台の時に着てた服が、いい加減汚れが落ちなくなってきてて」

「カレーの汚れに油汚れやからなあ。生半可な洗剤では落ちへんで」

　カレーというのが何かは分からないが、油汚れが生半可なことでは落ちない、というのは侍女との雑談で聞いたことがある。

　とはいえ、そんな理由で蜘蛛の群生地まで出向いたのかと思うと、何とも言えなくなってしまうエアリス。それぐらい買えばいいのではないか、と思ってしまうのが人情だが、この二人がそういう思考回路でなければ、自分達は今頃蜘蛛の胃袋の中に居た可能性が高い。今回ばかりは、そのくだらない理由に感謝せざるをえまい。

「こっちからも質問、ええ？」

「はい」

「蜘蛛に捕まったんって、八人であっとる？」

「あっています。あの……」

「他の人の事やったら、悪いニュースになるから覚悟して」

　宏の言葉に、全員が助からなかった事を悟ってうつむくエアリス。

「助かったんは、エアリスさんを含めて三人だけや。一緒に寝かせとった女の人と、あとごっついおっちゃんが生きてる」

「レイナは確認していましたが、そうですか、ドーガ卿きょうも助かりましたか」

「ごめんな。他の人は、繭から解放した時点で手遅れやった」

　宏の言葉に、首を左右に振る。

　正直なところ、残りの五人に関しては、自分の術が届いた手ごたえがなかった。

　多分、繭に閉じ込められた時点で、命を落としていたのだろう。

「ヒロシ様が謝罪なさることではありません。助かっただけでも、奇跡なのですから……」

　そう。助かっただけでも奇跡なのだ。それ以上を求めるのは、贅ぜい沢たくにすぎる。

　そもそも、助けてもらった上に食事までご馳ち走そうになって、何で全員助けてくれなかったのか、などと責めるのは、恥知らずにもほどがある。

　だが、それでもエアリスは、こみあげてくるものを抑える事ができなかった。




　　　　☆




「貴様ら！　姫様に何をした！」

　うつむき、すすりあげるように涙を流すエアリスを見守っていると、春菜の部屋からもう一人が飛び出してきた。

「レ、レイナ!?」

　突如飛び込んできた自身の護衛に、思わず涙が止まってしまうエアリス。

　あまりに空気が読めないその行動に、悲しみを忘れるほど思考が完全に空回りしているのだ。

「貴様か！」

　軽快な動きでテーブルを乗り越え、一挙動で剣を抜き放つと、迷うそぶりすら見せずに宏を壁に押し付け、首筋に刃を突きつける。

「レイナ、やめなさい！」

「姫様、だまされてはいけません！」

　明らかに何かを勘違いしているレイナに、どう対処していいのかわからずにおろおろしながら重ねて指示を出すエアリス。

　もはや、先ほどまでの悲しみなど、完全に飛んでしまっている。

「レイナ、ヒロシ様を放しなさい！」

「いくら姫様のご命令でも、それだけは聞けません！」

　そういって宏を睨にらみつけると、きつい口調で言葉を継ぐ。

「貴様があの男の一味なのは分かっている！　何が目的だ!?」

「レイナ！」

　エアリスの叱責を全く聞き入れず、問答無用で宏を脅しにかかる。
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　その様子を青ざめながら見つめている春菜。

　明らかに宏の様子がおかしい。顔が土気色になり、見て分かるほど全身に鳥肌が浮かび、目の焦点は合わず震えている。

　このままでは、彼が壊れてしまう。

　だが、下手に助けに入ると、今度は春菜自身が宏に余計なプレッシャーを与えてしまう。

　しかも、その条件をどうにかしたところで、レイナと呼ばれた女性の怒りが収まらない限り、宏に不必要なダメージを与え続けることになりかねない。

　こちらに来てから、東宏は人間とは思えないほどの精神力を有するようになった。

　だが、竜の血を浴びて不死身となったはずのジークフリートが、たった一枚の葉っぱのおかげで命を落としたように、どれほど強きょう靭じんな精神をしていようと、そう簡単に克服できない心の傷というのはある。

　春菜との共同生活でましになって来ていたとはいえ、そもそも一定ラインの社会復帰ができている現状そのものが奇跡という種類の経験をしている彼にとって、見知らぬ女性に濡れ衣を着せられ詰め寄られ、何一つ聞く耳を持ってもらえないというこの状況は、過去のトラウマをとことんまで深くえぐる行為なのだ。

「しかし、見れば見るほど下劣な顔だな。しかも、黒幕を気取っているくせに、この程度の恫どう喝かつでここまでおびえすくみ上がるとは情けない。どうせ単なる女子供と甘く見たのだろうが……」

　レイナの言葉は、最後まで続けられることはなかった。

　恐ろしい怒気とともに放たれた一撃に、否応なしに対処せねばならなかったからだ。

　春菜の鋭すぎる一撃を辛うじて払いのけた次の瞬間、すさまじい衝撃を受けて部屋の反対側の端まで吹っ飛ばされる。

「ごめん、エアリスさん。私今、本気であなた達を助けなきゃよかった、って思ってる」

「……申し訳ありません、ハルナ様……」

「なぜ謝るのです!?」

「……レイナ。あなた、恩人に対して、どれだけ無礼を重ねれば気が済むのです？」

　顔こそ冷静ながら、全身から壮絶なまでの怒気を放つ春菜と、汚らわしいものでも見るような表情でレイナを眺めるエアリス。

　二人のその顔に、レイナの背筋に冷たいものが走る。

「ひ、姫様！　姫様はだまされているのです！　どうせあの男、眠っているのをいいことに、私たちを慰み者にしたに決まっています！」

「宏君のこと、何も知らないくせに勝手な事を言わないで！」

　後ろで震えながら、焦点の合わない目で虚こ空くうを見つめ、胃の中身を全てぶちまけて、何やらぶつぶつうわごとをつぶやいている宏。

　そんな彼を背にかばいながら、全身から怒りを発散してレイナを追い詰める春菜。

　いまだ恋愛感情など持ち合わせてはいない相手だが、それでも共同生活を送れるほどには気を許し、パートナーとして信頼し、親友ぐらいにはなりたい程度には好意を持っている相手である。

　そんな人物を思い込みだけでコケにされ、あまつさえ最悪の犯罪者のように言い募られて我慢できるほど、春菜は温厚ではない。

「素性の知れぬ若い男など、みんな同じに決まっている！　大体、偶然あの場に居合わせて偶然助けたなど、信じられるわけがないだろう！」

「いい加減にせんか！」

　なおも自己を正当化しようとするレイナに、宏の部屋から出て来たガタイのいいおっさんが雷を落とす。

「ド、ドーガ卿!?」

「さっきから聞いていれば見苦しい！　百歩譲って最初の一手は見逃すとしても、姫様が引けとおっしゃったのを聞かぬとは何事か！」

「で、ですが……」

「第一、この状況でそちらの女性が姫様に刃を向けたら、貴様はどうするつもりだったのだ!?」

　ドーガの言葉に返事に詰まる。今の春菜の動きを見ていれば、自分がカバーするより先にエアリスを貫くぐらい、軽くやってのける程度の腕前は持っていることは明らかだ。

「レイナ、あなたが男性不信気味であることは知っています。私ですら勘違いしそうになったのですから、あなたが思い込んでも無理はありません」

「姫様……」

「ですが、引けという命令を無視していいほど、その事情は重くはありませんよ」

　上司二人に散々怒られ、完全にしおれてしまうレイナ。そんな彼女を放置して、ドーガが宏と春菜に頭を下げる。

「申し訳ない。この件に関して、どのような罰でも甘んじて受けましょう」

　ドーガの態度に一つため息をつくと、あっさり矛を収める春菜。

「次は、ありませんから」

「まことに申し訳ない」

「ヒロシ様は、大丈夫なのでしょうか？」

「分からない。ああなるってわかってたから、できるだけ物理的に距離を取って行動をしてたんだけど……」

　異常な呼吸をどうにか落ち着かせ、ふらふらと立ち上がろうとしては崩れ落ちる宏を、痛ましそうに見守る春菜。

「もしかして、ヒロシ様は女性が……」

「相当嫌な目にあってきたみたい。もしかしたら、命の危険にさらされた事もあったのかも」

「……優しそうな方ですから、そこを付け込まれたのかもしれませんね」

　どうにか立ち上がった宏が、自分が吐いた吐と瀉しゃ物ぶつを始末しようと台所の雑巾を手に取ったあたりで、ドーガがその動きを制する。

「儂わしがやろう」

　首を左右に振ろうとする宏を強引に押しのけ、無言で汚物の処理を始める。

「東君。着替え、ここに置いておくから」

　宏の鞄から取り出した着替えをテーブルの真ん中に置き、少しでも距離を取るためにエアリスを伴い、レイナを引きずって玄関先まで退避する春菜。

　無言で着替えを取り、ふらふらと自室に戻って着替えると、何もかもを拒絶するように寝袋を引きずってベランダに出る宏。

「今日は、儂がそちらで眠ろう」

「ええからほっといて……」

　煤すすけた背中を見せながらかすれた声でそう言うと、さっさと寝袋に入って窓を閉め、つっかえ棒を入れて眠りに入る。

　そんな彼に追い討ちをかけるように、ポツリポツリと雨が降り始め、瞬く間に結構な勢いになり始める。

　その様子を、申し訳なさそうに、痛ましそうに見つめる三人と、さすがに自分のやらかしたことを思い知って青ざめるレイナ。

　命の恩人に無礼を働いた挙げ句に精神的に壊れる直前まで追い詰めてしまったこの一件は、冒険者組と助けられた三人との力関係を明確に決めてしまい、ある面では後々まで徹底的に尾を引くことになるのであった。








ファーレーン編　第六話






「おはようございます……？」

「ん、おはようさん」

　エアリスが目を覚ました翌日の早朝。まだ日が昇ってすぐぐらいの時刻。

　長く眠っていたためか、いつもよりも早く目が覚めてしまったエアリスは、すでに起きて何やら作業をしている宏ひろしの姿に驚きながら、おずおずとあいさつをする。

「ヒロシ様、お体の方は大丈夫ですか？」

「それは僕が自分らにする質問やと思うけどなあ」

　エアリスの言葉に苦笑しながらも、作業する手を止めない宏。

　昨夜の状況があまりにも痛々しかったため、正直まともに接してもらえるかどうかそのものが心配だったエアリスだが、宏の様子を見る限りでは、すでに昨夜の事は過去の事として整理されているようである。

　正直、驚くほど強きょう靭じんな精神だ。

「昨日は本当に申しわけありませんでした」

「気にせんでもええで。エアリスさんが悪いわけやあらへんし、昨日の状況って、客観的に見て誤解されてもしゃあないしな」

「ですが……」

「正直、早いとこ忘れたいから、申し訳ない思ってくれるんやったら、これ以上蒸し返すんはやめてくれる？」

　宏の言葉に申し訳なさそうな顔のまま頷うなずき、とりあえず今はこれ以上相手の傷口をえぐらないように注意する。

「あの、ハルナ様は？」

　気持ちを切り替え、次に気になった事を質問する。

　昨日の晩、春菜はここで眠っていたはずなのだが、その姿がどこにも見当たらない。

「朝市に仕入れしに行っとる。かなりの量を買うから、普段は大体二人で行くんやけど、今日はちょっと作っとかなあかんもんがあるからな。悪いとは思ったけど、ちょっと一人で行ってもらってんねん」

「そうですか。その、作らなければいけない物って、それですか？」

「そうやで」

「どのような物なのでしょうか？」

　春菜に力仕事を任せてまで、わざわざ今作らなければいけない物。

　一体どんな物なのかが気になって、思わず質問が口から漏れる。

「外見を誤摩化す道具。三人とも、そこそこ顔は売れてるんやろ？」

「……そうですね。私はともかく、あの二人はそうなりますね」

「一応、協会の方からも、自分らの面倒見てるっちゅうんは隠しといてくれって言われとるから、とりあえず外見ぐらいは誤魔化しとこうか、ってな」

「……御迷惑をおかけします」

「乗りかかった船やから気にせんでもええで。起きたからいうてほっぽり出すんも気分悪いしな」

　昨日あんな事があったというのに、気のいい言葉を返してくる宏。

　その態度に、却かえって申し訳なさが募る。

　なんだかんだ言って、自分と話をする時に身構えているところが、本当に申し訳ない。

　正直、追い出してくれたほうがどれほど気が楽か、などと自分本位なことを考えてしまう。

「そういえば、ドーガ卿きょうとレイナの姿も見えませんが、どこにいるかご存じですか？」

「ドーガのおっちゃんは、何ぞ昨日貸しとった部屋で誰かと連絡取っとる。レイナさんは同じ部屋で、昨日の件で罰みたいなもんをくらっとる」

「そ、そうですか……」

　微妙に引いた感じの宏の言葉に、いったい何をやっているのだろうかと疑問に思いながらも頷くエアリス。宏の引きっぷりは、明らかに女性恐怖症のそれとは違うようだが……。

　そんなこんなを話しているうちに、入り口の扉が開いて、誰かが入ってくる。

「ただいま」

「お帰り。ご苦労さん」

「いろいろよさげな食材があったから、予定外の物も仕入れてきたよ」

「了解。折角醤しょう油ゆと鰹かつお節ぶしがあるんやし、後で一緒によさげな和食系のメニュー考えよか」

　その言葉に頷き、屋台の仕込みに必要なものだけを春菜が鞄かばんから取り出す。

　それを見て、テーブルの上を片づけて掃除する宏。

「アクセの方はできたの？」

「拘こだわろう、思えばまだまだ手は入れられるんやけどな。まあ、見栄えを気にせなあかんもんでもないから、別にこれでええんちゃうか。最悪、内服薬も作ってあるし」

　そう言って、現状の作品を見せる宏。

　確かに日頃宏が作っているものと比較すれば手抜きではあるが、普通に完成品として扱っても問題ない程度の出来だ。

　後は、どこまで手を入れるかではあるが、見える場所につけて歩く必要があるわけでもない以上は、そこまで精巧に仕上げる必要もあるまい。

「朝ごはん、どうする？」

「仕込みついでに、屋台のやつでええんちゃう？　みんな気になっとるみたいやし」

「了解」

　そこで話を終え、さっくりテーブルの上を片づけて調理用の機材を取り出し、手際よく仕込みを始める。

　とはいえ、カレーパンのカレーは毎日煮込みながら継ぎ足しているし、生地も昨日の朝に仕込んだ在庫が十分にある。

　ぶっちゃけ、今朝の仕込みに関しては、今後仕込みの時間が取れなくなる可能性を考えた上での保険のようなものである。

　腐敗防止のエンチャントは、こういうとき便利だ。

　昨日のことで、宏と春菜との間にまで亀裂が生じていたら、と心配していたエアリスは、自然に宏がプレッシャーを受けないように距離を取りつつ、ごく普通に会話をしている二人の様子を見てほっとする。

　一カ月程度とはいえ、女性恐怖症の男と共同生活してトラブルを起こさなかったという実績は、昨日の事ぐらいは跳ねのけられる程度の絆きずなを結んでいたようだ。

「申し訳ないのだが、昨日の沙汰をいただきたいので、勝手な頼みじゃが、食事の準備は後にしていただいてよろしいか？」

　朝食の準備に入ろうとしたところで、レイナを伴い部屋から出て来たドーガが割り込む。

　後ろに従ったレイナの表情は、申し訳なさと後悔で彩られており、昨日の猪いのしし武む者しゃ振りはどこにも見受けられない。

「できたら、蒸し返さんといて欲しいんやけど……」

「そういう、ご飯が不ま味ずくなる話は正直したくないんだけど……」

「だが、このまま朝食を済ませてしまえば、おそらくそのあたりは、なあなあになってしまうじゃろう？　一応罰を与えておいたが、それでよしとするには、ちいとばかし昨日のことは問題が大きすぎる」

　あえてなあなあで済まそうとしたことを見抜かれ、思わずため息を漏らす宏と春菜。

　正直なところ、二人とも人一人を断罪するのが重い、と思ってしまう程度には日本人だ。

　一時の感情で徹底的にやってしまって、後にいろいろ引きずるのは勘弁願いたい。

　自分達の要望であまり厳しい罰を与えて、逆に恨みを買って八つ当たりでもされれば目も当てられない。

　温ぬるい罰だと侮られるかもしれないが、どうせこちらは身軽な冒険者の身。

　次に調子に乗ってやらかせば、その時容赦なく切り捨てればいいのだ。

　ぶっちゃけた話、宏からすれば、少なくとも反省の色が見え、本気で悔いている様子のレイナは、中学時代の連中と比較すれば相当ましな部類に入る。

　そして、春菜の方は、被害者の宏がすでに気にしていない事をわざわざ穿ほじくり返かえして、自分の感情だけで追い討ちをかけるような趣味はない。

　感情のままに何かを言う権利は、被害者にだけあるのだ。

　関係者とはいえ、第三者が感情論で口を挟むと、碌ろくなことにはならない。

　納得いかない部分がないわけではないが、一度次はないといって矛を収めた以上、自分から蒸し返すのは自身のルールに反する。

「儂わしらだけで裁定を済ませればいい話、と言えばそれまでかもしれんが、身内をかばっていい加減な始末をしたと思われては問題じゃ。それに、被害者も交えてきちっとけじめをつけんことには、いつまでも余計なことが燻くすぶりかねん。身勝手な言い分だと分かってはおるが、どうかしばし付き合って欲しい」

「……けじめをつけないと、話が進まない、か」

「そういうことじゃ」

　申し訳なさそうに、だが譲るつもりはないドーガの様子を見て、ため息交じりに頷く二人。

「さて、常日頃から頭に血が上りやすい傾向があるとはいえ、普段なら姫様の命令を聞かずにああも暴走するほど無能でもない。そのお前が、なぜ命令違反を繰り返し、思い込みだけであそこまで突っ走ったのだ？」

「完全に私情が原因です。騎士失格どころか、人としてすら最低である事を十分に自覚しております」

「私情、と言うが、単に男が嫌いというだけでああも突っ走るような人間を任命するほど、騎士という地位は安くはないつもりじゃ。言い辛かろうが、詳しく話せ」

　ドーガの言葉に一つ頭を下げ、宏と春菜に向かってもう一度頭を下げるレイナ。そして、自分の中で理由を整理し、可能な限り正確に伝えようとない知恵を絞って言葉を選ぶ。

「事情としては簡単で、かつ非常に情けない話です。例の事件が起こる直前に、マズラックの私兵どもとくだらないトラブルがありまして、そのことを引きずっていたところにあの事件です。目が覚めたときに無力感で冷静さを欠き、そこに姫様が泣いている姿を見せ付けられたため、全く抑えが利かなくなりました」

　そのときのことを思い出して頭に血が上りそうになり、必死になって冷静さを取りつくろった結果、表情に反して過度に淡々とした口調になる。

「ふむ。まあ、私兵どもとのトラブル、というのがどういうものかは大体予想が付くから置いておこう。だが、それが理由と言うにはちと弱いぞ」

「これまた申し訳ない話ですが、マズラックの私兵を束ねる男が、その……」

　どうにも言い辛そうに口ごもり、だが誤魔化すこともできないと思い、思い切って口を開く。

　なお、マズラックの私兵、というのは要するに、マズラック伯爵という人物の私設騎士団の事だ。私設とはいえ一応公式に認められている存在ゆえ、王城への出入りも許可は受けている。

　それなりに長い歴史を誇る集団だが、ここ二代ほどは領主とセットで堕落し、今や私兵扱いである。

「本当に申し訳ない話ですが、その男が、ヒロシ殿とよく似ておりまして……」

「……ふむ。言われてみれば確かに、人柄その他はともかく、顔立ちや雰囲気には、多少近いものがあるのう。普通なら見間違えるほどではないが、頭に血が上っている状況では同じ顔だと判断しても無理はないか」

　レイナの言い分を、一定の範囲で認めるドーガ。

　レイナが話題に上げている男は実際のところ、彼女が言うようなことを平気でやらかしかねない人種だ。それと勘違いしたのであれば、性格上突っ走るのも無理はない。

　しかも、レイナ相手に散々いろいろやらかした相手であり、彼女の神経を逆なでするという点ではこの上なく適任と言える男だったのである。

　要するに、宏とレイナ、双方にとって運がなかったのである。

　因ちなみに、ドーガたちがうまく隔離していたため、エアリスはその男のことを一切知らない。

「あの下劣な男が姫様を泣かせたのかと思い、一気に頭に血が上って……」

「もうええ」

　悔しさと申し訳なさが綯ない交まぜになった難しい表情で、血を吐くような口調でそこまでを告げる。

　その言葉をさえぎり、それ以上聞く必要はない、と首を左右に振る宏。

「じゃが、間近で見れば全くの別人だとすぐ気がつこうが……、頭に血が上っている人間には、言うだけ無駄か」

　情けないのう、というドーガの言葉に、更に身を縮こまらせるレイナ。

「まあ、人間、どうしても相性悪い相手もおるし、視野狭きょう窄さくなんざ、起こす時はどうやっても起こすしなあ」

「フォローは結構。いかに成人して間もないとはいえ、その程度の事で状況判断を狂わせるような騎士など、百害あって一利なし」

　ドーガの厳しい言葉に、当然とばかりに頷くレイナ。

　今までの話を聞く限り、多分彼女は猪ちょ突とつ猛進型で、かつ潔癖にすぎるのだろう。

　だから、一度こうと決めたらなかなか軌道修正ができないのだ。

「なあ、一つ聞いてええ？」

「何かな？」

「成人して間もない、っちゅうてるけど、レイナさんって幾つなん？」

「四カ月ほど前に十五になったところだ。その様子では姫様の年齢も勘違いしておろうからついでに教えておく。姫様は十歳じゃ」

　エアリスとレイナの実年齢を聞いて驚くとともに、ある意味納得もする。

　二十過ぎだったらどうしようもない人物という印象があったが、自分たちより年下となると話は別だ。

　十五歳など、日本で言えば中学三年生。

　確かに日本人よりは相当しっかりしているが、やはり大人とまでは言えない。

　この感じでは、エアリスの指示に散々反抗したのも、若さと猪突猛進的な性格が手伝って、引くに引けなくなっただけなのだろう。

　一国の騎士としてそれはどうなのか、とは思わなくもないが、そこはもう、エアリスとドーガに任せるしかない。

　エアリスにしても、しっかりした受け答えと見た目の印象でかなり上に見ていたが、実年齢を聞いてよく観察してみると、確かにそれぐらいの年齢かもしれない。

　昨日はそこまで気にしていなかったが、助けたときの印象に比べて、背丈もかなり小さい。

「まあ、話は大体分かったわ。何ちゅうか、昨日のことは起こるべくして起こった感じやな」

「うん。納得できるかどうかはともかく、避けようがなかったのはよく分かったよ」

　話を聞き終え、そう結論を出す日本人二人。

　春菜の方にはどうしてもしっくり来ない部分があるようだが、プレッシャーを与える原因になりたくないという自分勝手な理由で判断を微妙に日和ったという負い目があるので、強く言う気はない。

「じゃが、それで済ませるつもりもなければ、そういうわけにもいかんと思うておる」

「そこらへんは、僕らはノータッチや。人事的な話はそっちが勝手にやって」

　宏の言葉に一つ頷き、エアリスの方を見るドーガ。

「残念ながら、私には一切の裁量権がありません。希望を言う事ぐらいは許されますが、私がいちいち口を挟むより、ドーガ卿が判断するべきでしょう」

「分かりました。ですが、残念ながら現状、解雇をしても意味がない。当面は今日の罰を続けるとして、正式な沙汰は本来の立場に無事戻れたら、という事にさせていただきたい。勝手な事を言っておる自覚はあるが、残念ながら、反逆者扱いされていてもおかしくない現状では、実効性のある処分を行うことができぬ。それに、人員の面でも、援護を得られるかどうかが不透明ゆえ、個人的な伝つ手てで切れる手札だけでどうにかせねばならん。その状況で、愚かとはいえ十分な戦力を持つこやつを手放すのは難しい。必ず処分は行うので、今はこれで納得してくだされ」

「まあ、そうやろうなあ」

「とりあえず、次からはちゃんと二人が手綱を握って、本人も暴走をしないように努力してくれればいいから」

　春菜の言葉に、真剣な顔で頷く主従三人。

　更に再びレイナが地面に頭を擦り付けんばかりの謝罪をする事で、この話は終わりとなった。

「まあ、そこら辺は置いといて。そもそもなんで捕まっとったんか、事情説明してもらってええ？」

　ようやく昨日の後始末が、最低限のラインとはいえ一応のけりが付き、微妙に弛し緩かんした空気が再び引き締まる。

　どうやら宏達の方も、厄介事に関わる覚悟を決めたらしい。

　異世界に飛ばされて一カ月と少し。

　高校生二人は、初めて大規模なクエストに挑戦する事になったのであった。




　　　　☆




「……すまんが、さすがにまだ全てを話していいかどうか、判断ができておらぬ。本来なら助けられた身の上である以上、全てを話すべきなのじゃが、軽々しく口にできん事柄もある。折角協力を申し出ていただきながら勝手な事を言うが、もうしばし、時間をくれんか？」

「やろうなあ、と思うわ」

「断わっておくが、お主らが敵だとは、思っておらんぞ？」

「それはそれで、ちょっとばかし油断しすぎとちゃう？」

「三日もあったのだ。敵であるなら、どうとでもできただろう？」

　ドーガの言葉に、思わず苦笑してしまう宏と春菜。

　確かに、三日あればどうとでもできる。

　そして、どうとでもされた後ではどうにもならない。

「それに、こう言ってはなんだがの。お主らに騙だまされて裏切られるようでは、終わりじゃろうて」

「うわ、何その説得力」

　ヘタレオーラ全開の宏と、警戒心は十分なくせに性格的にはお人よしが服を着て歩いているような人種の春菜。この二人に裏切られるようでは、確かに終わりだろう。

　何しろこいつらときたら、ここ一カ月ほどの経験があるおかげで、辛うじて自分の命という面では十分に警戒している様子はうかがえるが、それ以外については恐ろしく平和ボケしている。

　エアリスの魔法を解除してのけたことだけでも、自分達がどれほど警戒されるか、という部分を全く理解していない。

　このダイニングに転がっている家具や道具類を自作した、と言う言葉が持つ意味を分かっていれば、自分達の目の前で魔道具など作ったりはしないだろう。

　ドーガが二人を全面的に信用できないのは、むしろそこらへんの無防備さによる面が大きい。価値観の違い、と言えばそれまでなのだろうが、それで済ますには問題が大きいにもほどがある。

　話の感じでは、どうにかこの手の物を売って生計を立てる、などという迂う闊かつな真似はしていないようだが、自作の道具で屋台をやっているのでは、あまり変わらない気がしなくもない。

「まあ、それならそれで、今後の方針を先決めとこか」

「そうだね。まず、エアリスさん達は、一応正体を隠しておかなきゃいけないんだよね？」

「そうなりますね」

「じゃあ、偽名を用意しておいた方がいいよね」

　春菜の言葉に頷くドーガとエアリス。レイナだけが、どこか不満そうである。

「さて、どんな名前がいいかな？」

「あんまり本名から離れてると、呼ばれた時に反応できへんから……。そうやな、エアリスさんは、エル、でどない？」

「可愛い名前ですね。それでいきましょう」

「ほんなら、それで。おっちゃんはどうするかな？」

「昔使った名前でよければ、ドジソンというのがあるが？」

「何のためにそんな偽名を用意しとったんかは、あえて聞かん事にするわ」

　宏のなんとなく引いたような突っ込みに、思わず噴き出すドーガ。

　ぶっちゃけた話、彼ほど実力を持っていると、妙な仕事を押し付けられる事もあるのだ。その時、本名でやるのはいろいろまずいため、こういう珍妙な偽名を使う必要があったのである。

「まあ、どこでどうバレるか分かったもんやないし、再利用はやめて、ドル、辺りにしとこか」

「そうじゃな。ならば、儂は今からドルじゃ」

「なんだか、私の名前と響きが似ていますね」

「御嫌でしたかの？」

「いいえ。まるであなたの孫になったようで、それはそれで楽しいですわ」

　喜々として偽名を名乗る二人に、思わず眉をひそめるレイナ。

　その様子に気がつきながらも、あえて無視して話を進める一同。

「んじゃ、後はレイナさんやけど、何ぞ案は？」

「響きが近いんだったら、リーナでいいんじゃない？」

「という事やけど、どない？」

「……偽りの名を名乗ること自体、気が進まないが……」

「状況が状況や。諦めて」

　宏の言葉に、不承不承頷くレイナ。

　その様子に、一抹の不安を抱かなくもない一同。

　彼女の反応で、一つだけ方針を固める。

「ほな、これからの事やけど、エルは基本的におっちゃんか藤堂さんと一緒に行動する事。あと、リーナは絶対にエルと二人だけ、いうんはあかんで」

　早速偽名で呼び捨てる宏に、眉をひそめるのも一瞬の事。レイナは、さらっととんでもない事を言われて思わず頭に血が上る。

「何故だ!?」

「だって自分、絶対人前でエルの事、姫様って呼ぶやろう？」

　宏の指摘に、思わず返答に詰まるレイナ。

　自分で言うのも何だが、間違いなくそういう失敗をやらかす自信がある。

「んでま、今日これからの事やけど」

「今日は、私が仕事に出るよ。交渉事も結構いろいろあるし」

　宏をここに残していくことに対する葛藤を微妙に覗のぞかせながら、それでも当初の予定通りに春菜は仕事に出て行くことを決める。

　心配は心配だが、二人ともこの狭い部屋にいても意味がない。

　宏を外に出す方がいいか、とも考えたが、不特定多数の中に昨日のレイナのような人種が混ざっていれば、それこそ目も当てられない。リスク比較するのなら、ドーガというブレーキ役がいるこちらに宏を置いておく方がまだましだろう。

「頼むわ。僕はここで、作れるもんいろいろ用意しとく。何かあったら、カードで連絡よろしく」

「分かってる」

「朝と昼はどないする？」

「用意して行くと遅くなるから、出先で適当に食べるよ」

　宏の質問に返事をすると、レイピアと荷物を持って、さっさと部屋を出ていく。

　その姿を見送った後、朝食のためにあれこれ準備を始める。

　それなりに好評だったカレーパンでの食事を終えると、手待ちの時間を埋めるためにいろいろ作る準備を開始する。

「何を始めるんじゃ？」

「まあ、いろいろ、な」

　そう言いながら、よく分からない作業を続けている。感じから言って、日用品の類らしい。

「お主らはウルスの出身ではないようじゃが、こちらに来てからそういう事ばかり研究しているのか？」

「ほんまはもっと優先せなあかん事もあるんやけど、機材の用意やら場所の確保やら材料の問題で、そっち方面はちょっと手待ちやねん。で、時間無駄にするんもアレやし、優先せなあかん事柄もどうせ長丁場になるやろうから、ある意味切実な食事周りとか肌のトラブル対策とか、そっちをいろいろ研究してるわけや」

「ふむ。優先せねばならん事、というやつを聞いてもいいか？」

「国に帰る方法を探さなあかんねん。どうせ自分ら、僕らがどういう立場か、そろそろ分かっとんやろ？」

「知られざる大陸からの客人、ですよね？」

　エアリスの言葉に、一つ頷く宏。

　丁度いい機会なので、聞きたかった事を聞く事に。

「お二人は、こちらに来て一カ月ほどになるのですよね？」

「うん」

「国の保護を受けないのは、どうしてですか？」

「これは藤堂さんも同意見やってんけど、何ちゅうか、厄介事のにおいがしてな。案の定やろ？」

　宏の言葉に、否定できずにうつむいてしまうエアリス。

　その様子に苦笑しながら、とりあえずカレーパンの準備に入る。

「とりあえず、今回に関してはよしという事にしといてや。僕らがフリーやったから、自分らの救助に成功したんやし」

「そうですね。ただ、そもそものきっかけが、このカレーパンの調理に問題があったから、というのが微妙に釈然としない部分はありますが……」

「どういう事かの？」

「ん？　ああ。このカレーパンな、作る過程で服に染みがつきやすくてなあ。これがまた、ものすごい頑固な汚れで、洗ってもそう簡単に落ちへんから、糸集めて汚れに強い服作ろうか、って話になって、手に入れやすい蜘く蛛もの糸を回収しに行っとってんや」

　あまりにアレな理由に、思わず微妙な顔をしてしまうドーガとレイナ。

　普通なら、作業用の服を買えばいいだけの話に聞こえるが、どうせこのヘタレ男の事だ。作った方が安くいいものが作れる、とかそんな余計な事を考えたのだろう。

　ファーレーンに限らず、大抵の場合自作が基本、という面もあってか、確かに服は買うと高い。が、蜘蛛の糸という事は絹なのだから、その作った糸を売って作業服を買えば、普通に十着は買えるのではないか、と思うのは気のせいか。

「まあ、考えてみたら、仕込みする時とか屋台でパン揚げる時とかに着るんに、わざわざ蜘蛛のシルクをつこた服作るとか、ものすごい贅ぜい沢たくな話ではあるけどなあ」

「……それで、服は用意できたのか？」

「いんや。織機を作らなあかんけど、ここやとちっと狭いから、まだ織機の材料集めたところで止まっとる。今僕らが着とるんも、布だけ買うて間に合わせで作ったやつやし」

　材料は集めたのか、と突っ込みそうになるが、ここで突っ込んだら負けだと思い、口を噤つぐむドーガ。

　多彩な能力を無駄遣いしている風情が強いこの二人について、どうにも先行き不安なものを感じるエアリス達であった。
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　物事というのは、進み始めると猛烈な勢いで話が進んでしまう事が多い。

　その法則に漏れず、今現在面倒事の真っただ中だというのに、外で仕事中だった春菜が、さらに別口の厄介事を持ち込んできた。

『東君、聞こえる？』

『どないしたん？』

『メリザさんのところでトラブル発生。多分私一人の手に負えないから、手を借りたいんだけど大丈夫そう？』

『ちっとおっちゃんに話してみるわ』

　春菜の口調にただならぬものを感じ、表情を引き締める。

　ちくわを焼いていた作業を止め、焼き上がったものをどけてからドーガの方に向き直る。

　なお、メリザというのは依頼で知り合いになった商人で、ほとんどが雑用任務だが、最近いろいろひいきにしてもらっている。

「おっちゃん、ちっとええかな？」

「何じゃ？」

「ちょっと藤堂さんがな、出先でトラブルに巻き込まれたらしいねん。一人で手に負えへん可能性が高い、ちゅう話やから、ちょい出かけたいけどええ？」

「儂らの事なら気にせんでもええぞ。飯も食わせてもらったし、留守番ができんほど耄もう碌ろくしておるわけでもない」

「ほな、悪いけどここで大人しくしとってな。果物とかは勝手に食べとってええから」

　そういい置いて、いろいろ道具類が入った鞄と手斧を持って部屋を飛び出していく宏。

　因みに昼食は、カレー風味のキャベツが入った関西風ホットドッグで済ませている。自家製のソーセージとケチャップが大好評だった。

『どこで合流する？』

『東門でお願い。一度門の外に出ないといけないから』

『了解』

　春菜の誘導に従い、錬金術で作った使い捨ての増幅アイテムを大量に使いつぶし、一気に東門に向けて駆け抜ける。

　春菜の口調では、あまりまごまごしている余裕はなさそうだし、運河や乗り合い馬車を使うにしても、ちょうどいいものがあるとは限らない。

　しかも、日本じゃあるまいし、あの手の乗り物は定時運行などしていない。

　転移ゲートは中央広場まで出ないと使えないため、どっちが早いかは微妙なところだ。

　ならば、余計なコストをかけないのは、冒険者としての基本である。

　できるだけ早く移動するために、裏道を駆使して走る。

　裏道を走るのは、対角に移動した方が距離が短くて済む、という分かりやすい理由以外にも、大通りは人が多く、こんなスピードで走るのは危険だというのもある。

「藤堂さん！」

「東君、早かったね」

「そらまあ、全速力で来たから」

　そう言って、重ね掛けが利く種類の移動速度増幅アイテムを取り出して見せる。

　それを見て、納得したように一つ頷く春菜。

　宏のスタミナなら、運河を使って二十分はかかる距離でも、普通に最後までトップスピードを維持できるだろう。

　ネックとなる冒険者としては遅い足は、増幅アイテムで十分フォローできる。

　ついでに言えば、冒険者としては足が遅いだけで、一般人と比べれば倍以上は速い。

「で、何があったん？」

「薬草を取りに行ったルミナちゃんが、戻ってきてないんだって」

「出て行ったんはいつ？」

「今朝早くに、だって。冒険者や他の子たちと一緒に出て、トラブルがあって逃げて来て、戻ってきたら何人か居なかったそうなの」

「そらまずいな。居おらんのは何人？」

「分かってるのは三人。全部女の子」

　外に出る手続きをしながら、必要な情報を交換する。なお、ルミナというのはメリザの娘である。

　因みにファーレーンでは、商店の子供が採取のために外へ出るのは、それほど珍しい事ではない。薬の材料や日持ちする食材などは冒険者協会が常に販売しているが、基本的に協会から買うと質の割に高くつくため、余程急ぎの場合か遠出しないと手に入らない物でもない限り、冒険者たちと一緒に採りに行くのが一般的なのだ。

　その際に同伴する冒険者は、駆け出しよりは経験を積んだ人物が多い。と言うより、全くの駆け出しは、職員のテストに合格するまで、あまり外に出る依頼を回してもらえないのである。そのため、一般人に同伴する冒険者は、それなりの戦闘能力と、ある程度の目配りが利く人間となる。

　今回の同伴者も、それなりに実績を積んだ冒険者達だった。

　つまり、そのレベルの冒険者でも手に負えないトラブルが発生した、という事である。

「因みに、トラブルって？」

「もう少し山の方にいるはずの、ちょっと強めのモンスターが出てきたんだって」

「また、きな臭い話やな」

「うん。最近、あまりよろしくない噂うわさも聞いてるし」

「子供の行方不明が増えてる、言うんはアンさんから聞いてる。今回も、その絡みかもしれへんな」

　春菜が先回りして聞いてあった、冒険者がモンスターと殴り合いをする羽目になった場所に向かいながら、いろいろ意見交換を進める。

　宏達の他にも何人か、メリザがひいきにしている冒険者が捜索に出ている。

　こういう依頼は報酬がないも同然になる事も珍しくないが、嫌がって受けないという冒険者はあまりいない。むしろ、ひいきにしてもらっている相手の緊急事態の場合、進んで報酬なしで動く冒険者の方が多いぐらいだ。

　宏達も例に漏れず、何度かルミナと一緒に採集をしており、質のいい素材を取ってくるからという理由で、メリザにはかなりひいきにしてもらっていた。最近では、協会の買い取り値よりもメリザに卸した方が高く売れるため、もっぱら討伐系の仕事で集めた素材はこちらに売っている。

　その関係で直接名指しで依頼を受けた事も結構あり、それなり以上には親しい相手である。

　なお、この二人が一番多く受けている仕事は、道具の修理・改造、店の補修といった技術のいる雑用系で、戦闘能力という点に関しては、装備のせいもあってあまりあてにはされていない。

　今回も、普通の冒険者より目め端はしが利くから、ぐらいの理由で話を持ちかけられたのだ。

　何しろ、状況的に人手は一人でも多く欲しい。

「……藤堂さん」

　交戦場所まであと半分、というところで、唐突に立ち止まった宏が春菜を呼ぶ。

「どうしたの？」

「あそこ、不自然に乱れとる」

　宏が指さした先を、眉をひそめながら観察する春菜。

　確かに茂みが少々乱れてはいるが、言われてみればそんな気がしなくもない、という程度だ。気のせいと言われればそれで片づくかもしれない、というレベルである。

「不自然、なのかな？」

「少なくとも、僕の目にはそう映る」

　スキル構成と能力値の差か、こういう事についての目利きは、宏の方が大幅に優れている。

　とはいえ、自分達だけで単独行動をとるのはまずい。何人か冒険者を呼ぶ事にする。

「気になる場所って、ここか？」

「うん。ちょっと不自然に見えるねん」

「……当たり、かもな」

　分類上はシーフやスカウトと呼ばれるタイプの、追跡や罠わなの発見・解除、鍵開けなど、戦闘には絡まないが、冒険者をする上で重要になる能力を重点的に鍛えている青年が、険しい顔で答える。

「まじかよ？」

「足跡が残ってる。それも、割と新しいやつだ。ついでに言うと、わざわざ偽装してる」

　そのせいで却って不自然になってるんだがな、と言うシーフの言葉に、集まっている冒険者一同の表情が硬くなる。

「もしかして、結構やばいんじゃないか？」

「ああ。だが、下手に全員で行っても、行方不明の子供を人質に取られかねない。それに、空振りになる可能性もある。こっちは俺とこいつらでちょっと調べてくるから、お前らは念のために、他の場所も調べてくれ」

「そいつらで大丈夫か？」

「ああ。確かハルナは補助魔法が使えるし、採取をメインにやってるからか、こいつら結構気配を消すのが上う手まい。それに場合によっちゃ奇襲をかける事になる。下手に鎧よろいを着てるよりは、これぐらい軽装の方が悟られにくい」

　シーフの言葉に、思わず苦笑する宏と春菜。

　確かに無駄な戦闘を避けるために、好戦的なモンスターの後ろを気配を消して物音を立てずに移動する事が多い二人は、鍵開けや罠の解除ができないのが不思議なぐらい、気配を消すのが上手かったりする。

　しかも二人──というより『フェアリーテイル・クロニクル』のプレイヤーキャラは大抵、クエストで必要になるため遮音結界も覚えている。

　こういった隠密活動には、ことのほか適性が高かったりするのだ。

「とりあえず遮音結界を張って移動するけど、人が増えると見つかりやすくなるから、少人数の方がありがたいのは確か。何かあった時、連絡は取れるんでしょ？」

「ああ。居場所の伝達手段もある」

「だったら、三人で行こう。火力も防御力も、とりあえずどうにかはできるから。ちょっと嫌な予感がするし、あまりまごついてるのは多分まずいよ」

　髪をさっさとまとめた春菜の言葉に、真剣な顔で頷く他の冒険者たち。

　方針が決まったらとっとと動くのが鉄則、とばかりに分担を割り当てて散っていく。

「『透明化』があるけど、どないする？」

「それ、お互いに見えるの？」

「見せたい相手にだけ、自分の姿が見えるようにできる。ただ、余りもんのやっすい素材つこてるから、効果時間はお察しや」

「だったら、予想通りだった時まで取っておこう」

「了解」

「他に何かある？」

「鞄ごとありったけのアイテム持って来とるから、数はともかく種類はいろいろあるで。移動しながらざっと説明するわ」

　宏の言葉に頷く春菜とシーフ。

　今までの一カ月、ただ料理と調味料の研究しかしていないわけではない。

　ウルス近郊で手に入るもので、何が作れるのかは一通り確認してあるし、作れるものはそれなりの在庫を用意してあるのだ。

　とにかく嫌な予感しかしない現状、使える物の確認にそれほど時間をかけるのは、多分まずい。

　三人は仮パーティを組み、できるだけ音を立てないように打ち合わせをしながら、迅速に足跡を追いかけていくのであった。
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　香か月づき達たつ也やと水みず橋はし澪みおは、ついていなかった。

　何しろ、『フェアリーテイル・クロニクル』を遊んでいたら突然エラーが画面を覆い尽くし、気がついたら体を縛り上げられていたのだから。

「まいったもんだな、こりゃ」

「まいった」

　手かせ足かせをつけられ、方々からさらってきたと思われる人たちと一緒に牢ろう屋やに放り込まれた二人は、現状について投げやりに、ほとんど出ていないと言っていい程度の声量で話し合っていた。

　長い事水も与えられていないため、声がかすれている。

「達たつ兄にい、これってお約束のあれかな？」

「お約束のあれだろうなあ」

「そうなると、達兄が殺されずに済んだのは、むしろラッキー？」

「嫌な事言うなよ、お前……」

　澪の言葉に、げんなりした表情を隠そうともしない達也。自分でも思っていた事をはっきり言葉にされてしまい、かなりへこんでしまう。

　達也も澪も、自分達が『フェアリーテイル・クロニクル』もしくはそれに酷似した世界に来ている事を察している。

　そう考えるに至った理由はいろいろあるが、一番大きいのは脱出できないかとあれこれやっている時に、達也が魔法を使えた事だ。

「で、だ。この状況があれだとして、どうにかできる当てはあるか？」

「スキルは使えそうだけど、素手じゃ無理。達兄は？」

「魔法は使えたが、連中に直接当てるとか、ぞっとする話だからなあ」

「だよね」

　達也の言葉に、ため息しか出ない澪。

　そもそも、攻撃魔法なんてものをこんなところで使ったら、周りの人たちがどうなるか分かったものではない。

「それにしても、いろいろ複雑な気分」

「ん？」

「さっき連れて行かれた女の人、多分……」

「あ～、そうだろうなあ」

　考えれば考えるほど胸むな糞くそ悪くなる話に、己の無力を痛感してうつむくしかない二人。

　自分達をここに放り込んだ人相の悪い連中が、十代後半と思われる、ものすごく可愛いわけでも美人なわけでもないが、比較的豊満な肢体をした女の子を、先ほど連れ出して行った。

　この中で一番可愛い女性でも綺き麗れいな女性でもないところを見ると、彼女はそういう扱いを受けても商品価値が下がらない、と判断されているのだろう。

「ボクが選ばれなかったのって、肉がついてないから、だよね？」

「だろうなあ」

　そう言いながら、再びこの従妹の姿を観察する。

　何度見ても、ベッドで点滴を受けていた時と変わらない外見だ。

　介助してもらえば辛うじて、多少は口を使って物を食べる事ができたためか、一応胸元にはわずかながら女性らしい膨らみが見て取れるが、半身不随の寝たきりなので、その体には筋肉も脂肪もほとんどついていない。

　普通に整った可愛い顔はしているが、これだけ痩せていると、さすがに魅力的と言うのは結構難しいものがある。

　寝たきり故に髪もそれほどちゃんと手入れはされておらず、伸びるにまかせてぼさぼさになっている。

　名簿だけの話とはいえ、今年中学に進学したばかりという年を考えれば、体が治ってちゃんと食べれば、背丈や胸に関してはまだまだ育つ可能性は十分にある……のだが、当人は割と諦めているのも知っている。

　さすがに、事故と難病のダブルパンチとくれば、気休めを言うのもむなしい。

「もし健康だったら、どうなってたのかな？」

「あんまり考えるな。考えたところで、碌な結論にならないぞ」

「うん。でも、おなか減ったね……」

「もう、二日は何も食ってないからなあ……」

　自分達を捕まえた連中には、どうやら食事を与えるという発想はないらしい。

　商品を飢えさせるとかどうなんだ？　と思わなくもないが、どうせこいつらの事だ。食ったら出すから掃除が面倒くさい、とか、すぐに売るんだから餌代がもったいない、とかそういうレベルの発想だろう。

　死んだところで、すぐに新しい商品を補充できる、という考えもありそうだ。

　二人はまだ二日だが、その前から閉じ込められている人間も居る。

　他の人間は騒ぐ元気どころか、体を動かすエネルギーすら枯渇している感じである。

　普通、人間が全く飲まず食わずで耐えられるのが七十二時間程度、という事実を考えれば、身動きが取れないほど消耗していて当然である。

　元気なのは、さっき連れて来られてここに閉じ込められた、三人の女の子ぐらいだ。

「どうやらまだ生きているようだな、ウジ虫ども」

　空腹を感じて口を閉ざし、せめて食料だけでも強奪できないかと物騒な事を考えていると、親玉らしい強こわ面もてのおっさんが、サドッ気たっぷりの表情で牢屋の中に声をかけてきた。

　無論、誰も反応などしない。

　長く居る人間は生命維持に精一杯で、まともな反応など返せるわけがない。

　新しく連れて来られた女の子達は、この異様な雰囲気とおっさんの凶悪な気配に飲まれ、怯おびえて震えながら縮こまっている。

「お前らの新しい飼い主の方々をこれから呼んでくる。が、さすがに全員は飼えんから、売れ残りは処分する。死にたくなかったら、せいぜい気にいられるように頑張るんだな」

　そう言って、何人か手下を連れて出ていく親玉らしい男。

　牢屋から出ていく時、最後の一人がわざわざ希望を砕くようなセリフを残していく。

「そうそう。間違っても脱走とか考えんじゃねえぞ。ここは森の中だから、周りはモンスターがうじゃうじゃいる。それに、腕利きを何人か残していくから、丸腰のウジ虫どもがどうこうできると思わねえことだ。ま、どうせそんな元気もないだろうがね」

　その言葉を聞いて、こいつらが食事を与えなかった本当の理由に気がつく。

　仮にこちらに戦闘能力があったところで、飲まず食わずで二日も三日も放置されれば、戦う事などできはしないだろう。

「まいったな……」

「ん……」

　男たちが出て行った先を見つめながら、力なく囁ささやき合あう二人。

　正直なところ、真っ先にとまでは言わないが、自分達は高確率で処分される側に回るだろう。

　せめて多少でも食べていれば、一矢報いるための体力や気力も湧こうものだが、この状況ではさすがに無理だ。

　人間、飲まず食わずというのがここまで精神力を削るとは思いもよらなかった。

「こんなひもじい夢は願い下げだが、後はこれが夢だったというオチに期待するしかねえか……」

「……ん？」

「どうした？」

　何かを感じ取ったらしい澪の反応に、怪け訝げんな顔をして質問をぶつける達也。

　だが、その質問に澪が答えを返す前に、二人にとって聞き覚えのある声が、呆あきれたような怒りをこらえるような口調で声をかけてきた。

「全く、ここまで予想通りとか、勘弁して欲しいなあ」

　明らかに何度も聞いた声。二人とも、その声の主にはいろいろ世話になっている。

　もっとも、澪はともかく達也の場合、同じぐらいいろいろ面倒を見ているため、どちらかと言えばギブアンドテイク、という間柄ではある。

　声が聞こえてきた位置を考えると、もう姿は見えているはずなのに、どう見ても誰も居ない。

「……もしかして、ヒロか？」

「……師匠？」

「ん？　その呼び名を知ってる、ちゅう事は、プレイヤーの人？」

　その台詞せりふとともに、ヘタレそうな青年の姿が現れる。

　髪と瞳の色が違ったり、身長が記憶より若干高かったりはするが、まぎれもなくその姿は生産廃人のヒロである。隣には、金髪に青い瞳の、ものすごく綺麗でグラマーな女性が、それなりの距離を置いて立っている。ヒロの方は自分達と違ってほとんど見た目が変わっていないが、どうやらゲームの時は外見をそれほどいじっていなかったようだ。

（もしかしたら、助かるかもしれないな）

　彼の姿にそんな期待を持った達也。

　ヒロの事はよく知っている。防具らしい防具は身につけていないが、たかが盗賊ぐらいで怪我をするほど、軟弱な肉体はしていない。

　もっとも、そもそも達也達にしても、最初から縛られているという最悪の条件だったからこうなっただけで、連中からは何の脅威も感じていない。

　人質なしでかつ人間相手に攻撃する事を割り切っていれば、最初に持っていたらしいナイフ一本でも、余裕で勝てる自信がある。

「東君、そういう話は一旦後回し。まずはこの人達をどうするか、考えよう」

　となりにいる女性の声に頷き、あたりを見渡すヒロ。

　どうやら、女性の方もそれなり以上のレベルはあるらしい。

　助かるかもしれない、が、助かる、という確信に変わるのを感じながら、二人の邪魔をしないように、とりあえず黙っておくことにする達也と澪であった。
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「東君、そういう話は一旦後回し。まずはこの人達をどうするか、考えよう」

　人質の中にいる誰かと、後でも間に合う種類の情報交換をしそうな雰囲気の宏を、とりあえず釘くぎをさして牽けん制せいする春菜。

　この人数をあの規模の集団から救助するのは、かなりあれこれ準備が必要なはずである。

　まずはそっちの段取りを優先しないと、後で後悔することになる。

「とは言うても、全員連れて逃げるんは、今のこっちの人数では明らかに無理があるで。転送石一個で運べる人数でもあらへんし、三つしかないから何人か荷物扱いしても、半分ぐらいしか連れ出されへん」

「ジェイドさんが救援を呼んでくれたみたいだから、それまでこっちで時間を稼ぐしかないと思う」

「となると、籠ろう城じょうできるように準備せなあかんな」

　そう言って、あたりを見渡して鞄を漁あさり始める宏。準備、などと言っても、罠を仕掛けるような能力は持っていない。

　なお、ジェイドというのは、宏達とは違うパーティから借りた盗賊である。時間がないため、このアジトに入った時点で別行動をとり、他に人質はいないか、戦力はどんなものか、などを調べて回っている。

「師匠、ここから出してくれたら、罠はボクが仕掛ける」

「さよか。ほな、とりあえずここを開けやんとなあ」

　鍵開けはできへんねんけどなあ、などとぼやきながら、牢の扉をどうにかできないか観察をしていると、春菜が声をかけてくる。

「念のために遮音結界を維持したまま消音結界を張ってくれたら、私が鍵を切り落とすよ」

「了解。任すわ」

　春菜の提案に頷き、言われた通りに消音結界を張る宏。

　魔力の流れから結界の準備が終わったのを確認すると、気合い一いっ閃せん、正確に鍵を切り落とす春菜。

　なお、遮音結界は、特定の範囲から音が漏れないようにするもので、消音結界は一定範囲内の音を消すものである。

　どちらも操作できる音の大きさが力量に左右されるので、今回は念のために両方を重ねて張ったのである。

「ちょっとじっとしててな」

　牢を開け、『フェアリーテイル・クロニクル』のプレイヤーらしい二人の手かせと足かせを斧で叩たたき壊こわす。

　プレイヤーであるならプレイヤーキャラの能力を持っている確率が高い。

　冒険者向けのスキル構成でなくても、基本攻撃スキルは必ず持っているし、パラメーターは確実にこの世界の一般人より高い。

　上手くいけば戦力になるし、そうでなくても自衛ぐらいはできるだろう。

　そもそも、こちらには見覚えはないが、向こうはこちらの事を知っている。

　ならば間違いなく冒険者寄りのスキル構成だから、自衛ぐらいはしてくれるはず。

　そう考えての行動だが、その期待は微妙に裏切られる。

「うう……、立ち上がれない……」

「腹ペコが足に来てるな、おい……」

　その言葉に、周囲を観察し直す。

　言われてみれば、こういう牢屋にありがちな排せつ物のにおいが、ここではあまりしない。

　多分、水も食料もほとんど与えられていないのだろう。

　もっと言うなら、暴行を加えられた跡が見受けられる人間も居る。

「捕まってから、何も食わせてもらえてないんだよ……」

「ごめん、師匠……。本気で足腰が立たない……」

　空腹による貧血でまともに立ち上がれない様子の二人にため息をつき、鞄の中からとりあえず水とパンを取り出して差し出す。

　因みに、立ち上がれない主な理由は確かに空腹と脱水症状だが、長い間同じ姿勢で居たことによる筋肉の硬直と足の痺しびれも、かなりの割合を占めているのはここだけの話だ。

「他の人のご飯は、もう少し待って。今手元にある分やと、全員に回らへん」

「その代わり、食べた以上は働いてね」

　そう言いながら、とりあえず水だけはありったけ取り出す宏と春菜。

　見た感じ、脱水症状がひどい人間も少なくなかったからだ。

　鞄から出てきた樽たるとコップを見て、目を丸くする人質たち。

　さすがにこんなものを鞄に入れて持ち歩く人間は、そんなに多くはない。

「さて、そっちの二人は、何ができるん？」

「そうだな。お前さんがヒロなら、俺はオババと名乗れば大体のところは分かるんじゃないか？」

「ボクはミック」

「……オババにミックって、マジかい」

　自己紹介を聞いて唖あ然ぜんとし、思わずうめくように呟つぶやく宏。

　先ほどから、目の前の女の子が自分の事を師匠師匠と呼んでいたから、自称も含めて三人いる弟子（全員男キャラ）のうち一人がネナベだったというのは判断できた……が、よりにもよって一番でかくてイケメンで、そのくせ男くさい外見のミックがネナベだったとは予想外だった。

　逆に、オババは最初からネカマだとは思っていた。思っていたが、中の人がこんな色男だとは想像もできなかった。何しろ、ゲーム内では自称のとおり魔法使いの老婆という外見で、しかもかなり気合いの入ったロールプレイをやっていたのだから。

「まあ、ええわ。ミックや、言うんやったら、確かに罠は何とかなるな。そろそろ動けそうか？」

　とりあえず、状況を考えてとっとと気分を入れ替える。

「……ごめん、まだちょっときつい」

「確か、依頼で作ったポーションのあまりがあったはずやけど、それでいける？」

「分からん。何分、いろいろ初めての状況だからな」

　オババの言葉に、それもそうかと頷いて、とりあえず保管してあったあまり物のポーション類を渡す宏。

　二人はそれを受け取ると、一気に飲み干した。

「何とか動けそう」

「自信はないが、やるだけやってみるか……」

　その言葉に宏は頷くと、とりあえずありあわせの物で罠やバリケードを準備していく。

　作業の最中に、入り口と奥から人の足音が聞こえてくる。

　もっとも、感覚の能力値がかなり高い宏とミックにしか聞こえていないのだが。

「誰か来た。ミックとオババはバリケードん中に入って待機しとって。足音の数から言うて、入り口から来る人間の方が多いみたいやから、藤堂さんは奥お願い」

「了解」

　さっくり役割分担を決めて、こちらに来てから初めての対人戦に備える宏と春菜。

　二人が構えると同時に、凄まじい音を立てて洞窟の奥の壁が崩れる。

　崩れた先には、オーガかトロールと呼んだ方がいいほどの体格をした、スキンヘッドの筋肉の塊が。手にはこん棒と、ぼろぼろになって気絶しているジェイドを持っている。

　ジェイドをそこら辺に投げ捨てたスキンヘッドは、春菜の姿を見るとにやりと獰どう猛もうな笑みを浮かべ、威嚇するようにこん棒を振り回す。

　その威嚇を受けて、通路ではなく壁から現れるという予想外の登場に唖然としていた二人が、気を取り直して戦闘態勢に入る。

「藤堂さん！」

「大丈夫、任せて！」

　明らかにボス級だと思われる相手を見て、いつものように前衛として抑え込もうとする宏を制する春菜。正直、このタイプは春菜にとって、最もやりやすい相手だ。
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「せやな。こっちを空けるんはまずそうや」

　通路を下ってきた人数を見て、舌打ち交じりに呟き、いつものように震えながら盗賊一味と相対する。

　こうして、予想外のスタートで、二人の初めての対人戦は幕を開けたのであった。
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　振り下ろされたこん棒を受け流し、カウンターであえて浅めに切りつける。

　鋼のような筋肉を持つスキンヘッドにとっては、正直かすり傷でしかない程度のダメージではあるが、少なくとも魔法剣などを使わなくとも、普通にダメージが通るという事は確定した。

　もう一つ言うなら、宏のように見ている目の前で傷が治る、というほどの回復力もないようだ。

　その情報をもとに、相手の攻撃一撃に対して、二回攻撃を入れて体力を削りにいく春菜。

　獣のような唸うなり声ごえとともに、轟ごう音おんを立てて振り回されるこん棒は、普通の人間が食らえば一撃でミンチになるだろう。

　だが、かなりの大振りなだけに、見切るのはそれほど難しくない。気絶しているジェイドがいるため、避ける方向に気をつけなければいけないが、逆に言えばそれだけの話である。

「はっ！　てい！」

　こん棒を持つ腕を二度、浅く切り裂く。

　あまり深く切ると、筋肉によって固定されかねない。なので、突きも表面をかすめるようにするのが基本だ。それに、下手な攻撃をして、殺してしまうのは正直避けたい。

　持久戦になる可能性が高いので、下手に大技を使うのもＮＧである。

　右からの振り下ろし。軽いステップで回避。胸板とわき腹を刻む。

　水平方向へのスイングをくぐりぬけ、さっき切った場所をもう一度、正確に斬りつける。

　左腕のパンチ。腕を切るようにして逸らす。そのまま三度斬りつけて相手の懐から脱出する。

　華麗に、可か憐れんに、舞うように相手を翻弄し、少しずつダメージを蓄積させていく。

　スキンヘッドにとっては、吹けば飛ぶような小娘の予想以上の抵抗が面白くないらしい。獣のごとく吠ほえながら、力いっぱいこん棒を振り下ろし、あっさり春菜に受け流されて悔しげに唸る。

　当てれば即座にへし折れるはずのレイピアが、何度打ち合っても手ごたえなく流される。

　パワー馬鹿の攻撃と侮れぬほど鋭い一撃は、春菜の体をかすめる事すらできない。

　春菜の技量がなければ、たとえ宏特製のレイピアといえども、せいぜい三度目の受け流しで折られていたであろう。

　スキンヘッドは、その程度の実力は持ち合わせている。

　たとえ騎士といえども、それなりの実力がなければ、普通に返り討ちにあいかねないぐらいには、この大男は強い。

　ただ今回の場合、相手が悪かった。

（そろそろ調整した方がよさそう）

　何度目かのヒットアンドアウェイの後、あえて大きく距離を取り、全体の位置関係を再度確認。位置を冷静に判断し、手早く誘導先を決める春菜。

　逃げ回りながらの攻撃ゆえに、地味に微妙な位置に追い込まれつつある。

　が、とりあえずジェイドに流れ弾が飛ぶ心配はなくなった。

　あとは、足場が悪くなってきている現在の交戦位置から、牢屋の正面ぐらいまで誘導すれば、細かい事を気にせずに戦闘を続行できる。

　無論、牢屋を背にするのはまずい。相手の攻撃が空振りし、地面を叩いた時に飛び散る瓦が礫れきは、至近距離なら十分ダメージを受ける威力があるからだ。

　入り口方面に何度か、魔法が発動した時特有の魔力の流れを感じたが、宏を信用して無理やり頭をクールダウンする。

　最悪、オババとミックがある程度の支援はするだろう、という読みもあるし、こっちが下手を打てばそれこそ宏に余計な負担をかける。こういう時は焦らず、自分の役割をしっかり果たすのが、パーティ全体に対する最大の支援になる。

「ふん！」

「甘い！」

　馬鹿の一つ覚えのような振り下ろしを綺麗に受け流し、相手が自分を見失うように誘導する。

　そのまま流れるように背後に回って、特殊攻撃スキル・ブレイクヒットを放つ。

　相手の姿勢を大きく崩す事を目的とした、スマッシュの亜種ともいえる攻撃を受け、つんのめるスキンヘッド。

　予定通り丁度いい位置に下がった頭に、横からスマッシュを叩き込んで吹っ飛ばす。

　一見便利に見えるブレイクヒットだが、余程大型の相手でもなければほぼ確実にダウンが取れるスマッシュと違い、適当に入れたところで、良くて一瞬動きを止める程度の性能しか持ち合わせていない。

　相手の姿勢を確実に崩そうと思うのなら、それなりにダメージを与えた上で、タイミングを合わせて叩き込まないと効果が出ない。

　このタイミングを合わせて、というのが意外と難しく、スマッシュやその発展スキルで安定してダウンを取れる事もあって、出番はそれほど多くない。

　だが、スマッシュ以上に出が早く、ほとんど動いていないようなモーションでも効果を出せる技であるため、使いこなせれば極めて効果的な、プレイヤーの技量がもろに出る技であり、人型や獣型を相手にするとき、春菜が好んで使う技の一つだ。

　ピアラノーク戦で使わなかったのは、昆虫系や甲殻類との戦闘経験が乏しかった事が大きい。

　特に蜘蛛のような重心が低く、安定した足回りを持った相手に対しては、どういう入れ方をすれば崩せるのかが分からないので、いかな春菜といえども効果的な使用は難しい。

　宏という前衛がいる以上、わざわざ無理してソロでやるような真似をする必要がなかった。そういった理由もあって、普通の攻撃スキルに絞ったのである。

「シャドウセイバー！」

　ＨＰよりもスタミナとＭＰを大きく削る類の、闇属性の魔法剣で斬りつける。

　特殊効果としてスタン、混乱、恐怖、バインドという四種類の状態異常が付与される、搦からめ手てから攻めるタイプに御ご用よう達たしの上級魔法剣だ。

　補足だが、昆虫系のボス属性には、バインド以外はほぼ通用しない上、バインドも効果が薄い。

「とりあえず、念のためにもう一発」

　白目をむいて倒れた敵に、似たような種類の特殊攻撃を、もう一発叩き込む春菜。

　ビクン、と痙けい攣れんした後、完全に動かなくなるスキンヘッド。

　一応生存を確認した後、鞄の中に入っているワイヤーで縛り上げる。

　何でそんなものを持ち歩いているのかと言うと、荷台に木材を固定したり、てこの原理を応用して物をつりさげるのに使ったり、大工仕事の時に仮固定をしたりと、雑用任務で地味に使い道が多いからだったりする。

　因みに、宏の指導を受けて春菜が作り、エンチャントまで施したものだ。

「これでよし、と」

　動けない状態になっている事を確認し、宏の支援に向かおうとして、入り口から濃厚な血の臭いが漂って来ている事に気がつく。

「東君!?」

「大丈夫や、僕の血やあらへん！」

　例によって震えながら斧を振るいつつ、震える声で春菜に返事を返す。

　見ると、入り口付近には矢で胸を貫かれた盗賊らしき男の死体と、その胸元から流れ出した大量の血だまりが。

　それ以外でも、宏の足元はなかなかごちゃごちゃした状態になっている。

　何しろ、ナイフだの矢だの石ころだのが大量に転がり、へし折られた剣の切っ先が散乱し、背中に大量に矢が刺さり全身が焼け焦げた死体（これは五体満足だ）が倒れている。

　宏が通せんぼしている通路の奥を見ると、吹っ飛ばされて白目をむいているのが一人と、吹っ飛ばされた時に巻き込まれたらしいのが三人、完全に足止めするような形で倒れており、そのうちの一人は、首があらぬ方向に向いている。

（……もしかして!?）

　状況から察するに、多分矢が刺さっている死体以外は、宏が殺してしまったのだろう。

　正確には、弾はじき飛とばした拍子に首の骨を折ったか、当たりどころが悪くて死んでしまった、といったところか。

　状況が状況だけに、宏が人を殺した、という事に対してはこれと言ってショックを受けたりはしないが、昨日の今日だ。その事が後に響かないか、という事は心配である。

　何にしても、少しでも彼の負担を減らさないと、と考えて移動しようとしたとき、宏がそれを制する。

「こんでええ！」

「でも！」

「大丈夫！　援軍が来た！」

「正解！」

　見知らぬ女性の声が響き、それと同時に断末魔の叫びが二つ上がる。

　その混乱に乗じて、ボスと思しきえらそうな男と、奴隷商だと思われる太った男をスマッシュで吹っ飛ばし、顎の先を大剣の柄で殴って気絶させる。

「はい、お疲れ」

「遅くなって済まない」

　いろんな意味ですらりとした体型の、まあ普通と言っていい容姿の女性がねぎらいの声をかけてくる。

　顔立ちや髪と瞳の色を見るに、どうやら日本人らしい。多分、彼女もプレイヤーなのだろう。

　後ろからは、驚いた事に姿を変えたレイナも出てくる。

「お疲れさん、助かったわ」

「別に、あたしが来なくても、あと五分もあればあっちの彼女と二人で制圧してたっしょ？」

「本当に、遅くなってしまって申しわけない」

「いや、来てくれてほんまに助かった。おかげで、藤堂さんが人殺しするリスクは避けられたから、な」

　宏の言葉に、神妙な顔で頷く二人。

　どうやら、彼女達も春菜にはあまり人殺しをして欲しくないらしい。

　レイナからすれば、昨日の今日だから、宏にも人殺しなどして欲しくなかったところであり、それだけでも悔やんでも悔やみきれない。

「しかし、何ちゅうかなあ……」

　青い顔のまま、どうにか震えを抑えた宏が、複雑な感情とともに言葉を吐き出す。

「何よ？」

「多分、モンスター仕留めたり解体したりするんにためらいがないんと同じ理由なんやろうけど、人殺した事に、全くショックがない事が、正直言うてものすごいショックや……」

「あ～、あたしだけじゃないんだ、それ……」

「お姉さんも、そうなん？」

「うん。まあ、日本じゃないんだし、悪い事してたやつらに攻撃されて抵抗しただけなんだから、誰もあんたを責めたりしないわよ」

　軽く一つ頷くと、気休めみたいな言葉をかけながら宏の方に近寄ってくる女性。

　反射的に距離をとる宏。

　その様子を見て、不機嫌そうに眉をひそめる。

「ちょっと、何よ？」

「あ～、申しわけない。僕な、正直に言うて、女の人がものすごい怖いねん」

　その言葉に、何とも言えない顔でため息を漏らす女性。

「リーナに聞いてたけど、相当ねえ。エア、じゃなかった、エルの護衛って観点ではすごく不安になる回答、ありがとう」

「は？　その名前が出て来るっていう事は……？」

「あたしは溝みぞ口ぐち真ま琴こと。七級冒険者でドルおじさんの手札の一枚。よろしくね」

　そう言ってにっこり笑いかけてくる真琴に対し、どう反応するか、と微妙に悩ましい態度を取ってしまう宏と春菜であった。

　なお、この後ウルスに戻った春菜が風呂を済ませた後、残り時間で何事もなかったかのようにカレーパンの屋台を開店した事に対し、真琴が呆れたような顔で

「道中あんだけあのヘタレの事を心配してたくせに、平然とカレーパンを売ってるんじゃない！」

　と突っ込んだのは、また別の話である。






ファーレーン編　第七話






「練って混ぜて、まぜるんば。混ぜて混ぜて、まぜるんば」

　おやつの時間。今日はどんなものを出してくれるのだろうかとわくわくしていたエアリスの前に出て来たのはいくつかの怪しげな粉と水に、魔女の扮ふん装そうをした胡う散さん臭い老婆であった。

「混ぜれば混ぜれば、まぜるんば」

　ぽかんとしているエアリスの目の前で、妙な歌を歌いながら手際よく粉を水で溶いて混ぜ合わせ、練り上げていく老婆。練っていくうちにゲル状の微妙な何かができ上がっていく。

　ところどころ妙な効果音が入っているところが、とことんまで怪しい。

「混ぜればおいしい、まぜるんば！」

　妙に気合いの入った宣言とともに、混ざり切って完全にゲル状の何かになったそれを、自身の口に運ぶ老婆。

　正直なところ、疑問というか突っ込みどころが多すぎて、どこから手をつけていいのか分からないエアリス。

　そもそも、この目の前の老婆は何者なのか。今の寸劇に何か意味があるのか。

　第一、あの怪しい色合いの何かは、本当に食べて大丈夫なのか。

　疑問は山ほどあり、突っ込みたい事はいくらでもあるが、育ちが良くて基本的に大人しい性格のエアリスには、突っ込みを入れていいのかどうかすら、判断がつかなかった。

「何やってんのよ、あんた達……」

　困惑のあまりフリーズしていたエアリスを救ったのは、外出から戻って来た真ま琴ことであった。

　おやつが用意してあると聞いて、折角だから御相伴にあずかろうと入ってきたら、丁度老婆が練っている最中だったのである。

　昨夜からずっと真琴と一緒に行動しているレイナは、何とも言えない光景に反応を決めかねている。

「何って、まぜるんばやけど？」

　謎の効果音を入れていた宏ひろしが、しれっとそんな返事をする。

　因ちなみに『まぜるんば』とは、知育菓子と呼ばれる化学反応を利用した怪しげなお菓子のうち、彼らの世界で一番ポピュラーな物である。

　その食感はムースに近いもので、見た目ほど怪しい物ではないのだが、謎の粉末を混ぜ合わせるというその作り方から、とかく不信感を持たれがちな代物でもある。

「それは分かってんのよ。なんでまぜるんばなのよ？　しかもわざわざ達たつ也やにそんな扮装させて」

「そんなもん、日本の伝統的な知育菓子やからに決まってるやん。やっぱり日本を知る上で、一度はこのネタを見とかなあかんで」

「答えになってない……」

　どうすればそれが回答だと認められると思ったのか、小一時間ほど問い詰めたくなる宏の言い分。

　それを聞いて、思わず疲れたように椅子に座りこむ真琴。

　その真琴の前に、同じように怪しげな粉を並べていく宏。

　言うまでもないが、達也がやっていたのは、まぜるんばのＣＭの扮装である。

　彼が扮していた老婆には、まぜるん婆という名前があり、粉を混ぜて練るのが趣味というよく分からない設定が存在する。

「……何が悲しゅうて、ウルスでまぜるんばを食べなきゃいけないのよ……」

「溝みぞ口ぐちさん、そろそろ日本の食べもんが恋しい頃やろ？」

「真琴でいいって。っていうか、溝口って呼び捨てにしたり、フルネームで呼んだり、虎大砲とか言ったりしたらマジですりつぶすからね」

　彼女は思春期の頃、とある格闘ゲームの復刻版が発売された事により、名前を散々からかわれた経験がある。その時のトラウマから、自分の名字とフルネームが嫌いだったりする。

「あと、まぜるんばは別に恋しくない。というか、こんな体に悪そうなもの、エルに食べさせようとしないの」

「誤解があるようやけど、体に悪いもんは一切入ってないで」

　真琴の突っ込みに反論した宏の言葉に、驚いたように視線を集中させる真琴と老婆こと達也。

　その態度に苦笑しながら、からくりを説明する宏。

「これな、牛乳の凝固反応を利用してるねん。で、今回はやらへんかったけど、色変わるバージョンのは、要するにリトマス紙の反応をつこてるんよ。天然の色素の中には酸性もしくはアルカリ性に反応して、リトマス紙みたいに色が変わるやつは珍しくないんやで」

「そうなのか？」

「うん。代表的なのが紫キャベツの色素やな。これなんか、教科書に出てくるほどメジャーやし。あと確か、アジサイの色なんかもそうや。あれは土壌が酸性かアルカリ性かで花、っちゅうか、がくの色が変わる。他に、なんやったかは忘れたけどなんかの果物の果汁をつこたゼリーに、レモンの果汁をたらして混ぜて色を変える、っちゅう食べ方をしとったで。そもそも、食材自体、必ずしも中性やないし」

「にしても、わざわざこんな微妙な物を苦労して再現しなくても……」

「ええやん。これぐらいの遊び心は、人生渡って行くのに必要やで」

　宏の言葉に、苦い顔をする真琴。宏……というか、宏と春はる菜なの場合、その遊び心とやらで無制限に脱線しそうな雰囲気があるのが問題なのだ。

　特に宏は関西人ゆえか、女子の会話とはまた違った形で脱線するタイプである。

　その上、厄介な事にこの男、世界でも指折りの職人であり、物資面では完全にこいつに牛耳られている。幾分劣るとはいえ澪みおもトップクラスの生産能力を持ってはいるが、残念ながらこのヘタレの弟子である以上、こいつが暴走した時に止めてくれるとは思えない。

「……わわ、わわわ」

　反論する言葉に悩んでいた真琴の耳に、なんだか妙に感動したようなエアリスの声が届く。

「……エル、素直なのは美徳だけど、もうちょっと警戒しなさいよ」

　目をきらきらと輝かせて粉を練っているエアリスに、疲れたように突っ込みを入れる真琴。

　正直、突っ込みの手が足りない。というか、達也がボケの方に回ったのが、予想外だったのだ。

　昨日話し合いをした時には、すぐに脱線しかかる宏達に突っ込みを入れて修正する側に回っていたので、正直油断していた。

　普段はどちらかと言うと突っ込み側のエアリスも、宏達が作る食べ物が絡むとボケに回る傾向があるのが、頭の痛いところである。

「達也も、わざわざ悪乗りして付き合わないでよ」

「いや、オババだったらこれをやらにゃ、と言われてつい、な」

　達也の返答に、何度目か分からないため息を漏らす真琴。

　そもそも達也は、ゲーム内では気合いの入ったロールプレイをやっていた人種だ。さすがにこの種のネタをちらつかされれば、食いつかずには居られないのだろう。

「何ぞ、えらい不本意そうやな」

「あんた達が気合い入れて稼いでたのって、工房が欲しかったからでしょ？」

「せやで」

「なのに、折角手に入れた工房で、真っ先に作ったのがまぜるんばって、どうなのよ……」

「人生、そんな事もあるって」

　距離があるからか、やけに余裕たっぷりにのらりくらりとかわす宏。

　真琴としては、いっそ近づいてやろうかと思うものの、この程度の事で、わざわざ相手の致命的な弱点をえぐるのも趣味が悪い。

　だいたいレイナがそれをやらかしてからまだそんなに時間が経っていない。自分までやらかしてしまえば、何のためにレイナの寝床を引き受けたのか、分かったものではない。

　そういうところを見透かして悪ふざけをするあたり、割と余裕というべきか、やることがヘタレくさいというべきか。なんにせよ難儀な男ではある。

「もういいわ……。今日のところは、これで我慢するわよ……」

　そう言って、粉を混ぜ合わせる作業に入る真琴。

　戸惑いながらも教わった作業手順を踏み、面妖な反応を示す生地に唸うなるレイナ。

　練っている最中に帰って来た春菜と澪が、

「わあ、懐かしい！」

「ボク、これやった事なかったの」

　こんな感じでやたら楽しそうに粉を練り始めたのが、妙に真琴の疲れを増幅させる。

　何年かぶりに食べたまぜるんばの味は、正直微妙であった。




　　　　☆




　宏達が奴隷商を捕まえた報酬に得たのは、メリザが持っていた大型の住居付き工房であった。

　正確には貰もらったのではなく、賃料なしで貸してもらっているのだが。

　元々、三年ほど借り手がおらず、取り壊して別の建物にしようかと検討していた物件らしく、たまに無料で注文に応じていろいろ作ってくれればいい、という条件で、宏達に貸与してくれたのだ。

　たまに無料で仕事をする、という条件は宏達の側から言い出した事で、どのぐらいまでの仕事を最大でどれぐらいの頻度で、というレギュレーションも一応決まっている。

　なお、真っ先に出た注文が、等級外ヒーリングポーション二百本（材料持ち）だったのは、春菜がポーション調合の練習中だと知っての事だろう。ぶっちゃけこの広さの工房だと、それだけあっても一カ月分の地代、その税金分ぐらいにしかならない。

　とはいえ、薬の販売ルートを持っているわけではない宏達の場合、春菜が練習で作った等級外ポーションを、税金代わりに持って行かれても全く損はしない。

　薬の類はどこの国でも、特別な許可を得なければ売買できない。屋台で売るなどもってのほかで、冒険者も含む一般人は基本的に、販売許可を受けた商店か冒険者協会から以外は購入できない。

　例外的に、宏たちがクルトに毒消しを与えたケースや、自分で作った薬を使う場合などのように、個人間で自己責任で譲渡、使用をすることは黙認されている。

　仮にメリザから所有権を譲られた場合、税金分を自力で稼ぐ必要があるわけだが、冒険者協会が買い取りをしていない等級外ポーションの場合、結局メリザに買い取ってもらう事になるわけだから、二百本では足りない事になる。

　それに、今回改装は自分達でやるが、ある程度の保守管理はメリザが無料でやってくれる事になっているため、その分を考えれば宏たちは十分に得をしている。

　メリザの側も、宏の規格外の製造能力をある程度利用できるのだから、家賃が入って来ない事ぐらいは何の問題もない。

　まあ、舞台裏では、お互いに相手の利益を大きくしようとするという、商人と冒険者の間では普通あってはいけない種類の駆け引きが行われていた事は、言うまでもない。

　因みに、ファーレーンをはじめとしたほとんどの国において、奴隷の所持、及び売買は違法であるため、メリザからの報酬以外に、そっち方面の報奨金も貰っている。

「僕の体は一つしかないわけやけど、まずどっから手をつけようか？」

　引っ越し作業や最低限必要な物の買い出しなどが終わり、全員が落ち着いたところで話を切り出す宏。今囲んでいるテーブルは、元々この工房の食堂に残っていた、大人数で食事ができる大きなものである。

「どこからって？」

「装備周りのための設備、具体的には溶鉱炉とか織機、作業台なんかを優先するか、それとも台所周りをはじめとした居住環境を充実させるか」

　宏の言葉に、考え込む春菜。

　他のメンバーも、悩ましそうな顔である。

「澪ちゃんは、どれぐらいできるの？」

「家具は十分なレベルで作れるけど、この規模の建物やと、増築とか改築とかいうのはちょっと厳しかったはずや。機材にしても、あんまり無茶はできへん」

「大工は中級に入ったところ。どうにか掘っ建て小屋よりまし、程度の家を設計・建築できるぐらい。道具作成は、溶鉱炉の改造とかは無理」

　宏と澪の返事に、ふむふむと頷うなずく春菜。

「多分、台所を一番使うんは藤とう堂どうさんやと思うけど、システムキッチン的な感じのやつがあった方が良くない？」

「システムキッチンまではいらないけど、さすがに今まで使ってた物に比べれば、ここのは確かに不便だよね」

「ほな、まずはそこからやな。あと、水回りいじるんやったら、風呂の改装もやってしもた方が良さげ？」

　宏の質問に、女性陣が一斉に真剣な顔をする。

　風呂文化が結構発達しているファーレーンでは、入浴設備というのは結構重要な問題である。

「その顔やと、がっつりいじった方が良さそうやな。やっぱり、女の子が全員一回で入れるぐらいがええ？」

「大きいお風呂があるのは、いい事だよ」

「ほな、すぐにお湯を沸かせる設備もあった方がええな」

　そう言って、ざっと図面を起こす。

　十人ぐらい同時に入れるなかなか大きな浴槽に、十組程度の蛇口とシャワー。今ある風呂も貧弱というわけではないが、こんな大きな風呂を作れるほどの面積はなかったはずである。

「これ、どうするの？　今のお風呂、こんなに広くないよね？」

「ボイラーを魔道具に置き換えるから、そのスペースも組み込めばどうにかなると思うで。まあ、脱衣所も拡張せなあかんから、多少中の間取りも変わるけど」

「大工事になりそうだが、大丈夫なのか？」

「まあ、三日ほどでどうにかするわ」

　三日で何とかできるんだ、と言う春菜の呟つぶやきに苦笑する宏。そのまま話を続ける。

「後は家具の類やけど、これは澪に丸投げな。当面は真琴さんとおっちゃん、兄貴、リーナはエルの護衛しながら交替で建材の買い出し。藤堂さんは僕か澪の手伝い。できれば意見ちょうだい」

「了解。それはそれとして」

「ん？」

「真琴さんも澪ちゃんも名前呼びなのに、どうして私だけ藤堂さんのままなのかな？」

「下手に名前呼びで慣れてしもて、向こうに帰った時にその呼び方が出たら、いろいろまずそうな予感がするねん」

　宏の言葉に、思わずため息を漏らす春菜。

　心当たりがものすごくいっぱいある。が、ぶっちゃけると、ある意味手遅れだとも思う。

　向こうに帰るのに何年かかるのか、帰った時にどういう立場になっているのかは分からないが、仮にこっちに飛ばされた直後まで時間を巻き戻したところで、この記憶が残っているのなら、自分が馴なれ馴れしい態度で接してしまうのは目に見えている。

　いろいろ器用で我慢強い春菜だが、事、人間関係においては、仲良くなった相手と喧けん嘩かしているわけでもないのに距離を取ってよそよそしく接する事ができるほどには、自制心は強くない。

　必要以上に踏み込まず、物理的にも精神的にもあまりべたべたしないタイプの春菜ではあるが、実際のところ、結構寂しがり屋なのだ。

　ＴＰＯをわきまえる事ぐらいはするが、クラスメイトと裏でこそこそ付き合うなどという真似は、正直言って苦手である。

　女性恐怖症で目立つのが嫌な宏には悪いが、別に悪い事をしているわけではないし、男女付き合いというわけでもないのだから、春菜としては堂々と友達付き合いをしたい。
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　因みに澪の呼び方が名前の呼び捨てなのは、弟子を名字で呼ぶ微妙さに双方が耐えられなかったため、自然とそうなっただけで、特に他意はない。

　そもそもゲーム中と違い、今現在は弟子と言えど女と分かった以上、宏が澪と物理的に接触できる距離に近づく事はほぼない。

　達也を兄貴と呼んでいるのは、昨日一晩男同士の話をした結果、なんとなく兄貴と呼ぶ関係になっただけである。

　言うまでもなく、宏は性癖的にはノーマルなので、どっちかと言うと近所のお兄さんを兄貴と呼んで懐いている感じである。

「それ、いろんな意味で手遅れだと思うし、なんか私だけ距離を取られてるようであんまりいい気分じゃないから、諦めて春菜って呼んでよ。私も宏君って呼ぶから」

「ハルナ様は先日、ヒロシ様をそう呼ばれていたような気がしますが……」

「あの時は勢いで」

　春菜とエアリスのやり取りを、怪け訝げんな顔で聞いている宏。実際のところ、目の前でばっちり叫んでいるのだが、完全にグロッキーになっていたため、記憶が飛んでいるのである。

「で、それでいいかな、宏君？」

「……まあ、ええけど」

　その返事に、よし、と拳を握り締める春菜。

「で、ストロベリーな話は終わり？」

「いちゃつくのなら、他よ所そでやってもらえないか？」

「いちゃつくとか、そんな度胸はあらへんで」

「今の、どこの成りたてカップルか、みたいな会話だったじゃない」

「藤堂さん、やなかった、春菜さんに言うてや」

　心底嫌そうな宏の言葉に、なんとなく生温い視線を向けてしまう一同。

　まかり間違ってこの男に惚ほれた女は、要らん苦労をたくさん背負い込みそうだ。

　女性恐怖症という特性と本人の性格に加え、不細工ではないが女性に受ける外見ではない事もあって、おそらく浮気は大丈夫だろうというのがせめてもの救いか。

「まあ、話を戻すとして、じゃ」

「今日はこの後、どう動くつもり？」

「僕は今まで使ってた機材で台所を仮改造するから、春菜さんと真琴さんか兄貴で適当に食材買い出ししてきて。おっちゃんとリーナさん、澪は建材その他の調達をできる範囲で。悪いけど、エルはここに居残り。あと、時間があったら風呂の撤去までやってまうから、今日は公衆浴場使って」

「了解。買い出しはあたしが行くから、達也は残って」

「分かった」

　分担を決め、さっさと行動に出る。

　この日の夕食は大きな土鍋を使った、肉と野菜たっぷりの蒸し鍋であった。




　　　　☆




「さて、ここで問題や」

「何？」

「蜘く蛛もの糸がな、そんなにぎょうさんはないねん」

　宏の言葉に言いたい事を察し、ため息が漏れる春菜。

「それがどうかしたのか？」

「服がな、上下のセットを五枚か、よう行って六枚しか作られへんねん」

「だから、それがどうかした、って、ああ、そういう事か」

「うん。メンバー全員分は作られへん。元々フリーで動けてた真琴さんはともかく、エルにおっちゃんにリーナさんは、間に合わせの服でうろうろさせてるからなあ」

　宏の言葉に、思わず唸りそうになってしまう一同。

　元々素材狩りの時は、二人分しか考えていなかったのだ。

　一人三着ずつ、ある程度着回しができるようにバリエーションをつけて、という予定だったところに一気に五人も人が増えたのだから、予定が狂った宏が悩むのも仕方がない。

「とりあえず、元々の予定通り、一着は僕と藤堂さん、やなくて春菜さんの作業着を作らせてもらうとして、他をどうするかやな」

「だとしたら、二着はそちらの二人に譲るとして、一着はエルに回してくれんか？」

「そんでええん？」

「儂わしらは着たきりすずめにも慣れておる。それに、主を差し置いて、儂らだけいい物を着るわけにも、な」

「部下にええ装備を回す、言う考え方もあるで？」

　宏の言葉に、苦笑しながら首を横に振るドーガ。

　いい装備、などと言っても所詮は服だ。確かに幾重にもエンチャントを施せば、下手な革かわ鎧よろいよりは強くなろうが、それでも金属鎧ほどの効果は見込めまい。

　ならば、元々服しか着られないエアリスに回すのが筋だろう。

「材料をもう一回採りに行ったりはできないの？」

「できるで。ただ単に、行って集めて帰って来るんに、三日ぐらいかかるだけの話やし」

「だったら、メンバーを分けて行けばいいんじゃない？　折角人員も充実したんだし、さ」

　真琴の指摘に少し考え込み、メンバーの反応をうかがう宏。

　どうやら、三日ぐらい宏が不在になる事について、現時点で問題がある人間はいないようだ。

「それで問題ないんやったら、風呂の改装が終わったら行ってくるわ。何ぼ何でもまだピアラノークも復活してへんやろうし、今回はそこまで戦闘能力は要らんやろう」

　宏の言葉に頷く一同。

　なお、この手のボスは、基本的に瘴しょう気きを大量に吸って突然変異した個体なので、いくら倒してもそのうち復活する。

　とはいえ、さすがにゲームと違い、一カ月や二カ月で復活するわけではない。

　また、どういうわけか、一定範囲ごとに一種しか突然変異する種族はいないので、今から行けば、まだ巨大なだけの普通の虫しかいないだろう。

「じゃあ、誰が行く？」

「見張りの事も考えたら、最低でもペアで行くべきじゃろうな」

「ごめん、私ちょっとパス。あれはあまり触りたくない感じ」

「人足と火力、で考えるなら、俺と真琴がついて行くのがいいんじゃないか？」

「そんなところじゃろう」

　そんな感じで役割分担が決まり、風呂が完成した翌日に三人で出発する事になったのだが、帰って来た真琴いわく、

「春菜が嫌がったの、よく分かったわ……」

　だそうな。




　　　　☆




「ふう……」

　手足を伸ばせる広い風呂につかると、疲れとともにため息が外へ出ていく。

　日本にいた頃には考えられない贅ぜい沢たくに、いろいろ弛し緩かんしていくものを感じる真琴。

　宏達が改装が終わってすぐに糸集めに出てしまったため、実はこの風呂が使われるのは、今日が初めてだ。

　みんな遠慮して、一番風呂を待っていてくれたのである。

「やっぱり、広いお風呂はいい」

「こうして皆で入るのも、気持ちいいですわ」

　体を洗い終わった澪とエアリスが、仲良く湯船につかり、話を始める。

　聞くところによると、澪は現在十二歳だそうだが、こうして見ると背の低さや肉付きの悪さも手伝って、二つ年下のエアリスとは年齢が逆に見える。

　とはいえ、生まれてこのかた、ブラジャーがなくても困った事がない真琴と比べれば、少なくとも乳房らしいものが存在する澪は、十分女らしい体型をしていると言える。

　十五歳のレイナはバストと言うより大胸筋、という体をしており、真琴とどちらが女性的かというのは微妙なところだ。

　澪はいろんな意味で小さいが、真琴だって身長は百五十八センチしかない。ファーレーンの女性は平均身長百七十センチほどなので、真琴はかなり背が低い扱いになる。

　現時点では、どうにかエアリスに身長で勝ってはいるが、追い抜かれるのも時間の問題だろう。

　現在辛うじて百四十センチ台半ばに届いた程度の澪に至っては、八歳か九歳に間違われてもおかしくないぐらいだ。

　そういった話を言い出すと、ファーレーンの男性は平均百八十センチはあるので、宏はかなり小柄な方に入る。

　もっとも、男性は女性に比べてやたらばらつきが大きく、実際に一番多いのは百七十五センチぐらいの人達だ。

　それゆえに、女性と違ってチビ扱いされるのは百六十センチ台半ばぐらいから下なので、宏は真琴や澪ほどは目立たない。

　まあ宏の場合、持っている雰囲気やら何やらのおかげで、実際より小さく見られる傾向があるが。

「そういやさ、澪。あんた無茶苦茶痩せてるけど、向こうではちゃんと食べてたの？」

「寝たきりだったから、全然」

「寝たきりって、何でよ？」

「事故で半身不随。しかも難病持ちだったから、元々それほどたくさんは食べられなかった。事故に遭う前から、一年の半分以上は病院だったし」

　悪い事を聞いたかな、と、何とも言えない雰囲気の中で反省する真琴。

　難病というのがどういう類のものかは分からないが、澪の口ぶりからするに、歩けなくなる種類のものではないのだろう。

「でも、そんな生活だったのに、綺き麗れいな髪してる。あたしはくせ毛で色も悪いから、こういう髪はものすごく羨ましい」

「入院中は、ほとんど手入れしてなかったから、ものすごく見苦しかったけどね。しかも、自力で寝返り打てないから、変な癖がいっぱいついてた」

　最初に変な話を振ってしまったため、どこまでも病院の話題から離れる事ができない。

　とはいえ実際、澪の黒髪はとても美しい。もう少し、そう、あと五センチ、できれば十センチ背が伸びて、もう少し太って健康に見えるぐらいに肉が付けば、可か憐れんな容姿と相まって、誰もが振り向く魅力的な女性になれるに違いない。

　というか、澪だけでなく、春菜もエアリスも方向性が違うだけで、甲乙付け難い美しさを誇っている。

　純粋に綺麗、というのは春菜だが、エアリスはどこか神秘的な雰囲気を持っている。エアリスが後五年か六年すればこの二人、きっと一対の美術品のような美しさを見せてくれるに違いない。

　片や食に無暗やたらと情熱を捧ささげる天然ボケ疑惑で、片や出された物を何でも喜々として食べる食いしん坊系犬属性だが、見た目にはそういう内面は出て来ない。

　こうやって見ると、真琴一人だけ、容姿の面で特に誇るところがない、という事実が痛い。

　ついでに言うと、ゲームでも現実でも、料理は卵焼きぐらいしか作れないし、裁さい縫ほうとかその手の家庭的なスキルも壊滅的だ。こちらに飛ばされてすぐにドーガに拾われなければ、達也達とは別の意味で、今頃ピンチだっただろう。

「～～～♪」

　不意に、鼻歌が聞こえてくる。どうやら春菜が、体を洗いながら歌っているらしい。

　たかが鼻歌ですらうっとりするほど魅力的で、思わず聞き惚れてしまう三人。

「春はる姉ねえの歌、すごいよね」

「まあ、スキルがあるから、当然なんだろうけど、ね」

「それが、師匠によると、リアルでもそんなに変わらなかったんだって」

　鼻歌が途絶えたところで、ひそひそとそんな話をする真琴と澪。

　会話の内容が理解できず、きょとんとするエアリス。

　そもそも、スキルなんて概念もなければ『フェアリーテイル・クロニクル』のことも知らないエアリスが、二人の会話を理解できるわけがないのだ。

　そんな事をやっていると、湯に髪がつからないようにまとめ上げ、タオルで前を隠した春菜が湯船に向かって歩いてきた。

　どうやらほぼ同時に体を洗い終わったらしく、レイナも一緒だ。

「ん～、あ～……」

　湯船につかって体を伸ばし、そんな気の抜けた声を出す春菜。

　その仕草を見て、次いで彼女の胸元、お湯にぷかりと浮かぶ見事な形をした立派な二つの山に目を向ける一同。この場にいる他の四人全員を足しても全く届かないほど圧倒的な存在感を持つそれは、同性である彼女達ですら目を離せない。

「ねえ、春菜」

「ん？　真琴さん、何？」

「もいでいい？」

「……いきなり物騒な事を言われた気がするけど、何をかな？」

　そう言いながらも、本能的に視線を感じていた胸元を両腕でかばう。

　が、腕の配置が悪かった事もあり、春菜の細い腕では完全に隠し切ることなどできず、何とも言えない形にひしゃげた乳肉が、かえってその大きさを誇張する結果になってしまう。

　しかも、下手に隠して逃げようとするものだから、変な色気を発散してしまい、逆に周囲の人間の何かを刺激してしまう。

「……春姉」

「なんか、ものすごく視線が怖いんだけど、何かな？」

「もいでいい？　というかむしろ、もぐべきだと思うんだけど」

「だから、何故に？」

「だって、それだけあったら、つついてパワーアップする人とか絶対出てくる」

「……個人的には、そういう人とは絶対お近づきになりたくないんだけど……」

　春菜がもっともな突っ込みを入れるが、単にとなりの芝生の青さにやきもちを焼いているだけの人間に、正論でいくら突っ込んだところで意味がない。

　珍しく春菜が突っ込み一辺倒になっているが、残念ながら、この場には味方がいない。

「やっぱり、もがなきゃ駄目ね」

「うん。もがないと、ビーム出して誰かにエネルギーを供給したりしかねない」

「それ、明らかに人類じゃなくなってると思うんだ……」

　そんな風に突っ込みながら、じりじりと後退する。

　青い瞳を向けて、視線でエアリスに助けを求めるが、いつもは味方するエアリスも、

「まあまあ、ハルナ様。多少もげたところで、十分なサイズが残りますわ」

「エルちゃんが敵に回った!?」

　にっこり笑いながら、そんな怖い事を言ってのけるエアリス。

　流石に春菜のサイズには、思うところがあるらしい。

　更に、真琴とエアリスがちらりとレイナの方に視線を送り、微妙に戸惑った様子だったレイナが、どこか覚悟を決めた感じで話に乗っかって来る。

「そもそも、剣を振るうのにそのサイズは絶対邪魔だろう？　だから、やはりここは姫様のお言葉に従って、その邪魔な脂肪をそぎ落としてはどうだ？」

「表現がますます物騒に!?　っていうかリーナさん、姫様って呼ぶのはＮＧだよ!?」
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　女扱いされるのを嫌がるくせに、実はきっちり気にしていたらしいレイナ。

　多分、気にしているから女扱いされるのが嫌なのだろう、とはなんとなく察しているが、突っ込んだところで話がこじれるだけなので、とりあえずスルーしておく。

　なお、春菜は、レイナが真琴やエアリスからアイコンタクトを受けて行動している事に気が付いていない。

「他に誰も聞いていないので、別に問題ありませんわ」

「春姉、話をそらそうとしない」

「というか、ちゃんと固定してるからそれほど邪魔になってないし、痛そうだからもぐのは却下！」

「足元に落ちた小銭とか、ベルトのあたりとか見えなくない？　というわけでもごう」

　どうやら言っているうちにテンションが上がったらしい。

　どうあってももぐ、という結論に持ち込む一同に、本気で怯おびえ始める春菜。

「人のをもごうとする前に、自分のが大きくなる手段を考えた方が、多分建設的だと思うな、私」

「正論ですわね」

「その正論が通じるのは、成長期が残っている姫様と澪ぐらいではないか？」

「あんたまだ十五でしょ？　あたしなんて二十歳過ぎてんだから、そう簡単にでかくならないわよ……」

「師匠なら何かいい薬とか作れるかも」

「その手があった！」

　なんだか、どこから突っ込むべきか悩ましい結論を出して、湯船から出ていく真琴とレイナ。

　当面の危機が去ったことに安あん堵どのため息をつきながら、風呂を堪能する春菜だった。




「勇ましく出て来たところを悪いけど、瘦やせ薬ぐすりと全身整形はともかく、バストサイズだけ局所的にいじるような薬とか道具は用意できへんで」

　濡れた体を拭くのもそこそこに、異様に手早く服を着て出て来た真琴とレイナは、宏に不意を突かれ目を丸くする。

「え？　まさか聞こえてたの!?」

「盗み聞きしてたのか!?」

「突貫工事で改装したもんやから、どっか構造が悪かったみたいでな。あんだけ大声で騒いどったら、こっちまで音が反響して聞こえてくんねん。多分どっかの隙間がこっちにつながっとるだけやろうから、明日チェックして塞いどくわ」

　事もなげに言ってのける宏。

　その言葉を聞いてドーガと達也の方を見ると、生温い視線が。

　何とも言い難い状況に、真琴とレイナはたまらず灰になってしまう。

「師匠、全身整形って？」

　着替えもそこそこに、澪がクエスチョンマークを大量に浮かべて質問してくる。

「課金アイテムであったやろ？　外見を再設定できるやつ」

「あ～、言われてみればあったな、そんなの。俺は外見をいじる気がなかったから、その手の外装アイテムは全然気にしてなかった。って、ヒロ作れるのか？」

「作れんで。っちゅうか、材料がえぐいだけで、地味に課金アイテムも全部作れるからなあ」

　相変わらず灰になっている二人を尻目に、そんな事を言っている宏と達也。

　澪は澪で、風呂場でのやり取りをなかった事にしたいらしく、さすがに全部は聞こえていないだろうと、微妙に話を逸らしてしらばっくれている。

　しかし残念ながら、宏の耳には風呂での会話の全てがしっかり届いている。

　因みに、『フェアリーテイル・クロニクル』の課金アイテムはほとんど趣味的なもので、ハードルこそ高いが全てゲーム内でも自力入手が可能だ。

　しかも、外装の変更に関してはある程度限定的ではあるが、申請すれば一年に一回は無料で可能だったりする。

　要するに、無料分で満足できないくせに、高いハードルを乗り越えてゲーム内でゲットする根性すらないやつのために用意された方法が、リアルマネーでの解決手段なのだ。

　安定した収益が望める、月額課金方式のゲームだからこそのやり方と言っていいだろう。

「ついでに言うと、多分エディター画面とか出てけえへんから、全身整形の画面で胸だけでかくするとかいう考えで行動するんもお勧めできへん」

「うん、そんな気はしてた」

　いつの間に風呂から上がって話を聞いていた春菜が、束ねていた金髪を下ろしながら苦笑して頷く。

　多分、イメージした通りに外見を変える、とかその類の薬なのだろう。

　ならば、手本なしで使えば、まず間違い無く碌ろくな事にならない。

「そういえば、宏君。エルちゃん達の外見をいじってる薬とかアクセって、どういう感じなの？」

「あれは、僕が勝手に外見を設定したやつや。本人らの見た目をベースに、不自然にならへん程度に顔のパーツとか配色をいじって、そう見えるように幻覚をかぶせてる、いう感じやな。せやから、体格とか体型とか髪の長さとか髪型とかは、中身と同じになるようにしてある。薬の方も同じや」

「なるほどね」

　つまり、体型にコンプレックスを抱えている人間には全く役に立たない代物だ、という事である。

「世の中、ままならないものだよね」

「全くもって、その通りやな」

　解説に追い討ちをかけられて絶望している真琴とレイナを見ながら、牛乳片手に宏とのんきに語り合う春菜であった。




　　　　☆




「さてと。いい加減、持ってる情報のすり合わせ、しよっか？　私、合流前の真琴さんがどういう状況だったかとか、まだ聞いてないし」

「そうだな。正直、俺と澪は現状がよく分からんから、口を挟むに挟めない」

「兄貴達の冒険者登録も済んだし、拠点の改装も最低限は終わったし、ええ加減その手の話ができるぐらいには落ち着いたと思ってええよな？」

　その日の就寝前。

　ドーガ達に頼んで先に寝てもらって、日本人だけで状況のすり合わせをすることにした。

「その前に、ちょっといい？」

「澪ちゃん？」

「さっきのお風呂の一件、リーナさんとエルが微妙に不自然だったけど、真琴姉が一枚噛かんでる？」

「ああ、あれ？　半分ぐらい本気だけど、半分ぐらいはいい加減見てらんない感じだった、ってとこかな？」

　見てられなかった、というのは、多分レイナの事であろう。

　いまだにどう接していいか分からない風情で、言われた事には従順に従うが、自分の要望とかをほとんど口にしない彼女に関して、どうにもまずいものを感じていたらしい。

「やらかした事を反省するのはいいけど、当人がもう気にしてない事を過剰に気にするのは、チームの空気が悪くなるだけだから、ちょっとお節介を焼かせてもらったわよ」

「あ～、御面倒をおかけします」

「いいっていいって。そういうのは、第三者の年長者がすることだし。達也じゃ動きづらそうな内容だからあたしがやっただけ、ね？」

　突っ込み役だからか、春菜とは違う意味でよく見て動いている真琴に、自然と頭が下がる一同。

　今回の件については、一方の当事者である春菜では、動くに動けなかった部分である。

「ん？　せやったら、さっき真琴さんとリーナさんが言うとった、乳を大きくする、っちゅうのんもわざとか？」

「師匠。あれは二人とも、百パーセント本気」

「さいですか……」

　どうやら、春菜の乳をもぎたい、というのも割と本気らしい。

　微妙に感謝して損した、という気分になる春菜。

「まあ、そこら辺は置いといて。情報のすり合わせはどこから始める？　この国についてはあたしが多分一番詳しいだろうけど、全体的な事は多分春菜達の方が詳しいわよ？」

「ん～、そだね。まずはいつ、こっちに飛ばされたか、ってところから確認しよっか？」

「了解。あたしは大体三カ月前ぐらい。春菜達は一月半ほど前よね？」

「正確には四十七日、かな？」

「俺達は今日で多分十日目、ってとこだ」

　来たタイミングは、結構バラバラだ。

「そういえば、気になってたんだけど」

「ん？」

「何？」

「あたしがいなくなってから、向こうで騒ぎとか、起こってた？」

「特にはなかったよね」

「公式で、文字化けメールでクライアントが強制終了する、っちゅうアナウンスがあっただけや」

　宏と春菜の回答に、そんなもんだろうなあ、と、なんとなく気落ちしながらも納得する真琴。

　だが、そこに達也が爆弾を投下する。

「俺が飛ばされた日……四月二十七日だったと思うが、ログインした段階ではヒロが接続してたぞ」

「は？」

「ちょっと待って。真琴さん、向こうで飛ばされた日付、覚えてる？」

「確か、四月二十七日だったと思うけど……」

「私たちも、四月二十七日に飛ばされたんだ。接続中だったし、リアル時計の方は見てなかったから分からないけど、ゲーム内時間は十三時三十一分五十二秒だった」

　やたら細かい数字を上げる春菜に、思わず唖あ然ぜんとした視線を向ける一同。

「よく、そこまで細かい時間を覚えてるな……」

「私、一度見聞きしたものは、ほとんど忘れないの。それに、あの日はちょっとトラブルに巻き込まれて、待ち合わせの時間に遅刻しそうだったから、何回も時計を見てたしね。まあ、転送ゲートをくぐる直前の時間だから、飛ばされた正確な時間かは分からないんだけど」

　春菜の言葉に頷く宏。何秒か、というところまでは覚えていないが、うっすら思い出した記憶では、確かに十三時三十分頃だった。

「あたしはさすがに覚えてないわ」

「俺達は確か、四十分は回ってなかった気がするな」

「なるほど。だとしたら、四月二十七日に文字化けメールを受け取って、ゲートをくぐった、もしくは転移魔法や転送石を使った、っていうのがこっちに飛ばされた人の条件なんだろうね。で、その何分か、もしくは何秒かの誤差が、何カ月かの時差になった、ってところかな？」

　春菜の推測に、同意するしかない一同。

「となると、僕と春菜さんは、たまたま下一桁まで同じ時間に転移しようとした、っちゅう事になるな」

「うん。その一点に関しては、ものすごく運が良かったと思ってる。一人で飛ばされてたら、最初の熊で死んでた可能性もあるし」

　熊、という単語に怪訝な顔をする三人。

　その様子を見て、ここに飛ばされた直後の事を説明する。

「俺達ほどじゃないにしても、二人とも結構厄介な状況だったんだな」

「まあ、逆に言うたら、あれがなかったら春菜さんと合流してへんかったかもしれへんから、それはそれで運が良かったかもしれへんで」

「あたしは、飛ばされてすぐにドルおじさんに保護されたから、生活っていう部分での苦労は少なかったわ」

「その代わり、戦闘でこき使われてる、と」

「他にできる事もないし、そこら辺は気にしてない。リアルみたいに引きこもるよりは、よっぽど健全だと思ってるし」

　きっぱり言い切った真琴を、戦闘能力的なものとは違う意味で、強いと思ってしまう宏と春菜。

　不意打ちができる範囲の蜘蛛とかはともかく、まともなモンスター相手に戦うのは、二人ともいまだに怖い。

　いくらゲーム内で培った戦闘能力に裏打ちされているとはいえ、それを克服して積極的に討伐任務をこなせる真琴は、やはり強い女性なのだろう。

　引きこもりとは言っているが、買い出しやら何やらの時の態度や対応から、そこらへんもこっちの生活で克服した模様だ。

　一カ月半共同生活をした春菜相手ですら、緊急事態や必要な状況、もしくは何かに集中している時以外で一定以内の距離に近づくと、いまだに普通に恐怖を感じる宏とは大違いである。

「とりあえず、あたしの三カ月は、特に語るような事はないわ。名指しの依頼って形で、ドルおじさんやリーナを手伝っていろんな任務をこなしたり、エルの護衛兼話し相手をやってたり、ね。要するに、ゲームの冒険者、それも特定ＮＰＣ専属のものと大差ないわけ。チュートリアル的な感じの事も、ずいぶんやらされたし。おかげで引きこもり脱出の、いいリハビリになったわ」

「なるほどな。俺達は目が覚めた時にはもう捕まってて、後はお前らの知ってる通りだから、ヒロと春菜が一カ月半の間にやらかした事、ってやつを聞いた方が良さそうだな」

　達也に水を向けられ、とりあえず話せるだけ正確に話す宏と春菜。

　大きなイベントと呼べるのは、ウルスに入って一番最初にこなした毒消し製作と、二週間ほど前のピアラノーク討伐及びエアリス達の救出ぐらいなものだ。

　カレーパンとアメリカンドッグの屋台をやっていたりとか、それが原因で蜘蛛の糸を集めに行って、結果としてピアラノークを討伐する羽目になっていたりとか、醤しょう油ゆだの味み噌そだの鰹かつお節ぶしだの、果てはいつの間にやらたこ焼きソースやお好み焼きソースまで作っていたりと、突っ込みどころだけは大量にあるが、言ってしまえば日常系プレイヤーに近い行動原理で動いていたにすぎない。

「なあ、一ついいか？」

「何？」

「ヒロ、春菜。お前ら、本気で帰る気あったのか？」

「本気も本気、大真面目やで」

「拠点確保と食事の充実って、ここに居座る気満々に見えるんだが？」

「逆の話、どこから手ぇつけろ、と？」

　宏の言い分も分からなくはないため、微妙に反論し辛い達也。

　だが、それでもこれだけは言える。

「拠点確保はまだしも、調味料や料理の開発にここまで力を入れる必要はさすがにねえよ！」

「甘いで、兄貴。そういう事は、ここの一般的な食事を一週間続けてから言うてくれ」

「宏、あたしもさすがにあんた達はやりすぎだと思うわ」

「じゃあ、真琴さんだけご飯は自前調達な」

「ごめん、あたしが悪かった」

　人間、胃袋をつかまれると弱い。

　宏の台詞に、瞬く間に降参する真琴。

「まあ、何にせよ、ヒロと澪がいれば食料や薬の調達には困らねえし、春菜がいればまずい飯を食わされる心配はない。ヒロの言い分じゃないが、事態は確実に長期戦になるんだから、考えてみれば確かにこの辺は重要だ」

「じゃあ、次に重要な事。あんた達はグランドクエスト、どこまでやってる？」

「僕と春菜さんは、一章終わらせたとこで止まってる」

「ボクも同じ」

「俺は、二章の後半だな」

　戦闘能力の確認も兼ねて、真琴がグランドクエストの進行状況を確認する。

　返ってきた答えは、一般的な狩り主体のプレイヤーの平均か、それをやや下回るものだった。

　まあ、宏達は生産や生活を優先するスタイルだったので、無理もない話ではある。達也にしても、ロールプレイ主体の遊び方だっただろうし、魔法系がソロでクリアするには、第二章は少々厳しい。

　そもそも、中ボス戦やイベント戦闘が一章とは段違いに厳しく、移動範囲の広さもあって、第二章終了のプレイヤーは半数にも満たないのが現実である。

「なるほど。因みに、あたしは四章の中盤ぐらいで止まってるわ。武器素材のドロップが出なくてねえ」

　結構な戦闘廃人だった事をカミングアウトする真琴。

　真琴のぼやきに反応し、真面目な顔を向ける宏。

　武器素材、という単語を聞いて、この男が黙っているわけがないのだ。

「それって、何が手に入らんの？」

「ネメシスブラッドと神鋼。神鋼はそこそこの数集まったんだけど、ネメシスブラッドの方は全然」

「なんや。神鋼ってドロップでも出るんか。神鉄を掘って精製する以外に、入手経路ないと思っとった」

「ちょっと待て！　精製できるの!?」

「神鋼装備なんざ、腐るほど作っとるで」

　十分な距離を置きながら詰め寄ってくる真琴に、何を今更、という顔で返事をする宏。

　世の廃人達がこの台詞を聞けば、暴動を起こす事間違いなしだ。

「それが原因でシナリオが進んでない、っちゅうんやったら、僕らに文句言うより先に、職人が引きこもりになる原因を作った連中を恨んでもらえへんか？」

「この問題がなくても、十分あいつらは恨まれてるわよ。そもそも、あの事件がなかったら、レベル６ポーションが普通に買える値段で出回ってたはずなのに……」

「レベル６どころか、レベル８が普通に出回っとったやろうなあ。何せ、僕の倉庫だけでも、各種二万本ほど積み上がっとったし」

「……やっぱ、あいつらマジでいっぺん殺さなきゃいけないわね……」

　いらぬ情報を聞いて据わった目で呟く真琴を、苦笑しながら見守る宏。

　因みに、レベル６ポーションのゲーム内での相場は一本五十万クローネ。それ以下だと秒殺で買われてしまうのだ。

　神鋼はもっとひどく、一個頭が最低でも三百万。武器と防具を作るクエストで、一つ当たりに何十個単位で必要な物としては破格と言ってもいい。職人が掘って精製すれば、ゲーム内で二日もかからず必要量が揃そろう物にこの値段である。

　職人を囲い込むためにＭＰＫをはじめとした粘着妨害を行い、デマを流してゲームを続け辛くし、さらにどうやってか住所を突き止めてストーカー事件まで起こした犯人連中は、何をされても文句は言えないだろう。

　なお、事件そのものは、文字で書いてしまえば単純な事だ。

　一部のマナーの悪い廃人ギルドがいくつか、ぼちぼち高レベルのポーションや装備を作り始めた職人達に目を付け、その中でも特にレベルの高い集団を囲い込もうとして断られて腹を立て、マナー的には限りなく黒に近いグレーの、かなりえげつないやり方で粘着妨害し始めた、というだけの話である。

　事が起こったきっかけは、まだいいところレベル４ポーションまでしか出回っていなかった頃、当時最高レベルだったポーション職人が、レベル５のポーションを売り出した事である。

　その事があちらこちらに飛び火し、とばっちりを受けて抗議した職人達が悪役に仕立て上げられ、などという感じであっという間に事件が拡大し、一時はゲーム内で生産活動をする事すらはばかられる空気になっていた。

　その空気に耐えられず、あまりに妨害が激しくてゲームにならなかった事もあり、もうすぐ上級というところまで来ていたにもかかわらず職人をやめたプレイヤーも多く、それが現在職人が少ない直接の原因となっている。

　直接被害にあってやめたプレイヤーは一人だが、やる気をなくしてゲームを去った人も少なくない。この空気にさらされていなかった生産スキルなど、釣りとエンチャント、料理、そしてあまり存在を知られていなかった造船や土木、農業ぐらいなものである。

　ストーカー事件が起こるまでは、職人たちが受けていた嫌がらせが、運営が動くには決定的とまでは言えないレベルだった事もあり、対処のきっかけとなる証拠を押さえるのに運営サイドが手間取ってしまった事も、事態の深刻化に一役買ってしまっていた。

　この間、運営サイドができた事は、生産スキル使用者が外部の違反ツールを使用した形跡も、サーバーのデータやプログラムが不正に書き換えられた形跡も一切ない、というアナウンスをする事ぐらいだったのだ。

　イメージ低下でプレイヤーが減ることなど運営にとってもありがたくないため、事態の鎮静化のために総力を挙げてはいたものの、マンパワー不足に加え驚くほど状況の進行が速く、件くだんの廃人ギルドがデマを流して誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうを繰り返している証拠を押さえ、一斉アカウント削除に踏み切れた時には、もうストーカー被害が出てしまっていたのである。

　この事件は、彼の運営会社唯一にして最大の汚点とも言われている。

　補足だが、ストーカー事件に関しては、最初の一人の住所ばれはある種の自爆であり、他の人の住所も運営から漏れたものではない、という事だけ記しておく。

　二人目以降は投稿型情報サイトに仕込まれていたワームやプレイ日記系のホームページから漏れたもので、事件の結果、職人連中が持っている情報が全て秘匿されてしまう事になったのも、仕方がないことだろう。

　これら一連の事件の結果として、新たに生産を始めようというプレイヤーは、せいぜい中級に差しかかるかどうか、ぐらいまでの情報だけで、基本何のフォローもなしに修練を積む羽目になっている。

　メイキングマスタリーについての情報が記載される前に、この事件が起こったのも痛い。

　これも、職人プレイヤーの数がなかなか増えない一因となってしまっているのだ。

「というかさ、宏って多分サービス開始スタート組だろうけど、大丈夫だったの？」

「丁度事件起こったぐらいの頃は受験も佳境やったから、あんまり目立つ真似はしてへんかってん。せいぜい、ＮＰＣから築城とか船団製造クエストとか受けて放置しとった程度やけど、その手のクエの進行状況は、基本他のプレイヤーには流れへんから」

　最初の事件が起こったのは丁度中学三年の夏頃。

　宏の場合、地元から逃げるために必死になり始めた頃であり、ゲームなどほとんど触っていなかった。その頃は中断が長かった事もあり、採取系とこの時上級をマスターした大工、そして当時放置進行真っ最中だった造船を除けば、職人としては平均より下、ぐらいの能力しかなかった。

　なお、宏が最初にマスターした一次生産以降のスキルは大工で、二番目が造船だったりする。

　因みに、春菜が職人たちの数が急激に減った事情を詳しく知らなかった理由も、受験生でずっと休止していたからである。

　事件が一応の終息を見たのが同じ年の十月頃ゆえ、再開した頃には風化はしていないが話題にするのもはばかられる空気だったのだ。

　何かあったらしいという事は知っていたが、知人友人の態度から知れば気分が悪くなるだけだろうと考えて、終わった事だからとあえて調べなかったのである。

「そっか。それで、まだそういう話は聞く？」

「新しいところでは先月一人、上級に入ったばっかりの子が粘着されとった。感じから言うて、犯人は生産がらみの都市伝説信じとる古参みたいやったな。ＧＭコールで始末したけど、名前と顔を変えて見事に引きこもりや。ぶっちゃけた話、それでケリはつくんやけど、鬱陶しいにもほどがあるからなあ。それに、最近のアホは限度を知らんから、リアルで殺人事件にでも発展したらヤバいし」

　返事を聞いて、顔をしかめる真琴。

　彼らがいまだに引きこもっている理由は、単純に安全が確保できたと判断できる要素がないからである。

　警察にしろ運営にしろ、事が起こらなければ動けないのだから当然だ。単にゲーム内で粘着された程度では、よほどひどくない限りは運営も介入しにくい。

　当時犯人グループがばらまいた無駄に説得力がある嘘うそも完全に影響がなくなったわけではない事もあり、あまり堂々と行動するのは時期尚早というのが、現在の職人グループの認識である。もっと正確に言うなら、保護に動いている連中を信用していないのだ。

　警察に検挙され、運営によって晒さらされた連中が、元々そのマナーの悪さについて誰もが知るところであったため、大多数の人間はもはや彼らがついた嘘など信じておらず、生産スキルや職人達に対するネガティブな空気は、さすがに表面上は消えている。

　それでも、もう三年経っているというのに、職人プレイヤー＝詐欺師、みたいな認識をしている古参も少なくない。

　そこからそういう認識を教え込まれて信じ込んでいる比較的新しいプレイヤーも少なからず居る。

　そういった根っこの深い問題に対して古参が自衛した結果、新人さんがなんのフォローもなく自力で上級に到達した場合、余計に目立ってかえって狙われやすくなってしまったのは皮肉な話だ。

「まあ、そこら辺はどうでもええ。今は全く関係ない話やからな。とりあえず、スキル周りの確認したら、この後どう動くか決めた方がええやろう」

「そうだね。と言っても、情報収集のために、まずはエルちゃんが抱えてる問題を解決するところから、だろうけど」

　どうにも胸むな糞くそ悪くなる話になりそうだったのを、宏と春菜が方向転換する。

　いまだに事情を詳しく知らない春菜だが、やはり深く関わる必要はないだろう、という事であえて詳細は聞かない事にしたのである。

「真琴さんは多分、事情を全部知ってるとは思うけど、こういう事は本人から聞きたい。明日、とりあえずもういっぺん質問してみるわ」

「了解。その辺は任せるわ。あと、達也達の装備はいいの？」

「兄貴の分は、今週中に溶鉱炉と金床用意して適当に作るわ。どうせ間に合わせやし、澪は自分で作った方が練習になってええやろ？」

「うん、そうする」

　こうして、ようやくまともな方向に進みそうな方針が決まる。

　翌日、宏と澪が間に合わせの一言で作り上げた杖つえと弓、短剣を見て、真琴がその理不尽さに思いっきりげんなりするのだが、それは別の話である。








ファーレーン編　第八話






「そろそろ、いろいろ説明が欲しいんやけど、ええかな？」

　日本人達が方針を決めた翌日。

　全員揃そろっての朝食を終えたところで、宏ひろしが一同を代表して話を切り出す。

「そうだのう。いい加減、こちらの事情を話す頃合いかもしれんな」

「ドーガ卿きょう!?」

「リーナ、今はドルと呼べ。それと、卿は不要」

　お約束のやり取りを済ませ、宏達に向き合うドーガ。もっとも、レイナがドーガを制そうとしたのは、事情を話すことに反対だからというわけではない様子ではあるが。

「話の前に、一つ確認しておきたい」

「何？」

「一月半ほど前、ポイズンウルフ大量発生の時に毒消しを作ったのは、ヒロシ殿か？」

「……どうせ確証がある状態で質問しとるやろうから正直に言うと、確かにその時薬作ったんは僕や。作った数は確か三百ちょっと」

　ドーガの質問に、正直に答える宏。

　その言葉に、目に見えて態度が変わるエアリスとドーガ。

　特にエアリスは何か言いたそうにしながらも、レイナの粗相を含む様々な事が引っかかってか、これ以上は図々しいのではないかと遠慮して口にできない、といった風情だ。

　その様子にこのままでは話が進まないと見た春はる菜なが、突っ込んだ質問をする。

「宏君が薬を作れる事と、あなた達がピアラノークに捕まっていた事に、何か関係があるの？」

「直接は関係ない。が、今後の事態の打開という観点では、大いに関係してくる可能性が高くての」

「面倒な話？」

「極めて、な」

　予想はしていたが、そうきっぱり言われてしまうと反応に困ってしまう宏と春菜。

　その様子に苦笑しながら、とりあえず必要な情報を頭の中で整理するドーガ。

　何から話をするかと考え、そもそも自分達の素性を正確に話さないと、協力を求めること自体が難しい事に思い至る。

　これまでの二人の態度から察するに、多分こちらの素性にある程度勘付いてはいるだろうが、確証までは持っていまい。感じから言って、真ま琴ことが自分達の事を話した雰囲気でもない。

　とりあえず、ここしばらくの様子から、少なくとも進んでこちらと敵対する気はないだろう、という点は断言できる。

　ついでに言うと、真琴と達たつ也やはともかく、残りの三人には明らかに、敵意を持って相手を騙だます才能が致命的に欠けている。

　比較的口数が少ない澪みおはまだよく分からないので置いておくにしても、残りは二人ともそれなり以上に機転は利くし、自分達が騙されたり裏切られたりする可能性について考える程度には頭も良く警戒心も強いが、根っこが善良というか平和ボケしているというか、裏切られそうなら先に裏切ればいい、みたいな発想はなさそうである。

　人柄、という点では信用してもいいだろう。

　口の堅さ、という面でもそれなりには信用できそうだ。

　が、人柄が良さそうだからこそ、演技力という面ではいまいち信頼できない部分がある。

　誘導訊じん問もんに簡単に引っかかったりはしなかろうが、全く態度に出さずにとぼけきれるかと言われると微妙なところだ。

　と、そこまで考えたところで、それでもレイナほど馬鹿正直ではなかろう、という事実に思い至る。

　レイナの真っ直ぐなところは美点ではあるが、思い込みが激しく裏を読むのが苦手で、隠し事が下手だという欠点とワンセットの特徴でもある。

　生真面目で融通が利かないところがあるため、そう簡単に誘導されたりはしないが、逆に言えば、思い込まされてしまえば修正が難しい、という事でもある。

　それゆえに、戦闘以外の突発的な事態には弱い。

　とはいえど、レイナも別段全くの無能というわけではない。

　若さと性格ゆえに腹の読み合いや交渉などには向いていないが、少なくとも家柄と親の功績だけで身分と役職を与えられている連中よりは、ずっと役に立つ。

　宏を追い詰めてしまった件は、手綱を握れる人間が、どちらも機能不全を起こしていた事もまずかったのである。

　所詮まだ成人したばかりの小娘なのだから、いろいろ経験を積めばもう少しマシにはなるだろうし、当人もそれなりに欠点を自覚し、改善できるよう努力を重ねているのだから、もう少し長い目で見てもいいだろう。

　第一、被害者である宏が厳罰を嫌がっているのに、こちらが様子見もなしで余計な罰を与えるのは、かえって関係をこじらせかねない。さすがに、同じレベルのミスに対しては二度目はないが。

　そんな自分の部下の、精神面での特徴と比較し、自分達の素性を含む事の次第を全て話してしまう事を決める。

「話の内容は決まった？」

「うむ。今から話す内容は、できれば他言無用に頼みたい」

「ドーガ卿！　話をすることには反対しません！　ですがこんな部屋で、全てを話すおつもりですか!?」

「だから、ドルと呼べと言っておろうが」

「そんな事はどうでもいいです！　こんな何ど処こに耳があるか分からない部屋で全てを話すのはお待ちください！」

「そこらへんの対策は、ちゃんとやってあるから安心し」

　宏の言葉に、エアリスが目をつぶって何かを確かめる。

「……工房全体に、かなり高レベルの遮音、対盗聴、対透視結界が張ってありますね。さらに、この部屋にもです。これは、どちらがなされたのですか？」

「工房全体は宏君が作った道具。最初は私が張ってたんだけど、毎日張り直すのは面倒だから、途中で道具を作ってもらって、ね」

「因ちなみに、この部屋には俺と澪が分担してかけた。長話になると厄介だからな。事前にこの部屋だけディスペルをかけてあるから、最初から内部に仕かけてある、というのも大丈夫だろう」

　エアリスと春菜の会話に、補足説明を入れる達也。

　それを聞き、感心したような表情を浮かべるドーガとレイナ。

　何故わざわざそんなものを使っているかと言うと、言うまでもなく個人情報保護のためである。

　特に宏の情報はいろいろやばい。冗談抜きで国家間のパワーバランスがひっくり返りかねない。

　当人はそれは大げさだと思っているが、それでもいろいろできる事が漏れるとまずい、という自覚ぐらいはあるのである。

「ちゅうわけで、余程でない限り盗聴とかに抜かれる事はあらへんから、キリキリ吐いて」

「宏君、もうちょっと言い方ってものを考えようね」

　宏と春菜の漫才じみたやり取りに苦笑しながら、ドーガが順番として、自分達の正体とこの国の王家についての基礎知識を話し始めた。

　話す内容についてはドーガに一任したためか、エアリスは一切口を挟まない。レイナも先ほどのやり取りで納得したからか、特に自分の意見を言う事はしない。

　レイナから姫様と呼ばれていたエアリスは、この国の第五王女で末っ子。血統的には正室の次女である。男系で継承されてきたファーレーン王室の中で、ごく低い順位ながら王位継承権を持っており、その例外的な措置は、彼女に与えられた特別な役割が色濃く影響している。

　そもそもファーレーンが男系で王位を継承してきたのには理由があり、王家に伝わる血統魔法が、どういうわけか王女の子供には発現しないからだ。

　血統魔法を使える王子の子供には男女関係なく発現するのに、だ。

　そのため、正室の女児より側室の男児の方が大事にされていたりする。

　ついでに言うと、ファーレーンに限らず血統魔法の類は、まず別の国で生まれた子供には出ない。

　理由ははっきりしていないが、加護を与えている神が違うから、というのが一般的な見解である。

　さらに補足しておくなら、他国に婿入りした、などのように、王家と縁が切れた男子の子供にも、血統魔法は受け継がれない。この点も、全ての国の王家に共通だ。

　では、何故エアリスだけが継承権を与えられているのか？

　これには彼女が現在ついている、姫ひめ巫み女こという役職が大きく絡んでいる。

　ファーレーンの姫巫女とは、この国の守護神である女神アルフェミナの神託を聞き、また、自身の体と魔力を媒介にして、女神の力を使う事ができる、その名の通りのシャーマンである。

　この役職についた女児だけは、どういうわけか血統魔法を受け継いだ子供を産む事ができるのだ。無論、彼女達であっても、ファーレーンの外に嫁いで産んだ子供には、血統魔法は発現しない。

　因みに、ファーレーンでは庶民から孤児まで姓を持つが、例外的に王族は名字を持たない。これは、彼の一族が唯一無二の存在であり、他と区別する必要がないことという理由からだ。

　ファーレーンに限らず、一定より古い国家に関しては、王族に名字がない国の方が多いのも、現時点でもっとも古く格式があるファーレーンを真似ているからであろう。

「話だけ聞くと、すごく重要な立場にあるように聞こえるんだけど、その割には側仕えがドーガさんとレイナさんだけ、っていうのは不自然だよね？」

「なんかあるんやろ。今の話からするに、その姫巫女とやらも、一代に一人しかできる人間がおらん、言うわけでもなさそうやし」

「大方、継承権ってのも個人に帰属するものじゃない、ってところなんだろう」

　ざっとシステムの説明を受けた春菜の疑問に、宏と達也が自身の考えを述べる。

「うむ、その通りだ。姫様は確かに、当代はおろか五代ほどさかのぼっても並ぶものがないほどの力を持ってはおられるが、姫巫女としての役割を果たせるという観点では、上に後お二人ほど、まだ嫁いでおられない姫君がおられる」

「それに、姫巫女の役につかれた姫君は、政治的な権限を持つ事は一切許されない。候補となられた姫君は、いざという時のためにある程度の帝王学は学ぶが、それを活かすことはまずないと言っていい」

　ドーガの説明にレイナが補足する。要するに、政治的に無価値な上に代えが利く存在であり、エアリスだから重要だ、というわけではないのである。

　その上、一日の大半をそれなり以上に厳重に警戒されているアルフェミナ神殿にこもっており、残りの時間も、これまた国で一番の警備体制を誇る王城で過ごすのだから、専属の側仕えはそれほど必要にならない。

　それに、ドーガもレイナも、戦闘能力だけで言うなら、この国でも屈指の実力者だ。ドーガに至っては、政治的にもかなりの影響力を持つ人物である。

　もっとも、それ以上に、姫巫女に就任する前に配属された彼女の侍女が大層問題の多い人物で、そのくせ外面を取りつくろう事だけは上手かったため、その侍女がやらかした行動が全て、エアリスの悪評になってしまっている事が、エアリスの周りに人が居ない最大の原因なのだが。

　彼女のおかげで、王族及び一部の要人以外からの評判が非常に悪く、レイナのように昔から近くに居た人材以外は側仕えを嫌がるので、人を配置できないのだ。

「なんかきな臭い話やな」

「いくら何でも、自分の娘にそんな変な侍女をつけるほど、この国の王様の目って節穴じゃないよね？」

　ウルスの治安や統治状況、噂うわさ話ばなしの類から判断した国王像からは、エアリスの状況にはどうしてもつながらない。

　その部分の違和感が、どうにもぬぐえない様子の春菜。

「うむ。そこにはいろいろ表沙汰にできん問題があってな。今回の事に関わってくる話だが、正直国の汚点のようなものゆえ、詳細は伏せさせていただきたい。ただ五年ほど前、ちょうど専属の侍女をつけようかという時に大型モンスターが大発生し、どうしてもそういった人事に目が行き届かない時期があってのう。言ってしまえば、そこに付け込まれたようなもんじゃ」

　大型モンスターの大発生、という単語に、妙に納得する一同。

　ゲームの頃も、いわゆる運営イベントとしてそういった事件は何度か起こっていた。

　特に大発生系はゲーム内で最低でも一カ月、長いと三カ月ぐらいは掃討が終わらない事もあり、手こずれば手こずるほどいろんなところに影響が出るという、いろいろ凝りすぎだと言いたくなるような代物であった。

　ましてやこっちのファーレーンは、掃討を手伝う高レベルの冒険者など、ゲームほど数は居ない。

　必然的に事態は長引き、被害は拡大し、安全圏の数まで掃討し終えても災害対策としててんてこ舞いになるため、どうしても急ぎではない案件には、目が行き届かないものが増えてくる。

「……なるほどなあ。何ちゅうか、あんまり聞かへん方が良さそうやな、その辺の深い事情は。今はその人、関係なくなってるんやろ？」

「すでに処刑されておるから、アンデッドとして復活でもせん限り、二度と関わる事はなかろうな」

　ドーガの台詞に、何とも言えない表情をする宏と春菜。

　聞くと、姫巫女就任が決まった時に、毒殺未遂を犯したらしい。

　どうやら彼女自身が誰かに嵌はめられたようだが、その頃には仕えるべき姫君をないがしろにしていた事が上層部に伝わっていたため、毒殺未遂がなくても、処刑は時間の問題だったと言う。

　処刑を合法的に行うのはハードルが高い国とはいえ、さすがに王族相手、それも抵抗する力を持たない幼い姫君に虐待に近い真似をしていれば話は別だ。

　ついでに言えば、そういった事情を知り直訴しようとした教育係などを何人も無断で解雇し、その報告を握りつぶしていた人物もすでに排除されている。その程度の裁量権はあるが国の中枢に食い込めるほどでもない立場の男で、何やら見事に洗脳のようなものを受けていたとのことである。

「本来なら、どのような人間だったとしても、私がちゃんと手綱を握っていれば良かったのですが……」

「いやいやいや。いつ頃からついとったかとかは知らへんけど、そういう人間が年齢一桁の子供に手綱を握らせるとか、あり得へん」

「というか、最初エルちゃんって、もっと年が上だと思ってたよ、私」

「僕もや、っちゅうか、僕らよりしっかりしてるんちゃう？」

「まともに教育を施された貴族の子女は、同じ年でも私よりずっとしっかりしていますよ？」

「まともに教育を施されていれば、ですが」

　レイナの言葉に、お前が言うか、みたいな視線が集中する。

「まあ、話を戻そう」

　達也に促され、一つ頷うなずいて話を進めるドーガ。

「現時点で姫巫女の資格を持っているのは、エアリス様を除けば直系の第二王女殿下と、傍系の第四王女殿下のお二人。そのうち、第二王女殿下とエアリス様は大層仲がよろしく、第二王女殿下と第四王女殿下も仲睦まじいのだが……」

「エルとその第四王女が、ものすっごく、仲が悪いのよ」

「正確に言えば、第四王女殿下が、一方的に嫌っておる、というところじゃな」

　真琴の台詞をドーガが補足する。

　その言葉を確認するようにエアリスを見ると、悲しさと寂しさが混ざった表情で頷いてくる。

「何ぞ、ややこしい感じやねんなあ」

「ボク、いつも思うんだけど、揉もめるって分かってて、何でたくさん子供作るんだろうね。それもわざわざ側室まで作って」

　澪の素朴な疑問に、苦笑するしかない一同。

　実際、理想を言うのであれば、子供は継承権を持つ一人と、ファーレーンの場合は姫巫女の資格を持つ一人だけが居るのが、余計な揉め事を起こさない最良の状況であろう。

　だが、それだと、どちらかに何かあった時に、全く立て直しが利かない。

　特に、この世界は医療の技術もそこまで進んでいるわけではないので、血筋が途絶えないようにとなると、必然的にある程度の数は必要になるのである。

　実際のところ、この世界より医療技術が発達している日本でも、皇室が少子化により男系維持に赤信号が灯ともっている事を考えると、継承権争いの危険を冒してでも、ある程度多数の子供をもうけるのは、どうしても必要な事なのだろう。

　しかも、側室というのは政治的な要素もある。

　ファーレーンほどの大国になると、逆に全く持たない、というのも難しいのだ。

　とはいえ、根っからの日本人でしかも多感な年頃の、しかも男女付き合いにある種の幻想を抱いている澪には、側室を持ってたくさん子供を作るという行為は許容しがたいのも、分からない話ではない。

「この国は珍しく、王妃様とお二人おられる側室の皆様方が大層仲が良く、エアリス様と第四王女殿下の間を除いては、王子様方も王女様方も仲睦まじいのだが、それゆえに……」

「エルと第四王女の仲違いが目立つ、というわけか。それは根が深そうだな」

「そうなるのう。そもそも、姫様が生まれたこと自体が気に食わない、という態度だったから、どうにもならぬ」

「そこだけ不穏なのって、なんか変だよね。因みに、その第四王女って、いくつ？」

「今年で十六歳になられる。そろそろ、嫁ぎ先を決めねばならぬお年頃じゃな」

　何とも言い難い年齢差だ。

「なんか、面倒な感じやなあ」

「うむ。面倒な事この上ない。しかも、その第四王女殿下が、どこから連れて来たのか、いつの間にか怪しげな男を手元に置いての」

「もしかしてそいつが？」

「儂わしらをピアラノークのもとに飛ばしたのが、そいつじゃな」

　ドーガが明快に言い切ったその台詞に、極め付けに面倒なことになった、と内心で頭を抱える日本人達であった。




　　　　☆




「情報を整理するためにも、折角だから、この国の王室が、どういう人員構成になってるか、教えてもらっていい？」

　しばしの沈黙の後、春菜がドーガに切り出す。

「うむ。まず、一番上が側室第一妃の御子息で、アヴィン殿下。お歳は二十二歳だが、この度兄弟国であるファルダニアに王配として迎えられる事になった。そのため、この国の継承権はない」

「それ、大丈夫なん？」

「元々ファルダニアは、この国から分かれできた国でな。継承権争いを嫌った三代目国王陛下の王弟殿下が、自身を担ぎ上げようとした一派を引き連れて、リドーナ海を挟んだ向こう側の大陸に建国した国じゃ。ゆえに、男児に恵まれなかった時は、こちらから王配として養子に出される事もある。それに、第一妃は現ファルダニア国王陛下の弟君の娘に当たる人物でな。血統的にも、向こうに行くのにちょうど良かったのじゃ」

「気になるんだが、それは本人が納得しているのか？」

「むしろ願ったり叶かなったりだろう。アヴィン殿下と、かの国の第一王位継承者のプレセア王女が恋仲なのは、有名な話だからな」

　達也の質問に対するレイナの補足に、それはめでたい、と顔をほころばせる日本人達。

　政略的な問題が絡もうと、当人達が幸せになるのならいい事だ。

「話を戻そう。その次に第二妃の御息女で、元第一王女のマグダレナ殿下。お歳は今年二十歳になられる。この方は二年前にダールの王太子妃として嫁がれてな。最近、王女を出産なされて、来年お披露目の会が行われる予定じゃ。

　その下が、王妃殿下の御息女で、第二王女のエレーナ様。お歳は今年十九歳。流石にファーレーンの正室の娘ともなると、嫁ぎ先も慎重に選ばねばならなくて、まだ独身でな。姫巫女の資格をお持ちである事からも、国内の有力貴族に降嫁なされる可能性が一番高い」

　話題が出て来た人物を、家系図に書き込んでいくドーガ。

　分かりやすくするために、嫁いで行った王女は図の外に引っ張り出す。それを見ながら、少しばかり頭を整理していく。

「ついで、第一妃の御息女であられるマリア王女。十八歳。真琴が来る直前に、マルクトの宰相でもある王弟殿下に請われて、嫁いで行かれた」

　もう一人、王室から出て行った王女を同じように家系図の外に線を引っ張って書き加え、更に家系図に追記していく。

「それから、先ほどから話題となっている、第二妃の御息女で、第四王女のカタリナ様、十六歳。王太子殿下であられるレイオット王子殿下、十五歳。第二妃の御子息で第三王子のマーク殿下、十三歳。そしてエアリス様と続く。継承権、という観点では、王弟殿下の御子息も持ってはおられるが、まだ三歳の上、血統魔法にあまり適性がなくての。さすがに、血統魔法の重要性を知らん貴族はおらぬゆえ、彼を担ごうという勢力はないな」

　ドーガの話を聞き終え、頭の中で整理する一同。

　とりあえずの関係図をまとめた春菜が、確認を取るように口を開く。

「国内の政治絡みに関わりそうなのは、エレーナ様とカタリナ様、レイオット王太子殿下、マーク殿下とエルちゃん、でいいのかな？」

「そうなるのう」

「そのうち、勢力争いに発展しそうなのが、カタリナ様とエルちゃん、でいいの？」

「人間関係としてはそうじゃが、勢力争いにはならんだろうて。残念ながら、エアリス様には人望がないからの」

　元々社交界に出る歳になるまで、王族の顔と人柄を直接知る事ができる人間は、それほどいない。

　そしてエアリスの場合、社交界の前ぜん哨しょう戦せんとも言える、有力貴族の茶話会に参加する年齢になる前に姫巫女に選ばれ、神殿引きこもりになってしまったため、神殿の上層部と王族一家、後は幼い頃から側仕えをしていたドーガのような人物以外は、正確な情報は一切知らないのである。

　その上で、件くだんの侍女が好き放題やった影響がいまだに残っており、何故彼女が姫巫女に選ばれたのか納得が行かない、という人間の方が圧倒的に多いのだ。

　エレーナ王女と先代の姫巫女が、能力的にも人格的にも、今代の候補者の中ではエアリスを超える者は居ない、と言い切っているから表面上は収まっているだけで、カタリナ王女派やエレーナ王女派の人間の方が多いというのが実情である。

　確かに姫巫女というのは、政治的には一切権限はない。だが、国王と並んで国を守る柱であり、過去には人柄に問題がある女性が姫巫女となったために国が大層乱れた、という記録もある以上、悪い噂しか聞かない子供をそんな地位につけるのは反対だ、と言う人間が多いのも仕方がないことだろう。

　そういったもろもろの事情があるため、実力者で王族全てに顔が利くドーガと、幼い頃から一緒に行動する事が多く、戦闘能力の面で申し分のない、少なくとも裏切る事だけはないであろうレイナ以外、迂う闊かつに側仕えを増やす事ができないのだ。ヘタに人を増やすと、いつ寝首を掻かかれるか、もしくは、いつまた姫巫女の威光を利用して好き放題されてしまうか、分かったものではないからである。

　残念ながらここまで評判が悪いと、常識と良識を持った人間は、そう簡単には引き抜かれてくれない。

「なんかさ、そのカタリナ王女、って人が問題児なんじゃないか、って気がしてきたな」

「それについては、我々の口からは何とも言えぬ。お主らに予断を与えたくないからの」

「少なくとも、公式の場では賢明な女性と評価できる振る舞いをしてはおられる」

　達也の言葉に、返事を濁すドーガとレイナ。

　エアリス本人も、一方の当事者のため迂闊な事は言えないらしい。

　やんごとない方々の事情は、いつの世もややこしいようだ。

「で、今更思い出したんやけど、僕が毒消し作った事と、今後の状況の打開、っちゅうんとはどうつながるん？」

「毒消しを作れるという事は、毒物に詳しい、という事でいいか？」

「まあ、ある程度は」

「ならば、問いたい。無味無臭でかつ、毒見役を殺さずに本命の体調だけを崩させるような、そんな毒は作れるのか？」

「毒自体は、そない難しいもんやあらへん。別段、一回の飲食でどうこうせんでええんやったら、どうとでもできるやろな。ネックになるんは量の調整だけやし」

　あっさり返ってきた回答に、眉をひそめながら質問を続けるドーガ。

「では、その毒を消す事は？」

「物によるけど、よっぽどでもない限り、消せん毒はない。ただ、手遅れの可能性はあるから、絶対とはよう言わん。万能薬、っちゅう手段もあるけど、ちょっと遠出せんと材料が揃そろわんし、機材もちょっと不安があるし、そもそも手遅れになっとったら、毒をいくら消しても無駄や」

「ふむ。では逆に、病だったとしたら？」

「それも同じや。症状を聞いた上で直接容体を見な分からへんけど、大抵は治療できる。せやけど、毒も同じやけど、後遺症とかについてはそれこそ容体次第やから、この場では何とも言えんで」

「そうか……」

　しばし考え込んだ後、席を立ちどこかへ出かける準備をするドーガ。

「どこに？」

「少々、協会の方へ顔を出して来る」

　そう言うと、魔道具を使って姿を変え、エアリスとレイナを置いてさっさと出かけるドーガ。

「で、さっきの話、何ぞ心当たりでも？」

「……エレーナ姉様が、ここのところずっと、体調を崩されているのです」

「宮廷医師や宮廷魔術師は、何も分からなかったの？」

「はい。原因不明の病、という事で処理されていますが……」

「症状を聞いた上で、当人を直接見やん事には何とも言えん話やな」

　宏の言葉に一つ頷き、覚えている限りの症状を説明する。

　そのほとんどは大抵の病に共通するものだが……。

「幻痛に手足の震え、か。エレーナ姫様と他の人って、食事は一緒に？」

「症状が出始める一週間ほど前からは、王家みんなの予定がつかなかった事もあって、お昼以外はずっとお一人でした」

「エルはどうなん？」

「私は、基本的に神殿での食事で、食べる物は他の神官と変わりませんので……」

「なるほどなあ。毒見役は、毎回違う人？」

「はい。体質や体調の問題なども出て来ますし、正確性の問題もありますので、毎回違う組み合わせで、四人ほどの毒見役が毒見を行っています」

「他の人には、症状は出てないんやね？」

「出ていません」

　そこまで話を聞いて、一つ確信を持つ。

「間違いなく、毒やな」

「断言できるの？」

「まあ、近い症状の病気はあるんやけどな。それ、確かマージンラットに引っかかれな感染せえへんし、いっぺん人に感染して発症したら、すごい勢いで周囲に広がるから、もっと大勢に症状が出てなおかしいねん。潜伏期間長いんも最初の一人だけやし、特になんもせんでも二週間もあったら治りよるしな。せやから、まず間違いなく、毒や」

「解毒剤は作れるのか？」

「問題あらへん。ただ、日持ちせえへん材料がいるから、すぐに作るのはちょっときついわ」

　いくら腐敗防止があると言っても、全ての素材が十分な量保存されているわけではない。

　殊に、薬系のマイナーな素材などは、交易拠点であるウルスでも、すぐに手に入る物ではない。

「発症してから、どれぐらいの日数が経たっとる？」

「そうですね。多分、そろそろ一カ月ぐらいでしょうか。私達がピアラノークに捕まった時点で、最低でも二週間は経過していましたので」

「もしかして、ここでスチャラカやっとったん、結構まずかった？」

「それは、何とも……」

「まあ、そうやろうなあ」

　実際のところ、いくら城に大量の解毒剤を納入した実績があったところで、一足飛びでどこの馬の骨とも知れぬ冒険者に話が来るわけがない。

　それなり以上に実績と信用がある人間が全てダメ、となるのにも二週間やそこらは必要だし、仮にピアラノークの事がなくても、どっちみち宏達を面接するのに、目覚めてから今日ぐらいまでの時間は必要だったのだから、誤差の範囲と言うしかないだろう。

「とりあえず、ドルおじさんが戻ってくるまで動きようがないけど、どうしようか？」

「なんやかんやで昼が近いし、ちょっと新しい日本の味を用意しよか」

　春菜の質問に答えた宏の言葉に、それまで沈んでいたエアリスが顔を輝かせる。

「何を作るんだ？」

「豚にイカ、エビ、牛スジ、キャベツ、小麦粉、山芋で分かるやろ？」

　達也の質問に、材料を並べながらそんな事を言ってのける宏。

　大阪人がその手の材料を使うとなると、作る料理は一つしかない。

　なお、言うまでもないが、豚も牛も、あくまで似たような味の生き物、というだけで、全く同じ物ではない。

　特にファーレーンで一般に豚として飼われている動物は、ラードがほとんど取れなかったり豚骨スープが作れなかったり寄生虫がいなかったりと、同じなのはむしろ見た目と肉質、肉の味ぐらいだと思った方がいい生き物である。

「なるほど。モダンもＯＫか？」

「当然や。ただ、個人的に、広島焼きまでは譲歩するけど、もんじゃ焼きは勘弁な。あくまで個人の好みやけど」

「大丈夫。私ももんじゃ焼きは、そんなに好きじゃないから」

　などと会話をしながら、黒い鉄板を食堂のテーブルの上に置く。

　大きな食堂のテーブル、その三分の一を覆うほど巨大な、いわゆる業務用サイズの鉄板で、その気になれば十枚以上、同時に焼けるだろう。

　きっちり表面を磨き上げた上で、錆さび止どめその他のための表面処理を施してあるのが、いちいち芸が細かい。しかも、しっかり魔道具として使えるようにあれこれ付与まで施しているのだから、手間がかかっている。

「一体、いつの間にこんな物を……」

「溶鉱炉のチェックした時に、な。このぐらいやったら、見た目ほど材料は要らんし」

　因みに材料は、使い物にならなくなった道具の金具などを集めて再利用した物である。

「ほな、さっさ仕込むで」

　宣言通りにキャベツを手際よく刻み、手早く生地を練っていく。

　何ぞこだわりでもあるのか、全ての仕込みを一人で終わらせ、春菜にすら触らせない。

「注文は？」

「私は豚玉～」

「ミックスモダン、卵二つでお願いね」

「えっと、お任せします」

「師匠、ミックスのチーズトッピングとかもあり？」

「俺は、そうだな。普通のミックスで」

「了解や」

　注文を受け、一気に人数分を焼き上げる。

　遠慮がちに顔を見て全てを丸投げにしたエアリスに苦笑しながら、彼女とレイナの分を個人的にお勧めな牛スジ入りミックスで焼く。

　普段は春菜や澪と共同で作業するのに、今回は最初から最後まで一人で全部やってしまう。

　十五分ほどかけて焼き上げ、各人の好みに合わせてソースとマヨネーズを付け、青のりと鰹かつお節ぶしをまぶして全員に配る。

　そうやって振る舞われたお好み焼きを、最近箸の扱いに慣れてきたエアリスとレイナを含め、全員がコテではなく箸で食べ始める。

　レイナは湯気で踊る鰹節にやや引いていたが、エアリスの方は全くお構いなしである。

　こうしてエアリスはまた一つ、日本の食文化に染まるのであった。




　　　　☆




「お待ちしておりました」

「此こ度たびの事、世話をかけたな」

　冒険者協会ウルス本部。

　ドーガは協会の長と面会していた。

「あの方は、御無事なのでしょうか？」

「健やかに過ごしておられる。最近はずっと美味くて珍しい物を食しておられるからか、これまでになくとても顔色がよろしい」

「それは何よりです」

　ドーガの報告を聞き、心の底から安あん堵どのため息をつく長。

　エアリスと直接面識のある数少ない外部の人間であり、彼女の評判が非常に悪い事に心を痛めている一人でもある。

「それで、宮廷の方はどうなっておる？」

「それは、私が説明しよう」

　ドーガの質問に、年若い、まだ少年と言っていい男の声が割り込む。

　長身で細身の、どことなくエアリスに似た面影を持つ、白銀の髪の優男だ。だが、見た目こそまだ成人年齢である十五に達したばかりの優男ではあるが、その身にまとう雰囲気は怜れい悧りで、その隙のない立ち居振る舞いもあり、余程鈍い者でもない限り、誰も若造だと、優男だと言って彼を侮る事はしないだろう。

　今の今まで気配がなかったところを見ると、転移魔法か何かで飛んできたらしい。

　このタイミングの良さからするに、誰かが連絡を入れたのだろう。

　冒険者資格を持つ事もあり、彼と冒険者協会の間には密接な関係がある。

「レイオット殿下……」

「報告は聞いている。苦労をかけたようだな、エルンスト」

「もったいないお言葉です」

　王太子レイオットの言葉に跪ひざまずき、深々と頭を下げるドーガ。

「ここは公式の場ではない。楽にしていいぞ、爺じい」

「はっ」

　レイオットの許可を受け、促されるままに席につく。

「それで、殿下……」

「エレーナ姉上の容体が、悪化した」

「そんな……」

「まだ命に障りはないが、もはや自分の足では立てん」

　予想以上に深刻な状況に、思わず歯は噛がみするドーガ。

　そんな彼をなだめるように、話を続けるレイオット。

「それで、例の冒険者は何と？」

「症状を直接見なければ分からないが、大抵のものは治療ができる、と。ただし、毒であろうと病であろうと、手遅れになっていればどうにもならない、とも申しておりました」

「その言葉、信用できるのか？」

「少なくとも、市井にいる技量ではない事だけは、断言できます」

　ドーガの言葉に頷くと、カードを取り出してどこかに連絡を取る。

「ユリウスを呼んだ。ここからすぐに転移で行くから、徒歩で来るように伝えてある。とりあえずそれなりに時間はかかるだろうから、やつが来るまで状況の確認をしよう。食事はしたのか？」

「いいえ。状況の確認と連絡を済ませたら、すぐに戻るつもりでしたので」

「ならば、ここで済ませよう。何か、軽いものを頼む」

「承りました」

　長が出ていくのを確認すると、深くため息をつく。

「全くもって、後手に回ったものだ……」

「申し訳ございません」

「いや。導師長や神官長にも悟られずに、広範囲を巻き込む長距離転移魔法を使うような相手だ。もともとお前達では相性が悪すぎる。むしろ、何か仕掛けてくると分かっていながら、まともな対策を打てなかったこちら側の失策だな」

「ですが、せめて一ひと太た刀ち浴びせていれば、エアリス様が術を発動させる時間を稼げたかもしれぬと思いますと……」

　ドーガの言葉に、首を左右に振るレイオット。

　戦うという行為については、彼の妹には全く心得がない。たとえ、ドーガが時間を稼いだところで、突発事態で術を発動させる、などという事はできなかっただろう。むしろ、ピアラノーク相手に身を守るための術を発動させた事が奇跡である。

　さらに言えば、それを善良な冒険者が助け出した、などというのは、それこそ奇跡を通り越して、何らかの力が働いているとしか思えない。

「あの男は、何と？」

「あの男、余程エレーナ姉上やエアリスに姫巫女で居て欲しくないらしい。もはや足腰が立たぬエレーナ姉上や、無責任に役割を放り出して出奔したエアリスではなく、カタリナ姉上に姫巫女の地位を譲れ、と言い出した。今のところ、神殿はその言葉を突っぱねてはいるが、いつまでもつか微妙なところではあるな」

「でしょうな」

「だが、先代の言葉を借りるまでもなく、カタリナ姉上では国を滅ぼしかねない。そもそも、アルフェミナ様が姫巫女の変更を受け入れない以上、やつらがどれほど吠ほえようと、エアリス以外が姫巫女になる事など不可能だ」

　レイオットの言葉に、深く頷くドーガ。

　そこに、軽食を持った長が入って来る。

　まだ湯気が上がっている温かいスープと、単に火であぶって黒パンで挟んだだけの燻くん製せい肉という、実にシンプルな料理である。

「このような粗末な物しか用意できず、大変恐縮ですが……」

「構わん。毒に怯おびえながら冷めきったものを食べるよりは、こういったシンプルだが、でき立ての温かい物を食べる方がよほどいい」

「殿下、毒見を……」

「必要ない。この時間帯、冒険者達も食っているのだろう？　メニューが同じである以上、毒など混ざっていればとうに騒ぎになっている」

　レイオットの言葉に頷きながら、念のために自分達が先に手を付けるドーガと長。

　二人とも冒険者としての活動も長く、それなりに毒物に対する耐性を持っているのだ。

　ついでに言えば、これだけシンプルで味の想像がつきやすいものだと、余程特殊なものでない限り、毒が混ざっていても一発で分かる程度の経験は積んでいる。

「それにしても、だ」

「はい」

「エアリスは相当珍しい物を食べているようだが、神殿の味気ない食事に耐えられるのか？」

　本当に粗末としか言いようがない食事を飲み下し、どういうわけか側仕えの二人が思い付きもしなかった懸念事項を告げるレイオットに、思わず動きが止まるドーガ。

「……そこは、神殿の食事を担当する者も交えて、一度相談する事にしましょう。彼らの作る料理は珍しくはありますが、豪勢というわけではございませんので」

「なるほどな。それで、そいつらが作る食事は、美味いのか？」

「好き好き、という物も結構ございますが、少なくとも儂とエアリス様は気に入っております」

「ほう、なるほどな」

　そう言って、にやりとある種邪悪な笑みを浮かべるレイオット。

　それを見た瞬間、食事絡みを報告したのは失敗だったかもしれない、と後悔するドーガ。

　城や神殿の食事に文句があるのは、何もエアリスだけではないのである。

「そうだな。折角向こうに出向くのだから、何か珍しい物を食わせてくれるよう、頼んでもらえないか？」

「……頼むだけは、頼んでみましょう」

　やはり、食事関連の報告は失敗だったか、などと後悔したドーガだが、実はこの時点ですでに、報告していようがしていまいが関係なかったという事を、この時彼はまだ知らない。

　食事を済ませ、今後の事をざっと打ち合わせし、手待ちになった時間で一体どんな物を食したのか、という問いかけに正直に答えていると、黒髪の、二十歳そこそこの男性が入って来る。

　レイオットが優男なら、彼はクールな二枚目、といったところか。

「ユリウス・フェルノーク、只ただ今いま参上しました」

「来たか。思ったよりは早かったな。食事は？」

「移動中に、軍用食で済ませました」

「エルンスト」

「分かりました」

　レイオットに促され、転送石を起動するドーガ。

　事態は、宮廷が関わるところまで一気に進展するのであった。




　　　　☆




　宏の前に置かれた、先ほどとは違う鉄板を食い入るように見ながら、エアリスは次に出て来るものに想いを馳はせていた。

「全く……。こそこそ何かやってると思ったら……」

「ええやん、これぐらい」

「まあ、いいんだけどね……」

　おやつの時間に宏が用意した機材に、心底呆あきれた声を出す真琴。

　宏の前に置かれている鉄板は、ピンポン球よりやや小さい程度の大きさのくぼみが、縦に八つ、横に十二列並んだ、エアリス達の目には実に奇妙に映る代物だった。

　これまたいろいろとややこしい加工がなされており、見る者が見れば明らかに魔道具だと分かるほど魔力を放っている。

　もっとも、日本人が見れば、その鉄板の用途は一目瞭然なのだが。

「てか、タコはあるの？」

「そこら辺はぬかりなしやで」

　そんな事を言いながら、手際よくくぼみに油を引いていく。

　十分に熱が通ったところで、さっきとは似て非なる生地をくぼみに流し込み、タコをはじめとした具材を手早く投入していく。

「さて、ここからが注目ポイントや」

　焼けて生地の縁が固まり出したのを確認した宏が、ピックを手に宣言する。

　ピックを縦横無尽に走らせ、くぼみとくぼみの間にあふれた生地を切り離す。

　切り離した生地をくぼみに押し込むと、外周をなぞるようにピックを動かした後、見事な手つきでくるりとひっくり返す。

「わ、わわわ！」

　驚きとも歓声ともつかない声を漏らすエアリスを尻目に、次々とたこ焼きをひっくり返していく宏。その手つきはプロのそれと比べても、全く遜色ない。

「すごい」

「らしい特技というか、意外な特技というか……」

「大阪の人間やったら、小学生でもこれぐらいはやるで」

　などと言いながら、何度もひっくり返しては均等に熱を通していく宏。

　その動きには、一切の無駄も迷いもない。

　しばらくそれを繰り返し、全体がいい具合に焼き上がったところで、大きな葉っぱを使って作った船に、素早く八つのたこ焼きを盛り付けていく。そのまま華麗な手つきでソースとマヨネーズを塗り、青のりと鰹節を振りかけ、つまようじを刺してエアリスの前に置いた。

「熱いから、気ぃ付けて食べてや」

　先ほどから行儀よく座り、食い入るように見つめていたエアリスに小さく噴き出しながら、とりあえずそんな注意事項を告げる。

　もしエアリスに尻尾があったなら、彼女の尻尾は喜びにパタパタ振られていた事だろう。

　食べる前に、いつものようにちょっとうかがうように顔を見た後、素直に待ち切れないという感じでたこ焼きに手を伸ばす。

　だが、それでも宏の注意はちゃんと聞いていたらしく、アツアツのたこ焼きに息を吹きかけ、慎重に口に運ぶ。

「はふ！」

　やはり、初心者にはややハードルが高かったらしく、口の中で転がしながら、目を白黒させるエアリス。

　その様子に苦笑しながら、次を船に盛り付ける宏。

「ん～、美味しい！」

「さすが本場の技」

　外はカリっと、中はとろりと仕上がったたこ焼きを、はふはふと口の中で転がしつつ堪能する春菜達。その頃には最初の衝撃から立ち直り、コツをつかんだエアリスが次々にぱくつき始めていた。

「因みに、ダシ醤しょう油ゆとかポン酢で食べる、っちゅうんもなかなかいけるで」

「へえ？　試してみていい？」

「了解や」

　そう言って追加で焼き上げた物を、底が深めの適当な器を用意して盛り付け、一方にはダシ醤油を、もう一方にはネギとポン酢を容赦なくかける。

「これも美味しい！」

「以前にいただいた時にも思ったのですが、このポン酢というものは、さっぱりした酸味が素敵です」

　春菜とエアリスの歓声に、ドヤ顔をしながら自分の分に手をつける宏。

　ポン酢まで作ってるのか、とか、そもそも醤油や味み噌そを作るための麹こうじとかをどうやって調達したのか、とか、そういった突っ込みはすでに済ませてあるため、突っ込み役の真琴も達也も、もはや何も言わない。

「……お前達の国は、こんな物ばかりなのか？」

「これぐらいは序の口。って言うか、一番大事な物が手に入らないから、一割も本領を発揮してないよ？」

　彼らの作る料理は無駄にレベルが高い物ばかりだ……そんなことを考えつつ、レイナが呆れ顔で放った問いかけに、力強く言い切る春菜。その言葉に心から同意する日本人達。

「そうそう。本気で米が恋しくなってきたわ……」

「いい加減、カレーパンじゃなくてカレーライスを食べたいよね」

「いや、まずは卵かけご飯やろ」

「オムライス……」

「おにぎりもいいんじゃない？　おかかに明太子にツナマヨ」

「……牛丼、食いてぇ……」

　達也の魂からの呟つぶやきに、思わず心の底から同意してしまう日本人一同。

　そこから、米に関するトークへと流れていく。

「親子丼とか、チャーハンなんかも食べたいよね」

「そうだな。あと、ビーフカレーもいいが、カツカレーも捨てがたい」

「お寿司、お寿司」

　和わ気き藹あい々あいと食べたい物を言い合いながら、たこ焼きを食べ切る。

　彼らが言い合う、想像もできない料理が気になって仕方がない様子のエアリスに、思わず苦笑しながら自身に割り当てられたたこ焼きを堪能するレイナ。そこへ、

「また、美味そうな匂いを漂わせておるの」

「あ、おっちゃんお帰り」

「おう。客人が来とるが、いいかの？」

「ちょう待って。今から焼くから。何人？」

　話をしていいか、というつもりで尋ねた言葉に、そんな答えが返ってくる。

「いや、今後の話をしたいのじゃが」

「いいじゃないか、エルンスト。折角だから、ご馳ち走そうになろう」

「そうおっしゃるのでしたら」

　入ってきた長身の少年の言葉に、しぶしぶ頷くドーガ。

　言うまでもなく、少年はレイオットである。

　その姿を見たエアリスが、先ほどとは違う意味で目を白黒させた後、声をかけようとして口を開きかけたものの、話したいことが多すぎて言葉が出ずに口を閉ざす。

「で、何人分焼けばええ？」

「三人、じゃな」

「了解や」

　そんなエアリスの様子に頓着せず、受けた注文に頷き、先ほどと同様に手際良くたこ焼きを焼いていく宏。

　その手つきに先ほどの悩みを忘れ、歓声を上げながら楽しそうに鑑賞するエアリス。

　結局、レイオットに対して何か言う、というタイミングを見事に逸してしまうが、兄の方も妹の無邪気な姿を見て十分だったのか、エアリスを見て一瞬笑みを浮かべると、宏の作業に注目する。

　パフォーマンスとしてもそこそこと言えるその作業に目を奪われながらも、異常とも言えるほど高度な魔道具に内心で驚くレイオット。

「その鉄板、かなりの魔道具だが、自作なのか？」

「せやで」

　くるくるたこ焼きをひっくり返しながら、レイオットの問いかけに応える宏。

　レイオットが驚いたのも当然で、魔道具と言うやつの大半は、武器などに施すエンチャントと違い、機能を使うためにはなにがしかのエネルギーを消耗する。だが、宏が使っているたこ焼きプレートは、その消耗が著しく小さいのだ。

　普通、一般家庭にある調理系の魔道具は、単純なオンオフで一定の温度になる類の簡単な物でも、全くの一般人が半日連続で使うのは厳しい程度の消耗がある。

　が、宏の作ったそれは、何の素養もない一般人でも、丸三日ぐらいは火をつけていられる程度には効率がいい。

　たこ焼きというものがどういう立ち位置の食べ物かを知らないレイオットだが、それでも調理器具のために振るうのは技術の無駄遣いだろう、と断言できるほどには高度な代物ではある。

　もっとも、ここ一カ月半の宏の制作物は、春菜のレイピアをはじめとしたごく一部の例外を除いて、基本的に高度な技を無駄遣いしているものばかりなのだが。

「もう一枚、あるよね」

「よくもまあ、そんな高度な魔道具を二枚も作るものだな」

「……ん～、まあ、そうやなあ」

　たこ焼きを焼きながら、何とも煮え切らない返事をする宏。

　その様子にピンと来るものがあった真琴が、ジト目で追及の姿勢に入る。

「で、本当に、二枚だけ？」

「ん～と、やなあ……」

　たこ焼きを焼く手を止めずに、煮え切らない態度を続ける宏。

　明らかに、何かを隠している。

「怒らないから、お姉さんに言いなさい」

「その振りは、絶対怒るやろう？」

「それはあんたの態度次第よ」

「……実は、三つ目があるねん」

　そう言って、ちょっとたこ焼きを焼く手を止めて、荷物から何かを引っ張り出す。

　それを見た真琴の眉がつり上がる。

「流石にその材料の無駄遣いは許容できない！」

「というか、何で鯛たい焼やきなんだよ、おい」

「そうだよ、宏君。小豆もカカオもないんだから、カスタードと抹茶しか作れないじゃない！」

「カレー味とチーズ味もいけんで」

「宏、春菜！　論点はそこじゃない！」

　何ともずれた内容でもめ始める宏達を見て、いろんな意味で疑わしそうな視線を向けてしまうレイオット。

　宏が取り出したのは、さすがに鉄板と言うには無理がある構造をした、無駄に精巧な鯛の型が彫られた調理器具だった。二枚の板を蝶ちょう番つがいで連結した物が三組並んだ構造で、一組の板には左右対称で六匹ずつ、鯛が彫られている。

　つまり、フルに使えば一度に十八個の鯛焼きが作れるのだ。

　言うまでもなく、この世界ではオーバースペックにもほどがある魔道具であり、間違いなく技と材料の無駄遣いである。

　こんな物を作るために努力を惜しまないあたり、努力の方向音痴の名に恥じない男だ。

「なあ、エルンスト、ユリウス。こいつら、本当に大丈夫か？」

「私には何とも言えませんね」
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「一応、やる時はやってくれる連中なので、長い目で見てやってくだされ」

　しょうもない事でギャースカ言い合いながらも、とりあえずちゃんとたこ焼きを焼き上げて三人に渡す宏。

　そんないつものノリのまま、とかく宮廷組の不安をあおる宏達であった。








ファーレーン編　第八・五話






「エアリス、元気だったか？」

「は、はい。ここにいる皆様のおかげで、何不自由なく過ごさせていただいております」

「そうか、良かった」

　たこ焼きを食べ終え、自己紹介も済ませて状況が落ち着いたところで、何ど処ことなく落ち着かない様子のエアリスに声をかけるレイオット。

　先ほどはちゃんと観察する余裕はなかったが、城にいた頃より血色がよく、髪も肌もよく手入れされてつやつやしている。

　着ている服も庶民が着るような安っぽい物ではなく、デザインこそシンプルながら間違いなく上質の絹糸が使われた高級品だ。

　それらの情報と先ほどのたこ焼きを焼くところを見ていた時のエアリスの表情から、下にも置かない扱い、とまでは行かなくとも、少なくとも悪い扱いはされていない事は断言できる。

　ドーガの判断を疑っていたわけではないが、やはり見るのと聞くのとでは大違いなのだ。

「妹を助けてくれた事、感謝する」

　エアリスの様子をしっかり再確認して安心したところで、宏ひろしと春はる菜なに向かって一つ頭を下げるレイオット。

「たまたまですので、お気になさらないでください」

「いや、そうはいかん。状況はエルンストから聞いたが、貴公ら二人がたまたま蜘く蛛もの糸を採りに行っていなければ、そして、貴公らが善良な人間でなければ、私とエアリスは二度と再会する事はできなかっただろう」

「当たり前の事しただけなんで、礼には及びません」

　大げさな感謝の言葉を述べるレイオットに、慌てて手を振って否定する宏と春菜。

　助けたのが偶然なのは否定しようのない事実だし、助けた後も取り立てて特別な事は何もしていない。むしろ、王族や騎士、貴族に対する対応としては、どんなクレームがついてもおかしくない、そんなレベルの世話しかしていないのだ。

「それを当たり前、などと言える人間がどれほど居ると思う？」

「いやでも、実際のところ、最初レイナさんは追い出そうかと思ってましたよ？」

「それは、そいつが粗相をしたからだろう？　普通ならレイナ一人だけでなく、三人揃そろって叩たたき出だされても文句は言えんな」

「連帯責任を問う種類の状況やなかったし、大人がやらかした事の責任を子供まで背負わなあかんのも、おかしな話やないですか」

「そうですよ。そんな後味の悪い真似、レイナさんが暴走した瞬間ですら考えてませんでしたし」

　レイナに関しては不愉快では済まない目に遭わされた事もあって、当初は正直叩き出しても良かったんじゃないかと思わなくもなかったが、少なくともエアリスとドーガの二人については、宏も春菜も最初から状況が変わるまでは普通に面倒を見るつもりだった。

　自身の事情に巻き込まれて命を落とした人達。

　そんな彼らの死を悼んで泣きじゃくっていた子供を、名目上は部下だといっても、本来ちゃんとした判断ができるはずの年の人間が暴走したからといって連帯責任で追い出せるほど、宏は冷酷にはなれない。

　仮にそんな事をすれば、女性恐怖症のくせにいつまでも後悔してうじうじして使い物にならなくなるに決まっている。

　そして、そんな宏の気質を理解している春菜が、本来責任を問われる必要のない子供を追い出すような選択を取れるわけがない。

　大体、春菜自身もエアリスの事は最初の段階からものすごく気に入っているのだから、追い出すなんて土台無理な話だったのだ。

「……恩を受けた人間が言うような事ではないが、そこまでお人よしなのはどうかと思うぞ」

「自己満足の範囲なんで、突っ込みはスルーさせてもらいますわ」

　呆あきれるほどの人の良さに内心で肩をすくめて首を振り、とりあえず話を進める事にするレイオット。恩の押し付け合いをしても話が進まないので、このあたりは事務的に処理した方が良さそうだ。

「何にしても、家臣でも国民でもない人間にこれだけ世話になっておいて、何一つ報いないというのでは王家の名に泥を塗る事になる。今すぐに、というのは少々難しいが、全てが終わったら必ずなにがしかの礼をさせていただきたい」

「あんまり大げさにならへん範囲でお願いします」

　どう言ったところで折れてはくれない事を理解したらしい宏が、とりあえず最低限の注文を付けて王家からの礼を受け入れる事にする。

「そんで、エアリス様達はすぐにお城に？」

「いや。まだまだエアリスを連れて帰る事ができる状況には至っていない。すまないが、もうしばらく預かっていてもらえないか？」

「分かりました。もう少しの間だけ、預からせていただきます」

　宏の返答を聞き、一つ安あん堵どのため息をつく。

　恐らくエアリスにとって現状、難攻不落のウルス城よりもここに居た方がはるかに安全である。

　この工房のセキュリティもさることながら、内部にいる人間を警戒しなくて良いというのが何よりも大きい。

「それで、殿下の御用件はそれだけで？」

「いや。もう一つ、厚かましい頼みがある。我々にとっては、エアリスの無事の確認と安全確保、それと同じぐらい重要な要件だ」

「もしかして、おっちゃんが言うとったエレーナ姫様の治療ですか？」

「そうだ。話が早くて助かる。可能か？」

「おっちゃんにも言うたように、診察してみんと絶対とは言えません。あと、どんな経路で何盛られて今の状態になっとるか分からへんので、ある程度のところまで治療が終わるまで、こっちにずっとおってもらう事になります。それで構いませんか？」

　宏が提示してきた条件に、一つ頷うなずいて見せるレイオット。

　言うまでもない話だったからだ。

「あと、元々手遅れやったり治療の結果後遺症が残ったりしても、こっちの罪やっちゅうことにせんといてくださいね」

「当然だ」

「それから、見ての通り粗末な工房やけど、ここでの生活に文句言われても困りますんで」

「分かっている。姉上は聡そう明めいな方だ。自身の治療に必要だと分かっていれば、どんな粗末な生活でも文句は言わんさ」

「最後に一つ。来る時は最低限の荷物だけ、できれば身一つで来てください。少なくとも、絶対に侍女とかそういう人は連れて来んといてくださいね」

「……少々難しいかもしれんが、何とかしよう」

　宏の要求を全て飲む事を伝えるレイオット。

　王族に付き人なしというのは色々と大問題だが、下手な人間にこの場所を知られるのもまずい。

　それに、宏の言葉ではないが、どんな経路で何を盛られたのか分からないのだ。王宮から荷物を持ち出すよりは、こちらで宏達が調達した方が問題が少ない。

「何か購入品があったら言ってくれ。エアリス達の分も合わせて、全てこちらが費用を持つ」

「っちゅうても、ほとんど金使わんと調達してますんで、費用については何とも」

「では、そうだな。エアリス達が今着ている物や使っている物などと合わせて、全て王家で買い取ろう。相場が分からなければ、こちらで適正な費用を見積もって支払う」

「別に、大したもんやないんで気にせんでも」

「我々の立場上、こういう事はきちっとしておかなければならなくてな」

　レイオットの言葉に、微妙に納得する様子を見せる日本人一同。

　権力者というのも大変である。

「さて、こちらの重要な用件はこれで終わりだが、それとは別に少々頼み事をしてもいいか？」

「どうぞ？」

「まず、非公式の場では普段通りに振る舞ってくれ。敬語も必要ない」

「……ええんですか？」

「ああ。公式の場ではさすがにまずいが、正直、お前が慣れない敬語を無理して使っているのを聞くと、どうにも居たたまれなくてな」

「はあ……」

　いきなりフランクな態度になったレイオットに、どうにも戸惑いを隠しきれない宏。

　春菜も、この王太子殿下は何を言っているのか、という表情を浮かべている。

「それともう一つ」

「何でしょう、やなくて、何？」

「先ほど、タコ焼きとやらを作っている最中に取り出していた機材、それで作る食い物がどんなものなのか興味があるのだが、今から作る事ができるか？」

「……中身がカスタードでよかったら、生地用意するだけやから作れん事はないで」

「あ、だったら、宏君が生地作ってる間に、私がカスタード用意しようか？」

「すぐ行ける？」

「何とかしてみるよ」

　レイオットの要求に応えるべく、台所に向かう宏と春菜。

　実のところ、春菜も鯛たい焼やきプレートを見た瞬間に、久しぶりに食べたくなっていたのだ。

　さすがに「その材料の無駄遣いは許容できない！」などと言っていた真ま琴ことも、鯛焼きを作るという話になった途端にそわそわし始めたのは御ご愛あい嬌きょうであろう。

　三十分後、素晴らしい手際で生地とカスタードを揃そろえた二人の手によって、この世界で初めてとなる鯛焼きが焼き上げられ、レイオットとエアリスはその変わったお菓子を一緒に楽しみながら、ここでの生活についての話で盛り上がるのであった。




　　　　☆




「父上、レイオットです。姉上の件でお話があります」

「入れ」

　その日の晩。夕食を終えた後、宏達との話し合いを伝えるために、ユリウスを伴って父王の部屋を訪れるレイオット。

「父上、人払いを」

「うむ」

　重要な話ゆえ、息子の要請に従い人払いを済ませる国王。人の気配がなくなった事を確認したところで、鯛焼きの後に宏に作ってもらった結界具を使って隔離結界を張る。

「……必要な事は分かるが、また大層なものを使うのだな」

「作った者に言わせれば、これでも手を抜いたそうだ」

「……手抜きでこれか……」

　レイオットの言葉に、眉間に深いしわを刻む国王。

　代々結界や転移をはじめとした時空系の能力に強い適性を持つファーレーン王家。

　その中でもレイオットやエアリスと並んでトップクラスの能力を持つ国王ですら、これだけの結界を張るのは容易ではない。

　何しろこの結界、単に外から中をうかがえなくするだけでなく、外にいる人間に対して結界を張った事自体を悟らせないように偽装する機能まで付いているのである。

　国王が頭を抱えたくなるのも、当然であろう。

「まあ、いい。エレーナの件だったな」

「ああ。ついでに言えば、エアリスの件もセットになる」

「……聞こう」

　何やらのっぴきならない話を持ち込んできたらしい息子に、眼光鋭く話の続きを促す国王。

「まずはエアリスの話からだな。エアリスの無事を確認してきた。この結界具を作った男とその仲間のもとで匿かくまわれている」

「……そやつらは、信用できるのか？」

「エルンストが付いているし、エアリスも懐いている。それに、直接話をした感じ、我が王家に対して事を構えるような性格でもなければ、こちらを欺いて利用できる種類の能力も持ち合わせていない」

「そうか」

　息子の言葉を聞き、安堵を主成分にいろいろと複雑な感情の入り交じったため息を漏らす国王。

「それで、エアリスの様子はどうだった？」

「少なくとも、不幸だというわけではなさそうだった。ちゃんとした服を与えられて、美味い飯を食わせてもらって、貴族でも使えんような質のいい化粧水やせっけんで肌の手入れをしているとなれば、間違っても粗末な扱いとは言えんよ」

「……それはむしろ、まずくはないか？」

「男は二人いるが、一人は嫁一筋の妻帯者で、もう一人は私と大差ない女嫌いだ。そもそもエアリスのような子供に欲情するような人種でもない。エアリスの方が懐きすぎる可能性は否定できないが、それを狙ってというのは可能性としては極度に低い。第一、身分を明かしたばかりとの事だから、王家とのつながりを期待して、などという考えを持って丁重に扱ったと考えるのは難しい」

　随分と正体不明の人物の肩を持つ我が息子に、カタリナのようにたぶらかされたのではないかとじっと眼を見つめる国王だったが、何もやましい事はない、とばかりに正面から受けて立つレイオット。

　レイオットからすれば、あれに騙だまされるようでは一国の王太子なんかできるわけがない、と断言できる相手だ。

　ゆえに、国王の危惧など鼻で笑い飛ばせる。

「何にせよ、あそこで暮らしているエアリスは、ずいぶんと楽しそうだったぞ」

「楽しそう、か」

「父上が心配するのも当然だが、やつらはおそらく知られざる大陸からの客人だ。それもエルンストの関係者であるマコトという女以外は、来てからせいぜい一カ月やそこららしいのだから、エアリスを保護した段階では、王家に対する情報自体をそれほど持ち合わせていないだろう」

「確かか？」

「冒険者協会の方でも確認してきた。おそらく間違いはない」

　話を進めるために、父親の心配を一蹴できる種類の情報を提供するレイオット。

　知られざる大陸からの客人といえど、必ずしも全員が善人だというわけではない。

　だが、来てから一カ月程度の客人なら、王家に対してなにがしかのたくらみを持つのは難しいのもまた事実である。

　そもそも、一カ月も時間があって王宮に顔を出していないのだから、権力中枢と距離を置きたがっている事は明白である。

　門番にも冒険者協会にも、知られざる大陸からの客人には王宮に顔を出せばいろいろと優遇してもらえる事を伝えるように通達してあるのだ。権力に関わりたいのであれば、こんなチャンスはそうはない。

「心配が減ったのであれば、もう一つの本題に入らせてもらおう」

「ああ」

「この結界具を作った男が、エレーナ姉上を治療できるかもしれないと言っていた。これを目の前で作ってみせた以上、おそらく可能なのだろう」

「これは？」

「四級ポーションだ」

　レイオットから渡された手の平に隠せるほどのサイズのやたら魔力を垂れ流している小瓶を、驚きの色を浮かべた目で眺める国王。

　さすがに落としそうにこそならなかったが、かなり予想外の答えが返ってきた事は事実である。

「私がいただきたい許可は二つ。その男に治療を任せる事と、そのために姉上を単独でその男のもとへ行かせる事」

「……本当に、治せると断言できるのか？」

「何が盛られていたかと進行度合いによるから、診察しなければ分からないと言っていた」

「その診察だけでも、こちらに来てというわけにはいかんのか？」

「何処でどんな妨害が入るかが分からないから、できれば城ではやりたくないそうだ」

　筋の通った意見に、反論の糸口を見つけられずに押し黙る国王。

　このポーションが四級かどうかはともかく、そう簡単に作れない代物である事に疑う余地はない。

　瓶自体の魔力もそうだが、少し蓋を開けた時に漏れ出た魔力も、そう簡単に込められるものではなかったのだ。

「父上。姉上の容体を考えると、事は一刻を争う。誰が何をどうやって盛っているのかが分からない以上、診察だけは城で、などと悠長な事を言っていては手遅れになりかねない。顔も知らない男に姉上を任せる事が不安なのは分かるが、そこは私とエアリス、それからエルンストを信用して欲しい」

「……分かった。それでいつ、連れて行くのだ？」

「向こうの準備もあるから、早くても明日の夕方頃になる」

「ならばそれで予定を立てておこう」

　色々と覚悟を決め、レイオットの要求を受け入れる事にする国王。その後詳細を聞き、必要な書類を極秘かつ最優先で関係者に処理をさせる。

「本人には、話を通したのか？」

「少しばかり強引に進める必要があるから、明日、移動の直前に話をする。おそらく侍女達には恨まれることになるだろうが……」

「それは、エレーナ本人に何とかさせればいい。本当に助かるのであれば、それぐらいの代償は支払ってしかるべきだろう」

　どうやら国王も覚悟が決まったらしい。

　国王として無条件で信用するという事ができなかっただけで、元々娘が助かるのであれば、場合によっては悪魔に魂を売ってもいいとすら思っていたのだ。レイオットとエアリスが信用した相手ならば、賭ける対象としてはまだ分がいい方である。

「こちらも、色々と準備をしてくる」

「ああ。頼んだぞ」

　結界を解除して自分とは違う方面に根回しをしに行く息子を見送り、必要な書類をこれまでにないスピードで処理して行く国王。

　こうして、王家の一大事である正妃の長女の治療、どちらに転んでもおそらく最後になるであろう挑戦の準備は静かに、だが迅速に進んで行くのであった。




　　　　☆




「エルか？」

「はい。少しよろしいでしょうか？」

「別にええけど、どないしたん？」

「お姉様の事で、お礼とお願いに参りました」

　真剣な表情を自身に向けてくるファーレーンの末姫。

　その様子に、服を縫っていた手を止めてエアリスの方を向く宏。

「ヒロシ様、お姉様の治療を引き受けてくださった事、本当にありがとうございます」

「まだうまい事行くとは限らへんから、そのお礼は早いで」

「分かっています。ですが、ヒロシ様にとってはお姉様の治療は単なる厄介事。それなのに快く引き受けてくださった事は、どれだけ感謝してもし足りません」

「大げさやなあ」

「大げさではありません。私は、エレーナお姉様にとても可愛がっていただきました。なのに、今回の事では何一つできる事はありません。ですので、せめてヒロシ様に感謝の気持ちを伝えたかったのです」

「ほんまに大げさやなあ……」

　まだ始まってすらいないエレーナ姫の治療。

　その事に何度も何度も礼を言ってくるエアリスに、姉妹の間の強い絆きずなを思い知らされるような気分になる。

「まあ、お礼はええとして、お願いって？」

「厚かましい上に、おそらくヒロシ様にとっては言われるまでもない事なのでしょうけど……」

　そこで少しためらいがちに言葉を切り、一つ二つ深呼吸をしてから再び口を開く。

「お姉様の事、よろしくお願いします！」

「確かに、言われるまでもない事やな」

　エアリスの真剣なお願いを聞き、思わず苦笑を浮かべる。

　言われるまでもない事なのは確かだが、厚かましいとは思わない。

　誰だって、身内の事になればこんなものだろう。

「絶対大丈夫とはよう言わんけど、今できる全力は尽くすから安心し」

「はい、お願いします！」

　まだ幼いと言っていい年のお姫様のお願い。

　それを聞いた宏は、身の引き締まる思いで治療に向けて気合いを入れ直すのであった。
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『フェアリーテイル・クロニクル』ゲームマニュアル








◆ストーリー　Story





　神話の時代。世界にはたくさんの〝知られざる大陸からの客人〟がいた。彼らはその勤勉さと多くのスキルにより、様々な物語を生みだし、後の世界の発展の礎《いしずえ》となった。神々との距離が近く、たくさんのおとぎ話が生まれた時代。この時代を後の人たちは『フェアリーテイル・クロニクル』と呼ぶのであった──。





◆どんなゲーム？　What kind of game?





『フェアリーテイル・クロニクル』は、ファンタジーな世界で日々の暮らしを楽しむＶＲＭＭＯです。プレイヤーは〝知られざる大陸からの客人〟と呼ばれる存在となって、おとぎ話の時代を自由に動き回ってください。冒険者になってダンジョンに潜るもよし、嫁不足に悩む農家に嫁いで野菜作りに精を出すもよし。商売人になって店を構えることもでき、鍛冶屋、料理人からプロの釣り師と、スキルを磨くことで様々な職業が楽しめます。





◆スキルの習得　Acquisition of skill





　ゲーム開始直後、あなたは一つもスキルを覚えていません。スキルを覚えるには、この世界にいる住人の頼みごと（クエスト）を聞いて教えてもらうか、何度も習練を繰り返して自分で覚えるしかありません。

　チュートリアルイベントをクリアする事で、ゲームを楽しむ上で最低限覚えておくべきスキルを身につける事ができます。もちろん、チュートリアルを無視して体当たり方式で試行錯誤してスキルを身につけても問題ありません。また、スキルの取得数に制限はありませんし、基本的に一度覚えたスキルは、条件を満たしていればいつでも使う事ができます。







代表的なスキル



戦闘系


　基本攻撃：正しく正確な攻撃の仕方を身につけている事を示すスキルであり、戦闘する際には必須となる。

　スマッシュ：基本的な攻撃スキルの一つ。相手を弾き飛ばして体勢を崩させることで、戦闘を有利にする。

　スマイト：基本的な攻撃スキルの一つ。力一杯相手に武器を叩きつける。





魔法系


　魔法熟練：魔法の扱いに慣れている事を示すスキル。

　マイナーヒール：小さな傷を治療する回復魔法。

　マジックブリット：無属性の魔力の塊を相手に叩きつける攻撃魔法。





生産系


　採取：生えている草や木から、食材を採るスキル。あらゆる生産スキルの基本ともいえるスキル。

　採掘：鉱山などから鉱石を掘り出す。このスキルがないと鉱石のあるなしが分からない。

　伐採：木を切り倒して材木にするスキル。スキルがないと木材の目利きができない。

　製薬：ポーションを作る事ができるスキル。





その他


　解体：倒したモンスターを解体する。このスキルがなければ、モンスターを倒しても素材が得ることができない。

　旅歩き：長い距離を効率よく歩くスキル。歩く速度が速くなり、スタミナ消費が少なくなる。

　洗濯：服などを洗って綺麗にするスキル。ちゃんと洗濯しないと臭いでひどい目にあうので、絶対に覚えよう。
















ＭＦブックス

フェアリーテイル・クロニクル　～空気読まない異世界ライフ～　１

特別書き下ろし


埴輪星人







《ファーレーン編・第３話と第４話の間の時間軸から書き下ろし》




「おや、ヒロシさん」

「あ、おはようございます」

　宏と春菜が小さな部屋に引っ越ししてから半月ほど経ったある日。

　いつものように屋台の仕込みを終えた春菜を送り出し、部屋の掃除や片づけなどを済ませ、冒険者協会まで自分の仕事を見つくろいに行こうとしたところで、下の階に住む初老の男性とばったり会う。

「今日もお仕事ですかな？」

「はい。僕らは貧乏なんで、頑張ってがっつり働かなあかんのんですよ」

「ははは。なんだかんだ言って、人間というのは仕事がないと腐りますからな。若いうちは、お金のためでなくても仕事をするべきだと私などは思うわけですよ」

「そうですね。いくら金持ってるからっちゅうて、夜勤明けでも休みの日でもないのに昼日中からあからさまに仕事してへんっちゅう感じでぶらぶらしとるんは、何ぼなんでも格好悪いし」

　宏の言葉に、どことなく満足そうに頷く男性。

　その後、立ち去ろうとして少し顔をゆがめる。

「どないしました？」

「いや、大したことではありませんが、この年になるとどうしても節々が痛みましてな」

「具体的にはどこでっか？」

「今日は腰ですな。お恥ずかしながら、昨日、物を持ち上げた際に少々ひねりまして」

「そら大変や。薬用意しますんで、ちょっくら触らせてもろてええですか？」

「そこまでしていただくほどの事では……」

「ええからええから」

　恐縮して遠慮しようとする男性を彼の部屋まで送り、そのままベッドに横になってもらって触診を開始する。

「……そない酷いことにはなってませんけど、こらだいぶ辛いでしょう？」

「朝はそれほどでもなかったのですが、お恥ずかしながら今は立つのも横になるのもとても辛いですな」

「やっぱり。ちょっちまってくださいな。貼り薬用意しますわ」

　最悪よりはずっと状態がいいが、放置するにも忍びない、それぐらいのひどさ。

　基本的にお人よしの宏が放置できるわけもなく、昨日の草刈で集めた草から、ぎっくり腰などに対して強い薬効成分があるものを用意する。

「今から調合になりますんで、ちょっくら時間かかりますけど、まあそんなに待たせんですむと思いますんで」

「本当に申し訳ない……」

「困った時は、お互いさまでっせ」

　などといいながらも、てきぱきと薬を作り上げる。

　五分後、はがれないように薬に粘着性を持たせたものを清潔な布にしみこませ、男性の腰に貼り付ける。

「十分ほどしたら効いてくるとは思いますけど、昼ぐらいまでは安静にしといたほうがええと思います。夕方ぐらいには薬の効果も切れるんで、なんやったら声かけてくれたら貼り替えますわ」

「本当にいろいろとお世話になってしまって……」

「さっきも言うたけど、困ったときはお互いさまでっせ」

　恐縮しきりの初老の男性に軽く言うと、代わりに戸締りをして挨拶ひとつで外に出て行く。

　ゴミの再生利用品を使った薬なので、当然料金などはいただかない。




　　　　☆




「さて、今日はどんな仕事があることやら」

　隣近所の人に男性のことを話して、気にかけてもらうようお願いし、冒険者協会まで急ぎ足で出かけていく。

　狭く小さな部屋が集まった集合住宅ではあるが、意外と住人同士の横のつながりは強く、こういう時は困っている人を誰かが手伝ってくれる。

　この世界では最大規模の都市であるウルスだが、隣近所の助け合いに関しては先進国である現代日本よりはるかに活発なのだ。

　そんな快く協力を申し出てくれた人達のおかげで、男性のことをさほど心配せずに仕事にいける宏。

　とはいえ、出掛けにまごついたことを考えると、ゴミ拾いをはじめとした宏的には現金以上の収穫がある仕事は厳しいかもしれない。

「遅なってしもたけど、まあ人助けには代えられん」

　予想通り雑用系でもよさげな仕事は受付時間が終わってしまっており、結局いつでもいいから来てほしいという内容の船の修理補助を受けて、支給された交通費で大急ぎで港のドックへ移動。

　単に荷物運びや板を支える際の補助などの仕事ながら、船大工としての腕を遺憾なく発揮し、棟梁の誘い文句を一生懸命断って帰宅する。

「お帰り」

「ただいま。早かったんやな」

　いつもならこの時間はまだ帰ってきていない春菜がいることに少し驚いていると、すぐにその理由を報告してくれる、

「今日はすごく売れ行きがよかったから、いつもより二時間ぐらい早く売り切れたんだ。即席でいくつか追加したから、売り上げも新記録達成かも」

「ほほう」

「そういえば、下の階のおじさんからお礼ってことで野菜をもらったんだけど？」

「ああ。今朝腰いわせてはったから、貼り薬処方してあげてん」

「なるほど。ちょうどいいから、晩御飯はもらった野菜の煮込みをメインにするね」

「了解や」

　そんな感じで今日あったことを報告しながら、二人のいつもとさほど変わらぬ一日は終わりを告げるのであった。
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